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○議長 新垣博正 おはようございます。ただ

いまより平成30年第７回中城村議会臨時会を開

会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定

により、３番 渡嘉敷眞整議員及び４番 屋良

照枝議員を指名します。 

 日程第２ 会期の決定の件を議題といたしま

す。 

 お諮りします。本臨時会の会期は本日11月30

日のみにしたいと思います。御異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、本臨時会の会期は本日11月30日の

１日間に決定しました。 

 日程第３ 議案第54号 中城村職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例を議題としま

す。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは議案第54号 中城

村職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例について御提案申し上げます。 

 

議案第54号 

 

中城村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 

 中城村職員の給与に関する条例（昭和59年中城村条例第13号）の一部を別紙のとおり改正した

いので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

 

  平成30年11月30日提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

提案理由 

 沖縄県人事委員会の給与勧告等を考慮し、村職員の給与に関し、所要の改定をする必要があ

る。 

 これが、この条例案を提出する理由である。 

 

中城村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 

 （中城村職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 中城村職員の給与に関する条例（昭和59年中城村条例第13号）の一部を次のように改正

する。 

 

  第21条第３項中「100分の70」を「100分の80」に改める。 
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 第22条第２項第１号中「100分の90」を「100分の95」に改め、同項第２号中「100分の42.5」

を「100分の47.5」に改める。 

 

 別表第２を次のように改める。 

別表第２（第６条関係） 

行 政 職 給 料 表 

職務の級 １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級 

号給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 

 円 円 円 円 円 円 

1 144,100 194,000 230,000 263,000 288,900 319,200 

2 145,200 195,800 231,600 264,900 291,100 321,400 

3 146,400 197,600 233,100 266,700 293,400 323,700 

4 147,500 199,400 234,700 268,800 295,500 325,900 

       

5 148,600 200,900 236,100 270,500 297,400 328,100 

6 149,700 202,700 237,800 272,400 299,700 330,100 

7 150,800 204,500 239,300 274,300 302,000 332,300 

8 151,900 206,300 240,900 276,400 304,200 334,500 

       

9 153,000 207,900 242,100 278,400 306,100 336,400 

10 154,400 209,700 243,600 280,400 308,400 338,600 

11 155,700 211,500 245,200 282,500 310,600 340,600 

12 157,000 213,300 246,600 284,500 312,900 342,800 

       

13 158,300 214,700 248,100 286,500 315,000 344,600 

14 159,800 216,500 249,600 288,600 317,100 346,600 

15 161,300 218,200 250,900 290,600 319,300 348,600 

16 162,900 220,000 252,300 292,600 321,400 350,600 

       

17 164,200 221,700 253,800 294,400 323,300 352,300 

18 165,700 223,400 255,400 296,400 325,300 354,300 

19 167,200 225,000 257,100 298,500 327,300 356,100 

20 168,700 226,600 258,900 300,500 329,300 358,000 

       

21 170,100 228,000 260,500 302,400 331,000 359,900 

22 172,800 229,700 262,300 304,500 333,100 361,800 
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23 175,400 231,300 264,000 306,500 335,100 363,800 

24 178,000 232,900 265,700 308,600 337,200 365,700 

       

25 180,700 234,000 267,600 310,300 338,600 367,700 

26 182,400 235,500 269,500 312,400 340,500 369,600 

27 184,000 236,900 271,300 314,400 342,400 371,600 

28 185,700 238,200 273,100 316,400 344,300 373,600 

       

29 187,200 239,500 274,800 318,100 345,900 375,100 

30 188,900 240,700 276,700 320,100 347,800 376,900 

31 190,700 241,700 278,600 322,200 349,700 378,700 

32 192,400 242,900 280,300 324,300 351,500 380,300 

       

33 194,000 244,200 281,800 325,500 353,400 382,100 

34 195,400 245,300 283,700 327,500 355,200 383,500 

35 196,900 246,500 285,500 329,400 357,000 385,000 

36 198,400 247,800 287,400 331,500 358,700 386,600 

       

37 199,700 248,700 289,000 333,400 360,100 388,000 

38 201,000 250,100 290,700 335,300 361,400 389,200 

39 202,200 251,500 292,500 337,300 362,800 390,400 

40 203,500 252,900 294,300 339,200 364,200 391,500 

       

41 204,800 254,300 295,800 341,100 365,500 392,600 

42 206,100 255,700 297,500 343,000 366,400 393,800 

43 207,400 257,100 299,000 344,800 367,500 395,000 

44 208,700 258,400 300,600 346,700 368,600 396,100 

       

45 209,800 259,600 302,200 348,200 369,400 396,800 

46 211,100 260,900 303,900 349,600 370,300 397,500 

47 212,400 262,300 305,500 351,100 371,200 398,200 

48 213,700 263,600 307,200 352,600 372,100 398,900 

       

49 214,800 264,700 308,100 354,200 373,000 399,500 

50 215,900 265,800 309,600 355,000 373,800 400,100 
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51 216,900 267,100 311,100 356,200 374,600 400,600 

52 218,000 268,400 312,700 357,200 375,400 401,000 

       

53 219,100 269,400 314,300 358,100 376,100 401,400 

54 220,100 270,500 315,900 359,200 376,800 401,700 

55 221,000 271,800 317,500 360,100 377,500 402,000 

56 222,000 273,100 319,000 361,200 378,200 402,300 

       

57 222,400 274,000 320,500 362,100 378,700 402,600 

58 223,300 275,000 321,700 362,800 379,300 402,900 

59 224,100 275,900 322,900 363,500 379,900 403,200 

60 224,900 277,000 324,100 364,200 380,600 403,500 

       

61 225,600 278,100 324,800 364,600 381,000 403,800 

62 226,600 279,100 325,700 365,200 381,700 404,100 

63 227,400 280,000 326,500 365,900 382,300 404,400 

64 228,300 281,000 327,300 366,600 382,900 404,700 

       

65 229,000 281,500 328,200 366,900 383,300 405,000 

66 229,800 282,400 328,600 367,600 383,900 405,300 

67 230,700 283,100 329,300 368,300 384,500 405,600 

68 231,700 284,000 330,100 369,000 385,100 405,900 

       

69 232,400 285,000 330,900 369,300 385,500 406,100 

70 233,100 285,800 331,600 369,900 386,000 406,400 

71 233,700 286,600 332,300 370,600 386,500 406,700 

72 234,500 287,400 333,000 371,200 387,100 407,000 

       

73 235,300 288,200 333,500 371,500 387,400 407,200 

74 236,000 288,700 334,100 372,100 387,800 407,500 

75 236,700 289,100 334,600 372,800 388,200 407,800 

76 237,300 289,600 335,200 373,400 388,600 408,000 

       

77 238,000 289,800 335,500 373,800 388,900 408,200 

78 238,800 290,100 336,000 374,300 389,200 408,500 
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79 239,600 290,300 336,400 374,900 389,500 408,800 

80 240,300 290,700 336,900 375,400 389,800 409,000 

       

81 240,800 290,900 337,300 375,900 390,000 409,200 

82 241,500 291,100 337,800 376,500 390,300 409,500 

83 242,200 291,500 338,300 377,000 390,600 409,800 

84 242,900 291,800 338,800 377,300 390,800 410,000 

       

85 243,500 292,100 339,100 377,700 391,000 410,200 

86 244,200 292,400 339,500 378,200 391,300  

87 244,900 292,700 340,000 378,600 391,600  

88 245,600 293,100 340,400 379,000 391,800  

       

89 246,100 293,400 340,700 379,400 392,000  

90 246,600 293,800 341,100 379,900 392,300  

91 246,900 294,100 341,600 380,300 392,600  

92 247,300 294,500 342,000 380,700 392,800  

       

93 247,600 294,700 342,200 381,000 393,000  

94  294,900 342,600    

95  295,200 343,100    

96  295,600 343,500    

       

97  295,800 343,700    

98  296,100 344,100    

99  296,500 344,500    

100  296,900 344,800    

       

101  297,100 345,100    

102  297,400 345,500    

103  297,800 345,900    

104  298,100 346,300    

       

105  298,300 346,800    

106  298,600 347,200    
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107  299,000 347,600    

108  299,300 348,000    

       

109  299,500 348,500    

110  299,900 348,900    

111  300,300 349,200    

112  300,600 349,500    

       

113  300,800 350,000    

114  301,000     

115  301,300     

116  301,700     

        

117  301,900     

118  302,100     

119  302,400     

120  302,700     

       

121  303,100     

122  303,300     

123  303,600     

124  303,900     

       

125  304,200     

再任用職員 187,700 215,200 255,200 274,600 289,700 315,100 

備考 この表は、他の給料表の適用を受けないすべての職員に適用する。ただし、第24条に規定

する職員を除く。 

 

第２条 中城村職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

 

第21条第２項中「、６月に支給する場合においては100分の122.5、12月に支給する場合において

は100分の137.5」を、「100分の130」に改め、同条第３項を次のように改める。 

３ 再任用職員に対する前項の規定の適用については、同項中「100分の130」とあるのは「100

分の72.5」とする。 

 

第22条第２項第１号中「100分の95」を「100分の92.5」に改め、同項第２号中「100分の47.5」 
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 を「100分の45」に改める。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、平成31年４月１日から施行

する。 

２ 第１条の規定（中城村職員の給与に関する条例（以下「給与条例」という。）第22条第２項

の改正規定を除く。）による改正後の給与条例の規定は平成30年４月１日から、第１条の規定

（給与条例第22条第２項に限る。）による改正後の給与条例の規定は同年12月１日から適用す

る。 

 （給与の内払） 

３ 改正後の給与条例の規定を適用する場合においては、第１条の規定による改正前の中城村職

員の給与に関する条例の規定に基づいて支給された給与は、改正後の給与条例の規定による給

与の内払とみなす。 

 

 以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時０４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時０４分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 休憩します。 

休 憩（１０時０４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時０９分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第54号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第54号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第54号 中城村職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例を採決いたしま

す。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第54号 中城村職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例は原案のとお

り可決されました。 

 日程第４ 議案第55号 中城村特別職の職員

で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 
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○村長 浜田京介 議案第55号 中城村特別職

の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例について御提案申し上

げます。 

 
 

議案第55号 

 

中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一 

部を改正する条例 

 

 

 中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（昭和47年中城村条例第18号）

の一部を別紙のとおり改正したいので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定

により、議会の議決を求める。 

 

  平成30年11月30日提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

提案理由 

 勤勉手当の支給割合を引上げ改定する中城村の一般職員との均衡を考慮し、中城村特別職の職

員で常勤のものの期末手当の支給割合を引上げ改定する必要がある。 

 これが、この条例案を提出する理由である。 

 

 

   中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一 

   部を改正する条例 

 

 （中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正） 

第１条 中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（昭和47年中城村条例第

18号）の一部を次のように改正する。 

 

第４条第２項中「100分の172.5」を「100分の177.5」に改める。 

 

第２条 中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を次のように改正

する。 

 

 第４条第２項中「６月10日は100分の157.5、12月10日は100分の177.5」を「100分の167.5」に

改める。 
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   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、平成31年４月１日から施行

する。 

２ 第１条の規定（中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（以下「給与

等条例」という。））による改正後の給与等条例の規定は平成30年12月１日から適用する。 

 （期末手当の内払） 

３ 改正後の給与等条例の規定を適用する場合においては、第１条の規定による改正前の給与等

条例の規定に基づいて支給された期末手当は、改正後の給与等条例の規定による期末手当の内

払とみなす。 

 

 以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第55号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第55号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第55号 中城村特別職の職員で

常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第55号 中城村特別職の職員

で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例は原案のとおり可決されま

した。 

 日程第５ 議案第56号 中城村議会の議員の

報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第56号 中城村議会の

議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例について御提案申し上げます。 
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議案第56号 

 

中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正 

する条例 

 

 中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和47年中城村条例第８号）の一部を

別紙のとおり改正したいので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により、

議会の議決を求める。 

 

  平成30年11月30日提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

提案理由 

 勤勉手当の支給割合を引上げ改定する中城村の一般職員との均衡を考慮し、中城村議会の議員

の期末手当の支給割合を引上げ改定する必要がある。 

 これが、この条例案を提出する理由である。 

 

中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正 

する条例 

 

 （中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正） 

第１条 中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和47年中城村条例第８号）の

一部を次のように改正する。 

 

第５条第２項中「100分の172.5」を「100分の177.5」に改める。 

 

第２条 中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を次のように改正する。 

 

 第５条第２項中「６月10日は100分の157.5、12月10日は100分の177.5」を「100分の167.5」に

改める。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、平成31年４月１日から施行

する。 

２ 第１条の規定（中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例（以下「報酬等条例」 
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 という。））による改正後の報酬等条例の規定は平成30年12月１日から適用する。 

 （期末手当の内払） 

３ 改正後の報酬等条例の規定を適用する場合においては、第１条の規定による改正前の報酬等

条例の規定に基づいて支給された期末手当は、改正後の報酬等条例の規定による期末手当の内

払とみなす。 

 

 以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時１８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時２５分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 質疑ありませんか。 

 休憩します。 

休 憩（１０時２５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時２５分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第56号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第56号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第56号 中城村議会の議員の報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって議案第56号 中城村議会の議員の報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例は原案のとおり可決されました。 

 日程第６ 議案第57号 平成30年度中城村一

般会計補正予算（第４号）を議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第57号 平成30年度中

城村一般会計補正予算（第４号）について御提

案申し上げます。 
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議案第57号 

 

平成30年度中城村一般会計補正予算（第４号） 

 

 平成30年度中城村一般会計補正予算（第４号）は、次の定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ6,317千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ8,688,020千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成30年11月30日提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

18 繰入金   451,038 6,317 457,355 

  ２ 基金繰入金 451,037 6,317 457,354 

歳 入 合 計  8,681,703 6,317 8,688,020 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 議会費   104,136 278 104,414 

  １ 議会費 104,136 278 104,414 

２ 総務費   1,895,157 2,030 1,897,187 

  １ 総務管理費 1,730,610 1,092 1,731,702 

  ２ 徴税費 94,293 379 94,672 

  ３ 戸籍住民基本台帳費 51,604 559 52,163 

３ 民生費   3,289,008 580 3,289,588 

  １ 社会福祉費 1,235,438 188 1,235,626 

  ２ 児童福祉費 2,053,570 392 2,053,962 
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款 項 補正前の額 補正額 計 

４ 衛生費   856,067 319 856,386 

  １ 保健衛生費 479,355 175 479,530 

  ２ 清掃費 376,712 144 376,856 

６ 農林水産業費   213,509 325 213,834 

  １ 農業費 184,991 298 185,289 

  ３ 水産業費 27,199 27 27,226 

７ 商工費   106,431 201 106,632 

  １ 商工費 106,431 201 106,632 

８ 土木費   466,620 601 467,221 

  １ 土木管理費 27,697 258 27,955 

  ２ 道路橋梁費 276,088 128 276,216 

  ４ 都市計画費 32,668 215 32,883 

10 教育費   864,237 1,983 866,220 

  １ 教育総務費 131,040 270 131,310 

  ２ 小学校費 175,029 239 175,268 

  ４ 幼稚園費 107,469 171 107,640 

  ５ 社会教育費 243,522 1,230 244,752 

  ６ 保健体育費 136,869 73 136,942 

歳 出 合 計  8,681,703 6,317 8,688,020 

 

 それでは歳入歳出、読み上げて御提案申し上

げます。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入、18款繰入金、

２項基金繰入金、補正前の額４億5,103万7,000

円、補正額631万7,000円、合計で４億5,735万

4,000円。 

 歳入合計、補正前の額86億8,170万3,000円、

補正額631万7,000円、合計で86億8,802万円。 

 続いて、歳出、１款議会費、１項議会費、補

正前の額１億413万6,000円、補正額27万8,000

円、合計で１億441万4,000円。 

 ２款総務費、１項総務管理費、補正前の額17

億3,061万円、補正額109万2,000円、合計で17

億3,170万2,000円。２項徴税費、補正前の額

9,429万3,000円、補正額37万9,000円、合計で

9,467万2,000円。３項戸籍住民基本台帳費、補

正前の額5,160万4,000円、補正額55万9,000円。

合計で5,216万3,000円。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、補正前の額12

億3,543万8,000円、補正額18万8,000円、合計

で12億3,562万6,000円。２項児童福祉費、補正

前の額20億5,357万円、補正額39万2,000円、合

計で20億5,396万2,000円。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、補正前の額４

億7,935万5,000円、補正額17万5,000円、合計

で４億7,953万円。２項清掃費、補正前の額３

億7,671万2,000円、補正額14万4,000円、合計

で３億7,685万6,000円。 
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 ６款農林水産業費、１項農業費、補正前の額

１億8,499万1,000円、補正額29万8,000円、合

計で１億8,528万9,000円。３項水産業費、補正

前の額2,719万9,000円、補正額２万7,000円、

合計で2,722万6,000円。 

 ７款商工費、１項商工費、補正前の額１億

643万1,000円、補正額20万1,000円、合計で１

億663万2,000円。 

 ８款土木費、１項土木管理費、補正前の額

2,769万7,000円、補正額25万8,000円、合計で

2,795万5,000円。２項道路橋梁費、補正前の額

２億7,608万8,000円、補正額12万8,000円、合

計で２億7,621万6,000円。４項都市計画費、補

正前の額3,266万8,000円、補正額21万5,000円、

合計で3,288万3,000円。 

 10款教育費、１項教育総務費、補正前の額１

億3,104万円、補正額27万円、合計で１億3,131

万円。２項小学校費、補正前の額１億7,502万

9,000円、補正額23万9,000円、合計で１億

3,131万円。４項幼稚園費、補正前の額１億746

万9,000円、補正額17万1,000円、合計で１億

764万円。５項社会教育費、補正前の額２億

4,352万2,000円、補正額123万円、合計で２億

4,475万2,000円。６項保健体育費、補正前の額

１億3,686万9,000円、補正額７万3,000円、合

計で１億3,694万2,000円。 

 歳出合計、補正前の額86億8,170万3,000円、

補正額631万7,000円、合計で86億8,802万円。 

 以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 休憩します。 

休 憩（１０時３２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時３８分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第57号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第57号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第57号 平成30年度中城村一般

会計補正予算（第４号）を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第57号 平成30年度中城村一

般会計補正予算（第４号）は原案のとおり可決

されました。 

 日程第７ 議案第58号 平成30年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第３号）を議

題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第58号 平成30年度中

城村公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

について御提案申し上げます。 
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議案第58号 

 

平成30年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 

 平成30年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次の定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ36千円を増額とし、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ272,541千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

  平成30年11月30日提出 

中城村長  浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 使用料手数料   40,780 36 40,816 

  １ 使用料 40,720 36 40,756 

歳 入 合 計  272,505 36 272,541 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 公共下水道費   148,602 36 148,638 

  １ 公共下水道費 148,602 36 148,638 

歳 出 合 計  272,505 36 272,541 

 

 読み上げて御提案申し上げます。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入、１款使用料

手数料、１項使用料、補正前の額4,072万円、

補正額３万6,000円、合計で4,075万6,000円。 

 歳入合計、補正前の額２億7,250万5,000円、

補正額３万6,000円、合計で２億7,254万1,000

円。 

 続いて、歳出、１款公共下水道費、１項公共

下水道費、補正前の額１億4,860万2,000円、補

正額３万6,000円、合計で１億4,863万8,000円。 

 歳出合計、補正前の額２億7,250万5,000円、

補正額３万6,000円、合計で２億7,254万1,000

円。 

 以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 



― 18 ― 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第58号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第58号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論はありません

か。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第58号 平成30年度中城村公共

下水道事業特別会計補正予算（第３号）を採決

いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第58号 平成30年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第３号）は原

案のとおり可決されました。 

 休憩します。 

休 憩（１０時４３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５６分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、日程第８ 意見書第４号 ＦＡ

－18戦闘攻撃機の墜落事故に対する意見書及び

日程第９ 決議第７号 ＦＡ－18戦闘攻撃機の

墜落事故に対する抗議決議を一括議題とします。 

 本件について、提出者の趣旨説明を求めます。 

 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 それでは読み上げて御

提案申し上げます。 

 

意見書第４号 

 

平成30年11月30日 

 

中城村議会 

 議長 新垣 博正 殿 

 

提出者 

 中城村議会議員 大 城 常 良 

賛成者 

 中城村議会議員 新 垣   修 

賛成者 

 中城村議会議員 渡嘉敷 眞 整 
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ＦＡ－18戦闘攻撃機の墜落事故に対する意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第１項、及び第２項の規定により提出します。 

 

提案理由 

 村民・県民の生命、財産、安全、及び平穏な生活を守る立場から、今後全ての米軍機の飛行を

即時中止するよう憤りを持って強く抗議するため。 

 

ＦＡ－18戦闘攻撃機の墜落事故に対する意見書 

 

 平成30年11月12日午前11時45分頃、米海軍所属のＦＡ－18戦闘攻撃機１機がエンジントラブル

のため、那覇市の東南東156マイル（約290ｋｍ）の海上に墜落する事故が発生した。 

 同型機は、今年３月に米バージニア州オシナ海軍基地所属機が墜落し、操縦士２人が死亡する

事故を起こしている。 

 沖縄の米軍基地は、常駐機以外にも多くの外来機が飛来し、基地や訓練空域、水域が集中しす

ぎる上に、住民地域と訓練地域との距離も近すぎるため、訓練の増加による騒音被害の増大のみ

ならず、県民の命への影響は増大している。今回の海上での航空機事故は、漁船をはじめ、民間

船舶や人命の被害につながりかねず、環境への影響を含め、看過できるものではない。 

 1972年の本土復帰後、沖縄での米軍機の墜落事故は50件に上り、１年に１回以上の墜落事故が

起きる異常事態になっている。戦闘訓練の激化、機体の老朽化等、安全管理に対する意識の低さ

を疑わざるを得ない。本村上空も訓練航路が設定されており、墜落に対する村民の不安は限界に

達している。度重なる墜落事故の発生に対し、強い憤りを禁じ得ない。 

 よって、本村議会は村民・県民の生命・財産・安全を守る立場から米軍及び関係当局に対し厳

重に抗議するとともに、下記事項を速やかに実現するよう強く要請する。 

 

記 

 

１ 米軍機の飛行を即時中止すること。 

２ 事故に関する正確、かつ迅速な情報提供を行うこと。 

３ 事故原因を徹底的に究明し、詳細を速やかに公表すること。 

４ 日米地位協定の抜本的な改定を早急に行うこと。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

 

 



― 20 ― 

  平成30年11月30日 

 

沖縄県中城村議会 

 

あて先 

 衆議院議長 参議院議長 内閣総理大臣 外務大臣 防衛大臣 

 沖縄及び北方対策大臣 外務省特例全権大使（沖縄担当） 沖縄防衛局長 

 

 続きまして、抗議決議に移らさせていただき

ます。 

 

 

決議第７号 

 

平成30年11月30日 

 

中城村議会 

議長 新垣 博正 殿 

 

提出者 

 中城村議会議員 大 城 常 良 

賛成者 

 中城村議会議員 屋 良 照 枝 

賛成者 

 中城村議会議員 桃 原   清 

 

ＦＡ－18戦闘攻撃機の墜落事故に対する抗議決議 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第１項、及び第２項の規定により提出します。 

 

提案理由 

 村民・県民の生命、財産、安全、及び平穏な生活を守る立場から、今後全ての米軍機の飛行を

即時中止するよう憤りを持って強く抗議するため。 
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ＦＡ－18戦闘攻撃機の墜落事故に対する抗議決議 

 

 平成30年11月12日午前11時45分頃、米海軍所属のＦＡ－18戦闘攻撃機１機がエンジントラブル

のため、那覇市の東南東156マイル（約290ｋｍ）の海上に墜落する事故が発生した。 

 同型機は、今年３月に米バージニア州オシナ海軍基地所属機が墜落し、操縦士２人が死亡する

事故を起こしている。 

 沖縄の米軍基地は、常駐機以外にも多くの外来機が飛来し、基地や訓練空域、水域が集中しす

ぎる上に、住民地域と訓練地域との距離も近すぎるため、訓練の増加による騒音被害の増大のみ

ならず、県民の命への影響は増大している。今回の海上での航空機事故は、漁船をはじめ、民間

船舶や人命の被害につながりかねず、環境への影響を含め、看過できるものではない。 

 1972年の本土復帰後、沖縄での米軍機の墜落事故は50件に上り、１年に１回以上の墜落事故が

起きる異常事態になっている。戦闘訓練の激化、機体の老朽化等、安全管理に対する意識の低さ

を疑わざるを得ない。本村上空も訓練航路が設定されており、墜落に対する村民の不安は限界に

達している。度重なる墜落事故の発生に対し、強い憤りを禁じ得ない。 

 よって、本村議会は村民・県民の生命・財産・安全を守る立場から米軍及び関係当局に対し厳

重に抗議するとともに、下記事項を速やかに実現するよう強く要求する。 

 

記 

 

１ 米軍機の飛行を即時中止すること。 

２ 事故に関する正確、かつ迅速な情報提供を行うこと。 

３ 事故原因を徹底的に究明し、詳細を速やかに公表すること。 

４ 日米地位協定の抜本的な改定を早急に行うこと。 

 

 以上、決議する。 

 

  平成30年11月30日 

 

沖縄県中城村議会 

 

あて先 

 駐日米国大使 米太平洋軍司令官 在日米軍司令官 在沖米四軍沖縄地域調整官 

 米海軍第７艦隊司令官 在沖米国総領事 

 

 以上であります。 

○議長 新垣博正 これで提出者の趣旨説明を

終わります。 

 これから意見書第４号 ＦＡ－18戦闘攻撃機

の墜落事故に対する意見書に対する質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 
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 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 条文のことではないん

ですが、提案の中で上記議案を別紙のとおり、

会議規則第14条第１項、第２項というふうにし

てあるんですが、これは第２項だけでいいので

はないかということで、というのは第１項は提

出する場合は２名以上の賛成者がなければなら

ないという提案する場合の様式について、記載

をしていると。第２項だけが実際、その提出の

際のことを記載しているので、これは第１項は

削ったほうがいいのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時０４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時０６分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 それではお答えいたし

ます。 

 第14条は、これは読み上げてみますと、法第

112条、議員の議案提出権ということで、規定

によるものを除くほか、議員が議案を提出する

に当たっては、２人以上のものの賛成がなけれ

ばならないということで、我々、この意見書の

ほうもしっかりと２人以上の提出者と賛成者と

いうことで出してありますので、やはりこれは

１項、２項を網羅して付け加えていかないとで

きないということで、そのようにやって別に問

題はないということで提出はしてあります。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 そうですね、確かに２

名以上の賛成がなければならないということな

んですが、提出する場合の形式的な要件を定め

ていると考えられます。ですから、形式を整え

るのは当然というふうなことであるんですが、

第２項のほうは実際に議員が議案として提出し

ようとするときのことについて述べております

ので、その案の要件は当然、整えるべきですが、

出す場合にはこれは１項は必要がないのではな

いかというふうに思います。以上です。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 今、安里議員からの質

問でありました。第１項は必要はないんじゃな

いかということなんですけれども、やはり条文

としては我々はこれが慣例だということでその

ようにいつも言って、第１項、第２項は附随し

て今までもずっと提出する段階でつけておりま

すので、これも必要だろうということで削除す

るには当たらないということで思っております。 

○議長 新垣博正 これで安里清市議員の質疑

を終わります。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す意見書第４号は、会議規則第39条第３項の規

定によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第４号は委員会付託を省略

します。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 それでは意見書第４号 

ＦＡ－18戦闘攻撃機の墜落事故に対する意見書

４号の採択に当たり、賛成の立場から討論いた

します。 

 日米両政府にこれまで幾度となく事故、事件

が発生するたびに県や県議会、市町村議会は再

発防止、飛行中止を求めて厳重に意見、抗議を

訴えてきました。県民もまた生命の安全安心を

求めて基地があるが故の事件、事故に団結して

防止策や中止等を訴える行動を行っております。
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近隣地域において、大型ヘリが大学施設に墜落、

保育園の屋根への備品の落下、小学校運動場へ

の窓部品の落下と相次ぐ事故を起こしながらも

何ら変わらず人的被害事故も相次ぎ、不安を抱

えながら生活する県民をよそに、米軍機は沖縄

の上空を我が物とし、陸海空と軍事優先で県民

への配慮はみじんも感じられません。こんな状

況に安全管理、事故防止管理の徹底追及を求め

ない日本政府には憤りしか感じません。本村も

飛行経路になっており、このような同様な事故

がいつ起こるかわかりません。よって、村民の

生命、財産、安全を守る立場からこの意見書に

賛成いたします。以上です。 

○議長 新垣博正 ほかに討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

 「討論なし」と認め、これで討論を終わりま

す。 

 これから意見書第４号 ＦＡ－18戦闘攻撃機

の墜落事故に対する意見書を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第４号 ＦＡ－18戦闘攻撃

機の墜落事故に対する意見書は原案のとおり採

択されました。 

 続いて、決議第７号 ＦＡ－18戦闘攻撃機の

墜落事故に対する抗議決議に対する質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す決議第７号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、決議第７号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから決議第７号 ＦＡ－18戦闘攻撃機の

墜落事故に対する抗議決議を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、決議第７号 ＦＡ－18戦闘攻撃機

の墜落事故に対する抗議決議は原案のとおり採

択されました。 

 お諮りします。会議規則第45条の規定により、

本臨時会において議決の結果生じた条項、字句、

数字、その他の整理を要するものについては、

その整理を議長に一任してよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。 

 したがって、条項、字句、数字、その他の整

理を要するものについては、議長に一任するこ

とに決定しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 これで本臨時会を閉会いたします。御苦労さ

までした。 

  閉 会（１１時１５分） 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここ

に署名する。 

 

中城村議会議長 新 垣 博 正 

 

中城村議会議員 渡嘉敷 眞 整 

 

中城村議会議員 屋 良 照 枝 
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議案第64号 中城村表彰条例の一部を改正する条例 
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○議長 新垣博正 おはようございます。ただ

いまより平成30年第８回中城村議会定例会を開

催します。 

 これから本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定

により、５番 桃原 清議員及び６番 石原昌

雄議員を指名します。 

 日程第２ 会期の決定の件を議題といたしま

す。 

 お諮りします。本定例会の会期は本日12月７

日から12月14日の８日間にしたいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、本定例会の会期は本日12月７日か

ら12月14日の８日間に決定しました。 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

諸般の報告について 

 平成30年９月28日より、平成30年12月６日ま

での諸般の報告を下記のとおり行います。 

記 

１ 例月現金出納検査及び定期監査報告につい

て 

 村監査委員より、平成30年９月、10月、

11月の例月現金出納検査の結果報告があり

ました。お手元に結果報告書をお配りして

ありますのでご参照下さい。 

２ 一部事務組合議会、介護保険広域連合議会、

南部広域行政組合議会報告について 

  それぞれの議会議員より、各議会における

議事の経過及び結果の報告がありました。

お手元に報告書をお配りしてありますので

ご参照下さい。 

３ 陳情、要請の処理について 

  期間中に受理した陳情・要請等について２

件受理し、12月４日議会運営委員会で協議

した結果、配付してあります陳情等処理一

覧表のとおり、所管の常任委員会に付託ま

たは資料提供といたします。 

４ 沖縄県町村議会議長会関係について 

○10月10日（水）定例総会がパシフィック

ホテルで開催され、議長と事務局長が出

席しております。 

 任期満了に伴う役員改選があり各地区町

村議長会からの推薦により10人の理事が

選任され、その中から、会長に識名盛紀

（与那原町議長）、副会長に石川博己（本

部町議長）、徳里直樹（嘉手納町議長）、

新田長男（竹富町議長）がそれぞれ決定

しました。 

○10月12日（金）町村議会議員・議会事務

局職員研修会が糸満市で開催され全議員

と事務局職員が出席しております。 

○11月21日（水）第62回町村議会議長全国

大会が開催され、議長、事務局長が出席

しております。 

○12月３日（月）定例役員会がパシフィッ

クホテルで開催され議長が出席し、平成

31年度事業計画と負担金等、３議案・４

報告と１協議について行われました。 

５ 中部地区町村議会議長会関係について 

○10月４日（木）定例会が北中城村で開催

され、議長、事務局長が出席しておりま

す。 

 役員の任期満了に伴い、会長に 徳里直

樹（嘉手納町議長）、副会長に大城好弘

（西原町議長）、監事を亀谷長久（北谷町

議長）と名幸利積（北中城村議長）に決

定しました。 

○10月30日（火）議員・事務局職員親善ス

ポーツ大会が北谷町で開催され村議会議

員９名、事務局職員２名が参加しました。 

○11月20日（火）県外行政視察研修が山梨

県昭和町で開催され、議長、事務局長が
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参加しております。 

 昭和町議会の「議会改革の取り組み」に

ついて研修しました。議会基本条例が平

成22年に制定され、平成26年と30年の２

回既に改正されています。全国議会広報

コンクールにおいても、平成23年に１位

となっております。又、山梨学院大学と

の研修会や、住民と議員との「井戸端会

議」と称する対話集会等も精力的に行っ

ておりました。詳細資料等は事務局で閲

覧できますので、必要な方は申し出てく

ださい。 

６ そ の 他 

 その他の日程等については別紙をご参照

下さい。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 日程第４ 行政報告を行います。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは平成30年９月から

平成30年11月までの行政報告を抜粋して御報告

申し上げます。 

 まず９月13日に、東海岸地域サンライズ推進

協議会の意見交換会がございました。同じくそ

の日には、中城村議会議員の当選証書付与式が

ございました。新たなスタートでございます。 

 ９月17日に、新100歳、ことしは訪問対象者

が７名おりまして、慶祝訪問を行っております。 

 ９月22日、23日に川崎フロンターレのキャン

プ誘致トップセールスを行っております。御承

知のとおり、今年度も２連覇をいたしました。 

 10月９日に、翁長元沖縄県知事の県民葬に参

列をさせていただきました。改めて心からの御

冥福をお祈りいたします。 

 10月15日に、カジマヤーの慶祝訪問、訪問対

象者がことし６名ございました。 

 10月18日に、ハートライフ病院の創立30周年

記念式典がございまして、祝辞を述べさせてい

ただきました。 

 10月20日から21日に、ガンバ大阪も同じく

トップセールスでございます。 

 10月24日には、町村長理事を含めた施設研修

が福島県でございました。交流を重ねておりま

す。 

 11月２日に、海外移住者子弟研修生の修了式

がございました。ことしも３名の方が修了いた

しました。 

 11月３日に、全戦没者慰霊祭、中城村の慰霊

祭が雨の中でございましたけれども、行われま

した。 

 11月６日に、宜野湾地区の防犯協会創立60周

年記念式典がございました。そこでもこれから

のまた新たなスタートを切ろうということで、

頑張っていこうという決意表明がありました。 

 11月15日に、新庁舎建設合同安全祈願祭、い

よいよ新庁舎がスタートいたします。議員の皆

様方の参列もいただきました。 

 11月23日に、中部広域の市町村圏事務組合設

立30周年記念式典がございまして、最上広域と

の方々のほうからもたくさんの方々が参加して

いただきまして、花を添えていただきました。 

 11月27日からは全国町村長大会に参加をして

おります。 

 以上でございます。 

 続いて、平成30年度主要施策の執行状況調書

（第３・四半期分）でございます。同じく読み

上げて御報告申し上げます。 

 まずは総務課のほうから事業名、契約年月日、

契約方法、契約金額、落札率、契約の相手方の

順に読み上げて御報告申し上げます。 

 総務課。13節中城村役場新庁舎建設工事（磁

気探査委託業務）、平成30年９月25日、指名競

争入札、1,587万6,000円、98.3％、株式会社沖

縄探査開発。同じく13節同工事の工事監理業務

委託、平成30年10月１日、随意契約、2,397万

6,000円、90.7％、有限会社エン設計・米須建

築設計事務所、工事監理業務共同企業体。同じ
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く13節平成30年度中城村防災マップ機能強化委

託業務、平成30年11月１日、指名競争入札、

172万8,000円、88.9％、株式会社ゼンリンイン

ターマップ。15節全国瞬時警報システム（Ｊ－

ＡＬＥＲＴ）受信機整備工事、平成30年９月28

日、随意契約、388万440円、デルタ電気工業株

式会社。同じく15節全国瞬時警報システム（Ｊ

－ＡＬＥＲＴ）自動起動機整備工事、平成30年

10月５日、随意契約、282万7,440円、デルタ電

気工業株式会社。続きます。総務課、15節中城

村役場新庁舎建設工事（建築工事）、平成30年

９月14日、指名競争入札、８億3,786万4,000円、

93％、株式会社太名嘉組・株式会社富士建設特

定建設工事共同企業体。同じく15節同工事（電

気設備工事）、平成30年９月14日、指名競争入

札、２億4,132万6,000円、95.9％、有限会社開

成電設・有限会社三省電気工事、特定建設工事

共同企業体。同じく15節同工事（機械設備工

事）、平成30年９月14日、指名競争入札、２億

5,650万円、98％、沖縄水質改良株式会社・株

式会社全沖産業、特定建設工事共同企業体。同

じく15節同工事（杭工事）、平成30年９月14日、

指名競争入札、5,346万円、97.8％、金城重機

株式会社。17節中城村役場新庁舎建設事業（用

地購入）、平成30年９月６日、随意契約、7,908

万9,238円、当間地内３件。22節同じく（物件

移転補償）、平成30年９月６日、随意契約、

2,115万2,473円、当間地内６件でございます。 

 企業立地・観光推進課。19節とよむ中城産業

まつり実行委員会補助金、平成30年９月21日、

補助金、700万円、とよむ中城産業まつり実行

委員会。 

 農林水産課。13節中城浜漁港機能保全測量設

計委託業務、平成30年９月28日、指名競争入札、

1,198万8,000円、97.8％、株式会社大栄コンサ

ルタント。同じく13節中城第２地区農道舗装工

事現場技術業務、平成30年11月16日、指名競争

入札、257万400円、94.1％、株式会社沖橋エン

ジニアリング。15節中城第２地区農道舗装工事

（Ｈ30）、平成30年10月1日、指名競争入札、

2,725万560円、93.8％、有限会社渡久地建設。

15節ハウス施設新築工事、平成30年10月12日、

指名競争入札、280万8,000円、99.2％、株式会

社三和アグリテクノ。 

 都市建設課。13節平成30年度南上原地区出来

形確定測量委託業務（その２）、平成30年11月

16日、随意契約、473万400円、89.9％、株式会

社与那嶺測量設計。同じく13節平成30年度南上

原地区道路台帳作成委託業務、平成30年11月22

日、随意契約、366万1,200円、89.9％、株式会

社与那嶺測量設計。同じく13節村道西坂田線概

略設計委託業務、平成30年11月７日、指名競争

入札、475万2,000円、96.7％、株式会社双葉測

量設計。15節村道若南線道路整備工事（４工

区）、平成30年９月13日、指名競争入札、5,320

万6,200円、93.1％、株式会社新栄組。都市建

設課、続きます。15節南上原地区築造工事（30

－３工区）、平成30年11月14日、指名競争入札、

4,136万4,000円、92.9％、有限会社津城電気工

事。22節物件移転補償費、平成30年10月22日、

随意契約、69万4,700円、南上原地内１件。 

 上下水道課。15節平成30年度消火栓設置工事

（その１）、平成30年10月26日、随意契約、150

万円、有限会社石原設備。 

 生涯学習課。13節平成30年度村内文化財整備

工事実施設計委託業務、平成30年９月18日、指

名競争入札、57万2,400円、96.4％、株式会社

双葉測量設計。15節平成30年度中城城跡整備工

事、平成30年10月25日、指名競争入札、2,233

万9,800円、94％、有限会社喜舎場組。同じく

15節平成30年度中城城跡地すべり対策工事、平

成30年11月５日、指名競争入札、2,127万6,000

円、99.5％、ミナミ建設株式会社。同じく15節

花と緑のふれあい広場機能強化工事、平成30年

11月13日、指名競争入札、433万800円、99％、

株式会社五城。以上でございます。 
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○議長 新垣博正 続いて、教育行政報告を行

います。 

 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 おはようございます。９

月から11月までの教育行政報告を主なものだけ

報告いたします。 

 ９月16日の日曜日、子ども組踊塾生による創

作組踊が国立劇場おきなわで行われまして、

「糸蒲の縁」の公演ということで、南上原の児

童による公演が行われております。非常にすば

らしい子供たちの演技でした。 

 ９月21日の金曜日、第９回目の定例教育委員

会会議を行いまして、中城南小学校校舎増築建

設委託業務について話し合いを行っています。

その日に教育委員会学校訪問ということで、中

城南小学校に行きまして、授業参観、校長・教

頭との情報交換を行っております。 

 ９月26日の木曜日、海外短期留学・ＥＳＬ

キャンプ報告会を吉の浦会館で行われました。

アメリカ留学に行った中学生、高校生の感想の

中にはアメリカのスケールの大きさにびっくり

したとか、アメリカ人の積極性を見習い、自分

も意見を堂々と言えるようにしたいとか、歴

史・文化・民族の違いを学習したとか、そして

国外への興味、関心の増大。学習へのプラスの

効果になったというふうな生徒の感想が寄せら

れました。 

 10月12日金曜日、全国町村教育長会の第２回

目の理事会が東京都のほうで行われまして、第

60回の定期総会・研究大会への反省、そして来

年度の第61回の定期総会の事業計画、それと文

部科学省からの行政説明がありました。 

 10月23日の火曜日、第10回目の定例教育委員

会会議、中城村の教育の日表彰規定についての

話し合いを行って、児童・生徒の表彰をすると

いうことで、決定をしております。その日は中

城小学校のほうに学校訪問を行いました。 

 11月３日、中頭地区の中学校の駅伝競走大会

がうるま市の海中道路のほうで大雨の中、実施

されました。男子が優勝１位、女子が２位とい

うことで非常にすばらしい成果を上げています。

女子のほうが県大会でも２位に入りまして、九

州大会に出場をしました。きのう、九州大会の

報告を受けております。18チーム中17位という

ことで、また次への切りかえ、学習面との両立

をしてもらいたいなと思っています。 

 11月４日の日曜日、津覇小学校の音楽発表会、

ＰＴＡの文化祭・伝統芸能発表会が津覇小学校

のほうで行われました。伊集のターファークー

や和宇慶の獅子舞等、子供たちが郷土の伝統芸

能の伝承ということで、非常にすばらしい演技

でした。 

 11月16日の金曜日は、11回目の定例教育委員

会会議、中城村の就学援助規則の一部改正等に

ついて話し合いを行っております。 

 11月20日の火曜日、校種間の交流授業研究会

が津覇小学校で行われて、午後から全ての教員

が津覇小学校において、授業参観、授業研究会、

そして琉大教授等による指導助言を行って指導

力の向上に努めております。 

 11月30日の金曜日、沖縄県の理科研究大会が

吉の浦会館のほうであって、歓迎の挨拶を行っ

ています。その日は、全県から理科の先生方が

中城中学校のほうに集まって、中城中学校の生

徒の授業、その後、授業研究会ということで、

教師の指導力向上について、研究会が行われて

います。以上です。 

○議長 新垣博正 以上で行政報告を終わりま

す。 

 日程第５．議案第59号 中城村税条例の一部

を改正する条例を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第59号 中城村税条例

の一部を改正する条例について御提案申し上げ

ます。 
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議案第59号 

 

中城村税条例の一部を改正する条例 

 

 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を別紙のとおり改正したいので、地方自治

法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

 

  平成30年12月７日 提出 

 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提案理由 

 地方税法等の一部を改正する法律（平成30年法律第３号）が平成30年３月31日に公布され平成

31年１月１日から施行されるため、中城村税条例の一部を改正する必要がある。 

 

 

中城村税条例の一部を改正する条例 

 中城村税条例（昭和47年中城村条例第37号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

第１条～第22条 （略） 

（村民税の納税義務者等） 

第23条 村民税は、第１号の者に対しては均等割

額及び所得割額の合算額により 、第３号の者

に対しては均等割額及び法人税割額の合算額に

より 、第２号及び第４号の者に対しては均等

割額により 、第５号の者に対しては法人税割

額により 課する。 

 (1)～(5) （略） 

２ （略） 

３ 法人でない社団又は財団で代表者又は管理人

の定めがあり、かつ、令第47条に規定する収益

事業を行うもの（当該社団又は財団で収益事業

を廃止したものを含む。第31条第２項の表 第

１号において「人格のない社団等」という。）

又は法人課税信託の引受けを行うものは、法人

とみなして、この節（第48条第10項から第12項 

第１条～第22条 （略） 

（村民税の納税義務者等） 

第23条 村民税は、第１号の者に対しては均等割

額及び所得割額の合算額によって、第３号の者

に対しては均等割額及び法人税割額の合算額に

よって、第２号及び第４号の者に対しては均等

割額によって、第５号の者に対しては法人税割

額によって課する。 

 (1)～(5) （略） 

２ （略） 

３ 法人でない社団又は財団で代表者又は管理人

の定めがあり、かつ、令第47条に規定する収益

事業を行うもの（当該社団又は財団で収益事業

を廃止したものを含む。第31条第２項の表の第

１号において「人格のない社団等」という。）

又は法人課税信託の引受けを行うものは、法人

とみなして、この節             
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 までを除く。）の規定中法人の村民税に関する

規定を適用する。 

 （個人の村民税の非課税の範囲） 

第24条 次の各号のいずれかに該当する者に対し

ては、村民税（第２号に該当する者にあって

は、第53条の２の規定により課する所得割（以

下「分離課税に係る所得割」という。）を除

く。）を課さない。ただし、法の施行地に住所

を有しない者については、この限りでない。 

 (1) 生活保護法（昭和25年法律第144号）の規

定による生活扶助を受けている者 

 (2) 障害者、未成年者、寡婦又は寡夫（これ

らの者の前年の合計所得金額が135万円を超

える場合を除く。） 

２ 法の施行地に住所を有する者で均等割のみを

課すべきもののうち、前年の合計所得金額が

280,000円にその者の同一生計配偶者及び扶養

親族の数に１を加えた数を乗じて得た金額に10

万円を加算した金額（その者が同一生計配偶者

又は扶養親族を有する場合には、当該金額に

168,000円を加算した金額）以下である者に対

しては、均等割を課さない。 

 

第25条～第34条 （略） 

 （所得控除） 

第34条の２ 所得割の納税義務者が法第314条の

２第１項各号のいずれかに掲げる者に該当する

場合には、同条第１項及び第３項から第12項ま

での規定により雑損控除額、医療費控除額、社

会保険料控除額、小規模企業共済等掛金控除

額、生命保険料控除額、地震保険料控除額、障

害者控除額、寡婦（寡夫）控除額、勤労学生控

除額、配偶者控除額、配偶者特別控除額又は扶

養控除額を、前年の合計所得金額が2,500万円

以下である所得割の納税義務者については、同

条第２項、第７項及び第12項の規定により基礎

控除額をそれぞれその者の前年の所得について 

        の規定中法人の村民税に関する

規定を適用する。 

 （個人の村民税の非課税の範囲） 

第24条 次の各号のいずれかに該当する者に対し

ては、村民税（第２号に該当する者にあって

は、第53条の２の規定により課する所得割（以

下「分離課税に係る所得割」という。）を除

く。）を課さない。ただし、法の施行地に住所

を有しない者については、この限りでない。 

 (1) 生活保護法（昭和25年法律第144号）の規

定による生活扶助を受けている者 

 (2) 障害者、未成年者、寡婦又は寡夫（これ

らの者の前年の合計所得金額が125万円を超

える場合を除く。） 

２ 法の施行地に住所を有する者で均等割のみを

課すべきもののうち、前年の合計所得金額が

280,000円にその者の控除対象配偶者及び扶養

親族の数に１を加えた数を乗じて得た金額   

         （その者が控除対象配偶者

又は扶養親族を有する場合には、当該金額に

168,000円を加算した金額）以下である者に対

しては、均等割を課さない。 

 

第25条～第34条 （略） 

 （所得控除） 

第34条の２ 所得割の納税義務者が法第314条の

２第１項各号のいずれかに掲げる者に該当する

場合には、同条第１項及び第３項から第12項ま

での規定により雑損控除額、医療費控除額、社

会保険料控除額、小規模企業共済等掛金控除

額、生命保険料控除額、地震保険料控除額、障

害者控除額、寡婦（寡夫）控除額、勤労学生控

除額、配偶者控除額、配偶者特別控除額又は扶

養控除額を、                

     所得割の納税義務者については、同

条第２項、第７項及び第12項の規定により基礎

控除額をそれぞれその者の前年の所得について 
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 算定した総所得金額、退職所得金額又は山林所

得金額から控除する。 

第34条の３～第34条の５ （略） 

 （調整控除） 

第34条の６ 前年の合計所得金額が2,500万円以

下である所得割の納税義務者については、その

者の第34条の３の規定による所得割の額から、

次の各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号

に定める金額を控除する。 

 (1) 当該納税義務者の第34条の３第２項に規

定する課税総所得金額、課税退職所得金額

及び課税山林所得金額の合計額（以下この

条において「合計課税所得金額」という。）

が200万円以下である場合 次に掲げる金額

のうちいずれか少ない金額の100分の３に相

当する金額 

  ア ５万円に、当該納税義務者が法第314条

の６第１号イの表の上欄に掲げる者に該当

する場合には   、当該納税義務者に係

る同表の下欄に掲げる金額を合算した金額

を加算した金額 

  イ （略） 

 (2) 当該納税義務者の合計課税所得金額が200

万円を超える場合 アに掲げる金額からイ

に掲げる金額を控除した金額（当該金額が

５万円を下回る場合には、５万円とする。）

の100分の３に相当する金額 

  ア ５万円に、当該納税義務者が法第314条

の６第１号イの表の上欄に掲げる者に該当

する場合には   、当該納税義務者に係

る同表の下欄に掲げる金額を合算した金額

を加算した金額 

  イ （略） 

第34条の７～第36条 （略） 

 （村民税の申告） 

第36条の２ 第23条第１項第１号に掲げる者は、

３月15日までに、施行規則第５号の４様式（別 

 算定した総所得金額、退職所得金額又は山林所

得金額から控除する。 

第34条の３～第34条の５ （略） 

 （調整控除） 

第34条の６ 所得割の納税義務者        

              については、その

者の第34条の３の規定による所得割の額から、

次の各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号

に定める金額を控除する。 

 (1) 当該納税義務者の第34条の３第２項に規

定する課税総所得金額、課税退職所得金額

及び課税山林所得金額の合計額（以下この

条において「合計課税所得金額」という。）

が200万円以下である場合 次に掲げる金額

のうちいずれか少ない金額の100分の３に相

当する金額 

  イ ５万円に、当該納税義務者が法第314条

の６第１号イの表の上欄に掲げる者に該当

する場合においては、当該納税義務者に係

る同表の下欄に掲げる金額を合算した金額

を加算した金額 

  ロ （略） 

 (2) 当該納税義務者の合計課税所得金額が200

万円を超える場合 イに掲げる金額からロ

に掲げる金額を控除した金額（当該金額が

５万円を下回る場合には、５万円とする。）

の100分の３に相当する金額 

  イ ５万円に、当該納税義務者が法第314条

の６第１号イの表の上欄に掲げる者に該当

する場合においては、当該納税義務者に係

る同表の下欄に掲げる金額を合算した金額

を加算した金額 

  ロ （略） 

第34条の７～第36条 （略） 

 （村民税の申告） 

第36条の２ 第23条第１項第１号の者   は、

３月15日までに、施行規則第５号の４様式（別 
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 表）による申告書を村長に提出しなければなら

ない。ただし、法第317条の６第１項又は第４

項の規定により 給与支払報告書又は公的年金

等支払報告書を提出する義務がある者から１月

１日現在において給与又は公的年金等の支払を

受けている者で前年中において給与所得以外の

所得又は公的年金等に係る所得以外の所得を有

しなかったもの（公的年金等に係る所得以外の

所得を有しなかった者で社会保険料控除額（令

第48条の９の７に規定するものを除く。）、小規

模企業共済等掛金控除額、生命保険料控除額、

地震保険料控除額、勤労学生控除額、配偶者特

別控除額（所得税法第２条第１項第33号の４に

規定する源泉控除対象配偶者に係るものを除

く。）若しくは法第314条の２第５項に規定する

扶養控除額の控除又はこれらと併せて雑損控除

額若しくは医療費控除額の控除、法第313条第

８項に規定する純損失の金額の控除、同条第９

項に規定する純損失若しくは雑損失の金額の控

除若しくは第34条の７第１項（同項第２号に掲

げる寄附金（特定非営利活動促進法第２条第３

項に規定する認定特定非営利活動法人及び同条

第４項に規定する特例認定特定非営利活動法人

に対するものを除く。第６項において同じ。）

に係る部分を除く。）及び第２項の規定により  

 控除すべき金額（以下この条において「寄附金

税額控除額」という。）の控除を受けようとす

るものを除く。以下この条において「給与所得

等以外の所得を有しなかった者」という。）及

び第24条第２項に規定する者（施行規則第２条

の２第１項の表の上欄の（二）に掲げる者を除

く。）については、この限りではない。 

２～８ （略） 

第36条の３～第47条の６ （略） 

 （法人の村民税の申告納付） 

第48条 村民税を申告納付する義務がある法人

は、法第321条の８第１項、第２項、第４項、 

 表）による申告書を村長に提出しなければなら

ない。ただし、法第317条の６第１項又は第４

項の規定によって給与支払報告書又は公的年金

等支払報告書を提出する義務がある者から１月

１日現在において給与又は公的年金等の支払を

受けている者で前年中において給与所得以外の

所得又は公的年金等に係る所得以外の所得を有

しなかったもの（公的年金等に係る所得以外の

所得を有しなかった者で社会保険料控除額（令

第48条の９の７に規定するものを除く。）、小規

模企業共済等掛金控除額、生命保険料控除額、

地震保険料控除額、勤労学生控除額、配偶者特

別控除額                  

                      

    若しくは法第314条の２第５項に規定する

扶養控除額の控除又はこれらと併せて雑損控除

額若しくは医療費控除額の控除、法第313条第

８項に規定する純損失の金額の控除、同条第９

項に規定する純損失若しくは雑損失の金額の控

除若しくは第34条の７            

                       

                       

                       

                       

                の規定によって 

 控除すべき金額（以下この条において「寄附金

税額控除額」という。）の控除を受けようとす

るものを除く。以下この条において「給与所得

等以外の所得を有しなかった者」という。）及

び第24条第２項に規定する者（施行規則第２条

の２第１項の表の上欄の（二）に掲げる者を除

く。）については、この限りではない。 

２～８ （略） 

第36条の３～第47条の６ （略） 

 （法人の村民税の申告納付） 

第48条 村民税を申告納付する義務がある法人

は、法第321条の８第１項、第２項、第４項、 
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 第19項、第22項及び第23項の規定による申告書

（第10項及び第11項において「納税申告書」と

いう。）を、同条第１項、第２項、第４項、第

19項及び第23項の申告納付にあってはそれぞれ

これらの規定による納期限までに、同条第22項

の申告納付にあっては遅滞なく村長に提出し、

及びその申告に係る税金又は同条第１項後段及

び第３項の規定により提出があったものとみな

される申告書に係る税金を施行規則第22号の４

様式による納付書により納付しなければならな

い。 

２～９ （略） 

10 法第321条の８第42項に規定する特定法人で

ある内国法人は、第１項の規定により、納税申

告書により行うこととされている法人の村民税

の申告については、同項の規定にかかわらず、

同条第42項及び施行規則で定めるところによ

り、納税申告書に記載すべきものとされている

事項（次項において「申告書記載事項」とい

う。）を、法第762条第１号に規定する地方税関

係手続用電子情報処理組織を使用し、かつ、地

方税共同機構（第12項において「機構」とい

う。）を経由して行う方法その他施行規則で定

める方法により村長に提供することにより、行

わなければならない。 

11 前項の規定により行われた同項の申告につい

ては、申告書記載事項が記載された納税申告書

により行われたものとみなして、この条例又は

これに基づく規則の規定を適用する。 

12 第10項の規定により行われた同項の申告は、

法第762条第１号の機構の使用に係る電子計算

機（入出力装置を含む。）に備えられたファイ

ルへの記録がされた時に同項に規定する村長に

到達したものとみなす。 

第54条～第151条 （略） 

   附 則 

第１条～第２条の２の３ （略） 

 第19項、第22項及び第23項の規定による申告書 

                        

     を、同条第１項、第２項、第４項、第

19項及び第23項の申告納付にあってはそれぞれ

これらの規定による納期限までに、同条第22項

の申告納付にあっては遅滞なく村長に提出し、

及びその申告に係る税金又は同条第１項後段及

び第３項の規定により提出があったものとみな

される申告書に係る税金を施行規則第22号の４

様式による納付書により納付しなければならな

い。 

２～９ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第54条～第151条 （略） 

   附 則 

第１条～第２条の２の３ （略） 
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 （個人の村民税の所得割の非課税の範囲等） 

第２条の３ 当分の間、村民税の所得割を課すべ

き者のうち、その者の前年の所得について第33

条の規定により算定した総所得金額、退職所得

金額及び山林所得金額の合計額が、35万円にそ

の者の控除対象配偶者及び扶養親族の数に１を

加えた数を乗じて得た金額に10万円を加算した

金額（その者が控除対象配偶者又は扶養親族を

有する場合には、当該金額に32万円を加算した

金額）以下である者に対しては、第23条第１項

の規定にかかわらず、村民税所得割（分離課税

に係る所得割を除く。）を課さない。 

 

２・３ （略） 

 （法附則第15条第２項第１号等の条例で定める

割合） 

第２条の３～第６条 （略） 

第６条の２ （略） 

２～19 （略） 

20 法附則第15条第43項に規定する条例で定める

割合は、２分の１とする。 

21 法附則第15条第46項に規定する条例で定める

割合は、０とする。 

22 （略） 

第６条の３～第13条 （略） 

 （優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡し

た場合の長期譲渡所得に係る村民税の課税の特

例） 

第13条の２ （略） 

２ （略） 

３ 第１項（前項において準用する場合を含

む。）の場合において、所得割の納税義務者

が、その有する土地等につき、租税特別措置法

第33条から第33条の４まで、第34条から第35条

の２まで、第36条の２、第36条の５、第37条、

第37条の４から第37条の６まで、第37条の８又

は第37条の９    の規定の適用を受けると 

 （個人の村民税の所得割の非課税の範囲等） 

第２条の３ 当分の間、村民税の所得割を課すべ

き者のうち、その者の前年の所得について第33

条の規定により算定した総所得金額、退職所得

金額及び山林所得金額の合計額が、35万円にそ

の者の控除対象配偶者及び扶養親族の数に１を

加えた数を乗じて得た金額          

   （その者が控除対象配偶者又は扶養親族を

有する場合には、当該金額に32万円を加算した

金額）以下である者に対しては、第23条第１項

の規定にかかわらず、村民税の所得割（分離課

税に係る所得割を除く。）を課さない。 

 

２・３ （略） 

 （法附則第15条第２項第１号等の条例で定める

割合） 

第２条の３～第６条 （略） 

第６条の２ （略） 

２～19 （略） 

20 法附則第15条第44項に規定する条例で定める

割合は、２分の１とする。 

21 法附則第15条第47項に規定する条例で定める

割合は、０とする。 

22 （略） 

第６条の３～第13条 （略） 

 （優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡し

た場合の長期譲渡所得に係る村民税の課税の

特例） 

第13条の２ （略） 

２ （略） 

３ 第１項（前項において準用する場合を含

む。）の場合において、所得割の納税義務者

が、その有する土地等につき、租税特別措置法

第33条から第33条の４まで、第34条から第35条

の２まで、第36条の２、第36条の５、第37条、

第37条の４から第37条の７まで、第37条の９の

４又は第37条の９の５の規定の適用を受けると 
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 きは、当該土地等の譲渡は、第１項に規定する

優良住宅地等のための譲渡又は前項に規定する

確定優良住宅地等予定地のための譲渡に該当し

ないものとみなす。 

第13条の３～第15条  （略） 

 きは、当該土地等の譲渡は、第１項に規定する

優良住宅地等のための譲渡又は前項に規定する

確定優良住宅地等予定地のための譲渡に該当し

ないものとみなす。 

第13条の３～第15条  （略） 

 

   附 則 

 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、平成31年１月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に

定める日から施行する。 

 (1) 中城村税条例附則第６条の２第20項中「附則第15条第44項」を「附則第15条第43項」に改め、

同条第21項中「附則第15条第47項」を「附則第15条第46項」に改める改正規定 平成31年４月１

日 

 (2) 中城村税条例第23条第１項及び第３項並びに第48条第１項の改正規定並びに同条に３項を加え

る改正規定並びに次条第３項の規定 平成32年４月１日 

 (3) 中城村税条例第24条第１項第２号の改正規定、同条第２項の改正規定（「控除対象配偶者」を

「同一生計配偶者」に改める部分を除く。）並びに同条例第34条の２及び第34条の６の改正規定

並びに同条例附則第２条の３の改正規定並びに次条第２項の規定 平成33年１月１日 

 （村民税に関する経過措置） 

第２条 この条例による改正後の中城村税条例（第３項において「新条例」という。）の規定中個人の

村民税に関する部分は、平成31年度以後の年度分の個人の村民税について適用し、平成30年度分ま

での個人の村民税については、なお従前の例による。 

２ 前条第３号に掲げる規定による改正後の中城村税条例の規定中個人の村民税に関する部分は、平成

33年度以後の年度分の個人の村民税について適用し、平成32年度分までの個人の村民税については、

なお従前の例による。 

３ 新条例第23条第１項及び第３項並びに第48条第10項から第12項までの規定は、前条第２号に掲げる

規定の施行の日以後に開始する事業年度分の法人の村民税及び同日以後に開始する連結事業年度分

の法人の村民税について適用し、同日前に開始した事業年度分の法人の村民税及び同日前に開始し

た連結事業年度分の法人の村民税については、なお従前の例による。 

 

 村条例の一部を改正する条例の改正前と改正

後を新旧対照表がございますので、下線の部分

が改正になる箇所でございます。御参照いただ

きたいと思います。 

 附則を読み上げさせていただきます。 

 附則第１条の施行期日につきましては、割愛

をさせていただきます。第２条 村民税に関す

る経過措置。この条例による改正後の中城村税

条例（第３項において「新条例」という。）の

規定中個人の村民税に関する部分は、平成31年

度以後の年度分の個人の村民税について適用し、

平成30年度分までの個人の村民税については、



― 38 ― 

なお従前の例による。２ 前条第３号に掲げる

規定による改正後の中城村税条例の規定中個人

の村民税に関する部分は、平成33年度以後の年

度分の個人の村民税について適用し、平成32年

度分までの個人の村民税については、なお従前

の例による。３ 新条例第23条第１項及び第３

項並びに第48条第10項から第12項までの規定は、

前条第２号に掲げる規定の施行の日以後に開始

する事業年度分の法人の村民税及び同日以後に

開始する連結事業年度分の法人の村民税につい

て適用し、同日前に開始した事業年度分の法人

の村民税及び同日前に開始した連結事業年度分

の法人の村民税については、なお従前の例によ

る。以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 日程第６．議案第60号 平成30年度中城村一

般会計補正予算（第５号）を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第60号 平成30年度中

城村一般会計補正予算（第５号）について、御

提案申し上げます。 

 

 

議案第60号 

 

平成30年度中城村一般会計補正予算（第５号） 

 

 平成30年度中城村一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ111,210千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ8,799,230千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成30年12月７日提出 

中城村長 浜 田 京 介 
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第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 村税   2,471,522 2,000 2,473,522 

  ３ 軽自動車税 71,124 2,000 73,124 

14 国庫支出金   1,649,328 33,640 1,682,968 

  １ 国庫負担金 904,088 31,602 935,690 

  ２ 国庫補助金 738,006 1,326 739,332 

  ３ 委託金 7,234 712 7,946 

15 県支出金   1,218,019 8,485 1,226,504 

  １ 県負担金 439,991 7,429 447,420 

  ２ 県補助金 739,984 1,056 741,040 

18 繰入金   457,355 53,384 510,739 

  ２ 基金繰入金 457,354 53,384 510,738 

20 諸収入   135,578 13,701 149,279 

  １ 延滞金、加算金及び過料 4,014 12,339 16,353 

  ４ 雑入 131,562 1,362 132,924 

歳 入 合 計  8,688,020 111,210 8,799,230 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 議会費   104,414 75 104,489 

  １ 議会費 104,414 75 104,489 

２ 総務費   1,897,187 9,154 1,906,341 

  １ 総務管理費 1,731,702 7,750 1,739,452 

  ２ 徴税費 94,672 1,353 96,025 

  ３ 戸籍住民基本台帳費 52,163 23 52,186 

  ４ 選挙費 15,564 28 15,592 

３ 民生費   3,289,588 87,606 3,377,194 

  １ 社会福祉費 1,235,626 25,645 1,261,271 

  ２ 児童福祉費 2,053,962 61,961 2,115,923 

４ 衛生費   856,386 4,000 860,386 

  １ 保健衛生費 479,530 4,000 483,530 
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款 項 補正前の額 補正額 計 

６ 農林水産業費   213,834 3,072 216,906 

  １ 農業費 185,289 3,072 188,361 

８ 土木費   467,221 1,359 468,580 

  ２ 道路橋梁費 276,216 1,079 277,295 

  ４ 都市計画費 32,883 280 33,163 

10 教育費   866,220 6,230 872,450 

  １ 教育総務費 131,310 239 131,549 

  ２ 小学校費 175,268 3,601 178,869 

  ３ 中学校費 70,308 1,318 71,626 

  ５ 社会教育費 244,752 △116 244,636 

  ６ 保健体育費 136,942 1,188 138,130 

12 公債費   550,364 △286 550,078 

  １ 公債費 550,364 △286 550,078 

歳 出 合 計  8,688,020 111,210 8,799,230 

 

 それでは款、項、補正前の額、補正額、合計

の順に読み上げて御提案申し上げます。 

 まずは歳入の１款村税、３項軽自動車税、補

正前の額7,112万4,000円、補正額200万円、合

計で7,312万4,000円。 

 14款国庫支出金、１項国庫負担金、補正前の

額９億408万8,000円、補正額3,160万2,000円、

合計で９億3,569万円。２項国庫補助金、補正

前の額７億3,800万6,000円、補正額132万6,000

円、合計で７億3,933万2,000円。３項委託金、

補正前の額723万4,000円、補正額71万2,000円、

合計で794万6,000円。 

 15款県支出金、１項県負担金、補正前の額４

億3,999万1,000円、補正額742万9,000円、合計

で４億4,742万円。２項県補助金、補正前の額

７億3,998万4,000円、補正額105万6,000円、合

計で７億4,104万円。 

 18款繰入金、２項基金繰入金、補正前の額４

億5,735万4,000円、補正額5,338万4,000円、合

計で５億1,073万8,000円。 

 20款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、

補正前の額401万4,000円、補正額1,233万9,000

円、合計で1,635万3,000円。４項雑入、補正前

の額１億3,156万2,000円、補正額136万2,000円、

合計で１億3,292万4,000円。 

 歳入合計、補正前の額86億8,802万円、補正

額１億1,121万円、合計で87億9,923万円でござ

います。 

 続いて歳出、１款議会費、１項議会費、補正

前の額１億441万4,000円、補正額７万5,000円、

合計で１億448万9,000円。 

 ２款総務費、１項総務管理費、補正前の額17

億3,170万2,000円、補正額775万円、合計で17

億3,945万2,000円。２項徴税費、補正前の額

9,467万2,000円、補正額135万3,000円、合計で

9,602万5,000円。３項戸籍住民基本台帳費、補

正前の額5,216万3,000円、補正額２万3,000円、

合計で5,218万6,000円。４項選挙費、補正前の

額1,556万4,000円、補正額２万8,000円、合計

で1,559万2,000円。 
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 ３款民生費、１項社会福祉費、補正前の額12

億3,562万6,000円、補正額2,564万5,000円、合

計で12億6,127万1,000円。２項児童福祉費、補

正前の額20億5,396万2,000円、補正額6,196万

1,000円、合計で21億1,592万3,000円。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、補正前の額４

億7,953万円、補正額400万円、合計で４億

8,353万円。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、補正前の額

１億8,528万9,000円、補正額307万2,000円、合

計で１億8,836万1,000円。 

 ８款土木費、２項道路橋梁費、補正前の額２

億7,621万6,000円、補正額107万9,000円、合計

で２億7,729万5,000円。４項都市計画費、補正

前の額3,288万3,000円、補正額28万円、合計で

3,316万3,000円。 

 10款教育費、１項教育総務費、補正前の額１

億3,131万円、補正額23万9,000円、合計で１億

3,154万9,000円。２項小学校費、補正前の額１

億7,526万8,000円、補正額360万1,000円、合計

で１億7,886万9,000円。３項中学校費、補正前

の額7,030万8,000円、補正額131万8,000円、合

計で7,162万6,000円。５項社会教育費、補正前

の額２億4,475万2,000円、補正額11万6,000円

の減、合計で２億4,463万6,000円。６項保健体

育費、補正前の額１億3,694万2,000円、補正額

118万8,000円、合計で１億3,813万円。 

 12款公債費、１項公債費、補正前の額５億

5,036万4,000円、補正額28万6,000円の減、合

計で５億5,007万8,000円。 

 歳出合計、補正前の額86億8,802万円、補正

額１億1,121万円、合計で87億9,923万円。以上

でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 日程第７．議案第61号 平成30年度中城村後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議

題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第61号 平成30年度中

城村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について、御提案申し上げます。 

 

 

議案第61号 

 

平成30年度中城村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 

 平成30年度中城村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次の定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ500千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ141,346千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

  平成30年12月７日提出 

中城村長 浜 田 京 介 
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第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 後期高齢者医療保険料   90,002 200 90,202 

  １ 後期高齢者医療保険料 90,002 200 90,202 

６ 諸収入   2,213 300 2,513 

  ２ 償還金及び還付加算金 620 300 920 

歳 入 合 計  140,846 500 141,346 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

２ 
後期高齢者医療広域 
連 合 納 付 金   134,714 200 134,914 

  １ 
後期高齢者医療広域 
連 合 納 付 金 134,714 200 134,914 

３ 諸支出金   621 300 921 

  １ 償還金及び還付加算金 620 300 920 

歳 出 合 計  140,846 500 141,346 

 

 読み上げて御提案申し上げます。 

 歳入の第１款後期高齢者医療保険料、１項後

期高齢者医療保険料、補正前の額9,000万2,000

円、補正額20万円、合計で9,020万2,000円。 

 ６款諸収入、２項償還金及び還付加算金、補

正前の額62万円、補正額30万円、合計で92万円。 

 歳入合計、補正前の額１億4,084万6,000円、

補正額50万円、合計で１億4,134万6,000円。 

 歳出。歳出の２款後期高齢者医療広域連合納

付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、補

正前の額１億3,471万4,000円、補正額20万円、

合計で１億3,491万4,000円。 

 ３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、

補正前の額62万円、補正額30万円、合計で92万

円。 

 歳出合計、補正前の額１億4,084万6,000円、

補正額50万円、合計で１億4,134万6,000円でご

ざいます。以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 日程第８．議案第62号 平成30年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第４号）を議

題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第62号 平成30年度中

城村公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）

について、御提案申し上げます。 
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議案第62号 

 

平成30年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 

 平成30年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次の定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,317千円を増額とし、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ273,858千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

  平成30年12月７日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 入） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 使用料手数料   40,816 1,317 42,133 

  １ 使用料 40,756 1,317 42,073 

歳 入 合 計  272,541 1,317 273,858 

 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 公共下水道費   148,638 1,317 149,955 

  １ 公共下水道費 148,638 1,317 149,955 

歳 出 合 計  272,541 1,317 273,858 

 

 読み上げて御案内申し上げます。歳入１款使

用料手数料、１項使用料、補正前の額4,075万

6,000円、補正額131万7,000円、合計で4,207万

3,000円。 

 歳入合計、補正前の額２億7,254万1,000円、

補正額131万7,000円、合計で２億7,385万8,000

円。 

 歳出の１款公共下水道費、１項公共下水道費、

補正前の額１億4,863万8,000円、補正額131万

7,000円、合計で１億4,995万5,000円。 

 歳出合計、補正前の額２億7,254万1,000円、

補正額131万7,000円、合計で２億7,385万8,000

円でございます。以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 日程第９．議案第63号 平成30年度中城村土
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地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）を

議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第63号 平成30年度中

城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第２

号）について、御提案申し上げます。 

 

 

議案第63号 

 

平成30年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 

 

 平成30年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）は、次の定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

  平成30年12月７日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

第１表  歳 入 歳 出 予 算 補 正 

（歳 出） （単位：千円） 

款 項 補正前の額 補正額 計 

１ 土地区画整理事業費   309,768 0 309,768 

  １ 南上原土地区画整理事業費 309,768 0 309,768 

歳 出 合 計  309,769 0 309,769 
 

 

 歳出のみを読み上げさせていただきます。歳

出、１款土地区画整理事業費、１項南上原土地

区画整理事業費、補正前の額３億976万8,000円、

補正はございませんので、同額でございます。 

 歳出合計も補正前の額３億976万9,000円の同

額でございます。以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 日程第10．議案第64号 中城村表彰条例の一

部を改正する条例を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 議案第64号 中城村表彰条

例の一部を改正する条例について、御提案申し

上げます。 
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議案第64号 

 

中城村表彰条例の一部を改正する条例 

 

 中城村表彰条例（昭和62年中城村条例第６号）の一部を別紙のとおり改正したいので、地方自

治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項の規定により議会の議決を求める。 

 

  平成30年12月７日提出 

中城村長 浜 田 京 介 

 

提案理由 

 功労表彰及び善行表彰に該当する者の基準や特別表彰の追加に関し、所要の改正をする必要が

ある。 

 これが、この条例案を提出する理由である。 

 

 

中城村表彰条例の一部を改正する条例 

 中城村表彰条例（昭和62年中城村条例第６号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

 （表彰の種類） 

第２条 表彰は、功労表彰、善行表彰及び特別表

彰とする。 

 

 （功労表彰） 

第３条 功労表彰は、次の各号のいずれかに該当

する者のうち、功績顕著なものについて村長が

行う。 

 (１)～(４) （略） 

 (５) 教育委員会委員、選挙管理委員会委員、

監査委員、農業委員会委員又は、固定資産評

価審査委員会の委員の職にあって12年以上在

職した者 

 (６) 校長又は教頭の職にあって村内学校に８

年以上在職した者 

 (７) 教諭として村内学校に10年以上在職した

者 

 （表彰の種類） 

第２条 表彰は、功労表彰及び善行表彰の２種と

する。 

 

 （功労表彰） 

第３条 功労表彰は、次の各号のいずれかに該当

する者のうち、功績顕著なものについて村長が

行う。 

 (１)～(４) （略） 

 (５) 教育委員会委員、選挙管理委員会委員、

監査委員又は農業委員会委員の職にあって12

年以上在職した者 

 

 (６) 校長又は教頭の職にあって村内学校に12

年以上在職した者 

 (７) 教諭として村内学校に15年以上在職した

者 
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 (８) （略） 

 (９) その他前各号に準ずる者及び表彰するこ

とが適当と認められる者 

２ 功労者には、表彰状及び記念品又は記念品料

を贈呈する。 

 

 （善行表彰） 

第５条 善行表彰は、次の各号のいずれかに該当

する者について村長が行う。 

 (１)・(２) （略） 

 (３) 特にすぐれた行為、業績及び善行によ

り、一般村民の模範となる者 

２ 善行者には、表彰状及び記念品又は記念品料

を贈呈する。 

 

 （特別表彰） 

第７条 第３条、第５条及び第６条に規定する表

彰のほか、第10条の規定により、設置された表

彰審査委員会において、表彰することが適当で

あると認められた者及び団体を特別に表彰する

ことができる。 

 

 （被表彰者が死亡した場合の処置） 

第８条 この条例によって被表彰者となった者が

その表彰前に死亡したときは、表彰状及び記念

品又は記念品料は、その遺族に贈る。 

 

 （表彰者名簿） 

第９条 （略） 

 

 （表彰審査委員会） 

第10条 （略） 

 

 （規則への委任） 

第11条 （略） 

 (８) （略） 

 (９) その他前各号に準ずる者 

 

２ 功労者には、表彰状及び記念品を贈呈する。 

 

 

 （善行表彰） 

第５条 善行表彰は、次の各号のいずれかに該当

する者について村長が行う。 

 (１)・(２) （略） 

 (３) 一般村民の模範となるような善行をした

者 

２ 善行者には、表彰状及び記念品を贈呈する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （被表彰者が死亡した場合の処置） 

第７条 この条例によって被表彰者となった者が

その表彰前に死亡したときは、表彰状及び記念

品は、その遺族に贈る。 

 

 （表彰者名簿） 

第８条 （略） 

 

 （表彰審査委員会） 

第９条 （略） 

 

 （規則への委任） 

第10条 （略） 
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   附 則 

 （施行期日） 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 改正前と改正後の下線の部分で表示をされて

おりますので、御参照いただきたいと思います。 

 附則といたしまして、附則、施行期日、この

条例は、公布の日から施行する。 

 以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで提案理由の説明を終

わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで

した。 

  散 会（１０時４０分） 
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平成30年第８回中城村議会定例会（第４日目） 

招 集 年 月 日 平成30年12月７日（金） 

招 集 の 場 所 中 城 村 議 会 議 事 堂 

開 会 ・ 散 会 ・ 

閉 会 等 日 時 

開  議 平成30年12月10日  （午前10時00分） 

散  会 平成30年12月10日  （午前10時36分） 

応 招 議 員 

 

 

（ 出 席 議 員 ） 

議 席 番 号 氏   名 議 席 番 号 氏   名 

１ 番 安 里 清 市 ９ 番 比 嘉 麻 乃 

２ 番 新 垣   修 10 番 安 里 ヨシ子 

３ 番 渡嘉敷 眞 整 11 番 仲 松 正 敏 

４ 番 屋 良 照 枝 12 番 金 城   章 

５ 番 桃 原   清 13 番 外 間 博 則 

６ 番 石 原 昌 雄 14 番 伊 佐 則 勝 

７ 番 新 垣 貞 則 15 番 新 垣 善 功 

８ 番 大 城 常 良 16 番 新 垣 博 正 

欠 席 議 員     

会議録署名議員 ５ 番 桃 原   清 ６ 番 石 原 昌 雄 

職務のため本会議 
に 出 席 し た 者 議会事務局長 新 垣 親 裕 議 事 係 長 我 謝 慎太郎 

地方自治法第121 

条の規定による 

本 会 議 出 席 者 

村 長 浜 田 京 介 企 画 課 長 大 湾 朝 也 

副 村 長 比 嘉 忠 典 
企 業 立 地 ・ 
観光推進課長 比 嘉   保 

教 育 長 比 嘉 良 治 都市建設課長 仲 松 範 三 

総 務 課 長 與 儀   忍 
農 林 水 産 課 長 兼 
農業委員会事務局長 比 嘉 義 人 

住民生活課長 津 覇 盛 之 上下水道課長 仲 村 武 宏 

会 計 管 理者 荷川取 次 枝 教育総務課長 比 嘉 健 治 

税 務 課 長 兼 
住 民 税 係 長 知 名   勉 生涯学習課長 稲 嶺 盛 昌 

福 祉 課 長 金 城   勉 
教 育 総 務 課 
主 幹 稲 嶺 盛 久 

健康保険課長 仲 村 盛 和   
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議 事 日 程 第 ２ 号 

日 程 件 名 

第 １ 

第 ２ 

第 ３ 

第 ４ 

第 ５ 

第 ６ 

 

議案第59号 中城村税条例の一部を改正する条例 

議案第60号 平成30年度中城村一般会計補正予算（第５号） 

議案第61号 平成30年度中城村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

議案第62号 平成30年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

議案第63号 平成30年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第64号 中城村表彰条例の一部を改正する条例 
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○議長 新垣博正 おはようございます。これ

より本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 議案第59号 中城村税条例の一部

を改正する条例を議題とします。 

 本件については12月７日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時００分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時０１分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第59号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第59号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第59号 中城村税条例の一部を

改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第59号 中城村税条例の一部

を改正する条例は原案のとおり可決されました。 

 日程第２ 議案第60号 平成30年度中城村一

般会計補正予算（第５号）を議題とします。 

 本件については12月７日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 それでは議案第60号 

平成30年度中城村一般会計補正予算（第５号）

について質疑を行いたいと思います。 

 一般会計補正予算書の18ページ、３款１目の

児童福祉総務費の13節委託料、病児保育事業委

託料、その説明の中では138名から276名にふえ

たということなのですけれども、このふえた要

因が何なのか、わかるのであればお願いしたい

と思っております。 

 続きまして21ページです。８款の道路新設改

良費、12節の広告料、これも説明の中では新聞

広告料と説明を受けているのですが、これの詳

細をお願いしたいと思っております。以上２点、

よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 ３款２項１目13節児童福祉費の委託料ですが、

病児保育事業委託料58万5,000円の追加につき

ましては、３市町村全体の増加と、プラス村の

利用者割合も増加する見込みということで、当

初３町村で800人から1,000人ほどを見込んでお

りましたが、今現在、利用状況を含めまして

1,000人から1,200人ということで、見込みとし

て当初の138人から276人ぐらいにはなるだろう

というところでございます。実際半期での実績

増もございますけれども、理由についてまでは

分析しておりません。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 大城議員の御質疑

にお答えします。 

 12節新聞広告料ですが、久場・前浜原線の土

地収用に向けての事業認定の手続に向けて、住

民説明会を実施しなければいけないですので、

その関係者の方々に新聞広告で住民説明会の開
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催の時期を公告する公告料であります。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 １点目です。これは

800名から1,200名ぐらいにふえるだろうという

ことで、今補正を出しているということで了解

しているのですが、やはり病児保育というのは

大変大切な、子育てをする方々には十分に手当

をしないといけないということで、十分そこも

配慮をしながら進めていってください。 

 ２点目です。新聞広告の件ですが土地収用と

いうことは、やはりもう幾ら本人と協議を重ね

てもできなかったということで、了解してよろ

しいですか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 現在も本人とまだ交渉中でありますので、も

し本人が納得して契約することになりましたら、

事業認定に向けての説明会は取りやめとなりま

す。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 土地所有者もいろいろ

と問題を抱えているのだろうと今まで私も思っ

てきたのですけれども、十分に説明責任を果た

して、どうしてもできないということであれば、

やはり大多数の地域の方々が早急にその道の開

通を望んでいるはずですので、さまざまな問題

もあろうかと思うのですが、じっくりと話し合

いをやりながら、前に進めていってください。

以上です。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時０８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時１２分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 渡嘉敷眞整議員。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 一般会計補正予算書

の25ページ、中学校費の学校管理費の備品購入

費ですが、生徒増と古い物の切りかえ等と聞い

ておりますけれども、現在古い状態で切りかえ

なければならない机や腰かけの状況というのは、

どういう状態になっていますでしょうか。よろ

しくお願いします。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それでは渡嘉敷議

員の御質疑にお答えしていきたいと思います。 

 現在、平成31年に向けて生徒数の増が見込め

る部分があることと、やはり使用していく段階

である程度机のさび等で少し買いかえが必要な

部分が毎年出てきますので、その辺も含めての

台数ということで、細かな使用できない部分は

把握していないのですが、その部分も見込んで

60台を今回新規と買いかえを行いたいというこ

とで、予算に計上しています。以上です。 

○議長 新垣博正 渡嘉敷眞整議員。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 平成31年度の生徒増

に向けてと、古い物を一挙に予算は取りづらい

と思いますので、調査をして、机、腰かけが古

くなって、どうしても変えなればならないとい

う状態にあるものがあれば、年次的に計画を立

てて予算要求をして、子供たちの教育、授業に

支障がないようにやっていただきたいというこ

とです。よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 答弁はいりますか。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 答弁をお願いします。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それでは渡嘉敷議

員の質疑に答弁をしていきたいと思います。 

 議員がおっしゃられるように、教育環境の整

備というのはやはり教育委員会としても必要だ

ということで考えています。その中で毎年、年

次的に古いのは発生してきますので、新年度予

算であったり、また今回の補正等、その中で対

応できる部分は今後も対応していきたいと思い

ます。以上です。 

○議長 新垣博正 ほかに質疑はありませんか。 
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（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第60号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第60号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第60号 平成30年度中城村一般

会計補正予算（第５号）を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第60号 平成30年度中城村一

般会計補正予算（第５号）は原案のとおり可決

されました。 

 日程第３ 議案第61号 平成30年度中城村後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議

題とします。 

 本件については12月７日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第61号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第61号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第61号 平成30年度中城村後期

高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を採決

いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第61号 平成30年度中城村後

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は原

案のとおり可決されました。 

 日程第４ 議案第62号 平成30年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第４号）を議

題とします。 

 本件については12月７日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第62号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第62号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第62号 平成30年度中城村公共
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下水道事業特別会計補正予算（第４号）を採決

いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第62号 平成30年度中城村公

共下水道事業特別会計補正予算（第４号）は原

案のとおり可決されました。 

 日程第５ 議案第63号 平成30年度中城村土

地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）を

議題とします。 

 本件については12月７日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１０時２２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時２３分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第63号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第63号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第63号 平成30年度中城村土地

区画整理事業特別会計補正予算（第２号）を採

決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第63号 平成30年度中城村土

地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）は

原案のとおり可決されました。 

 日程第６ 議案第64号 中城村表彰条例の一

部を改正する条例を議題とします。 

 本件については12月７日に説明を受けており

ますので、これから質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 それでは議案第64号に

ついて質疑を行いたいと思います。 

 まず１点目に、これは改正前、改正後です。

第３条の（６）と（７）、これが「12年」と

「15年」の改正後、「８年」と「10年」に短縮

されておりますけれども、この短縮した理由を

伺いたいと思います。 

 ２点目に、３条の２項及び５条の２項にある

表彰状及び記念品、または記念品料を贈呈する

ということであるのですが、この記念品料とい

うのは統一されるのかどうか。また特別表彰の

場合は、これが当てはめられるのかどうか。ま

た違ったものが授与されるのか。その２点、よ

ろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 条例第３条の６号、７号につきまして、これ

までの「12年」を「８年」に、それから「15年」

を「10年」に改正したいと考えております。改

正の理由につきましては、本村内に勤務をいた

します校長及び教諭につきましては15年、ある

いは12年というが非現実的であろうと考えてお

ります。ですからできるだけ本村において、本

村児童・生徒の教育に携わった教諭等につきま

しては、表彰を考えております。そのために期
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間を短縮するということで提案をしているとこ

ろでございます。 

 それから記念品料につきましては、これまで

記念品という形で差し上げておりますけれども、

今後も記念品という形の考え方には変わりはご

ざいませんが、場合によってはということを想

定しまして、記念品料にかえることができると

いうところを改正したいということで考えてお

ります。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 １点目です。これは今

まで12年、15年で表彰をもらった方がいらっ

しゃるのかどうか。いなければ、やはり変えな

いといけないと。この条例自体が昭和62年です

か、相当前の条例になっているものですから、

今まで何らそういうもので全然支障がなかった

のかどうか。やはり10年、15年ということは非

常に無理がある条例だなと、今読んでもわかる

のですけども。その中でも、もらった方がい

らっしゃったのかどうか。 

 それと２点目です。これが場合によってはと

いうことなのですが、随時そういう方がいらっ

しゃるのであれば、やはり表彰状、それから記

念品、記念品料ということになろうかと思うの

ですが、その３品はつけたほうがいいのではな

いかと思うのです。場合によってということは

表彰状か、あるいは記念品か、あるいは記念品

料、それに別途で渡すのかということになりま

すけれども、３つが一体ということではないで

すか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 まず村内に勤務する教員につきましては、近

年は３年から５年が一つの学校に勤める期間で

あるということで認識をしております。ただ、

以前につきましては５年、あるいは６年、７年

の勤務期間はあったのだろうということで認識

をしております。 

 過去においての教員の表彰につきましては、

大変申しわけないのですが今資料が手元にあり

ませんので、それについてはまた後で答えてい

きたいと考えております。 

 それから表彰状につきましては、これまで同

様表彰状は授与したいと考えております。表彰

状にあわせて、これまでは記念品を贈っており

ます。表彰状と記念品です。場合によっては表

彰状と記念品料に変わる可能性もあるというこ

とで、御理解をお願いしたいと思います。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 今回の改正の大枠は、

この特別表彰ということになるかと思うのです

が、やはり特別表彰にもなると相当の実績、あ

るいは名誉が与えられるということだろうと思

いますので、ぜひ表彰、それから表彰状、それ

と記念品、そこもぜひ足して差し上げたいと、

これは私の考えではあるのですけれども、ぜひ

検討して、お願いしたいと思っています。以上

です。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時３０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時３１分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 休憩します。 

休 憩（１０時３１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時３５分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっておりま

す議案第64号は、会議規則第39条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 
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○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第64号は委員会付託を省略し

ます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから議案第64号 中城村表彰条例の一部

を改正する条例を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、議案第64号 中城村表彰条例の一

部を改正する条例は原案のとおり可決されまし

た。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで

した。 

  散 会（１０時３６分） 
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平成30年第８回中城村議会定例会（第５日目） 

招 集 年 月 日 平成30年12月７日（金） 

招 集 の 場 所 中 城 村 議 会 議 事 堂 

開 会 ・ 散 会 ・ 

閉 会 等 日 時 

開  議 平成30年12月11日  （午前10時00分） 

散  会 平成30年12月11日  （午後２時58分） 

応 招 議 員 

 

 

（ 出 席 議 員 ） 

議 席 番 号 氏   名 議 席 番 号 氏   名 

１ 番 安 里 清 市 ９ 番 比 嘉 麻 乃 

２ 番 新 垣   修 10 番 安 里 ヨシ子 

３ 番 渡嘉敷 眞 整 11 番 仲 松 正 敏 

４ 番 屋 良 照 枝 12 番 金 城   章 

５ 番 桃 原   清 13 番 外 間 博 則 

６ 番 石 原 昌 雄 14 番 伊 佐 則 勝 

７ 番 新 垣 貞 則 15 番 新 垣 善 功 
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○議長 新垣博正 おはようございます。これ

より本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は、答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。

最初に比嘉麻乃議員の一般質問を許します。 

○９番 比嘉麻乃議員 それでは改めましてお

はようございます。議席番号９番、比嘉麻乃で

す。それでは、早速通告書に基づきまして、御

質問いたします。 

 大枠１．子育て世代包括支援センターについ

て。妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない

支援を行うことを目的に、子育て世代包括支援

センターの開設が、全国で広まっており、県内

でも、今帰仁村、那覇市、沖縄市、うるま市で

開設されております。そこで、本村の子育て支

援の強化と、更なる子育てしやすい中城村にな

る事を期待して次のことを伺います。①同セン

ターの必要性と設置の目的を伺います。②支援

の対象年齢を伺います。③同センター設置に必

要となる専門職と体制を伺います。 

 大枠２．国民健康保険（国保）について。国

保はこれまで各市町村が保険者となって運営し

ていたが、平成30年度の制度変更により、県と

市町村がともに保険者となり、県が国保の財政

運営の中心的な役割を担っています。この10年

間で国民医療費は1.3倍に増加しており、団塊

の世代が全員75歳以上になる2025年には、国民

医療費の総額は61.8兆円になる見込みのようで

す。本村においても国保財政の赤字を補塡する

ために、平成29年度は一般会計から繰入金とし

て２億2,857万8,000円を投入し、それは年々、

増加しております。今後はさらに、医療費を抑

制する必要があると考えられます。そこで次の

事を伺います。①平成29年度の特定健診受診率

は全体で43.3％ですが、40代、50代、60代、70

代年齢別の受診率を伺います。②本村では、平

日がお仕事の方のために、日曜健診を実施して

いるが、日中がお仕事で健診が受けられない方

のために、夜間集団健診を実施する考えはない

か。③国保制度変更に伴い、新たな項目の中に

ある保険者努力支援制度について伺います。④

検診項目の中に歯周疾患検診を導入する考えは

ないか伺います。 

 大枠３．北上原渋滞解消について。消防学校

近く県道29号線の渋滞解消法について、平成29

年９月の定例会でも質問いたしました。そのと

きに「右折だまりを早めに設置するよう要請し

ていきたいと思っております」という答弁がご

ざいましたが、現在の進捗状況を伺います。そ

れでは答弁よろしくお願いいたします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 では比嘉麻乃議員の御質問

にお答えをいたします。 

 大枠１、大枠２につきましては健康保険課の

ほうでお答えをいたします。大枠３につきまし

ては都市建設課のほうでお答えをいたします。 

 私のほうでは御質問の大枠１の子育て世代包

括支援センターについて所見を述べさせていた

だきますが、もちろん議員御承知のとおり中城

子育て支援の村、まちとして今、一生懸命取り

組んでいるところでもございますし、議員御指

摘の同センターの必要性は重々承知しているつ

もりでございますので、詳細につきましてはそ

の時期などあるいは制度なりは担当課のほうで

お答えをさせていただきますが、しっかり私ど

も中城村もこの支援センターにつきましては取

り組んでいきたいと思っております。以上でご

ざいます。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それでは質問の大

枠１と２につきまして、お答えいたします。 

 まず大枠１の①からお答えいたします。子育

て世代包括支援センターは、妊娠期から子育て

期にわたる切れ目のない支援を提供する体制を
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構築することを目的としております。 

 ②です。妊産婦及び乳幼児並びにその保護者

を対象とすることが主でありますが、地域の実

情に応じて、18歳までの子どもとその保護者に

ついても対象とするなど、柔軟に対応すること

が可能となっております。 

 次、③についてです。必要職員体制として、

母子保健に関する専門知識を有する保健師など

を１名以上配置することになっています。また

センターの規模など地域の実情で判断できると

されております。 

 続きまして、大枠２についてです。①の受診

率のほうからお答えいたします。40代が28.9％

で、受診者数170人です。50代32.4％、同じく

214人。60代50.5％、664人。70代から74歳まで

が対象となりますので、これが56.1％、272人、

合計1,322人が受診いたしまして、43.3％の受

診率となっております。 

 それから②についてです。夜間集団健診につ

いては、現在実施の予定はありません。集団健

診での受診が都合つかない方は、御自身での日

程調整が可能な個別健診での受診勧奨を行って

おります。 

 ③についてです。保険者努力支援制度は、医

療費適正化や健康づくりに取り組む自治体への

インセンティブ制度として新たに創設され、平

成28年度から、市町村に対して特別調整交付金

の一部を活用して前倒しで実施され平成30年度

から本格実施される制度であります。国は、保

険者努力支援制度の評価指標について、毎年の

実績や実施状況を見ながら進化発展させるとし

ており、現在は、糖尿病などの重症化予防や保

険料収納率の実施状況を高く評価しています。 

 ④です。平成31年度からの実施に向けて、現

在歯科医師会との集合契約について調査してい

るところであります。以上です。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 比嘉麻乃議員の御

質問にお答えします。 

 大枠３、県道29号線の右折だまりについては、

毎年要望していると聞いております。今年度も

６月６日、中部土木事務所の意見交換会、７月

26日、沖縄県土木建築部行政懇談会の中で要望

をしました。県の回答としては、「土地の利用

状況を見ながら検討する」とのことでありまし

た。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 それでは大枠１の子育

て世代包括支援センターについてから再度、質

問をいたします。同センターの必要性は重々あ

るということで、村長のほうから御答弁をいた

だき、そしてこの構築するための目的というこ

とは、課長のほうから答弁がありました。妊娠

期から子育て期にわたる切れ目のない支援を構

築するための目的ということがわかりました。

出産前や子育て中のお父さん、お母さんはさま

ざまな悩みやそして戸惑いがあると思います。

その悩みを誰にどこで相談すればよいのかわか

らないという方も多いのではないでしょうか。

2017年４月の母子健康法の改正が行われまして、

子育て世代包括支援センターが新たに指定され、

そして市町村は同センターを設置するように努

めなければならないとされておりますけれども、

本村の同センター設置に向けての取り組みとそ

してこれからの事業内容を伺います。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えい

たします。 

 まず現在の取り組み状況なんですが、平成29

年11月から健康保険課、福祉課、教育総務課の

３課において、支援センター設置に向けて事務

調整を行っているところであります。現在まで

８回開催しております。まず妊娠期から子育て

期にわたる切れ目のない支援を実施するために、

各課の関連する業務をどのように集約していく

かを現在、３課で協議しているところであり
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ます。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 これまで８回の開催を

しているということがわかりました。ありがと

うございます。子育て世代の中には、病院で聞

けないことですとか、あとは家族や友達に相談

をせずに知識や経験が豊富な支援センターの

コーディネーターと話すことで、精神的な不安

を取り除き、そして気が楽になったり、そして

心強いと思います。同センターは厚生労働省が

旗振り役となり、少子化対策として2022年度末

までに全国で展開する計画のようですが、本村

設置までのこれからの事業の計画スケジュール、

そしてこの開設はいつごろになるのかというの

を伺います。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えい

たします。 

 まず開設目標としては我々は平成32年度の開

設を目標として、現在取り組んでおります。た

だ、新庁舎移転との時期に合わせるかは今後の

変動はあると考えております。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 これからいろいろとス

ケジュールの計画などをされて、平成32年

（2020年）までの開設に向けて頑張っていくと

いうことではあるんですけれども、2020年とは

いわず平成32年とはいわず、できるだけ早目の

開設に向けて頑張っていただきたいと思います。

沖縄県子どもの貧困対策推進計画においても、

市町村における同センター設置の促進がうたわ

れておりますので、本村も設置に向けて全力を

尽くしていただきたいと思います。そして、②

の対象年齢は18歳までの保護者まで対象年齢に

するということでございます。県内には、現在、

同センターの対象年齢は那覇市では就学まで。

沖縄市は出産後まで。うるま市は乳幼児までと

自治体によって異なっておりますけれども、本

村は18歳の保護者までということなので、この

対象年齢は国では定められてはいないというこ

とですかね。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えい

たします。 

 対象年齢については、厚生労働省から子育て

世代包括支援センターの設置・運営についてと

いう通知で示されております。ただ、先ほども

答弁しましたが、その地域の実情によって、18

歳までの子供とその保護者についても柔軟に運

用することができるというふうになっておりま

す。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 実情によって違うとい

うことがわかりました。でもその中でも本村は

18歳までということで、他市町村よりも長いと

いうことはすばらしいことだと思います。特に

決まりがないということがわかりました。子育

ての期間はおっしゃるように就学前だけではあ

りません。小学生、中学生、あと高校生になっ

ても子育ては続きます。中でも思春期は子供に

よって悩みが多い時期でもあると同時に親に反

抗的な態度を見せたりとさまざまな子育ての悩

みがあると思います。子育て支援の課題解決の

ために本村は、ぜひ18歳の保護者を対象として

いただきたいと思います。思春期までの対象と

いうことで考えていただきたいと思います。妊

娠から思春期までの一貫した子育て支援を目指

すならば保険、そして福祉、教育の専門職を集

合させ、ワンストップの相談窓口を設置し、同

センターとしての機能をしっかりと果たしてい

ただきたいと思います。 

 では次に、③について再度、御質問いたしま

す。③は同センター専門職についてお伺いしま

したところ、保健師１名以上ということである

んですが、それ以外の保健師やコーディネー

ターとなると思いますが、そのほかの専門職の
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配置は考えていないのでしょうか、伺います。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えい

たします。 

 まずこのセンターの規模に応じて専門職を要

求していくことだと思いますが、現在、どの程

度の規模になっていくかというのがまだ見えな

い状況ですので、それが見えてくればそういっ

た配置をまた考えていきたいと思っております。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 その規模に応じてとい

うことなんですけれども、専門職というのはそ

のほかに保育士ですとか、栄養士、そして福祉

士、助産師と必要になる場合もあろうかと思い

ます。同センター設置で多くの子育て世代を支

援するために専門職を配置し、体制を強化する

必要があると私は考えております。まだこれか

らいろいろと計画はされてくると思うんですけ

れども、その専門職は全員が正規職員の予定な

のでしょうか、伺います。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 当然、担当する課

としては正規職員を要望していきたいと考えて

おります。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 この同センター設置は

とても重要な事業になりますので、非常勤の職

員ですとか、臨時職員ではなくてできるだけ正

規職員での配置をよろしくお願いいたします。

検討してください。この子育て世代包括支援セ

ンターの特徴というのはあらゆる相談を受けつ

けるワンストップサービスであるところです。

申請内容が変わるたびにあちらの窓口、そして

こちらの窓口とあちらこちら転々とするのは妊

婦さんですとか、あとはお子様連れの方には大

きな負担になると思います。支援センターに行

けばどんな相談でもワンストップで聞いてくれ

るということがお父さん、お母さんのストレス

軽減につながると思いますので、よろしくお願

いいたします。また、子育て支援で一番大切な

のは対話だと思います。相談者との対話を通し

て、そして信頼関係を築き妊娠から出産、そし

て子供が生まれた後も切れ目なく包括的に支援

することで、母親の孤立から発生すると言われ

ております産後うつですとか、児童虐待の防止

や早期発見、早期対応に必ずつながると思って

おります。そのためにも妊娠期から乳幼児、そ

して学童、思春期までの継続的な支援対策づく

りを目指し、そして中城村らしい積極的な取り

組みを期待しております。 

 では大枠２の国保について再質問いたします。

平成29年度の特定健診受診率は全体で43.3％と

いうことで、私は年齢別の受診率をお伺いいた

しましたところ、40代が28.9％、50代が32.4％、

60代が50.5％、70代が56.1％という答弁でござ

いましたが、年齢別の受診率では一番働き盛り

だと思うんですが、この40代、50代の受診率が

低くなっております。その40代、50代の方々が

受診しない理由というのがわかりましたら教え

てください。よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えいたします。 

 まずは受診率の低い40代、50代と申しますの

は、働き盛りでなかなか休みが取れないと言っ

た理由と、あとは健診の必要性を感じていない

という方が結構いらっしゃいます。それが受診

率が低い要因になっていると思っております。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 40代、50代は確かに休

みが取れないということで、健診の必要性がま

た感じられないということがわかりました。で

は、その休みが取れないとか、この健診の必要

性が感じられないという方々、受診率のこの後

の向上のためにこれまで本村が取り組んだこと。

それからこれから本村が取り組んでいくことが

ありましたら、お答えお願いします。 
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○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えいたします。 

 まず受診率向上のために現在取り組んでいる

ことは、土日の集団健診の回数をふやして実施

しているということと、あとは未受診者へのハ

ガキでの受診勧奨。これは年３回ほど行ってお

ります。それから村内医療機関への受診勧奨依

頼などを現在、行っております。今後の取り組

みとしては、未受診者の訪問を実施し、受診率

の向上を図っていきたいと考えております。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 これまでは土日の健診、

そしてハガキの発送と取り組んできたというこ

とです。今後はまた訪問での受診の向上に取り

組んでいくということでお答えをいただきまし

た。そのことがわかりました。とてもよい取り

組みだとは思います。広報に先日載っていたの

で、これを見ましたが、ことしの10月までの受

診者が542人、国が定めている本村の受診者が

2,073人ということなので、まだ10月現在では

ありますけれども、1,531人の方が受診者とい

うことでうたっておりましたけれども、私はこ

の土日健診もいいとは思うんですが、それプラ

ス、先ほども御提案しましたようにこの夜間健

診と言っても、夜ではなくて夕方の６時半から

７時ごろから始まる健診だと、どうしても日曜

日だと若いお父さんたちは家族サービスでなか

なか受診のほうまで足を延ばしてくれないと思

うんです。でも夕方の健診でしたら仕事帰りに

気軽に寄ることができると思います。しかも夕

方の健診は平日の健診にすれば仕事帰りにも行

きやすくなると思いますけれども、それは検討

する気はないでしょうか。もう一度だけお願い

します。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えいたします。 

 現在、そういった要望がまだ聞こえないとこ

ろでありますので、そういった要望とかが上

がってきたら今後検討していかないといけない

だろうなと思っております。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 要望があってからとい

うことではあるんですけれども、要望というよ

りは村民は自ら夕方に健診をしてよということ

はなかなか言いにくいと思うんですね。役場の

ほうから夕方、健診をしますよというふうなお

知らせをする必要もあるのではないかなと思い

ますので、検討をお願いしたいと思います。ぜ

ひ夕方からの今日曜日にやっている回数を１回

でも減らして夕方の健診をまず行ってみるのも

いいんじゃないかなと思います。この健診を実

施しまして疾病の早期発見、早期治療につなが

ると同時に、この受診率のアップに努めていた

だきたいと思います。 

 では③に移ります。国保制度変更に伴い、新

たな項目の中に保険者努力支援制度について、

課長からも詳しく御説明がありました。この制

度は説明がありましたように医療費の適正化に

向け、特定健診受診率やそして特定保健指導受

診率、がん検診受診率の向上と重症化予防の取

り組み、そしてジェネリック薬品の使用促進を

実施し、努力した都道府県や市町村に交付され

る支援金のことです。2008年度に創設されまし

た前期高齢者財政調整制度の算定方法は国保加

入者全体に占める65歳から74歳までの前期高齢

者加入割合に応じて、交付金が配布される制度

だというふうに聞いております。しかし、この

沖縄は先の地上戦の影響で前期高齢者の数が少

なく加入割合が全国の平均の２分の１、そして

国保加入者１人当たりの交付金は全国の４分の

１しかなくこれも財政悪化の大きな要因となっ

ていたのではないでしょうか。しかし、今回の

新たな制度の中に保険者努力支援制度は頑張れ

ば頑張るほど交付金が支給されるという仕組み

になっております。平成30年度努力支援制度で

ここ中城村は県内市町村で６位です。そして１
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人当たりの交付金は1,917円となっております。

これは担当職員の取り組みの努力を私は大きく、

また高く評価したいと思います。引き続き努力

をしていただきたいと思います。 

 そして④のほうに挙げております歯周疾患検

診を本村のがん検診と同時にがん検診のように

検診項目に導入すると努力支援制度の獲得数が

さらに加算されて交付金がふえるのではないか

と考えられます。平成31年度からの実施に向け

て今は取り組んでいるということなので、よろ

しくお願いいたします。その平成31年度から実

施に向けて努力されているということなんです

けれども、ではこの歯周疾患検診を導入してい

る自治体、中部地区でいいので何市町村あるか

お尋ねいたします。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えいたします。 

 中部市町村では浦添市、嘉手納町、うるま市

の３市町で行っております。うるま市につきま

しては津堅島のみの実施ということで確認は取

れております。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 今、３市町ということ

でお伺いいたしました。がん検診と比較しまし

ても、やはり歯周疾患検診をほとんどやられて

いないんだなということがわかりましたが、本

村では平成31年度から実施を予定しているとい

うことなんですが、歯周疾患検診の本村が実施

するということになった必要性とその効果を伺

います。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えい

たします。 

 まず歯周病は成人期において、有病者率が高

く歯の喪失をもたらす原因疾患であります。全

身のさまざまな疾患と関係があり、動脈硬化、

誤嚥性肺炎、早産低体重児出産の危険性が高く

なり、糖尿病においては歯周病と相互に作用し、

それぞれの疾患を悪化させると言われています。

発症予防の観点からも歯周疾患検診は効果が見

込まれると考えております。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 いろいろな病気の発症

があるということがわかりました。今や歯周病

は生活習慣病の中に入るようになってきました。

歯が原因での生活習慣病、そして心臓疾患、肺

炎、糖尿病等に歯周病がかかわっているとも言

われております。歯周病を治療することで糖尿

病の改善につながり、また、歯周病菌がアルツ

ハイマー病の誘発とそして症状の悪化に関係す

るとも言われております。歯の健康は課長が

おっしゃっておりましたように、全身の健康に

つながると言っても過言ではありません。村民

の健康長寿のためにも歯周疾患検診の早目の導

入を要望いたします。平成31年の実施に向けて

頑張っていただきたいと思います。 

 それでは大枠３の北上原渋滞解消について再

質問いたします。これはどの課にも言えること

ではありますけれども、課長が他の課に異動し

たり、そして退職される際には私たち議員やそ

して村民の要望等の引き継ぎはされているので

しょうか。今回の北上原右折だまりの件につい

ても引き継ぎがあったのかどうかお尋ねいたし

ます。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えいたします。 

 前課長より引き継ぎ事項といたしまして、国、

県への要望事項の中に県道29号線についても引

き継ぎをしております。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 引き継ぎがしっかりな

されていたということで、安心いたしました。

では今後、これまでことしの６月６日、そして

７月26日にその会議があったのでしょうか。そ

のときにも要望されたということなんですけれ

ども、またこれからこれで終わりというわけで
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はないです。これからまた今後、右折だまりに

ついていつごろどのようにして中部土木事務所

に要望していくのでしょうか。お尋ねいたしま

す。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 県道29号線の利用

者は今後ともふえ続けると思います。今までど

おり中部土木事務所との意見交換会、総合事務

局との行政懇談会は継続して要請をしていきた

いと思います。また、住民の声が沖縄県中部土

木事務所に十分届くように課内でどのような方

法があるか、要請の方法をいま一度検討してま

た要望していきたいと思います。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 地域の声を届けるとい

うことなんですけれども、もし地域・自治体、

南上原あるいは北上原などで要請書が必要で、

その要請書があったら早目に右折だまりを設置

することができるということがありましたら、

一緒に相談してやっていきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。また、右折だまり

設置と同時に右折矢印信号機を提案したいと思

います。またあるいは、当信号機は直進車と対

向車の信号が同時に赤となります。右折するに

は、無理矢理信号無視をしなければならないと

いうこともあると思います。それを向こうから

来る対向車の信号を先に赤にして、10秒間の間

に右折をスムーズにしていただくような時差式

信号機にすることはできないでしょうか。この

信号機につきましては警察署の管轄だとは思い

ますけれども、いかがでしょうか伺います。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時３７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時３７分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 右折だまりの設置と同時に右折矢印信号機設

置ができないか。あとは時差式ができないかと

いうことですけれども、そのことについて宜野

湾警察署のほうに確認をしましたところ、正式

な回答ではございませんけれども、左折矢印信

号機等の設置にはやはり右折専用車線があるこ

とが優先されることが考えられると。いわゆる

そのことから交差点改良によって右折だまりが

設置されれば右折矢印信号機等の設置も可能性

は十分高くなるだろうとのお答えでした。以上

です。 

○議長 新垣博正 比嘉麻乃議員。 

○９番 比嘉麻乃議員 やはり右折だまりを設

置すると同時、あるいはその後になるかもしれ

ないという答弁だったんですけれども、やはり

右折だまりを早目にしていただきたいと思いま

す。サンヒルズタウンも右折だまりはないんで

すけれども、時差式の信号機となっております

が、でも29号線、この消防学校前は右折だまり

をするような歩道はしっかりと広いのでできる

と思うんです。また左側があれは私有地、右側

は県の土地だというふうにも聞いているのでそ

れと同時にすると早目にできるのではないかな

と思いますので、かなりの渋滞です。朝夕の通

勤、通学の時間帯はかなりの渋滞が発生してお

ります。これは地域からの要望もとても多いの

で、本腰を入れて、早目に要請していただきた

いと思います。強く要望いたしまして、私の一

般質問を終わりたいと思いますけれども、少し

お時間があるので、きょうは12月11日というこ

とで、何かいいの日、いいの日というふうに言

われておりますけれども、またあすは12月12日

で、いいにんじん、いいにんじんの日というこ

とで、村のほうではいい日が誕生するのではな

いかなと思います。そして、今県内でもまた全

国でもいろいろな語呂合わせでゴーヤーの日だ

とか、沖縄そばの日とかいろいろありますけれ



― 66 ― 

ども、今後、12月12日が島にんじんの日、その

日になると中城村の島にんじんが食べたいなと

思えるようないい甘くて、そして健康的な人参

をつくっていただきたいと思います。それには

やはり農家さんへの皆さんの財政からの支援も

必要だと思います。応援して、また私も頑張っ

てほしいなと思っておりますので、期待してお

ります。以上をもちまして、私の一般質問を終

わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長 新垣博正 以上で、比嘉麻乃議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時４０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５０分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、金城 章議員の一般質問を許し

ます。 

○１２番 金城 章議員 おはようございます。

12番金城 章、一般質問を行います。大枠１、

環境整備についてであります。①浜漁港の河川

の流末の両サイド、その海岸周辺の排水路の整

備等の計画はあるかどうか。浜側と安里側です。

両サイドに排水路がありますので、その件を伺

います。②安里地区の保安林。これは安里中央

線の突きあたりのカーブの海岸沿いであります。

この保安林について県との対応を求める地主と

の協議があったと思うが、その結果はどうなっ

たか。 

 大枠２、道路整備についてであります。①各

箇所において道路の混雑がある県道29号線の改

良計画はあるか。これは先ほど比嘉麻乃議員か

らもありましたけれども、ぜひこの県道29号線

についても以前から私はいろいろな案を提案し

ていますけれども、その件はどうなったかです。

それと②県道29号線より国道329号への道路計

画はあるかどうか。また県への要請は行ったか

どうか。 

 大枠３、農道舗装整備についてであります。

当間地区土地改良区の農道補装整備計画の進捗。

また今後はどの地区から行っていくか。整備の

予定、計画はどうか。 

 大枠４、中城城跡整備について。①中城城跡

南側に廃墟ホテルがありますけれども、その撤

去の計画はあるかどうか。県からのそういう回

答があったかどうか。②中城城跡の今後の整備

計画はどのような取り組みがあるか。これは現

在も城跡の整備工事を行っていると思いますけ

れども、なかなか進捗しない分、それが発掘調

査も行いながらということで、おそいことはわ

かりますけれども、本村一番の観光地でありま

すので、早目の整備が行き届くことを願っての

質問であります。③県営中城公園の整備の進捗

はどうか。また新たな整備計画とか、そういう

何か計画があるか。 

 大枠５、庁舎建設についてであります。この

工事にて地元企業育成についてどう考えている

かという。この庁舎建設にかかわるまた地元企

業の育成の件について、答弁をお願いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは金城 章議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１につきましては都市建設課と農林水産

課、大枠２につきましては都市建設課、大枠３

につきましては農林水産課、大枠４につきまし

ては都市建設課と教育委員会、大枠５につきま

しては企業立地観光推進課のほうでお答えをさ

せていただきます。 

 私のほうでは御質問の大枠４の城跡のホテル

跡の撤去等についてでございますが、私も直接

沖縄県中部土木事務所の所長からの話もござい

まして、早目に進めていきたいということで、

村の協力は得られるのかということで、話し合

いを持ちました。喜んで協力させていただきま

す。いろいろ撤去については搬出等の部分がご

ざいますので、これは村ももちろん、県も中部
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土木事務所も一緒になって早目にその廃墟とい

いますか、ホテル跡の撤去を行いながら、中城

城跡全体の今後の整備計画も含めて、いろいろ

な話をさせていただきましたので、村も一緒に

なってやらせていただきますということを返答

しましたところ、大変喜んでおられまして、一

緒にやりましょうということになりましたので、

御報告を申し上げます。今後もしっかりとまた

取り組んでいきたいと思っております。詳細に

つきましてはまた担当課のほうでお答えをいた

します。以上でございます。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 大枠の４のほうの②の中

城城跡整備計画についてでございますが、中城

城跡は2000年に世界遺産に登録され、ますます

重要な文化財ということになります。文化庁の

予算を活用して修復工事や保存のための整備、

発掘作業等を進めているところでございます。

今後も長期的になりますが、計画に沿って整備

を進めていきたいというふうに考えています。

詳細につきましては生涯学習課長のほうから答

えさせます。以上です。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 金城 章議員の御

質問にお答えします。 

 大枠１、現在のところ特に大きな整備の予定

はありません。現場を確認したところ水は流れ、

閉塞等はありません。 

 大枠２、①麻乃議員への答弁と重複しますが、

６月６日中部土木事務所との意見交換会、７月

26日沖縄県土木建築部行政懇談会の中で拡幅に

ついて要望しております。県の回答としまして

は、土地区画整理事業中であることから、現在

予定はないということでありました。 

 ②要請については、平成30年４月27日の沖縄

県振興拡大会議で要望をしております。沖縄県

主導で広域的な視点で普天間飛行場返還後の道

路網整備計画として、宜野湾横断道路が計画さ

れております。検討委員会も立ち上げられ、副

村長と私が検討委員会のほうに参加しておりま

す。 

 大枠４、①沖縄県都市モノレール課に確認し

たところ所有者との補償契約は締結したことか

ら、現在は県による解体・撤去工事を行うため

の設計業務を実施しているところであります。

設計完了後、解体工事を実施するとの報告を受

けております。 

 ③総面積約98ヘクタールのうち、世界遺産に

登録された城郭部分約３ヘクタールを除いた約

95ヘクタールに対し、用地取得している箇所に

ついて整備を進めているところです。事業ベー

スで進捗率66.6％であります。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それでは金城 章議員の大枠１の②、大枠

３についてお答えします。 

 ②保安林については、県の管轄であり、県に

問い合わせを行った結果、解除、購入はできな

いものと回答でした。地主の協議については、

どのような協議が行われたか、把握しておりま

せん。県に問い合わせを行いましたが、県とし

ても協議を行った文書等がないとの回答でした。 

 続きまして、大枠３です。昭和58年から平成

11年度にかけ当間地区県営ほ場整備事業が完成

していますが、農道の多くが未整備のままでし

た。そこで、農業農村整備管理計画に基づいて、

農業基盤整備促進事業として当間地区を４地区

（中城地区、第２地区、第３地区、第４地区）

に分割し第１地区が完成となり、第２地区に

入っています。今後、第３地区、第４地区と順

次舗装を行う計画があります。進捗率は、平成

29年度で29％です。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それでは金城 章

議員御質問の大枠４、②中城城跡の今後の整備



― 68 ― 

計画にどう取り組むかということについて、答

弁いたします。 

 中城城跡の整備は、1995年度から2029年度ま

での計画で年次的に発掘調査や修復工事などの

整備を進めております。まず北の郭から着手し、

その後二の郭の整備を終え2006年度から一番大

きな一の郭の整備を行っており2022年度にはそ

の部分を終えて、南の郭、西の郭、三の郭と整

備箇所を移していく予定で計画しております。

業完了年度が2029年度までの計画となっており

ますが、今後の調査の進展や自然災害などの影

響、文化庁予算の減額などにより完了が延びる

可能性もあります。 

○議長 新垣博正 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 では金

城議員の大枠５の庁舎建設についてとあります

が、村内全域での企業の育成として答弁いたし

ます。村内企業の育成については、中城村商工

会とともに事業の展開を図っております。事業

内容といたしましては、経営改善普及事業、組

織体制や財政基盤の強化事業、地域振興事業な

どに取り組んでおります。また、各企業と行政

との面識を広げるため、村主催への事業のボラ

ンティア動員などに取り組んでいけるよう考え

ております。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 それでは再質問しま

す。まず大枠５の庁舎建設からであります。今、

企業立地観光課から村全体の地元業者の企業育

成で答弁がありました。庁舎建設においてのこ

の地元企業の育成とか、そういうのを考えてい

ないか。また、地元産の製品もあると思います

が、それをどういうふうに考えるか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 村内企業の育成ということで、庁舎建設発注

時の特記仕様書の中に村産品の最優先使用。下

請け業者は村内企業を優先的に活用するように

ということで発注指名業者には通知しておりま

す。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 今の都市建設課長の

答弁で村内優先でぜひ使ってくれということの

書面でありますが、今までの公共事業に対して、

この下請けとか、村内品、そういうのは優先的

に使われてきたかどうか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 契約業者に対して

は、村産品、村内業者を使うようにというお願

いはしておりますので、優先的に活用している

ものと思います。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 この件については、

ぜひ特記仕様書に書いてあるとおり、その元請

けには指導を行っていただきたい。こういう今

の庁舎建設みたいな大きな工事は村内業者では

落札も難しい業者が多くて、そこに係る下請け

とか、そういった面でやはり仕事をいただかな

いと村内に還元できないんじゃないかなと思っ

ております。これはしっかり別の市町村でも下

請け仕様書が出てくるときに、その自治体内、

市内とか、村内の事業者が入っていない場合は

指導を行うという話も聞いております。ぜひ今

後はこの村内の発注の工事に関して大きな工事

に関してもそういうのはぜひ指導していってい

ただきたいと思います。 

 続いて大枠１に移ります。この浜漁港の両サ

イドの河川の流末計画はないとおっしゃいます

けれども、最近雨が降って流末はよどみとか、

においがないですけれども、これが乾燥した場

合は両サイドともにおいがきつくて、そこはま

た海岸沿いの流末がすぐ流れるような改修工事

はこれからも検討していただきたい。特に安里

側の農道排水のところがありますけれども、そ

こもにおいがきつくてぜひ改善の計画を立てて
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いただきたいと思います。まずは改善の計画を

検討するかどうかだけ。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 今後の状況を確認しながら流水の閉塞等があ

り、悪臭が発生した場合は維持管理の範囲内で

しゅんせつ等で対応していきたいと思います。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 この両サイドですが、

漁港をつくるときの石積みで漁港の擁壁を行わ

れているんです。そこが台風とか大波で石積み

も少しずつ壊れている箇所があるんです。その

流末の箇所には、その大きな石が流末のほうに

流れついて、そのよどみもそれでまた河川が流

れていかない。たまってよどみになってしまう

ということがありますので、そこもぜひもう一

度確認なさって、ぜひ計画を入れていただきた

いと思います。 

 続いて②の保安林についてであります。これ

は県管理と今課長はおっしゃいましたけれども、

この保安林を設定するときに海岸法の保安林で

ありますけれども、県サイドで保安林を設定す

るときに国もですけれども、この地元の市町村

長もそこに許可がいると書かれています。そう

いうことがありますけれども、この安里の海岸

側というのは私有地でありまして、その保安林

をこの地主さんは利用したいということで保安

林の撤去をお願いしたらできないということ

だったんですけれども、その利用する地主さん

に対してのこの補償とかそういうのはあるかど

うか。先ほどはないと言ったんですけれども、

これは村長の許可をもらって、保安林に指定し

たと思いますけれども、どうなのか。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 保安林指定されたのがいつなのか、私のほう

ではわかりません。保安林に関しましては、県

の管理の管轄だということで、先ほども答弁を

しましたけれども、県のほうでは保安林の撤去

及びまた補償は行っていないということですの

で、もし県との調整があれば、県と調整をして

いくしかないと考えております。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 それでは、この農地

法の中に森林法の保安林の部分がありまして、

この第35条に損失補償ということが書かれてい

ます。国は保安林として知らされた森林の所有

者にその他権原に基づき、森林の立木又は土地

の使用又は収益をする者に対し、保安林の指定

によりそのものが通常受けるべき損失補償をし

なければならないとうたわれております。それ

とこれはどちらが正しいのか。今県が補償しな

いと言われた。先程の確か課長の答弁にありま

した。村長、この件について実際、今村の村民

が不利益をこうむっている。それと安里中央線

をつくる前に実際にここはもう少し海側、保安

林側に寄せられたと思うんです。そしたらこの

私有地の面積が少しでも少なくなったんだと思

いますけれども、そのことに対して、県に対し

てそういうことはまた何か言える立場であるか

どうか。これは補償しなければならないという

話になっているんですけれども、今課長の答弁

では県はできない。これは海岸線なり、そこは

ほとんど私有地が多いと思いますけれども、そ

の部分に対して、村長の意見を聞きたいんです

けれども。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時１４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１５分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義
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人 それではお答えします。 

 損失の補償ということで、第35条にあると思

いますけれども、これに関しては詳しい中身と

いうか、解釈が食い違うかもしれませんけれど

も、その損失の補償に関しましては、国、県、

村が道路拡張した際には解除をしてできるとい

うことで、契約書とかはあるとは思うんですけ

れども、今手元にはないものですから、安里中

央線の拡張工事に伴って、保安林を一部解除し

て補償した経緯があるとお聞きしております。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 この安里中央線で、

この保安林の解除、補償物件はこの条文に載っ

ておりまして、公的で使うものに対しては地主

への補償はしなければならないということをう

たっております。それとは別に今あの一帯、安

里から先ほどの河川までほとんど一人の地主さ

んでありまして、約500坪ぐらいですか、これ

は長さが500メートルぐらいです。そのときに

もっと下に寄せてくれという話もしたらしいん

ですけれども、この補償ができない。これは県

の補償だということであったんですけれども、

そういう村民の利用価値が不利益をこうむるこ

とは村でも県に対しても言うべきではないかと

思うんですけれども、ぜひ利用度の高い場所で

ありますけれども、そこで昔からの原生という

か、自生した保安林ですよねあれは。植えつけ

た時点でその件について、ちょっと村長、不利

益をこうむったものに対して、県への要望とか、

そういう要請ができるかどうか。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 正直に申しますと、今この議場の中で今この

話をされても、実は答弁しようがございません。

しっかり法律を精査して、過去にどういうこと

があったのか、不利益をこうむっているとおっ

しゃっていますけれども、不利益とはどういう

ことなのか。その以前補償されるべきものが補

償されていないだとか、そういうものなのかも

含めて、しっかりとした答弁をするということ

であれば、やはりその地主さんも一緒になって

話し合いの場を持って、こういうことではない

のかということで、それがしっかり精査した段

階で我々行政としてできることがあると思いま

すので、今ここで議員のお気持ちはわかります

けれども、私がではやりましょうとか、あるい

は補償できますよとかということも断言できま

せんので、しっかりもう一度ひとつのテーブル

できちんと精査した上でそれに取り組んでいき

たいなと思っておりますので、御理解をいただ

きたいと思います。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 地主はこの保安林を

潰して利用しようということでできないという

ことで、ずっと以前からそういうことを言って

いまして、ついこの間もそういう話が出ました

ので、この件について質問いたしました。地主

さんでは解決できないことのものですから、こ

ちらに話がきまして、村当局ともいろいろな話

ができるように、ぜひ先ほど村長から答弁があ

りましたようにテーブルを設けるということで、

本当にこれを前向きに検討、またテーブルの場

において、いろいろな話し合いをしていただき

たいと思います。 

 続きまして、２番目の道路整備についてであ

ります。先ほど比嘉麻乃議員からもありました

けれども、県道29号線、朝夕の混雑がひどくて

解消をしないといけない。先ほどの答弁で南上

原の区画整理が終わらないとこれに取り組めな

い。そうではなくて、北上原から登又とか、そ

こからも解消できるのではないか。それとまた、

この道路計画の要望を行ったと言いましたが、

この要望に対して、図面とかをつけて要望した

のか。県道29号線はまた道路計画も今は北中城

村の司令部に突き当たっています。29号線は。

安谷屋の司令部に突き当たっていると思います。
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それでは利用価値がなくて、また別の路線とか

を考えていかなくてはいけないものではないか

なと思っていますけれども、県道の計画変更と

か、これは北中城村と沖縄市とかの広域的な協

議になってくると思いますけれども、そういう

協議もある中で、この計画を他市町村と一緒に

なって計画書を作成し、要請できるものではな

いかと思いますけれども、まずこの図面とか、

要望書につけたかどうか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 県道拡幅については、先ほど答弁したとおり

中部土木事務所、沖縄県土木建築部のほうに要

望をしております。図面等を添付し要望をして

おります。県の回答で土地区画整理事業中なの

で計画はないという返事がありまして、村とし

ましては南上原土地区画整理事業の換地処分を

平成34年度に予定しております。その期間まで

調査、設計をやってほしいと要望しました。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 それでは関連します

ので、次も一緒に質問したいと思います。この

県道29号線より国道329号への道路計画ですが、

これも宜野湾横断道路ということで計画してい

るという。以前からいつも質問していますけれ

ども、宜野湾横断道路は実際、普天間飛行場の

返還跡ということでずっと答弁には前課長もし

ていました。それで実際にこの県道29号線から

国道329号への村の意見も取り入れられるかど

うか。県だけのこの横断道路として県が定めた

県道ではありますけれども、この地元の要する

に道路利用度を考えるには村の意見がどのぐら

い取り入れられるかどうか、お聞かせ願えます

か。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 県が広域的に計画している宜野湾横断道路に

つきましては宜野湾市、総合事務局、中城村、

中部土木事務所とかいろいろな機関が検討委員

となっています。普天間基地の返還がまだ決ま

らない状況でありますが、県としては普天間飛

行場から国道329号までを早目に計画したいと

いうことで取り組んでおります。平成30年８月

26日に第１回ルート検討委員会へ副村長が出席

しております。平成30年９月24日、ルート幹事

会ということで私のほうが出席しております。

その中で広域性、住環境、景観性、経済性など

を検討しております。中城村としまして、意見

要望等を提案しています。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 今課長がおっしゃる

とおり住環境、広域性、その面も図りながらぜ

ひこの要望だけではなくて、陳情も一緒になっ

て行ったら、今本村出身の新垣光栄県議が陳情

書とかを、県議会に出せばこの案件について議

会で議論ができるんだと。いろいろな面で新垣

光栄議員が中城村のために頑張っています。こ

の陳情書、企画書を今の道路企画書、企画案を

ぜひつくっていただくために予算をつくれない

ものかどうか。この県道29号線もしかり、この

県道29号線から国道329号への道路もしかりで

すけれども、その件に関しては本村からぜひ陳

情要請は私も一緒に、議員何名か賛同してぜひ

陳情したいと思いますけれども、この企画案を

作成する予算がつけられないものかどうか。 

○議長 新垣博正 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 それではお答えいたしま

す。 

 先ほど都市建設課長から東西道路のルートの

話もございました。これは自分も検討委員会と

して今参加しております。これは宜野湾横断道

路については西地区、コンベンションを中心と

した西地区、それから北中城村の部分、北地区。

中城村東地区、あとはＭＩＣＥの部分で南地区

という形で４地区に分けられて、今道路の整備

が検討されている状況です。中城村においては、



― 72 ― 

高速道路で分断されて、こういう交通の便が悪

い。あとは県道29号線の渋滞ということで要望

もしております。中城村としてはこの東側ルー

トということで、今県のほうでは沖縄21世紀ビ

ジョンの中で計画が位置づけられていて、今の

進捗になっております。先ほど金城議員から御

質問がありました図面をどうしようかというこ

とについては、予算の検討をいたしました。こ

れは北中城村との関連も重要であります。そう

いうことで両村で予算を出し合いながら進めて

いこうというようなお話がございましたが、時

期の問題と今この図面を作成して要請を行うか

どうかという部分で、まだ検討が不十分な部分

がございまして、今回の予算には至っていない

ということで答弁をさせていただきます。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 副村長、ぜひ予算を

つけて陳情できる案件の企画案をぜひつくって

いただきたい。これは先ほど言いました光栄県

議が頑張っているときにそういう要請もぜひ

やっていかないと、早目に身にならないだろう

と思っておりますので、ぜひ早目の予算化をし

て、この図面を作成して広域的な問題、また北

中城村とも宜野湾市ともその計画をしながらぜ

ひやっていただきたいと思います。 

 続いて、農道舗装についてでありますが、こ

れは課長、今来年度設計ですね。来年度からは

またどこか舗装事業に入るかどうかだけもう一

度お願いできますか。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 今年度が舗装工事です。次年度が設計です。

現在、ホーメルがございますが、それの路線で

す。あとは保育所の周辺の路線です。当間地区

が今、舗装工事に入っております。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 ぜひこの舗装も早目

に進んでいくことを願っております。また課長、

ずっと北側、伊舎堂、泊、あの辺の地区も道路

が悪い農道がいっぱいあります。やはりあまり

にも舗道が悪いところは優先に行ってもいいの

ではないかと思いますけれども、ぜひこの件も

検討していただきたいと思います。 

 続いて、廃墟ホテルの撤去について村長が県

との交渉で前向きに進んでいくと思いますが、

そのホテル跡地には何かまた村としての計画が

あるのかどうか。県としての計画があるのかだ

け答弁できますか。跡地利用です。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時３２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３２分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それでは答弁いた

します。 

 跡地の利用計画ということでまず生涯学習課、

教育委員会としましては、現在進めている整備

事業、城跡の修復、復元を含め、発掘作業を

やっていく中で、これから撤去後、さらに県の

公園事業の中で平成８年度でしたか、公園整備

計画がございます。その中でその部分がどう

いった施設が来るかちょっと私のほうで今資料

が手元にはないので、後ほど資料のほうはまた

整備計画を提供させていただきたいと思います。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 村長、この跡地に何

か村として何かつくろうという計画、案とかは

どうですか。これの計画は先々に言ったもの勝

ちではないかなと私は思いますが、それでも予

算もいることではありますが、ぜひ一言だけ…。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 金城 章議員と思いは同じでございます。何
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か公的施設なり、村民の喜ぶ施設ができればい

いんですけれども、ただ一つだけわかっている

のが今の計画とは別の話ですが、今回の廃墟ホ

テルを撤去した後にはやはり環境アセス的な部

分といいますか、いろいろな発掘調査も含めて

いろいろな調査に随分時間がかかるような話は

非公式ではございますけれども、話がありまし

たので、それが済んだ後の話になるんじゃない

かなと。ある程度、長期的な話になるのではな

いかなというのが印象でございます。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 ぜひ城跡線もことし

で完成します。この城跡線の利用度を高めるた

めにこの廃墟ホテルの跡はいろいろな村民が利

用できる。また観光団が利用できる施設をぜひ

早目の計画で進めていっていただきたいと思い

ます。それと城跡の工事、この指名について少

しだけお願いいたします。今、この城壁の指名

状況を見てみましたら、確かにこの土木業者も

石積は土木事業に入っています。しかし、この

城壁工事は特殊な工事です。その指名のメン

バーがやはり城壁工事、石工事にたけているメ

ンバーを指名しないと、これからの世界遺産で

ある中城城跡の城壁がいろいろな地震とかで崩

れて、大雨のたびに崩れるとか、そういう状況

に至ってきますので、その指名業者の内容はぜ

ひ検討していただきたい。これも前々からお願

いしているんですけれども、やはり指名のメン

バーはそうではないですか。ぜひ実施設計を見

てぜひこれを指名していただきたい。その件に

ついて、少しだけ答弁お願いできますか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時３５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３５分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 ただいまの御質問ですが、

石積みの工事。特に専門業者という石工の専門

業者が少ない状況がございます。そういう中で

中城村においては、これまで石工事を専門にし

ている業者が２社、３社ぐらい、そういう専門

業者がいて、村としてはその辺は助かっている

のかなという感じはするんですが、そういう中

で石工事以外の部分もございますので、その辺

は勘案をしながら指名をしていきたいというふ

うに考えております。以上です。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 きょう、いろいろな

一般質問をしました。しかし、ほとんど実行度

に移されていないのが多いです。先ほどの県道

29号線、それと県道29号線から国道329号に降

りる宜野湾横断道路ですね、この一番の宜野湾

横断道路に対しまして、村の土地が利用できる

体制の県には、ぜひ申し入れていただきたいと。

以前、別のもので見たときに、国道329号まで

ぱっと高低差があるものですから、北上原から

ほとんどトンネルでした。余りにもトンネルは

高低差を緩和するときにはいいんですけれども、

土地の利用度がないですね。ぜひ村の土地を利

用できる県道29号線から国道329号へのこの道

路の計画、そこを村がそこでないと利用できな

いということで、ぜひ県へ要請、要望していた

だきたい。もう一度だけ、村道の利用をそこを

ぜひ利用するように提言するかどうかだけ一言

もう一度…。 

○議長 新垣博正 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 お答えいたします。 

 東ルートについては、今…。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時３９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３９分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 副村長 比嘉忠典。 

○副村長 比嘉忠典 東ルートについては、県
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から示された部分については、はしご道路とい

う形で位置づけられています。これは中に高速

道路が村を縦断をして交通道路がございますの

で、はしごでないと技術的、構造的な部分で難

しいのかなということで、また現在の県道29号

から国道329号線まで、高低差が100メートルほ

どございます。そういう中で勾配が10.5という

ことで、道路としてはそのままで道路をつくる

というのは、すごく技術的な部分で、また安全

面な部分で厳しいだろうということで、現在の

ところはしご道路ということで計画をされてお

ります。その中で高速へのインターチェンジの

活用を設け、それと国道329号への連結という

形で結んでいくんですが、その中で県道29号線、

高速道路と結びつけた場合に県道29号線の渋滞

も少しは緩和できるだろうというそういう協議

の中でお話がございました。その中で村として

の要望、当然やはり全部がはしごになると厳し

い地主さんとの土地の利用。道路と一体化しな

いですので、土地利用がちょっと斜面の地域に

なるかもしれないんですけれども、その辺が難

しいのかなという感じはしております。要する

に橋桁をしないでできる部分、橋桁を使う部分。

両方になると思います。その辺は有効に土地が

利用できるようにこちらのほうも要望をしてま

いりたいというふうに考えております。以上で

す。 

○議長 新垣博正 金城 章議員。 

○１２番 金城 章議員 副村長への質問を終

わろうかなと思ったんですが、今の答弁で、は

しご道路も確かに高低差が大きいところはやら

ないといけない。しかし、そうしたらそのはし

ご道路を管理道路という形で、ぜひこのはしご

の下のほうの土地が利用できる道路体制、よく

言えば今の高速の両サイドの道路ですか、あれ

を本当に高速をつくるときに、もう少しちゃん

とした整備をさせていれば、その計画のもまた

土地の利用度が生きてきたんだと。このはしご

道路をつくるときには、そのはしご道路の管理

道路的なもので道路を設定していく方法をぜひ

進めていただきたいと。直接この村の土地に利

用価値が出る方向で、このはしご道路をつくる

にもぜひ考えていただきたいと、以上で質問を

終わります。 

○議長 新垣博正 以上で、金城 章議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時４３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、安里清市議員の一般質問を許し

ます。 

○１番 安里清市議員 皆さん、こんにちは。

議席番号１番、安里清市でございます。議長の

許可を得て、通告書に従いまして、質問をいた

します。なお、御答弁の際には通告書の項目番

号と前置きをしてから御答弁いただきますよう

お願いいたします。それでは読み上げて質問を

いたします。 

 まず大枠１．災害時避難道の整備についてと

いうことでございます。地震津波土砂崩れの際

の、中城村内で上地区と下地区を結ぶ避難ライ

ンが非常に弱い状況だと思っております。既存

の道路の整備とあわせて、新経路での整備も進

めるべきであるというふうなことで考えており

ます。その中で項目の①ですが、奥間から中城

公園入り口までの間に上地区と下地区を結ぶ避

難に有効な道路は何本あるのか。さらに車で上

下に通行できるものは何本あるのか。下地区の

住民が津波の避難等に使用するのに十分な道路

なのかということです。②のほうです。平成18

年６月に字安里の上の方の土砂崩れが起こりま

したけれども、その際に県道35号線は、何日間

通行できなかったのか。その間上地区の住民の

方々が役場を利用するのに不便を感じたことに
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ついてどう考えているのでしょうか伺います。

③です。避難道の整備をし、避難道同士を横に

結ぶバイパスも整備するべきだというふうに思

います。見解をお伺いいたします。 

 大きな項目の２番です。村指定文化財の保護

について。村指定文化財の保全状況について、

現況をお聞きいたします。①ペリーの旗立岩に

ついてですが、保護状況についてお願いいたし

ます。②同場所の警戒状況について、お伺いい

たします。③同所の崩落の際に発生すると思わ

れる損害賠償等の責任について、いかにお考え

なのかお伺いいたします。 

 項目の３です。集落内道路の滑りどめについ

て。集落内の道路はほとんど補装されています。

しかし雨降りの際にスリップしてしまう場所が

多数見受けられます。交通安全上も課題がある

と思います。①現況調査を実施し、その箇所を

確認していますか。②です。新垣区内にも３カ

所ほどあります。村内には多数の滑りやすい道

路があると思います。早期の改善に向けた取り

組みを伺います。③です。道路管理者として、

住民から寄せられる個別の要望に対する対応を

伺います。以上、よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは安里清市議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては総務課、大枠２番に

つきましては教育委員会、大枠３番につきまし

ては都市建設課のほうでお答えをさせていただ

きます。 

 私のほうでは、お尋ねの災害時の避難道の整

備の中で、特に平成18年の土砂災害についての

御質問もございますので、所感を述べさせてい

ただきますけれども、当時、私も議員をやって

おりまして、鮮明にこの時のことは覚えており

ます。また、安里、新垣地区の皆さんは特に御

苦労もなされたというのももちろん存じ上げて

おりますし、我々中城村はその経験を踏まえて

今後も土砂災害、あるいは津波からの避難道に

ついては積極的に対策を講じていかなければな

らないものだというのは実感をしているところ

でございます。詳細につきましては、また担当

課のほうでお答えをさせていただきます。以上

でございます。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 大枠２番の村指定文化財

の保護についての件ですけれども、教育委員会

としても、村の文化財については、非常に重要

なものとして捉えて、今後も保全できるように

毎年整備を進めているところでございます。詳

細につきましては、生涯学習課長のほうから答

えさせます。以上です。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 大枠１の災害時避難道

路の整備について、３点についてお答えいたし

ます。 

 本村を含む本島中南部一帯は、泥岩を主体と

した島尻層群と呼ばれる地層が広く分布し、大

雨によるがけ崩れや地すべりなどの土砂災害が

発生しやすい特性を有しております。また、本

村東側には、海抜10メートル未満の平坦地が広

がっており、津波災害警戒区域に指定されてお

ります。災害発生時における避難路として、ま

た日常生活における地域間移動として、道路の

果たす役割は、非常に重要であると認識をして

おります。御質問の奥間から中城公園入り口ま

での間の上地区と下地区を結ぶ避難に有効な道

路につきましては、県道及び村道、合わせまし

て４本ございます。そのうち車で通行できる道

路は３本でございます。津波が発生した場合に、

避難に使用するのに十分であるか、との御質問

でございますが、津波が発生した場合、下地区

から上地区へ避難するのが一番安全であると考

えております。しかし、避難する場合において

下地区に住んでいる方々に加え、国道329号通

過中の車や、その同乗者もいらっしゃいます。
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避難する方々がどの程度いらっしゃるのか、予

測がつかないため、十分かどうかの判断は、難

しいものと考えております。 

 次に、②の安里地区地すべり災害に関連した

質問についてお答えいたします。平成18年６月

10日に発生しました安里地区の地すべりは、長

さ500メートル、最大幅250メートル、移動土量

は約34万立方メートルと当時の県内災害史上、

前例がないほどの大規模な災害でございました。

この地すべりによりまして、県道35号線及び村

道坂田線が寸断され、特に新垣地区、北上原地

区の住民にとりましては、役場や郵便局など、

下地区への移動の際に、迂回をせざるを得ず、

不便でまた大変御苦労されたものと考えており

ます。県道35号線が復旧・開通したのが、平成

20年11月で、約２年４カ月間、通行ができませ

んでした。また、村道坂田線につきましても、

平成20年７月までの約２年２カ月間、通行どめ

になっておりました。 

 次に、③避難道の整備及び避難道を結ぶバイ

パスの整備についてお答えいたします。避難道

を何本か整備し、避難道同士を結ぶバイパスを

整備すべきではないか、ということにつきまし

ては、一定の理解はできます。しかし、避難道

を整備することにつきましては、地形的に高低

差があることや高額な事業費が伴うものと考え

ております。必要であるとは思いますが、村単

費での整備につきましては、財政的に厳しい状

況であり、補助事業の採択・活用が必要である

と考えております。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それでは御質問の

大枠２についてお答えいたします。 

 ３点ございます。まず初めに、①についてで

ございます。ペリーの旗立岩は、文化庁の補助

で平成24年度に地形測量やボーリング調査を行

い、平成25年度に岩の根元へのアンカー設置、

岩盤亀裂への非収縮性モルタル注入補強工事、

見学用の広場の整備などを合わせて実施してお

ります。 

 ②についてでございます。大雨や台風直後な

どに、職員が巡回して目視による現場確認を

行っており、現在のところ大きな変位、また異

常は確認されておりません。 

 ③についてでございます。先ほど①で答弁し

ましたが、村としては崩落防止策としての保全

工事を施工しておりまして、御質問の損害賠償

責任についてでございますが、こちらについて

は人為的あるいは自然的な崩落、災害なのかに

よって違ってくるものと考えております。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 安里清市議員の御

質問にお答えします。 

 大枠３番、①について。特に現況調査を行っ

ているわけではありません。適時のパトロール

で確認をしております。村内には多くの勾配の

きつい道路があります。集落内の道路は、通過

交通が主となる道路とは異なると考えておりま

す。 

 ②集落内の道路は、速度を余り出さない道路

と考えております。基本的に全ての道路を滑り

どめ舗装するのは、予算上厳しいと考えていま

す。 

 ③住民から相談、要望、苦情があれば現場に

行き、直接対応をしています。その内容が村で

対応すべき修繕か。住民個人が対応しなければ

ならないものかを判断し、必要であれば予算の

範囲内で修繕を行っております。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 質問事項の１のほうか

ら順次、細目についてお尋ねしてまいります。 

 私自身、上地区に住んでいるということでの

質問かなというふうなお考えもあるかもしれま

せんが、万一の場合にこの下地区に住んでい

らっしゃる方々のそれこそ命にかかわる問題だ

というふうなことを思っております。東日本大
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震災の場合の状況とか、いろいろ考えると平野

部の建物が全て壊れてしまうと。相当な数の方

が流されてしまっているというふうなことで、

人的被害、物的な被害が非常に多くて、私自身

も震災の翌年、現場のほうへ行かせていただい

たのですが、そのようなことで考えた場合には

何らかの避難道の整備についてアクションをす

る必要があるのではないかと思っております。

この種類の道路は、今避難道というふうなお話

をしているんですが、実際に先ほどの安里の上

の県道が通れなくなった場合のこととか、いろ

いろ考えるとこれは災害時には避難に使うんで

すが、災害が一旦、終息をしてまいりますと、

今度はこの道路を使用して復旧にかかるという

ふうなことが出てまいります。ですので、避難

道というものは災害復旧の場合には、また有効

な道路だというふうな捉え返しができます。そ

こで①についてですけれども、奥間のほうから

中城公園入口までの間の人口は安里と当間、屋

宜で2,088名となっています。想定する災害が

どういうふうな規模なのかということでも変

わってはくるとは思いますが、昼間の人口と先

ほど答弁がありました通行中の方の数とかいろ

いろなことが考えられて想定というものが

ちょっと難しいのかと思うんですが、いずれに

しても現在の状況で多数の人を避難させるのに

どうでしょうか。この道路の状態は十分だとい

うふうにお考えでしょうか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 最初の質問の答弁の中でも若干触れましたけ

れども、避難する方々、規模というのが予測が

つかないために現在ある道で十分であるかとい

うのは判断が難しいところであるというふうな

ことで考えております。村といたしましては、

全ての方々が上地区に避難というふうなことが

一番望ましい姿ではあるとは思いますが、例え

ば国道までがおよそ海抜10メートルないし12

メートルあると思います。全ての方々が上地区

というふうなことではなくて、国道まで来てい

ただければある程度、県が想定している津波の

想定域からは離れるのではないかなというふう

なことで考えているところでございます。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 平成18年ですか、安里

の上のほうでの大規模災害当時もその県道35号

線は非常に唯一と言っていいほどの重要な上地

区、下地区を結ぶ縦線でございました。そして

今もそれは変わっていない。縦線の数がやはり

足りないのだというふうな認識をしております。

先ほどやはり想定の範囲と、それから予算の規

模とかを考えると、やはり必要ではあるんだけ

れども、なかなか整備ができないのではないか

というふうな御答弁は理解いたしますが、やは

り今後は先ほど宜野湾からの横断道路の件も少

し出てはおりましたけれども、ああいうような

ものとの絡み等も含めて、どうにか上地区、下

地区を結ぶ道路と宜野湾市から延びてくる道路

のドッキングをして、そういう縦線の確保をし

ていく必要があるのではないかと思います。そ

こら辺について、必要性についてちょっと御答

弁をお願いしたいと思います。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１３時５０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時５１分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えいたします。 

 平成29年の６月の大雨の時点でも奥間、南上

原線、ウフクビリ線、県道146号線が災害で一

時片側通行、通行どめになりました。宜野湾横

断道路の検討委員会でも東西線が少ないという

ことで、ぜひ早目に宜野湾横断道路を整備する

ように県のほうには要望をしております。災害

時に必要な道路として早目に整備するように要
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望はしております。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 そうですね、やはり先

ほど来、申し上げておりますが、縦の線の確保

とそういうことと合わせて、また縦の線同士を

結ぶ横のラインもぜひそういう検討の中に今後

加えていくというふうなことで要望をしていき

たいと思います。以上で大枠１のほうは終わり

たいと思います。 

 大枠の２でお願いいたします。このペリーの

旗立山についてですけれども、これの隣のほう

に通称マージグヮー石と地元の方が呼んでいる

岩山があるんですが、その地権者の方が非常に

心配をしている。というのは、四、五年前ほど

にサンヒルズタウンの皆様がこの岩が崩れてく

るのではないか。旗立岩がというようなことで、

その話が出たときに実はこの方はマージグヮー

石の土地の所有者なんですが、これが崩れたら

どうなるのというようなお話もありました。こ

れは自然災害で壊れた場合についてはどうなの

かなというふうなこととか、先ほど御答弁いた

だいたようなことで、これは人間がどうにかし

てユンボで下あたりをほじくって壊すとかとい

うふうなことではないので、そんな心配しない

でいいのではないのかというふうなお話をした

んですが、本人はできればこれは確認をしてい

ただきたいということと、どなたか土地を求め

る人がいれば譲りたいというようなことまで

おっしゃっていましたので、きょうの質問をし

ている次第ですが、どうでしょうか。人的な災

害なのか、自然の災害なのかというふうなこと

で対応が変わってくる。責任の所在が変わって

くるということはお話いただきましたが、これ

が自然災害、大雨等で今まで持ちこたえていた

ところが少し弱くなって、ゴロッと転んで、万

一住宅等に被害が出た場合についてどのような

御見解なのかお願いしたいと思います。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それではただいま

の御質問にお答えいたします。 

 まず自然災害という想定をしていきますと、

この災害の責任というよりは損害賠償の請求権

等がございます。こちらは民法にある部分と国

家賠償法における賠償がございます。市町村で

いえば国家賠償法においては国や地方公共団体

等の管理する道路、河川等、今回の場所も当た

ると思うんですが、そこが設置または管理に瑕

疵があった場合には国家賠償法に基づく賠償の

請求ができるということがうたわれております

ので、国家賠償法に基づく場合と民法等。ただ

し、民法においては、土地の工作物、想定され

るのがブロック塀の設置とか、これを所有者、

管理者の責任でそれをしっかり管理していない

とか、そういった場合において管理能力、瑕疵

能力等を含めた時点で変わってきますので、先

ほども答弁しましたが、一概にどこの責任とい

うところは今はちょっと想定が難しいところで

あります。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 平成25年ですか、確か

接着剤の注入とか、いろいろなことで周囲の草

刈り、それから樹木の伐開等をなさって村とし

てそこにかかわりを持ってしまっている。こう

いう言い方が適切なのかちょっと疑問の余地も

あるんですが、やはりそういうことで少し村も

そういう管理責任全体とは言わないんですが、

やはり何らかのものが出てきてしまっているの

ではないかと思いますが、そこら辺についてど

うでしょうか。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 お答えいたします。 

 ただいま議員のほうからもありましたように、

平成24年度当時、地形の測量や旗立岩のレー

ザー測量等も含めて詳しい分析をした後、その

成果に基づいて整備工法を検討して一定の工事

をしております。そのアンカーにつきましては、
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10本のアンカーを打ち込んでいまして、さらに

割れ目の特に大きい場所にはモルタルだけでは

なく、琉球石灰岩も多く投入してさらに崩れな

いよう補強を強めたということの事業をしてお

ります。ただいま最後にありました村の責任と

しましてというか、現在、公有化事業でそう

いった新垣のグスク周辺を公有化、昨年平成29

年度で７筆、平成30年度で５筆、さらに平成31

年度までの予定ではあるんですが、今後、指定

範囲を広げていって、公有化していく。その中

におきまして、管理する中では村も一定の管理

をする責任はあると考えております。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 平成24年、平成25年、

その工事をなされてやっているんですが、今後

は保護措置は予定されているのかということと、

その工事の後は、例えば地すべり地域だとライ

ンを引いて、それがどう動いたかどうかという

ふうな中部土木事務所あたりが行っている地殻

の変動というんですか、そういうふうなことを

やっていらっしゃるんですが、この旗立岩当た

りについては、そういうふうな警戒の必要はな

いのか。実際、やっていらっしゃるのかお聞き

したいと思います。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１３時５９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時００分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それではただいま

の御質問にお答えいたします。 

 現在、今この時点では追加の工事の予定はご

ざいません。御指摘のありました計測機につい

て、今当間地区のほうとかに県のほうで設置し

ている部分がありますが、旗立岩のみではなく

ても今教育委員会で所管している旗立岩の部分

については、今設置する予定はございません。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 計画はないというふう

なことをお伺いして、ちょっとびっくりという

か、先ほどお話ししましたように、どうもこの

岩が大分高いところにあって、どこにどう転ぶ

のかというようなことがよくわからない状況で、

多分それでサンヒルズ自治会のほうからも四、

五年ほど前にそういうお話が出たのではないか

と思います。いろいろ古い私たちの年代ぐらい

の方々の話を聞くと、どうも昔はこの岩と岩の

間を飛び移ったよねというふうな話をされる方

もいて、どうもそれは今の状況を見ると、

ちょっとオリンピック選手じゃないと難しいの

ではないかなというぐらい離れてしまっている

ので、やはり四、五十年の間にこれぐらい離れ

るということだとちょっと問題なのかと思って

おります。そこら辺について、今は予定はない

というふうなことでございましたけれども、御

検討いただいて、ぜひこれを間隔とそれからそ

のすべりについて継続的な観測をしていただく

というふうなことを要望したいと思います。私

個人としても、このペリーの旗立岩というのは

非常に歴史的な興味も持つようなところでござ

いますし、これを活用した村の何といいますか、

観光資源として中城村をアピールするものとし

ても、活用できるのではないかというふうなこ

とも思っておりますので、先ほどの御答弁で今

後計画はないというふうなことでしたが、ぜひ

そこら辺、やっていただきたいと思いますが、

御答弁お願いいたします。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それではお答えい

たします。 

 ただいま御指摘のように先ほどから答弁を繰

り返しておりますが、旗立岩の部分も含め、村

内文化財を保護・保全する段階で、適宜そう

いった管理、補強をする工事が必要な場所は補

強していく。さらに掲示板が必要とか、いろい
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ろ観光名所として利用していく部分についての

整備も今後、しっかり進めてまいりたいと思っ

ております。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 そういう計測をする必

要はないというふうなことでの御答弁でしょう

か。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１４時０４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時０４分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 現時点でそういっ

た計測機等の設置については、ことしや来年の

中ではございません。ただし、先ほどから御指

摘があるように地元を含め、専門の方がうちの

調査員も含め、確認しながらその必要な時点で

はそういった計測機等を設置してまいりたいと

思います。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 あとはこの件の締めく

くりとしてですけれども、当時、その調査をし

た段階で、例えば多分震度５とか、震度６でも

この岩は動かないんだというふうなことは当時、

工事をしていた喜舎場組の方からお伺いをした

とは思うんですが、そのことについては、その

両地区、新垣のほうとサンヒルズのほうへの結

果の住民説明会みたいなことはやられたので

しょうか。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 申しわけございま

せん。ちょっと私の中で今把握はしておりませ

ん。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 ぜひしかるべき保全策

と合わせて、万が一にも住民の方に被害が及ば

ないような住民の生命、財産に被害が及ばない

ようなことで対策を進めていただきたいという

ふうに思います。 

 大枠の３番のほうについてお願いいたします。

今道路の数が多くて、現況調査をし、その箇所

を網羅した台帳等の整備はなされていないとい

うふうなことでお伺いいたしました。住民の方

からすると、役所のほうはやはり少し敷居が高

いというふうな考えをお持ちです。積極的にす

べりやすい箇所の情報等を収集されて、一覧表

等も作成をして順次対応していただきたいと思

いますが、御見解お願いいたします。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 村道道路台帳は整備しております。その中で

住民からの要望書つづくりを作成し、住民の皆

様に応えてはおります。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 道路台帳は整備をされ

ているというのは以前にもお聞きをしているん

ですけれども、住民の方というのはやはり自分

の身近にあるこの道路が何でこんなにすべりや

すいのというようなことを思いながらずっと何

年も何十年も暮らしていらっしゃるようなこと

があるので、そして要望があったとして多分そ

れに応えるにはお聞きしましたら、道路の維持

管理にかかる費用は今予算として2,000万円か

ら3,000万円ほど準備をしているということで

すが、それで十分対応ができていないのではな

いかというふうなことも思います。上がってき

た声を今年度できなかったものは来年度だとい

うふうなことでの、そういうつないでいくよう

な仕組みというものが課内にあるのか、お願い

いたします。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 主に道路維持予算は2,000万円から3,000万円

であります。限られた予算の中で住民の皆様の

希望を十分取り入れるようにはしておりますが、
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限度があります。その中で住民の方々から修繕

要望があれば、職員が調査し、又、課内で検討

して、優先順位をつけて行っております。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 優先順位をつけてやら

れる分については、単年度で終わってできるも

のはやられると思うんですが、要望があったけ

れども、対応できないようなものについて継続

的に次年度、そしてまた場合によっては、課長

が変わられた後の次の課長への引き継ぎとかと

いうようなことで、やっていかないとどうもこ

の単年度でできなかったものはまた次の年も要

望に行かないといけないのかというふうなこと

が考えられるんですが、そこら辺、継続につい

てお伺いいたします。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 先ほども答弁しましたけれども、住民からの

要望があれば職員が調査して写真を撮り、課内

で修繕方法を検討して優先順位が高い方から処

理をしております。 

○議長 新垣博正 安里清市議員。 

○１番 安里清市議員 ありがとうございます。

先ほどから申し上げていますが、住民の弱い立

場の声にやはり真摯に対応することがまた行政

に対する信頼の醸成と言うんですか、非常につ

ながるものと確信しております。そういう意味

で、また職員の方々も誠意を持って対応してい

ただきたいと思います。役場の職員の方々が最

近、非常によくやっているねというふうな話を

議員の身近でたびたび聞きますが、非常にうれ

しいことだなとは思っております。今後また皆

さんのご健闘を期待しております。以上、質問

を終わります。 

○議長 新垣博正 以上で、安里清市議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１４時１３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時２５分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 それでは続きまして、渡嘉敷眞整議員の一般

質問を許します。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 議席番号３番の渡嘉

敷眞整でございます。議長の許可を得ましたの

で、通告書に基づいて質問をしたいと思います。 

 まず大枠１番目です。中城村の蝶の選定につ

いて。①中城村には貴重な沖縄県の天然記念物

に指定されている「フタオチョウ」が中城城跡

周辺を中心に生息していると言われている。登

又自治会では平成25年５月26日の総会において、

字の蝶として指定した。村の蝶として選定する

予定はないのか伺います。②沖縄県内で蝶を選

定している市町村はどのようになっているのか

伺います。 

 ２点目に、教育立村について。私が中城中学

校時代は、中城村は教育立村だと全先生方から

耳にタコができるほど何百回も聞かされて育て

られました。①その当時、一昔前の教育立村と

はどういうものなのか。②現在も教育立村が引

き継がれているのか。③今後の教育立村として

取り組むべきものはどういうことなのか、伺い

ます。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 村長の浜田でございます。

渡嘉敷眞整議員の御質問にお答えをいたします。 

 まずは大枠１番につきましては、総務課のほ

うで、大枠２番につきましては、教育委員会の

ほうでお答えをさせていただきますが、私のほ

うでは御質問に対する答弁かどうかちょっとわ

かりませんが、教育立村という言葉、あるいは

その趣旨について所見を述べさせていただきま

すが、先人たちと申しますか、先輩たちからこ

の話をよく聞いておりますけれども、目指すと

ころ、また我々が今、現代においても中城村と

してやっていることは共通しているものもたく
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さんあるのではないかと。我々行政もそうです

けれども、常に子供たちへの投資、子供たちの

教育環境の整備。そして、教育こそが村の発展

につながるということを常に念頭に置きながら

施策を実施する。あるいは授業を充実させてい

きたいなと思っているところは、これはもうあ

る意味引き継がれてきたところではないかなと

いう勝手な解釈かもしれませんが、そういう思

いでやらせていただいているところもございま

すので、またその辺もまた御理解いただきたい

なと思います。両方とも詳細につきましては、

担当課のほうでお答えをさせていただきます。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 大枠２のほうの①につい

てですけれども、教育立村についてということ

ですが、議員が中学校時代ということなので私

は、はっきりとお答えできませんけれども、先

輩から聞かされたのは、当時は中城村出身の教

員がとても多かった。そして地域と連携して密

着した教育活動が活発に行われていた。そのよ

うなことから教育立村と言っていたのではない

のかなと考えています。 

 ②の現在も受け継がれているかということで

すが、教育は不易の部分と流行の部分があって、

教育の本質、不易の部分は現在も受け継がれて

います。流行の部分に関しては、その時代に対

応し、たくましく生き抜くことができる児童生

徒を育成しなければいけませんので、当然変

わってきています。ですから引き継がれている

部分、変わっていくという部分があるというこ

とになります。 

 ③の今後の取り組みについて。これからの新

しい時代に対応した国際社会でたくましく生き

抜く力や学んだ知識を活用して問題を解決する

ことができる児童生徒の育成が求められていま

す。そこで知育・徳育・体育をバランスよく育

てて、社会で貢献できる人材育成ということが

重要になってくると考えています。③の詳細に

関しては、主幹のほうから答えさせます。以上

です。 

○議長 新垣博正 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 では大枠２の③

になります。今後の教育立村として取り組むべ

きものはどういうものかについてお答えいたし

ます。 

 中城村は、「心豊かな暮らし～住みたい村、

とよむ中城～」を将来像とし、教育目標を「心

身ともに健康で確かな知性と豊かな人間性を育

み、激動変化の社会をたくましく生きる村民を

育成する」と設定しております。先ほど、教育

長からありました知・徳・体の視点からいいま

すと、知育では「自ら学び、知性を磨き創造性

豊かな人」、徳育では「親切で愛情豊か、思い

やりの深い人」、体育では「健やかな体と最後

まで頑張る気力を持つ人」の育成を目指してお

ります。村教育委員会としましては、今後も、

学校・家庭・地域との連携を図り、中城村の教

育を推進してまいりたいと考えております。以

上です。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 フタオチョウを村の蝶

として選定することについてお答えいたします。 

 沖縄県の天然記念物として指定されている

「フタオチョウ」の生息域は、沖縄本島全域に

分布しております。とりわけ、中南部地域一帯

に多く生息し、本村、中城城跡周辺も有数の生

息地といわれております。村の「蝶」としての

選定につきましては、「フタオチョウ」の村内

全域での生息や、選定の必要性について、調

査・議論した上での判断になると考えておりま

す。加えて、村内における選定に向けての盛り

上がり、気運の高まりは重要であると認識をし

ております。以上のことから、現段階におきま

しては、まだ選定する予定はございません。 

 次に、②県内における「蝶」を選定している

市町村についてお答えいたします。県内におき
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ましては６市町村が「蝶」を「市町村の蝶」と

して選定をしております。 

○議長 新垣博正 渡嘉敷眞整議員。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 では１点、１点御質

問させていただきます。今、県内の市町村の６

市町村の指定があるという報告でしたので、そ

の６市町村の指定されている状況をちょっと教

えてください。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 那覇市と石垣市、うるま市、名護市、竹富町、

大宜味村でございます。那覇市がオオゴマダラ。

石垣市、うるま市においてもオオゴマダラ。そ

れから名護市におきましては、コノハチョウ。

竹富町がツマベニチョウ。大宜味村はコノハ

チョウとツマベニチョウでございます。 

○議長 新垣博正 渡嘉敷眞整議員。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 フタオチョウについ

てどの程度の認識、把握をしているのか、伺い

ます。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 最初の答弁と重複します。フタオチョウに関

する認識といたしましては、本村全域に生息し

ているということと、本村中城城跡周辺に多く

生息しているとの認識でございます。 

○議長 新垣博正 渡嘉敷眞整議員。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 では私の認識を

ちょっと紹介していきたいなと思います。フタ

オチョウ、当然、チョウは食草と言われるもの

がありますので、この食草となるクワノハエノ

キ、桑に似たような木ですけれども、これが中

城城跡の周辺。特に自然公園等と呼ばれるとこ

ろ。言うなれば50メートルぐらい歩いても100

本以上の木が非常に大きな木から小さな木まで

生えています。そういう食草がある関係でそこ

にフタオチョウが生まれ続けているというふう

に認識をしておりますけれども、今現在、フタ

オチョウを特に実態調査をしているのが大学院

大学の研究助手をしている宮城秋乃氏（日本鱗

翅学会員）、通称ですけれども秋乃隊員と言っ

ています。という方が毎年毎年、この自然公園

の中でしょうか、そこに時には寝泊まりをしな

がら調査を続けてきております。それで私もフ

タオチョウということは、５年前までは知りま

せんでした。どうしてフタオチョウのことを

知ったかと言ったら、なかよし児童館が蝶の講

座をしている。それに参加をして知るようにな

りました。そういうことで天然記念物ですので、

なかなか見れない状態にありますけれども、今

例えばの話しですけれども、登又の総会で提案

したときにほとんどの方々がほぼ知らない状態

ですので、全員に反対されました。だからそれ

をちょっと説得というんでしょうか、説明して

理解いただいて選定に至ったわけではございま

すけれども、とにかく本当に私が聞いている範

囲では中城村のほうが一番沖縄県でも見つける

頻度が一番高いそうです。この秋乃隊員の実態

調査の話によれば、ということでそういうこと

になりますと、日本全国の中で沖縄県にしかフ

タオチョウはいませんので、沖縄県で中城村が

多くいるということはこれだけの天然記念物の、

いうなれば大事な宝があるわけですよ。だから

それをどうしても村の蝶にしたいという気持ち

が非常に強いです。それで毎年ですけれども、

夏休みで子供たちに教えるために、この蝶の観

察会をしております。子供たちとともに親子で

非常に人気がありまして、30名、40名ぐらいの

参加がありまして、常に人気を博しているとい

いますか、とても喜ぶんですね。蝶とかクワガ

タとか、いろいろ見ますと、だからこれは将来

の子供たちの一つの教育というんでしょうか、

一つの一分野ではありますけれども、興味を持

たせることをやっているつもりです。ですから

そういうことでぜひ村としても検討いただいて、

先ほどあったように那覇市とか、オオゴマダラ



― 84 ― 

が人気があるかもしれませんけれども、本当に

天然記念物ですし、中城村に一番多くいるとい

うふうに確信していますので、そういったとこ

ろをぜひ検討していただいて、村として調査、

検討して村の蝶にしていただければありがたい。

ぜひその方向性で取り組んでもらいたいと思い

ます。答弁よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 私もなかなかわからないところを今、渡嘉敷

議員のほうから質問を通しまして、いろいろな

ところを教えてもらったというふうなことで考

えております。沖縄県の天然記念物で、さらに

中城城跡周辺が一番多いというふうなことも初

めて知りましたし、非常に村にとっては大事な

ことであるというふうなことは認識することが

できました。先ほども少しお話ししましたけれ

ども、フタオチョウの選定につきましては、も

ちろん村が主導して検討するという方法もある

と思います。しかし、加えて村民の盛り上がり

であるとか、機運の高まりというのも重要であ

ると考えております。ぜひそういう意味では、

その辺のところは渡嘉敷議員を中心とした方々

にお願いをしまして、そういう結果に基づいて、

村が検討できるのかどうか、今後考えてみたい

と思います。 

○議長 新垣博正 渡嘉敷眞整議員。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 フタオチョウにつき

ましては、非常に大切な蝶だという認識を持っ

ていますので、特に登又には天然記念物がもっ

といるかもしれませんけれども、非常に有効な

蝶だと。自然豊かないうなれば中城村だという

ことの一つの証だと思いますので、ぜひ村の蝶

として認定できるように盛り上げていきたいな

と思っております。今後、よろしくお願いしま

す。 

 ２枠目の教育立村について。特に私たちの時

代というのが昭和22年生ですので、団塊の世代

の頭に当たったんですよね。当たるということ

は、自分たちの先輩までは中学３年でいうと、

２、３クラスしかないけど、自分たちからは７

クラスになったんですね。だから学校も相当、

力を入れて子供たちを教育して、どうしても高

校に合格させるんだという気迫だと私は思って

いますけれども、当時の高校の進学率が約60％。

それで就職組と進学組というふうに分けられて

いまして、６時間終了後、進学組を集めて90分

授業をして各高校に合格させたという先生方の

意気込みがございました。先ほど言われたよう

に中城村はなんで教育立村と言われるのかとい

う中に教員の数が非常に多い。当時、久場とい

う部落ですけれども、教員の数が60名ぐらいい

ました。だからびっくりするほど多かったと

思っています。そういうことで、自分たちの前

の教育立村とは大体そういうような雰囲気でご

ざいました。当然、教育長がおっしゃいました

ように国際的な人材、柔軟に対応するような育

成をするという。いうならば教育は不変である

という部分が強いとは思っております。そうい

うところでいろいろありますので、今後の教育

立村としてというのがありますけれども、村長

の話ですけれども、村民全体として子供の育成

に力を入れて人材育成を持って村の行政の柱と

なっているのではないかという話もございまし

たけれども、全くそのとおりだと思います。今

後とも中城村の教育立村というものに誇りを

もって、子供たちを教育できたら大変うれしい

なと思います。ちょっと教えていただきたいの

が、稲嶺主幹ですよね。これは大事なことなん

ですよ。中城村の出身ではない方が中城村に来

たら自分の生まれたところとどう違うかがすぐ

わかるんです。だからその意見をぜひ聞かせて

ほしいなと思います。よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 
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 私は宜野湾市普天間の生まれ育ちでありまし

て、小学校、中学校、高校まで普天間で育ちま

した。その後は北谷町のほうに引っ越しをして、

現在も北谷町で住んでおります。実はきのう中

頭教育事務所の訪問がありまして、教育長を初

め、稲嶺課長、比嘉課長と松田主事も踏まえて

中頭教育事務所との懇談会を行いました。その

中で所長より中城村はすごいいい人材がそろっ

ている。浜田選手も世界的にいましたし、多和

田真三郎選手もいた。なぜこのような小さなと

ころでそういった優秀な人材が出るのかという

のが所長からもありました。教育長からもお答

えがありましたが、私が感じたことで申します

と、中城村は子供たちのことをよく見ていると

いう印象があります。それは地域の方、大人の

方、それぞれが子供たちのことをよく知ってい

て、さらにいい方向に導いているのではないか

という印象があります。私は普天間の生まれで

すけれども、なかなかそういった地域とのつな

がりが取ることが少なく、現在、北谷町に住ん

でいますけれども、地域の中で生きてはおりま

すが、このような中城村のように本当に密着を

してみんなで子供たちを大切に育てていこうと

いうようなのが中城村のよさかなと捉えており

ます。以上です。 

○議長 新垣博正 渡嘉敷眞整議員。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 大変ありがとうござ

います。こういうお話を聞きたいんです。特に

学力推進委員会のほうで特色ある学校をつくり

ましょうというのが出てくると思うんですけれ

ども、特色ある学校をつくるためにはこうしな

ければならないというのがあるんでしょうけれ

ども、沖縄県全体が同じようなプログラムで何

か指導されるものですから、特色が全部消えて

しまうのではないかと思ったりもします。だか

ら中城村の子供を教育するのにどのような特色

を出せばいいのかというのをちょっと教育長、

よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 私は子供たちというのは、

やはりバランスが大切だと思っています。知育

だけではだめだと思うし、当然のことながら学

力はとても重要ですけれども、やはり心を育て

ないと将来、大成しないというふうな考え方を

持っています。人がしか育てきれないというふ

うな考えを強く持っています。教育長の役割と

しては人事の面で、より指導力のある教員、校

長、教頭も当然ですけれども、配置してもらう

ように教育事務所のほうにお願いをしていると

ころで、先月もヒヤリングの中で要望してまい

りました。やはりこの指導主事に関しても、新

学習指導要領で道徳が強化かされます。そして、

その対応のために稲嶺主幹のほうはずっと道徳

の研究をこれまでやってきた人です。さらに小

学校には英語の教科が導入されてきますので、

松田主事のほうは英語の専門の教科の専門の先

生ですので、そういった新学習指導要領がス

ムーズに移行できるように、そういうふうな人

事を去年の段階で事務所のほうにお願いして、

自分が要望していた二人が配置されたところで

す。そういった意味で教育長の役割として、そ

ういった部分も大切な部分だというふうに思っ

ていますので、そこら辺も含めて、細かいとこ

ろはまた主幹のほうから話があったと思います

けれども、そういうことで考えているところで

す。 

○議長 新垣博正 渡嘉敷眞整議員。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 大変ありがとうござ

いました。すばらしいというよりは感動するよ

うな御回答でしたので、本当にありがとうござ

います。それであと一つ聞きたいのが、教育は

やはりつながっていますので、人間形成、人づ

くりと言いますか、大人までつながっています

ので、今多分、村の教育委員会が特に直接見て

いるのは義務教育だけだと思います。その後は

生涯学習教育もございますから、これも生涯つ
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ながるということにはなっておりますけれども、

教育委員会で小学校、中学校、高校、大学、そ

こまでつなげるような教育システムというんで

しょうか、その把握できるようなシステムとい

うんでしょうか、そういうところは構築できな

いかどうか、伺います。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１４時５６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時５６分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 現在、中城村では校種間交流というもので研

究会を行っておりまして、幼稚園と小学校、中

学校を含めた研究会を行っております。先日、

津覇小学校でもその授業研究会がありまして、

村内全ての先生方が一堂に会して、子供たちの

ためにどのように指導を伸ばしていったらよい

のかという研究会を行っております。それだけ

ではなくて、中城村のよさを生かしまして、３

小学校、１中というすごく密着した形ですので、

学校同士が連携ができるように我々、指導主事

も学校現場のほうに出向きまして、助言等を

行っております。それだけではなく、中城村に

は琉球大学が近くにありますので、大学の講師

をお呼びして授業を見ていただいたり、また大

学等の職員との交流。また、大学院大学という

ことで先生方が中城南小学校にも研修に来たり

しております。こういった意味でも教育立村と

してすごく適した地域にあると考えていますの

で、幼・小・中・大学、高校は残念ながらない

んですけれども、そういったことを生かした教

育に励むことが可能な中城村だと感じておりま

す。それも生かして生涯としまして、地域に発

展できるような生涯スポーツ、また生涯の学び

ということで生涯学習課とともに、教育委員会

としては中城村のために頑張っていきたいなと

考えております。以上です。 

○議長 新垣博正 渡嘉敷眞整議員。 

○３番 渡嘉敷眞整議員 いろいろお聞きしま

した。今回はこの辺で終わりたいと思います。

ありがとうございました。 

○議長 新垣博正 以上で、渡嘉敷眞整議員の

一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで

した。 

  散 会（１４時５８分） 
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○議長 新垣博正 おはようございます。これ

より本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は、答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。

最初に大城常良議員の一般質問を許します。 

○８番 大城常良議員 皆さん、おはようござ

います。８番、大城常良であります。議長のお

許しが出ましたので、これより一般質問を始め

たいと思います。 

 １番、教育行政について伺います。①少人数

（15人以下）学級の現状はどうか。これは保護

者アンケート。中城小学校で出たはずですので、

それに沿って伺いたいと思います。②３年生か

ら４年生に進級する際、一定の支援は考えてい

るのか伺います。③中城幼稚園、津覇幼稚園の

教頭は今年度で定年退職の予定ですが、新年度

に向けて教頭及び職員の配置計画はどうか。 

 ２番、議会からの要請について。これは議会

及び、常任委員会から出された指摘事項はどの

ように処理されているのか伺います。①給食セ

ンターへの専従所長の配置はどうか。②社会教

育指導主事の配置要請はどうなっているのか伺

います。 

 ３番、文化財について伺います。①村指定の

文化財である伊舎堂前３本ガジュマルについて

は３月議会の答弁で南根腐れ病と診断されたが

保全計画及び、対策は進んでいるのか伺います。 

 ４番、国民健康保険広域化について。①平成

30年度より都道府県が財政運営の責任主体とし

て加わり、県と市町村の共同運営に変更しまし

たが制度変更による目的と見直しの柱を伺いま

す。②国の責任として3,400億円の追加的な財

政支援が行われるが沖縄県及び、本村にはどの

程度の財政支援があるのか伺います。③保険料

負担を公平に支え合うため、県が市町村ごとの

医療費水準、それから所得水準に応じた保険料

負担額を示し、市町村が保険料率を決定すると

ありますが、算定方式をもとにどの程度負担増

を見込んでいるのか。以上、簡潔な御答弁よろ

しくお願いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは大城常良議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１、２、３につきましては教育委員会の

ほうでお答えをいたします。 

 大枠４番につきましては健康保険課のほうで

お答えいたします。私のほうではお尋ねの少人

数学級についての所見を少々述べさせていただ

きますが、議会承認を得られまして、今年度か

らスタートしておりますけれども、議員の皆様

方も視察したり、あるいはいろいろな報告事項

もあったと思いますが、大変注目されていると

いうことで、先生方も初めての試みですし、い

ろいろな形で大変な思いもしているとは思いま

すが、子供たちの今後の成長のためだというこ

とで、しっかりとした我々も見守っていきなが

ら支援をしていきたいと思っております。初年

度はまだ始まったばかりですけれども、あとこ

れから数年ありますので、それに向けてしっか

りとした結果が出てくるのではないかなと期待

をしております。詳細につきましては、また教

育委員会のほうでお答えをいたします。以上で

ございます。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 おはようございます。教

育行政についてです。大枠１の①の少人数学級

については、学習面では個に応じたきめ細かな

指導が充実してきています。また、しつけ等の

生活指導においてもかなり細かく指導ができる

ようになってきている。さらに、学級事務の減

少で、教師が児童と向き合う時間が確保でき子

供とかかわる時間が多くなってきました。また、

教材研究の時間の確保や事務量の減少によって、

教師の多忙化防止にも役立っています。 
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 ②については、１年生から３年生までの間に

認知能力をしっかり身につけさせて、当初から

の計画どおり４年生からは通常どおりの指導を

していくことになります。 

 ③の幼稚園の教頭に関しては役場全体の人事

異動に沿って配置をしていくことになると考え

ています。①の詳細に関しては、主幹のほうか

ら答えさせます。また、大枠２の①は、教育総

務課長、大枠２の②と大枠３については、生涯

学習課長のほうから答えさせます。以上です。 

○議長 新垣博正 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 ①大枠１の①、

少人数学級の現状についてお答えいたします。 

 保護者からの御意見として、次のようなもの

があります。「子どもの学習状況をよく理解し、

適切に指導してくれるので、授業がわかりやす

い。子どもが悩んでいることやつらそうなこと

にも、よく気付いてくれるので安心。授業では

後ろの空間でグループワークをしたり、発表に

時間をかけてくれたりと先生の目が行き届き、

子供の発言力ややる気にもつながる丁寧な指導

がすばらしい。少人数学級制度は、いい制度だ

と思う。子供が自信を持ち主体的に学んでいる

ことが伝わってくるので、今後も継続してほし

いなどの声が多く届いております。また、学級

担任からも「授業において、何が得意で何が苦

手か把握しやすく、個に応じた指導がしやすい。

体育や音楽等についても、一人一人への指導が

十分にできるので、技能の習得が図られ、学習

意欲への向上につながっている」など、子ども

たちの教育を受ける環境が、大幅に向上したと

の報告があります。一方、「発表をがんばって

できるようになったが、多様な意見をもとに、

より深い気づきにつながることが難しいので、

教材研究や校内研修を重ね、教師として授業力

向上に努めていきたい」との報告もあります。 

村教育委員会としましては、今後も学校と連携

しながら、指導主事が学校へ出向き、授業改善

に向けた助言を行っていきたいと考えておりま

す。以上です。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 大枠２の①につい

てお答えします。 

 所長の配置については、これまでも教育委員

会として職員や施設の衛生面など管理を行うた

めには、調理場への専属の所長配置が必要であ

ると希望し、総務課と調整してきております。

次年度に向けた人事において、今後も調整して

いきたいと考えております。以上です。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それでは大枠２の

②についてお答えいたします。 

 全国的にも社会教育主事の削減については、

問題となっております。本県においても平成30

年度で未配置市町村は10市町村あります。これ

は人口１万人の配置義務となっている23市町村

のうちの設置率は56.5％ということで、現在、

県内でも資格取得が可能となっておりますが、

約40日間の研修が必要で、職員の研修派遣につ

いては他業務も兼任しており、業務分担や人員

配置を含め、課内において今後の方向性を議論

していきたいと考えております。 

 次に、大枠３についてでございます。伊舎堂

の３本ガジュマルにつきまして、地元伊舎堂の

自治会長と連絡調整を行いつつ、自治会長を通

じて役員会などでの意見を聴取したところ、自

治会としてもガジュマルの植えかえを希望して

いるとのことでありましたので、村としまして

も、村指定史跡として保全保存する観点から９

月に開かれた村文化財保護審議会において審議

をいただき、植えかえ工事が承認されましたの

で、平成31年度に工事を予定しております。以

上です。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 大枠４についてお

答えいたします。 
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 まず①の制度変更による目的と見直しについ

てです。国保制度改革は、制度の安定化を堅持

することを目的に行われたものです。改革には、

２つの柱があり、１つが毎年約3,400億円の公

費拡充、もう１つは県が財政運営の責任主体と

なり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保

など、国保運営の中心的な役割を担うことに

なったというところです。それから②どの程度

の財政支援があるかということについてです。

国の公費拡充分3,400億円の内訳として、低所

得者対策の強化に1,700億円、財政調整機能の

強化及び保険者努力支援制度などに1,700億円

の合計3,400億円というふうになります。まず

は１つ目の低所得者対策交付金は、沖縄県全体

で約17億3,000万円、うち中城村は、1,872万

5,000円の交付となっております。もう１つの

財政調整機能の強化及び保険者努力支援制度な

どは、沖縄県配分額として約25億3,000万円で

す。この交付金は沖縄県全体の納付金額を引き

下げるために充当されるため、市町村ごとの交

付決定というのはありません。保険者努力支援

については、1,047万8,000円の交付を決定され

ております。 

 続きまして、③のどの程度の負担額を見込ん

でいるかということについてです。まず県の示

した算定では、平成30年度の本来集めるべき一

人当たりの保険料は、９万5,914円と示されて

おりまして、平成28年度の村の実績保険料が７

万6,836円でした。その差額の１万9,078円が負

担増と見込まれている額でございます。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 それでは順を追って、

再質問を行いたいと思います。 

 まず１番のほうから、少人数学級の現状を主

幹及び教育長のほうからありましたけれども、

やはり成果は非常に大きいということで、私も

十分認識はしております。学校に行っても教員

あるいは校長のほうからも非常にすばらしい政

策であるということで、伺っております。また、

課題のほうも指導箇所としてアンケートにも出

ておりまして、第１位が議会のほうでこれが議

題に上がったときに全然説明がないということ

を議会からも行政のほうに投げかけたんですけ

れども、保護者としてもその説明がなかったと

いうことが残念だなというアンケートもござい

ました。何か新しいことをやる場合には、ぜひ

説明責任は果たしていただきたい。これは保護

者もそうですし、あるいは１年生から３年生ま

でという限定つきなものですから、４年生以降

はどうなっているのかとそれについては不公平

なシステムではないかというのも課題として聞

かれるものですから、そういう説明責任は教育

長、ぜひ相談があれば、しっかりと納得できる

説明をやっていただきたいと思います。あとは

多様な考え方、そういう意見が少人数だけに

ちょっと偏った意見しか出ないというところも

課題としてある。それから15人以下という中で、

声が小さいという課題も出てきているというこ

とで、やはり大人数の場合は大きい声でしゃべ

らないとどうしても後ろまで聞こえないと。少

人数の場合には小さな声でも行き届いてしまう

という観点から大きいところでは厳しいなとい

う意見もあるものですから、そこも十分踏まえ

てやっていただきたい。そして、そういった課

題克服に向けて、先ほど主幹は学校と教育委員

会といろいろ連携してやっていこうということ

があるんですけれども、教頭、校長ではなく職

員との連携というのは校長を通した意見交換に

なってしまうのか。それとも現場を重視した場

合には直接教員からの相談とか、そういうもの

もあるのか伺います。 

○議長 新垣博正 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 学校の教師に対する指導助言は基本的には校

長、教頭にも連絡をとっております。しかし、
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校長、教頭が指導助言をする内容と指導主事が

授業に関して直接指導する内容が若干違うとき

もありますので、当然ですけれども、本人にも

指導をしております。その際、授業の様子を45

分間しっかり見て、その後に１対１で話をして

みたり、また１対１ではなくて、中城小学校と

津覇小学校の村費採用の職員７名を一堂に集め

まして、合同の研修会も村教育委員会のほうで

行っております。このように管理者、校長、教

頭の協力のもと、直接的な指導助言も常に行っ

ております。以上です。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 今、主幹が指導助言、

そして連携を組まれているということですので、

引き続きこれからあと３年以上もあるものです

から、十分といい制度にしていただきたいと

思っております。 

 次、２番のほうです。これは進級する際に３

年生から４年生に上がる際に一定の支援はある

かと。教育長、通常の流れで指導していくとい

うことなんですけれども、教育の場合には今ま

で言われている小１の壁、あるいは中１の壁と

学習の変化が大きく変わる場合にはいろいろな

壁が発生するだろうということで、少人数から

通常学級に戻るということになると生徒の人数

も多くなりますし、そこを踏まえて、対策が必

要ではないかと考えているんですけれども、そ

れに対しては全然何の問題もなく進級して通常

の教育が受けられるということで教育長は考え

ておられるのか伺います。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 ただいまの件ですけれど

も、通常の学級に戻すということで、当たり前

のことをやるということになるわけですけれど

も、教師側からすると人数が多くなった分、や

はり指導の困難さという、この今もし少人数の

学級担任が４年の学級の担任をすると、そうい

う点は出てくると思います。児童の面からも人

数が多くなった分、やはり発表する機会が少な

くなったり、先生とのかかわりが少なくなった

りという部分はどうしても出てくる部分だと

思っていますけれども、特にこの大きな問題と

いうんですか、中１ギャップであるとかという

のは、ほかの学校の児童が集まってきて、全く

知らない人が入ってきた状態の中での変化とは

違いますので、そういった意味では特に混乱を

招くようなそういう事態にはならないだろうと

いうふうに考えています。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 一定の困難はないだろ

うということなんですけれども、やはり４年生、

１年間は補助員というのをつけていただいて、

それをしっかりと５年、６年に進級する場合に

は完全に進級に対しての恐怖、あるいは怖さも

全部なくなったというようなやり方もあるので

はないかなと思うんですけれども、これに対し

ては学校のほうからの要請というのはないです

か。例えば補助員を一人、４年生だけつけてく

れとかそういった要望はありますか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時２２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時２２分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 現在、中城小学校の校長先生のほうから同様

な意見を伺っております。やはり４年生になっ

たときに３クラスが１クラスになるという不安

から学習支援員等をつけないかというような意

見がございました。これは教育委員会のほうで

も校長会でも確認をしておりまして、学習支援

員というような幅でできるかどうかではなくて、

まずは支援として、実際に小学校には特別支援

員ということを配置しておりますので、何かし
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らの支援員をこれまでどおり配置をして、４年

生の子供たちが安定した教育を受けられるよう

にしたいなという話はしております。これに加

えまして、仮に発達障害に関する支援で、うま

くいかなかった場合には、特別支援員の増員と

かも可能性はあるんですけれども、小学校にお

きましては、全学年特別支援員に対する配置は

しております。以上です。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 ぜひそこのほうも十分

手当てしていただいて、進級した場合に登校拒

否とかそういうのが一切起こらないような状況

をつくっていただきたいとそのように思ってお

ります。 

 次、③のほうです。幼稚園の件であります。

これは私、３月議会でもことしの職員の確保、

それから次年度に向けての教頭の件を質問しま

したが、それにしても職員の件はなかなか決ま

らないという状況でありまして、非常に現場の

ほうは苦労したということを思っております。

その場合、学校現場のほうから長期になった職

員が不足しているという状況の中で、学校から

早く探してくれないかなとか、そういった話は

ございましたか。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 幼稚園現場のほうからやはり預かり等の職員

が配置できない時期については、現在いる職員

での対応ということでやはり厳しいので、早目

に配置できないのかという相談は受けておりま

す。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 先ほど教育長は、全体

の枠でということで、教職員、それから役所の

行政の職員、あるいは保育所の職員とそういう

のも網羅した中での採用になるのかなと思うん

ですけれども、その中で一人だったら探せるの

かなと思うんだけれども、やはり同時に二人と

いうことで、中城幼稚園、津覇幼稚園の教頭と

同時にいなくなってしまうということなんで、

それは来年３月末までには十分探せる期間はあ

るのかどうか、教育長、お願いします。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 幼稚園の教頭の件に関し

ては、総務課のほうと連携しながら役場内の職

員の人事異動に沿って、調整をしていきたいな

と思っています。これは新年度の職員採用も総

務課で進めていますし、退職者の補充等も調整

は行ってきていますので、退職者の補充職員が

配置されるというふうな計画になっていますの

で、これはもう総務課と調整をしながら進めて

いきたいなというふうに考えているところです。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 幼稚園の教頭、あるい

は職員になりますと、やはり幼稚園に行った場

合には、初任者研修制度というのがあろうかと

思うんですけれども、それの期間とそれから業

務内容、どういったことを勉強されるのか伺い

ます。 

○議長 新垣博正 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 幼稚園の職員に関して、初任者に対する研修

制度が県が主管となってとっております。１年

間のうちに７回から８回程度、幼児教育に関す

る園児保育をしてそれを指導教諭が見に来る形

で指導を仰いでおります。それ以外にも全県の

幼稚園に関する初任者を集いまして、研修会も

２回から３回程度、泡瀬にあります教育セン

ター等で行っております。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 教育長の現場を重視す

る姿勢は大変よく知っております。その中で幼

稚園もいろいろと授業参観とか、幼稚園で行う

行事があると思うんですけれども、そういう場
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面によく行かれるのかどうか、教育長、お願い

します。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 幼稚園のほうから案内が

あるものに関しては、業務が重ならない限りは

できるだけ参加をしています。今年度は１週間

に１回、朝のあいさつ運動も兼ねて指導主事２

人ときょうは津覇小学校、津覇幼稚園のほうに

行ってきましたけれども、そういう形で１週間

に１回は学校現場のほうに出かけるようにして

いるところです。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 教頭の職というのは大

変重責でありまして、誰もができる職業ではな

いと。若いから、そして資格があるからすぐで

きるというようなものではないと思いますので、

ぜひともしっかり教育委員会、それから行政も

含めて協議していただいて、適任者をぜひ両方

の幼稚園のほうに採用していただきたいと思い

ます。教頭が幼稚園の陣頭指揮を取っているも

のですから、そこもいろいろと考えていただい

て、その能力が本当にあるのかということも十

分考慮しながら進めていってください。 

 次、２番のほうに移ります。議会からの要請

です。給食センターの専従所長の件ですが、先

ほど課長のほうは次年度調整ということなんで

すけれども、これは我々、文教社会常任委員会

のほうから３年ぐらい指摘事項としてずっとや

られてきているんですけれども、一向に改善し

ないということで、行政としては議会のほうか

らの指摘事項はどのように扱い。あるいはどの

ように思っているのかなということで、今回こ

の２件の指摘事項を出させていただいたんです

けれども、これは我々が指摘の中でも言ってい

るとおり、南小学校の児童数が相当増加してい

ると、その食数も大幅にふえている段階で、本

当に安定的な運営。そして安全な給食を提供す

るために専従所長が必要だということで、その

配置を求めているということなんですけれども、

調整ということでこれが２年以上も続いている

と。我々から見たら放置されているんじゃない

かなと。どれぐらいの専従所長の業務が本当に

必要性があるのかなというところまで考えてい

るんですけれども、これは現在、教育委員会か

ら例えば三役会議に投げかけているのかどうか。

例えばどうしても必要だから採用していただけ

ないですかというようなことは提起しているの

か伺います。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 やはり人事という部分については、教育総務

のみの部分ではありませんので、総務課と調整

していくということでの答弁にはなってしまい

ます。また、人事の時期につきましても年度途

中ということでなく、やはり年度の初めも考え

て行うことになりますので、委員会からのやは

り指摘事項も含めて毎年毎年検討して、今回答

弁した部分については、平成31年４月に向けて

調整していきたいということで、三役会におい

ても教育長のほうからも協議をしていただいて

いる部分と担当としては、人事ヒアリング等の

部分でも協議していますので、総務課のほうに

はその内容については通っていると考えていま

す。以上です。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 さて村長、副村長、ど

ちらか今の件で、話は通じているということな

んですけれども、それについての何か前向きな

意見があるのかどうか、必要ないということで

あるのか。それとも検討しながら近いうちには

採用していきたいなというような話があるのか、

村長、伺います。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 今のお話は前々からこれは検討事項として聞
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いてもおりますし、議会からあるいは要請、御

意見もいただいておりますので、しっかり検討

してきたつもりでございます。ただ、御理解い

ただきたいのが、そのあくまで人事でございま

すので、その例えば、ここに所長を配置したと

きには一つの席が空くといいますか。ではここ

が空いた部分をではどう埋めていくのかという

ことも含めて、この専任の所長を置くことに

よって、ほかに影響してくるのは当然でござい

ますので、その辺は御理解いただきたい。それ

で我々は、そこを優先的に穴を埋めていったほ

うがいいのは、どこがいいのかを勘案しながら

決めていくわけですね。では所長ありきという

よりも人事をしっかりと穴が出ないようにやる

にはどうしたほうがいいのかいうことから始

まっていきますので、皆さんからの意見を無視

しているだとか、棚上げしているということで

はございませんので、あくまで人事ですので、

それは御理解いただきたいというのが一つと。

それから当然、その所長を兼務しているわけで

すから、通常はその選任でいたほうがいいわけ

でございますので、平成31年度に向けて、職員

採用の部分も含めて、今職員を少しずつですけ

れども、職員増を行っておりますので、そこで

その対応はできないかも含めて、今検討してい

るところでございますので、もうしばらくお待

ち願いたいと思います。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 村長の前向きな御意見

だと思っていますので、やはり、予算もかかる

問題ですので、十分審議していただいて、ぜひ

整えていただきたいと思っております。 

 次、社会教育指導主事のほうですが、そのほ

うも２年以上、これは必要ではないかというこ

とで、なかなかこれも配置されないということ

なんですけれども、この指導主事の役割、そし

て業務はどういうものなのか、お聞かせくださ

い。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それではお答えい

たします。 

 社会教育主事につきましては、社会教育法に

おいては社会教育を行う者に専門的、技術的な

助言と指導を与えるとうたわれております。こ

れまでいた教育主事、近隣の教育主事の業務内

容を確認したところ、各種教室や講座などにお

ける計画や本人での実施。各種団体への支援、

情報提供とか相談、あとは住民、社会教育関係

職員に対する指導助言といった社会教育、生涯

学習分野におけるアドバイザー、コーディネー

ター的役割を担っております。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 今、役割と業務のほう

をいただいたんですけれども、それについて担

当課長として必要性はどのように考えています

か。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それではお答えい

たします。 

 必要性、重要性に関しては、常々４月に赴任

したときから感じております。その中で現在、

教育主事のほうは、配置されておりませんが、

社会教育指導員嘱託員を１名配置させていただ

いて、各種教室、講座を開催して昨年10講座と

いうことで、ことしも万遍なく講座を実施して

いる中で、今後、やはり職場内部において業務

分担をしながら、社会教育主事の業務分野にお

ける部分も含め、職員の業務を含めたところで

総合的に判断できないかを私のほうで今預かり

ながら精査しているところであり、その重要性

を認識しながら、今後、配置に至るのかを含め、

検討したいと思います。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 その重要性というのは、

大変大きいものがあるだろうと思っているので、

ましてや法令上定められた職業で配置しなさい
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ということもあるものですから、十分そこは踏

まえて取り組んでいただきたい。課長最初の答

弁では、やられていないところがあるというこ

とで、やられていないところがあるということ

はやっているところもあるということですので、

後ろ向きではなくて、前向きにぜひ検討してで

きるだけ指摘事項に関しては、いい返事をいた

だきたいと思っております。 

 次、３番のほうに移りたいと思います。文化

財についてです。そのほうは今、自治会長と話

をして植えかえ、あるいは新規の認可をすると

いう。平成31年度から工事をするということな

んですけれども、例えば、自治会長と話をした

ということで、審議会のほうに諮問して了解を

得たということで始まるはずなんですけれども、

地元ということは大体、地元の自治会だけなの

か。それともほかに関係者とかそういうのもお

られるのかどうか、これまで３月議会の中では

400年前に植えられて３代目だということで、

それをやった人たちも関係者の中に入ってくる

のか、その方々の末裔が今もいらっしゃるのか

どうか、伺います。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 お答えいたします。 

 この南根腐れ病に関しての確認をしたときに

は沖縄県の森林組合の樹木医の立ち会いをして

いただいて、そういう診断がいただけたという

ことを資料等を作成し、審議会に提示して承認

をいただいているというところで、説明会とい

うか、この末裔の方までの説明をしたかという

のは、現在のところやっておりません。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 今回、この文化財の話

を出したのは、３月にやられたのもそうなんで

すけれども、私も見に行ったときにちょうど車

から70代の方かな、夫婦で降りられて、兄さん

こっち伊舎堂の３本ガジュマルはこれですかと

いうものだから、「ああ、これですよ」と言っ

たら、なんで枯れているのにいろいろなところ

で自慢しているようなんですけれども、それで

いいのかなというふうな話をしたものですから、

私も議員とも言えずにこれを今から植えかえと

かやっていくはずですよというのは言ったんで

すけれども、やはり文化財は中城村でも大切な

ところだし、十分な管理が必要ではないのとい

うような話も四、五分ぐらいやって帰られたん

ですけれども、本当に残念そうだなというよう

な態度で帰ったものですから、自治体、それか

ら近隣の方々もこれでいいのかなという話も随

分聞こえるものですから、ぜひしっかりと対応

していただきたい。そして、これから工事が始

まるということなんですけれども、それについ

ては３本全てを撤去して、新しく植えかえるの

か。あるいは２本は残して、１本だけ取ってや

はり根腐れ病というのは、菌であるものですか

ら、土の中から根っこを通して移るということ

も聞いていますので、その工事内容というのは、

どのようなやり方でやるのか伺います。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり土壌感染しているおそれ

があるということも疑いもございますので、予

定としましては、残りの２本も含め、３本の植

えかえと道路面、囲われた部分の土の総入れか

えを含め施行したいと考えております。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 例えば、現在何十年に

なるのか。大きいガジュマルなんですけれども、

今回、植えかえするということは、小さいもの

を植えていくのか。それともある程度の大きさ

を保ったものを植えかえようとしているのか。

そしてその予算あるいは対策費、それらの概算

費用というのは、大体どのぐらいなのか、伺い

ます。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 お答えいたします。 
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 これまで自治会長を含めた調整をいただきな

がら自治会の中では、公民館から移設もしても

いい木があるとかという御意見もありますが、

こちらとしては新たに幹回りです60センチメー

トル程度のガジュマルを現在のところ想定して

進めていきたいと。そこに関してはこれまで同

様地元の意見を尊重しながら、また工事の中で

変更したりとかもしていきたいと思います。工

事の予算規模としましては、おおむね350万円

から400万円程度を想定しております。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 この費用に関して、こ

れは例えば伊舎堂自治会、そこへの負担も見込

んでいるのか。あるいは全て村の単費なのか、

その補助金もあるのか等も踏まえてどうなのか、

お願いします。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時４６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時４６分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 お答えいたします。 

 ただいま一括交付金事業で次年度施行できる

よう交付金としての申請を行っておりますので、

基本的には村で全てを持って工事をしたいと

思っております。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 本村の大事な文化財で

ありますので、きのうの話にもありましたとお

り、新垣の旗立岩のほうもそうなんですけれど

も、十分な管理をしていただいて、誰が来ても

すばらしいなと思えるような文化財であってほ

しいということも踏まえて、地元自治会に負担

のないようにしっかりと対策をとって、大事な

文化財ですので、ぜひ村として重宝して、これ

から見に来る人がいるかもしれませんので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 次、４番のほうに移りたいと思います。国民

健康保険の広域化ということになりますけれど

も、先ほど課長のほうから目的とそれから見直

しの柱ということで、①のほうで伺ったんです

けれども、それをやるに伴って見直しの背景と

いうのがあると思うんですけれども、それはど

ういう背景があるのか伺います。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えい

たします。 

 見直しの背景としまして、国民健康保険制度

は日本の国民皆保険の基盤となる仕組みです。

年齢構成が高く医療水準が高い。所得水準が低

く保険料の負担が重い。財政運営が不安定にな

るリスクの高い小規模保険者が多く、財政赤字

の保険者も多く存在するという構造的な課題を

抱えていました。その大きな課題を改善するた

めに、国保の平成30年から改革が行われており

ます。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 やはり保険者のほうは

自営業あるいは個人の年金をもらっている方々

とか収入が少ないということなんですけれども、

その中で現在、村のほうで保険料納付が厳しく

て、短期的な短期証の交付を受け入れられてい

る方がいると思うんですけれども、それは何名

ぐらいいらっしゃるのか。伺います。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えします。 

 現在、短期証の発行件数は95件であります。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 次、２番のほうに移り

ます。②のほうです。②は3,400億円の追加的

な財政支援ということで、これが1,700億円と

1,700億円の両方の補助がある。交付金なんで

すけれども、その中で平成35年度まで支援が行

われるということなんですけれども、これは平

成36年度以降は全て打ち切られるのか、その点
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はどうですか。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えいたします。 

 平成35年までの支援ということではなくて、

国保の広域化は制度の安定化を図ることを目的

に持続可能な医療保険制度を構築するのが目的

となっております。平成36年度以降も財政措置

されるものと理解しております。この平成35年

までというのは、現在、暫定措置で行われてい

る激変緩和措置が６年間は暫定的に行われると

いうことです。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 例えば、本村に先ほど

課長が言われたトータルで2,900万円ですか、

本村に割り当てられるというのがあるんですけ

れども、これは保険者努力支援で被保険者個人

にはこの支援というのは行われないのか、それ

を伺います。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時５２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５２分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えします。 

 この交付金はあくまで保険者を対象としてい

ますので、被保険者へ直接交付されるというの

はございません。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 いろいろと大変厳しい

状況な国民健康保険ではあるんですけれども。 

 次、③に移りまして、本村の国保の加入者の

平均所得はどれぐらいなのか。それと健保組合

もわかるんであれば、その年収、平均所得いう

のはどれぐらいの差があるのか、伺います。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えいたします。 

 村の平均所得は、73万円となっております。

健保組合がこれは国の資料からなんですが、

207万円ということになっています。全国の市

町村国保が86万円という所得になっております。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 やはり先ほどから言わ

れているとおり、相当、国保に加入している

方々の所得は低いというのが明らかになったわ

けなんですけれども、例えば先ほどの低所得者

交付金とそれから保険者努力支援金、これを合

わせると2,900万円を投入して国保に入れた場

合に本村は保険料の負担減というのが幾らぐら

いあるのか。あるいはそれに見合った額の保険

料の低減が行われるのか、そこはどうですか。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 お答えします。 

 これはあくまでも県の算定に基づく金額にな

りますが、平成28年度で言いますと、本来集め

る１人当たりの保険料が11万1,268円でした。

ただ、実質集めた保険料は７万6,836円、その

差額が３万4,432円ありましたが、その一部的

なものは一般財源からの補塡しております。そ

の算定に基づいて、平成30年度、県から示され

た数字でいいますと、９万5,914円。これは平

成28年度と比較しますと、１万5,354円減額に

なっております。その部分が公費を拡充された

もので充てられたものと理解しております。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 今回、私たちは県庁に

行って勉強してきました。その中で平成31年度

から赤字削減計画、これは北中城村、中城村、

西原町といろいろなところの各市町村からあっ

たんですけれども、平成35年度まで予定されて

いる取り組み内容、これは中城村も削減計画と

いうことで、５年計画が出されているんですけ

れども、その内容はどういうものなのか、伺い

ます。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時５６分） 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５７分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えし

ます。 

 まずは赤字解消計画は一般会計からの繰り入

れがあった場合は、全ての市町村が作成しなさ

いということになっておりまして、中城村も平

成28年度決算で言いますと、約9,900万円の一

般会計からの繰り入れがありました。それに基

づきまして、削減解消計画をつくっております。

これは指針から言いますと、６年以内で解消を

する計画書を立てなさいということになってお

りますので、中城村としては平成30年から平成

35年の間で約9,000万円に対して、毎年2,000万

円ずつの解消を図っていきたいという計画書を

現在、提出しているところであります。その内

容としましては、まず収納対策の強化、あとは

医療費の適正化ということで、計画の中では上

げているところであります。ただ、現実的に言

いますと、この計画では、厳しいところがあり

まして、その辺は今年度の決算とかを見据えて

検討する必要があるのかなと思っております。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 今のは平成28年度の繰

入額を算定した５年計画ということなんですけ

れども、やはり平成29年度は、それに３倍近い

２億2,800万円に達しているものですから、本

当にそれで大丈夫なのかなという。危惧してい

るところもあるんですけれども、しっかりと削

減計画、それも実質的なやり方で本当に繰り入

れがないような取り組みですね、それを踏まえ

て考えてやっていただきたい。そのように思っ

ております。では村内の国保に戻るんですけれ

ども、きのうも麻乃議員からもあったんですけ

れども、特定健診受診率が43.3％だということ

なんですけれども、その中で特定保健指導実施

率があると思うんですけれども、それがこの特

定保健指導実施率というのは、健診の結果です

ね、早期に改善を要するという方々が必ず再診、

受診してくれというようなものなんだと理解し

ているんですけれども、それの終了率、103名

いて、利用者が79名、終了したのが43名、パー

セントに直すと41.7％しかいないと。確かにあ

なたは病気ですよと。早く受診して病院に行っ

て治してくださいと言われながらも６割の方々

が病院に通っていない。本当にこれは異常があ

る方ですよ。そういうことなんですけれども、

これに対して、村としてやはりこれもほっとけ

ば大きな病気。重病化、高額医療を受けるよう

な病気になるんじゃないかなというところも危

惧しているんですよ。それに対しての何か対応

策、そういうのは何かちょっと厳しいかもしれ

ないんですけれども、何かないかなと。確かに

受診率を今、上げるためにいろいろな対策。回

数を多くしたり、あるいはきのうの話もありま

した。夕方もできないかというような案もある

んですけれども、それも踏まえて、本当に受診

した結果、病気があるんだけれども、なかなか

病院に行かないという方々に対しての何か補塡

策。必ず行ったほうがいいですよと、行政のほ

うからも投げかけるように施策がないのかどう

か、担当課としてはどのように考えていらっ

しゃるのか伺います。 

○議長 新垣博正 健康保険課長 仲村盛和。 

○健康保険課長 仲村盛和 それではお答えい

たします。 

 まずこの特定健診を受けた方々の指導率はそ

のとおりでありますが、ただ、この指導を受け

るということで病気ということではなくて、病

気になるリスクが高いという方々を保健指導を

することになりますので、この方々が確実に病

気になっているということではないことを御理

解いただきたいと思います。まず、この中には

動機付け支援と積極的支援というのがありまし
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て、動機付け支援というのはリスクが若干低い

方々。その方々はうちの保健師とか、専門職が

２回の指導を行って、それが改善されているか

どうかを確認するところなんですね。それから

もう一つの積極的支援、これは本当に３カ月以

上をかけて結構の回数を面談して、指導も受け

て実施されているか、その辺も確認をとれて

やっと完了したという数字に上がっていくもの

ですから、まだ途中の方々もいらっしゃってこ

の数字が伸びていないところも実際あります。

ただ、年度をまたがるとそこはリセットされて

しまいますので、完了していない方は途中で

あってもカウントされない仕組みになっており

ます。また、次年度がまたその一からの対象と

いうふうになってきます。それからこのどのよ

うに伸ばしていくかというところですけれども、

これはどの市町村も一番問題を抱えている点だ

と思いますが、我々は、今年度は生活推進委員

とともに未受診者をリストアップして訪問して、

この受診を促すというのをまずやっていこうと

考えています。それをやれば少し伸びてくるの

かなというふうに考えております。 

○議長 新垣博正 大城常良議員。 

○８番 大城常良議員 病気が手前の方々も十

分わかっているはずですので、ちょっと危ない

なと、やはり自分の体は自分がよくわかるとい

うこともあるんだけれども、やはり保険料が

ちょっと高すぎていけないと。あるいはまた受

診できないというような方も中にはいらっしゃ

るかもわからない。そういうのを十分手当てし

ていただいて、健康保険課として、全員が健康

な体でいけるように取り組んでいただきたいと

思います。本村ではやはり一般会計からの繰入

金が平成28年度で約9,900万円。平成29年度で

は、２億2,800万円と大幅にふえている状況が

あるんですけれども、国民健康保険の見直しの

背景にある先ほど課長が言われたさまざまな課

題を抱えて、そしてそれを踏まえて現状でも約

７割の軽減世帯949世帯もあるということです

ので、ましてや60％の方々が軽減世帯になって

いるということを踏まえると、やはり保険料が

高すぎるというか、これは決まった金額ではあ

るんですけれども、それが厳しいという中で、

そして保険料の値上げを、これは私から言いま

すと、国保制度の趣旨、そして目的そのものを

損なうおそれがあるのではないかなと。値上げ

をした場合には、払えなくて病院に行かない。

重病になってしまう。そういう悪循環に陥って

しまうのではないかなということも危惧してい

るものですから、先ほど言われた保険者支援努

力制度ですか、それにある医療費の適正化、あ

るいは予防、健康づくり。あとは薬ですね、

ジェネリックへの変更などを十分に取り組んで

いただいて、加入者の負担を少しでも減らせる

ように、軽減できるようにこれからの保険制度

を十分頑張っていただきたいと思っております。

これで私の質問を終わります。以上です。 

○議長 新垣博正 以上で、大城常良議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時０６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１７分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、石原昌雄議員の一般質問を許し

ます。 

 休憩します。 

休 憩（１１時１７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１７分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 皆さん、こんにちは。

議席番号６番、石原昌雄、一般質問をします。

質問に入る前に、辺野古の新基地建設の賛否を

問う県民投票条例に基づき、２月24日に県民投
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票が決まりました。本議会においても、投票事

務に係る予算が上程され、補正予算が可決され

ました。多くの村民、県民がこの県民投票に参

加し、沖縄県の意思をはっきりさせ、必ずや国、

政府、防衛省に新基地建設の断念をさせましょ

う。そして、日本国民にも沖縄県の強い意思を

示していきましょう。 

 それでは今回の一般質問をしてまいります。

大枠１番、新規プロジェクトについて。本村に

おいては、これまでに土地改良事業や土地区画

整理事業などが終盤を迎え、近年は箱物への施

策やソフト事業への施策が中心になっているよ

うに感じます。新たな都市計画事業や道路整備

事業が求められていると思います。そこで、新

規事業について質問します。①南上原地区の土

地区画整理事業が終了間近となっています。次

の区画整理事業に向けて、南上原井水原地区は

どうですか。久場前浜原地区はどうですか。登

又地区はどうですか。②道路計画として、潮垣

線の新たな整備計画はどうか。東西道路では和

宇慶南上原線はどうですか。③中城城跡線周辺

の整備計画や調査は導入できないか。 

 大枠２番、職員採用計画について。先の一般

質問でも聞きましたが、職員の採用計画を年次

的に進めるとありました。マンパワーの強化は

住民サービスの向上につながると考え、次の質

問をします。①平成30年度の採用試験は終わっ

ているが、４月からの採用職種と人数はどうか。

②次年度以降の採用予定はどうなっているか。

適正配置と機構改革の計画もあるか。③障がい

者雇用を積極的に推進する考えはあるか。④一

人親世帯雇用はできるのか。次年度以降も実施

するのか。以上、お答えお願いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは石原昌雄議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては都市建設課のほうで。 

 大枠２番につきましては総務課のほうでお答

えをさせていただきます。 

 私のほうでは、御質問の南上原地区の区画整

理事業の後のプロジェクトと申しますか、新規

事業、我々の喫緊の課題だと認識しております。

南上原の区画整理事業がこれだけの成功をおさ

めましたので、そこにつながるような施策を展

開していけないかどうか。ただ、その時代背景

といいますか、その当時と大きく変動しており

ますので、その補助金の問題、例えば区画整理

をするのであれば、その減歩率の問題です。減

歩率が高くなりすぎると、果たして地主さんの

賛同が得られるのか。例から挙げますと、私が

村長を就任した当時には、久場のほうで計画を

されていたものを断念せざるを得なかったとい

うこれは減歩率がもう50％超えたものがありま

したので、そういう例などもございますので、

区画整理事業にとらわれることなく新規プロ

ジェクトをどのようにしてやっていかなければ

いけないのかを含めて、これからしっかりと検

討してまいりたいと思っております。詳細につ

きましては、また担当課のほうでお答えをいた

します。以上でございます。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 石原昌雄議員の御

質問にお答えします。 

 大枠１番の①、策定中の都市計画マスタープ

ランの中でも、新たな拠点の整備の検討を示し

ているところであります。南上原土地区画整理

地に隣接する南上原井水原から北上原区域につ

いては、新しい拠点として検討していきたいと

考えております。また、久場前浜原地区につい

ては、「村道久場前浜原線」の完成に向けて今

努力しているところでございます。吉の浦火力

発電所立地地域周辺を、活気のある地区として

今後、発展させていきたいと思います。②潮垣

線について、現在、新たな整備計画はございま

せん。東西道路については、沖縄県主導で、き

のうも答弁しましたけれども、宜野湾横断道路
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の計画が進められております。③都市計画マス

タープランの中でも城跡線周辺、登又地区は北

中城インターチェンジ周辺における交通利便性

を生かし、新たな拠点として位置づけたいと考

えております。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 職員採用計画について、

お答えいたします。 

 平成31年４月の採用につきましては、行政職

が４名、保育士が２名、心理士が１名の計７名

を合格者とし、採用する予定でございます。 

 次に、次年度以降の採用予定についてお答え

いたします。平成28年度に策定いたしました

「中城村定員管理計画」に基づき、職員の採用

を行ってまいりましたが、人口の急増、それに

伴う行政事務の多様化、複雑化など、行政運営

を取り巻く環境の変化により、現在は定員管理

計画を若干上回る職員数となっております。御

質問の次年度以降の職員採用につきましては、

定期的な人事ヒアリングを通して、また、退職

者数などを勘案した上で採用を行い、適正な人

員配置ができるよう努めてまいります。 

 機構改革につきましては、「最小の経費で最

大の効果を挙げる」という地方自治法の規定に

基づき、課の統廃合、事務事業、及び業務内容

等の見直しは、常に検討しなければならないも

のだと思っております。中でも新庁舎の移転は、

機構改革の絶好の機会であると考えております

が、それよりも前にできることにつきましては、

早期に検討したいと思っております。 

 次に、障害者雇用についてお答えいたします。

障害者雇用促進法は、障害者の雇用義務等に基

づく雇用の促進や、雇用の分野における障害者

と障害者でない者の均等な機会、及び待遇の確

保等を通じて、障害者の職業安定を図ることを

目的としております。本村としましては、障害

者雇用につきましては、どのような業務に従事

してもらうか。また、どうような配慮が必要か、

ということについて、まだ検討に至っておりま

せん。今後、非常勤職員を含めた障害者枠を検

討するなど、障害者の雇用促進について、議論

をしてまいります。 

 次に、職員採用における一人親世帯応援枠に

ついてお答えいたします。今年度の採用試験に

おきまして、１名を採用候補者として決定いた

しました。次年度以降の実施につきましては、

今年度の採用プロセスや結果を十分に検証した

上で、検討したいと考えております。 

○議長 新垣博正 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 答弁いただきましたが、

これより再質問をさせていただきます。 

 まず大枠１番のほうからですけれども、土地

利用計画についてですが、本村は中部地区にあ

りながら、那覇広域都市計画区域に編入され、

住宅事情の課題が多く、若者の定住にも支障を

来していると考えております。これまでに久場

地区土地区画整理事業が終わって、そして次に、

南上原土地区画整理事業もあと少しで終わりま

す。その効果として、多くの住宅事情が解消さ

れたと思ってきております。このようなことも

踏まえて、村長の答弁にもありましたけれども、

次の事業の展開にもありますけれども、次の事

業の展開をぜひお願いしたいと。先ほど課長か

らもありましたけれども、南上原井水原地区あ

たりに、質問の中では久場前浜原地区も登又地

区でも計画をぜひ進めてほしいと考えておりま

すけれども、まずは土地区画整理事業の取り組

むには調査などの幾つかの段階があると思いま

すけれども、そういうところをお願いします。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 土地区画整理事業を事業化するためには、ま

ずは村長の中でもありました減歩率概算事業費、

それと幹線道路と、公園等の配置が地権者に説

明をするためには必要となります。そのために

はＡ調査、まちづくり調査を実施し、住民の皆
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さんに理解を得てもらい事業展開していくこと

になると思います。 

○議長 新垣博正 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 ありましたようにまず

はやはり調査事業が一番先に来るものだと思っ

ております。そういう中でも南上原井水原地区

においては、かつてＡ調査も実施して、土地区

画整理事業に向かっていた経緯がありました。

今の時期こそ、さらにこの展開が必要だと思い

ます。この井水原地区に対して、このＡ調査な

どを導入する考えはどうですか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 現在、実施している南上原土地区画整理事業

のＡ調査の中にはこの井水原も含まれていたと

聞いております。その中で井水原は高低差があ

りまして、減歩率が高くなるということで、井

水原を除いた部分で今の事業を実施しておりま

す。そのＡ調査を行っておりますが、あれは30

年前の資料となりますので、今後の事業には生

かすことはできないと思いますので、新たな井

水原、北上原地区を含んだ調査が必要となりま

す。都市計画マスタープランでは５つのゾーン

を拠点として配置しております。その中で、ま

ずどこが優先かを決めて、Ａ調査を実施して事

業に進めていければいいのかなと思ってはおり

ます。 

○議長 新垣博正 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 そういう調査事業をぜ

ひやっていってほしいと思います。最初に出ま

したけれども、減歩率というのは、Ａ調査など

をしない限り出てこないわけですから、減歩率

がどれぐらいだから次に展開できるというふう

なところは実際に調査事業を行わないとどうし

もないわけです。だから過去の部分も減歩率が

多かった部分も情報としては私も聞いていると

ころですけれども、調査事業をまずは入れない

ことには何事も前に進まないというふうに思い

ます。その中で、道路の配置の計画とか、その

地形の大きさとか、あるいは兼ね合いとか、そ

ういうところも出ますので、ぜひとも調査事業

として次の新しい事業展開を前向きに検討して

ほしいと思います。そして、この実際に土地区

画整理事業は、これまで多くの成果を次の時代

に残してきております。まさに私は金のなる木

を先人の村長が植えて、今の段階で果実が実と

なり、本当に次の発展に今つながっていると考

えています。そういうところで村長にももう

ちょっとあと一声を区画整理事業も含めてです

けれども、新しい芽出しについて本当に次のま

た金のなる木の場所を決めてほしいと思うんで

すけれども、思いをもう一度お願いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 思いはもう議員も一緒でございます。金のな

る木かどうかは置いといて、やはり次なる展開

を求めながら、また村の発展につなげていこう

と思っておりますので、その形がどういう形に

なるかはまた今後、しっかりと取り組んでいき

たいと思っております。 

○議長 新垣博正 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 ありがとうございます。

ぜひまた一緒に進めていけたらというふうに考

えます。 

 次に、道路計画ですけれども、東西道路につ

いては中部市町村会などのほうでも県の要請と

いうことで、先ほどもありましたけれども、実

際に県の姿勢といいますか、そういうのはどれ

ぐらいの気持ちで受け取っているのか。県もや

るのか、やらないのか、ただ聞いているだけな

のか、そこら辺の感想をお願いします。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時３６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３６分） 

○議長 新垣博正 再開します。 
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 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 宜野湾横断道路については、きのうも答弁し

たとおり、検討委員会が立ち上がっております。

８月26日にルート検討委員会。９月24日にルー

ト幹事会ということで、参加していきました。

県の担当課は、普天間基地から国道329号につ

いては、普天間基地の返還がおくれても、積極

的に調査設計をやりたいと意気込みを感じてお

ります。 

○議長 新垣博正 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 そういう感触であれば、

村としてもやはり普天間返還なる前から調査な

どが実施できるように絶えずプッシュをして

いってほしいと思います。ＭＩＣＥ関連で国道

329号バイパスの要望も進めなければならない

と考えますが、村の計画とか、要望を実現する

ためにもこのＭＩＣＥ関連で中城村に延びてく

るルートというのはまだ決まっていないからど

うのこうのではなくて、村がもっと積極的な姿

勢を示さない限り、この新しい展開にいかない

と思います。どうしても今、村としては、コー

ス的にはおおよそ潮垣線あたりが有効だという

ふうに考えますけれども、こういう潮垣線の拡

張の計画などを先んじて取り組んでほしいと思

うんですけれども、そういうことをすることに

よって、中城村の意気込みがもっと見えてくる

と思うんですけれども、県から示されるのを待

つとなかなかいつになるかわからないと。村と

してもこういう調査事業をしてこの辺に引っ

張ってほしいというプランもやってほしいと思

うんですけれども、そこら辺についてどうです

か。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 潮垣線については、西原工業団地の通勤車両

が国道329号線奥間の交差点が大分混雑して、

交通量が多くなって整備が必要かと感じており

ます。西原道路については、ルートが決定しま

せんが、新庁舎に近くなるようにということで

要望をしております。 

○議長 新垣博正 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 このルートについても、

村のほうが積極的に動くことによって、ライン

が見えてくるんじゃないかと。今の潮垣線の部

分についても、例えば四車線の線を引いたり、

あるいは拡張する線を引いたりする計画なども

やはり積極的に今後取り組まなければならない

のではないかというふうに思いますので、ぜひ

そこら辺もお願いします。そしてまた、次の別

のルートですけれども、これも大分以前の話で

あるんですけれども、以前に和宇慶南上原線の

調査もあったと思いますが、もう既に30年以上

のことだと思うんですけれども、今後も東西道

路の幾つかの本数の中に、この和宇慶南上原線、

これは区画整理事業をやったときに糸蒲のとこ

ろから実際には現場にここからおろすんだとい

う案まであってのラインがあるんですけれども、

こういうことも今後検討してほしいと思うんで

すけれども、どんなでしょうか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 先ほど答弁した宜野湾横断道路についても、

ルートが幾つかありまして、南向けルート、北

向けルート、東向けルートという案がありまし

て、それもまだ決定しない状況であります。そ

の状況を見ながら他のルートも必要かどうか検

討してまいりたいと思います。 

○議長 新垣博正 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 個人的には、今の東西

線については、やはり本数が絶対数が足りない

ときのうも質問があったように、県道35号線が

ああいうふうな状況になったとき、迂回路が少

ないと。ですから新しい宜野湾ルートができた

にしても、南側のところはもっと本数が足りな

いというすごい距離があるわけですね。北側も
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そうですけれども、だからそういう面では幾つ

かの本数をふやしてほしいというのが地域の声

ですので、ぜひこれも計画のどこかにしっかり

入れてほしいというふうに思います。 

 次に、城跡線周辺の整備計画ですが、城跡内

の廃墟の撤収が行われると聞いています。いよ

いよ城跡線も完成して、ここを中心とした県営

公園が展開されるものと思っています。この地

域での新しい事業計画を早目に取り組んでほし

いと思いますが、例えば門前町構想とか、御土

産品などがあるショッピングのできる地域づく

りとか、そういう計画もしてほしいと思うんで

すけれども、そこら辺についてはどうでしょう

か。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時４３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時４３分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 先ほども答弁した中で、都市計画マスタープ

ランの中で５つの拠点ゾーンを配置しておりま

す。その中に登又地区城跡周辺ゾーンというこ

とで設定しておりますので、この５つのゾーン

の中から優先順位を決め、どこが優先なのかそ

の辺を検討して事業を展開していきたいと思い

ます。今年度で城跡線も完了しますので、その

辺も勘案しながら検討していきたいと思います。 

○議長 新垣博正 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 いろいろありますが、

いずれにせよ、早目早目の地域づくりの計画を

展開してほしいと思っております。優先順位と

いうのはあるんですけれども、ある意味では並

行して進めないといけない部分もあると思いま

すので、地域の声やそういうのも聞き入れとか、

そういうのもしっかりお願いしていきたいと。

今、中城村は観光に向けての力を入れようとし

ているところで、恐らく今言っている場所が中

城城跡の世界遺産を中心とした取り組みがなさ

れるというのは、前々からの構想だと思います

ので、そこら辺についての土地利用の部分もぜ

ひ積極的に進めていってほしいと思っておりま

す。 

 次に移ります。大枠２番の質問をさせていた

だきます。次年度以降の採用計画で職員の定数

確保を守り、さらに正規職員を配置して安定し

た住民サービスができるようにしてほしいと

思っています。この先ほど答弁がありましたけ

れども、おおよそ定員の管理計画の完成はいつ

ごろと期待してよろしいですか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 現在、策定されている定員管理計画は、平成

28年度から平成32年度までの計画でございます。

それにつきましては、必要に応じ随時見直し、

あるいは更新を行いたいと考えております。 

○議長 新垣博正 石原昌雄議員。 

○６番 石原昌雄議員 平成32年という、おお

よそ５年の計画であるんですけれども、ぜひと

も間には今既存の定員数については、ぜひ確保

して、先ほどありましたようにその次の管理計

画でさらに上乗せがやはり必要だと思いますの

で、そこら辺もお願いしたいと思っております。

また、先ほど答弁もありましたけれども、2020

年の新庁舎への移転が現実的となりましたけれ

ども、機構改革の推進をやって、本当に村民に

わかりやすくワンフロアサービスができるよう

な課の配置などを期待しております。随時やっ

ていくということではありますけれども、やは

り早目早目の情報提供をお願いして、課の統廃

合も含めて、お願いしていきたいと思っており

ます。 

 あと最後に障害者雇用やひとり親世帯雇用で

すが、雇用機会の公平性からも積極的に今後も

進めてほしい。そしてあわせて、今回も心理士
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採用、保育士採用もありますが、こういう専門

職が充実する採用計画を立てられて、この人口

規模に応じた職員体制、いわゆるマンパワーを

確保して、住民サービスをやっていってほしい

と思います。以上で、私の質問を終わります。 

○議長 新垣博正 以上で、石原昌雄議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時４８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、新垣善功議員の一般質問を許し

ます。 

○１５番 新垣善功議員 こんにちは。議長か

らの許しを受けましたので、質問をします。ま

ず通告書に基づきまして、質問をさせていただ

きます。 

 １点目、人事評価制度導入についてでござい

ます。そこで、人事評価制度が実施されている

が人事評価を実施する際のシステムはどのよう

になっているか。人事評価実施規程は制定され

ているのか。評価は誰がするのか。評価基準に

なるものはあるのか。評価した結果は勤勉手当

にどのように反映させ、いつから反映させてい

く考えなのか、以上について伺います。 

 ２点目、観光協会設立についてでございます。

ことしの３月定例議会で観光協会設立関連の予

算が否決されましたが、その後の取り組みにつ

いて伺います。以上、２点です。よろしくお願

いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは新垣善功議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては総務課。 

 大枠２番につきましては企業立地・観光推進

課のほうでお答えをいたします。 

 私のほうでは御質問の観光協会設立について

でございますけれども、去る９月議会に伊佐則

勝議員の御質問に少しお答えいたしましたけれ

ども、ことし３月に議会で否決された観光協会

の反省を踏まえて、しっかりとした説明ができ

るように整えて、そしてできるのであれば議員

の皆様方の御理解をいただきながら来年の３月

の議会に再提案できればいいなと思っておりま

す。そのためにもしっかりどういう問題点があ

るのかも含めて説明できるようにしていきたい

なと思っております。詳細につきましては、ま

た担当課のほうでお答えをいたします。以上で

ございます。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 人事評価制度導入につ

いてお答えいたします。 

 人事評価は、職員一人ひとりの「実績」や

「能力」を適正に評価することにより、人材育

成や組織の活性化を図り、「より質の高い住民

サービスの提供」の実現を目的としております。

まず評価の流れとしましては、「組織目標」を

４月の段階で設定し、決定をいたします。それ

から職員個人個人の「業務目標」を設定いたし

ます。４月から３月にかけて業務遂行期間がご

ざいまして、中間面談を12月に実施することに

なります。それから自己評価を１次評価者へ年

を明けて１月ごろに提出することになります。

面談につきましては、１月から２月に行います。

評価を２月に実施をし、最終的な評価を３月と

いうふうなことの流れでございます。 

 次に、人事評価実施規程についてお答えいた

します。平成30年３月に「中城村職員の人事評

価実施規程」として策定をしております。 

 次に、評価者についてお答えいたします。中

城村職員の人事評価実施規程におきましては、

本庁の職員は、係員の評価につきましては、一

次評価者は係長でございます。二次評価者は課

長でございます。係長等の評価につきましては、

一次評価者は課長。二次評価者は副村長でござ
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います。課長の評価につきましては、評価者は、

副村長でございます。 

 次に、評価基準についてお答えいたします。

人事評価実施規程とは別に、人事評価のための

「ガイドブック」を作成しております。その中

の「評価基準」に基づき、評価することになり

ます。 

 次に、勤勉手当の反映についてお答えいたし

ます。職員おのおのの総合評価点の点数や、全

体の分布等により、予算の範囲内において勤勉

手当の支給率に差をつけるという方法が一般的

な評価結果の反映方法であると考えております。

しかしながら、人事評価の１番の目的は、多種

多様な住民ニーズに対応できるような職員を育

成することにより、「より質の高い住民サービ

スの提供」の実現でございます。評価結果を職

員の処遇や手当等への反映は、あくまでも人事

評価制度の一側面であり、それ自体が目標と

なってしまわないよう注意しなければならない

と考えております。人材育成のための人事評価

の成熟を図っていくことが、当面の目標として

取り組んでまいります。 

○議長 新垣博正 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 では新

垣善功議員の大枠２について答弁いたします。 

 中城村観光協会設立に向けて、ことし３月以

降の取り組みについては、昨年度の観光協会設

立準備委員会委員及び中城村商工会との調整及

び設立へ向けた、理解を得られるための資料づ

くりを進めております。観光協会設立での最大

のメリットは、地域の企業及び観光協会会員へ

のメリットと考えております。また県内の各市

町村での観光協会の活動状況を調査いたしまし

て、中城村観光協会で事業の展開をどのように

進めていくか検討している次第であります。今

後、観光協会の必要性及び事業展開における協

会の必要性を整え、観光協会設立への説明を行

いたいと思います。以上です。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 それでは１点目、順

序よく再質問させていただきます。 

 今、総務課長からいろいろ答弁がありました

けれども、この勤勉手当に反映させる時期はい

つなのか。そして今、画一的に皆給料の何％か

わかりませんけれども、支給しています。それ

に差をつけることはしないということなのか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 人事評価の目的につきましては、先ほども答

弁をいたしました。いつから勤勉手当に反映さ

せるかということにつきましては、現在のとこ

ろ時期は決めておりません。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 勤勉手当の制度の導

入の目的について、私は課長とは若干考え方が

違うんですよ。これはある意味では職員の能力

主義を導入すると、村長も運営から経営という

言葉を今使っています。それはまさしく当時は

国でも能力主義を採用しようと、アメリカの例

にならって、能力主義を導入して勤勉手当を設

け支給すると私は理解しています。そしてそこ

には競争原理も働くし、職員の切磋琢磨してお

互いに皆さん方の活性化、自己啓発も促す。そ

ういう意味で導入したのではないかと理解して

います。そして、村長もよく言っているように

運営から経営という言葉、それはまさしく一般

企業の経営感覚を行政に取り入れるということ

ではないかと私は理解していますけれども、村

長、それでいいかどうか。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 運営から経営というのは、民間の部分を取り

入れたいというのは、決して競争原理を働かし

て、この役所、役場の制度にこれを抜本的に変

えていこうという意味ではなくて、意識の改革
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がまず第一でございます。そのための一つとし

て、今回の勤勉手当云々というのは、少し置い

といて、やはり職員の意識が向上することに

よって、住民サービスにつながる。我々、結果

として中城村の住民の方々が喜び、この中城村

が発展していくことが目的であって、そこの結

果ありきの勤勉手当なり能力主義の、言葉は少

し違うかもしれませんけれども、例えば民間で

あれば、相手を蹴落としてまでも出世街道を歩

むという一つのそういう会社もございます。そ

ういうことではなくて、あくまでも結果として

役場がよくなり、あるいは村がよくなり、村民

が喜ぶような形になればこれが成功へのもとで

はないかなと。運営から経営の最大の意味であ

ると私は思っております。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 これは私も極端な競

争原理というのは、反対なんです。そうではな

くて、やはりそこには競争原理という一つのも

のがあると思うんですよ。というのは、差をつ

けるということは、公平だと思うんですよ。学

校現場でも試験して点数制度で点数つけている

んでしょう。これもある意味では競争原理の一

つではないかなと私は一部だと見ています。そ

ういう意味からも職員に対して、その勤務評価

を導入するということは、ある意味では職員を

皆さん方はしっかり管理するということ。今ま

で管理してきたかどうかです。そう意味でも私

はこの人事評価制度については、真剣に実施し

ていただきたいと考えております。そして、そ

こにおいて本当に優秀な職員がいれば、それは

勤勉手当に反映させていくのが、この制度だと

思うんです。私も前からよく勤務評定のことを

質問でやってきましたけれども、ようやくこれ

ができ上がったかなということで、少し安堵し

ています。それでこれはいつ反映させるかは時

期はまだ決めていないということですけれども、

早目にそのシステムをつくって、こちらが言う

システムというのは、何月何日ごろにこうして

いくというのではなくて、副村長を長として全

体的に評価委員会というものを組織して、評価

していくべきではないかと考えております。規

定を読んでみますと、今、課長からも答弁があ

りましたように、職員については係長が一次、

二次は課長が。課長については一次は副村長で

すか、課長は副村長で終わりですよね、そうで

はなくて係長、課長の見方が違うんと思うんで

す。みんなね。全体としての評価委員会という

ものを立ち上げて、そこで評価すべきではない

かなと思うんですけれども、その考えについて

はないかどうか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 評価者につきましては、御質問の中にもあり

ますように、職員につきましては係長が一次評

価者となります。二次評価者が課長というふう

なことになりますが、職員につきましては、確

認者ということで、副村長を置いております。

係長の評価につきましても、一次評価が課長、

二次評価が副村長、確認者として村長が確認す

ることになっております。ですからしっかりと

した委員会ではございませんが、連絡調整会議

となるものを開催することはできますので、そ

こでしっかりとした評価はできるものと考えて

おります。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 だからこれが今後、

実施されていくとやはり職員の意識改革という、

村長答弁しましたけれども、これは意識改革も

変わってくると思うんですよ。そしてこれから

昇給していく昇任とか課長、係長に行く場合も

参考にすると思うんですけれども、私はいつも

言っているようにそこにはある程度の試験制度

を導入すべきではないかと持論を持っています

けれども、そういうのも今後考えていただいて、

その勤務評価制度が本当に機能するような、そ
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してそれによって職員が切磋琢磨、自己啓発に

励むようなシステムにしていただきたいと思っ

ております。村長、まさしくこれは意識改革に

つながると思うんですよね、私は。今まで全く

評価していなかったわけでしょう。課長に挙げ

る場合は年功序列でやったと思うんですよね。

昇進させる場合は。そういうことが今後はその

人事評価によって、ある意味では係長が二段跳

びして、係がすぐ課長になる可能性もあるわけ

でしょう。そういうのはしっかりやっていただ

きたい。そしてこれは能力主義だと私は思いま

す。やはり一生懸命、研究して調査してやって

いる職員については、それなりの評価をするよ

うに恣意的にならないように課長や副村長や村

長が恣意的に評価しないように、公平にひとつ

これが行われることを希望いたします。それと

この評価基準となるものは、規程の中にありま

す。規程の様式等を見てみますと、いろいろ管

理職の評価シート等があるようですけれども、

ひとつそういうのをしっかりやっていただいて、

公平・公正な人事評価制度が実施されるように

希望いたします。それでこの件は終わります。

ひとつしっかりやってくださいね。 

 それと観光協会の設立についてです。観光協

会を設立するのは、私は反対ではないんです。

ただ、心配しているのは、一度否決されたこと

を今度また情報によると、３月ごろ上げるとい

う話があるものだから、その間、議会と何の調

整もなくて進めていいのかどうか。しっかりビ

ジョンもつくって、そして議会が納得できるよ

うな説明をしてほしいんです。この件について、

村長は課長だけに任せていいのか。任せきりで

はないかなというのがあるから、そこを何とか

庁内で何名かでプロジェクトチームをつくって、

そこでいろいろ案をつくる。そしてもしこれが

できなければ観光に詳しいアドバイザーを呼ん

で、そこでビジョンなんか、いろいろなものを

つくり上げていくべきではないかなと思うけれ

ども。その点どうですか、村長。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 もちろん課員、課長に任せっきりということ

ではありませんので、皆さんにしっかり説明責

任を果たしたいと思ってもおりますし、３月に

向けてその作業をやっていこうという思いでご

ざいますし、いろいろなプロジェクトチームな

どの話がございましたけれども、基本的に観光

協会は、我々何度も議会で私もお話ししました

けれども、どこもやっていないことを先んじて

我々が一番にやりましょうではないんですね。

たくさんの観光協会が各市町村あって、そこに

はサンプル、そしていろいろな経験があって、

我々はそれを後発の強みでいろいろな取捨選択

をしながらできるという強みがございます。で

すから非常に前回の議会でもああいう結果には

なってしまいましたけれども、今議員がおっ

しゃるように観光協会にそのものに反対ではな

いということであれば、一緒になってつくり上

げていくようなところも多々出てくると思うん

ですね、観光協会。最初から全てが完璧に黒字

でやっていけるとは私も思っておりませんし、

行政から見たら、観光協会設立によって、先ほ

ど石原昌雄議員の午前中の質問にもありました

けれども、その統廃合を含めた機構改革にもつ

ながっていきますので、この部分については、

人件費の削減や、プラスマイナスをした場合の

相殺や実際にはどれぐらいの収支になるのかも

含めて、これをこの３月議会に向けて説明をし

ていきたいなと思っております。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 これは観光協会を設

立するプロセスとして、全く今まで議会に何の

話も協議もないということは、私はこのままい

くのかなという心配して、もう次の議会、３月

議会が始まりますので、この質問を取り上げた

わけですけれども、ひとつこれまでいろいろな
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取り組みをしたはずです皆さん方は。民泊の問

題、修学旅行生の民泊受け入れも中途半端で終

わってしまっている、現在、課長これは最初に

商工会が主体となって高校生の受け入れ民泊を

しましたけれども、その後どういう状況か

ちょっと説明してください。そして、今現在、

行われているかどうか。この民泊を受け入れる

過程ですか、どうにか組織して早目に立ち上げ

て、それから発展的に観光協会の設立に持って

いくべきではないかなということを考えていた

ものですから、しかし、行政があまりにも力を

入れていないと。リーダーシップを発揮してい

ないと私は思います。最初の立ち上げは行政が

リーダーシップを発揮していって、そしてある

程度、軌道に乗せるまでは行政が責任を持って

やったらどうかと。そうしたら受け入れ家庭の

皆さん方もしっかりやりますよ。それが今でき

ていないのではないか、その第１回目からこれ

までどのような状況で来たかひとつ説明してく

ださい。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１３時５３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時５３分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 では民

泊事業のほうについてでありますが、島んちゅ

活性化のＮＰＯができまして、まず商工会のほ

うで携わっていたんですけれども、平成26年か

ら企業立地観光推進課のほうで行うようになり

まして、現在は他の市町村、宜野湾市及び北中

城村との連携で宿泊を受けているような状態で

す。登録件数も現在70余りありますが、現在、

６月に施行されました民泊新法のほうで登録さ

れていなければできないというのもあったりと

か、この教育的な民泊であると今行われている

という部分もありまして、その民泊件数を今ふ

やしていけるかどうかというような形のもので、

その事業者とは調整しているところです。以上

です。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 企業立地・観光推進

課長、業者というのはＮＰＯ法人のことを言っ

ているの。このＮＰＯ法人と行政が連携をとっ

て、そういう民泊受け入れ家庭ですか、今70戸

あるということですけれども、今新法ができま

して、ちょっと厳しい条例もあって、これまで

のように簡単にはできないと思うんですけれど

も、皆さん方は指導、教育することはやってい

ます。 

○議長 新垣博正 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 指導、

教育ということですけれども、この新法ができ

たということの通知や今後どういうふうにやっ

ていくかというような形の調整は行っておりま

す。やはりその住宅の改修等が必要になってき

ますので、その改修をどういうふうにやってい

くかということで、この民泊の事業が進んでな

いような状態となります。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 これはＮＰＯ法人は

中城村独自の中城村の村内にあるのか。それと

もほかの市町村にあるのか。このＮＰＯ法人の

代表はどこなのか。それと今、課長が言われた

改修の件がありますが、補助金が出ると思うん

ですが、今70戸あるこの家庭を集めてもらって、

民泊の講習あるいは宿泊のいろいろな条例、保

健所関係もいろいろあると思うんですよが、そ

ういうのを皆さん方が教えてあげないとこれは

また70戸が段々減っていく可能性もあるし、部

屋を改修する場合はそういう補助金もあるとい

うことは周知徹底しないとこれはできないと思

いますけれども、そういうのを積み上げて、そ

して観光協会をつくり上げていくと。おのずと
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そういう民泊の受け入れが盛んになればおのず

とそこから下から声が上がってくると思うんで

すよ。観光協会をつくろうという声が、ただ上

からの回線ではなくて、下から声を上げていく

ような方法でしないと、観光協会はつくったも

のの、何もない。もう行政におんぶされていた

のでは、いつまでたっても協会が発展しないと

思うんですよね。その辺はどう考えています。 

○議長 新垣博正 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 ではお

答えいたします。 

 補助金ということなんですけれども、補助金

は官公庁からの補助金が施策として一応ありま

す。しかし、この補助金の場合には、インバウ

ンド対策での事業費となって、教育民泊のほう

で行っている本村では対象外ということになっ

ております。また、その地域で特区を指定して

の地域がありますが、それは全国でも２つの地

域しかなく、中城村でも行う場合には古民家再

生法と絡めた事業が必要となっていくというこ

とで、この民泊ＮＰＯ法人のほう等もインバウ

ンド的外国人を民泊する家屋の対象とは考えて

ないということでの補助活用になっていないと

ころです。この民泊のほうでも観光協会を設立

していき、その民泊を行う前の２年越しの要約

ということで、期間が必要になってくるという

ことで、現在、中城村内にあるＮＰＯでは活動

してはないんですけれども、その隣接の市町村

の民泊事業者と提携をとって宿泊を行っている

ということを伺っております。以上です。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 企業立地・観光推進

課長、民泊関係についても私もそういうベテラ

ンの方を知っていますけれども、この方の話を

聞くと、本当に足りないと。沖縄にもっともっ

と受け入れたいと。だから中城村でも一遍に

300名、観光バスの五、六台は受け入れるよう

な民泊の受け入れ家庭をつくってくれという話

も受けていたんですけれども、私そのものが皆

さん方がやっていることだから、あまり口出し

をしたくなかったので、きょうまで来たんです

けれども、こういう活動は宜野湾市と北中城村

でやっていると。宜野湾市もまだまだと思うん

ですよね。そこができないから共同でやってい

るというんだけれども、独自でやろうと思えば、

その生徒数は幾らでも呼べるということなんで

すよ。村がやる気があれば、この方の話では幾

らでもといったら必要な分は中城村に回すとい

うことは話していますよ。そういうことで皆さ

ん方もこの観光協会立ち上げても、それが最終

的には何年間、皆さんが補助金をつぎ込んでい

くのか、話は余談になりますけれども、シル

バー人材センターについても３年間は補助して、

３年後は補助を打ち切ると言いながらも、今で

も補助金を出しているわけでしょう。だから観

光協会を立ち上げて、何年間は行政が補助金を

出して、その後は、独立採算制でいくというよ

うなそういう方向性は持っているのかどうか。

何年ぐらい見ていますか。 

○議長 新垣博正 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 では観

光協会の補助金についてなんですけれども、観

光協会の補助金は、経常的な経費は補助金でカ

バーするしかなく、協会の運営が補助金で成り

立っていくという形です。この補助額を観光協

会の収益によって、毎年変えていくというよう

なものになると思われます。いつまで補助金が

払うのかというような形なんですけれども、い

つまでとは決めきれずにその人件費等がもう経

常的な経費になりますので、その分はカバーし

ていかないといけないと思われます。以上です。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 では皆さん方は中城

村の現状を見て観光協会を立ち上げた場合に、
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観光協会が成り立っていくか。何年ぐらいした

ら独立採算でいけるかどうか。そのビジョンは

ありますか。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 少し話を戻します。黒字を目的にした設立で

はないというのは、御理解いただきたいと思い

ます。運営がもちろん回っていって、それが黒

字になって結果なっていくんでしたら、もちろ

ん一番いいんですけれども、恐らくきちんと調

べてはおりませんけれども、特に沖縄県内で全

て収益を賄えるというところはないと思ってお

ります。ある程度、やはり先ほど議員がおっ

しゃっておりましたように行政が応援をしてい

かないと、これは中城村であれば中城村のため

になることですから、話をもう一つ戻しますと、

もし観光協会が設立できていないのであれば、

現状のとおりですよ。我々、行政が企業立地・

観光推進課に職員がいて、そこが窓口となって

今までの観光をやっていくと。どうしてもそこ

には限界もあるでしょうし、また逆にいえば観

光協会を設立するということになると、この課

がいらなくなるわけですから、いうなれば。も

ちろんサポートはしますよ。最低限のサポート

はしますけれども、この課がいらなくなるとい

うことは、再構築につながって、人員のいうな

れば人件費の減につながっていくわけですから、

その辺の相殺を皆さんに３月に向けて、説明も

していきながら観光協会は黒字を目的にやって

いくということではなくて、中城村をしっかり

とアピールできて、そして商工会も含めた民間

の部分の潤いにそこから税金として、また還元

して返ってくれば、大変すばらしいことだと

思っておりますし、そういうところの捉え方が

少しだけ違うような気がいたしましたので、今

私の所見を述べさせていただきました。 

○議長 新垣博正 新垣善功議員。 

○１５番 新垣善功議員 私も観光協会はあま

り黒字ではなくて、そこの観光協会の会員たち

が儲かるようなシステムだよな。今村長が言わ

れているのはそれはよく理解していますよ。し

かし、独立採算というのはある程度、できたら

経常費も賄えるようなものを出してほしいわけ。

村民がこの観光協会の会員たちが儲かるような

組織ですよ。協会は法人でしょう。将来は法人

に北中城村みたいに法人に持っていかなくては

いけないし、そして中城村も農業特産品も売っ

て、村民が儲かればいいわけですよ。村長もそ

ういう同感だと思うんですが、そういう意味で

しっかりしたビジョンも立てて、今、中城村に

は宿泊施設がないというのが一番の欠点ですよ

ね。今、中城村にないのは何なのか、それでメ

リット、デメリットもあると思うんですよ。そ

こら辺を民泊でカバーしておけば、何とかでき

るのではないかと。オリンピックもあと２年後

来ますし、今そういうブームですので、それに

乗っかってやるべきではないかと思うし、そし

てまた観光協会設立した場合に、この中城城跡

の共同管理についてもいろいろ考えが出てくる

と思うんですよ。あるいは指定管理団体に指定

して、管理させるとか、今管理協でも1,000万

円ぐらいは純益出ているわけでしょう。補助金

を出して向こうの収入を差し引いたら1,000万

円ぐらい出ているはずですよ。そういう状況で

ありますので、ひとつ企業立地・観光推進課長、

しっかり議会にも情報提供をしてほしいです。

突飛に３月議会で出されたら、否決される可能

性もありますよ。お互い議会と行政は緊張関係

も持つ中で、情報交換をしていいように、村民

のために働いていくのが我々の責任だと思って

いるんですよ。ひとつ企業立地・観光推進課長、

遠慮なく議会に来てもらって、全員協議会も要

求して、説明して議員が納得できる。そして議

員とも意見交換していいのをつくり上げていこ

うや。それを私は望んで質問を出したわけです。

ひとつ村長、副村長もそうですけれども、一緒
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に来て、お互い話し合っていいのをつくりま

しょう。これは行政だけに任せているわけでは

ないから、我々もできるだけ協力できることは

協力していくということですので、それで最後

になりましょう。ひとつ全職員に伝えたいこと

は知恵を出してほしい。知恵を出すことができ

ない人は、汗を出してほしい。知恵も汗も出さ

ない人は、もう静かに去ってもらいたい。そう

いうことを皆さん方に伝えて、私もこれで終わ

ります。ありがとうございました。 

○議長 新垣博正 以上で、新垣善功議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１４時０９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時２１分） 

○議長 新垣博正 休憩前に引き続き再開しま

す。 

 続きまして、桃原 清議員の一般質問を許し

ます。 

○５番 桃原 清議員 皆さん、こんにちは。

議長の許しを得ましたので、これから一般質問

を始めます。議席ナンバー５番、桃原 清です。

よろしくお願いいたします。 

 質問内容を読み上げます。まず大枠１番、河

川の維持管理について。①中城村の上地区を流

れている普天間川は、二級河川で、沖縄県が管

理者であると思いますが、中城村内における普

天間川沿岸に関して、まず沖縄県・中城村の開

発計画。それと今後の発注予定工事が、どのよ

うな状況であるか伺います。②北上原内に普天

間川にかかっている橋で石嶺橋があるが、その

橋の20メートルほど上流で土砂の堆積がひどく、

去年は川の氾濫により、畑に水が流れ込む被害

があったとの住民からの苦情が出ております。

又、石嶺橋の100メートルほど下流のほうでは

電柱でつくった橋が、２回も流されたとの話も

あります。そのことにつきまして、村当局とし

ては、どのような対策が必要と思われますか伺

います。 

 大枠２、道路整備について。県道29号線の渋

滞問題に関し、村の取り組み、また、その進捗

状況について伺います。 

 大枠３、施設整備について。北上原の旧分校

跡施設で、現在はラポール保育園が学童クラブ

として、またシルバー人材センターで事務所と

して使用している施設の西側フェンスが、こと

しの台風24号の被害で倒れ、現在はロープで

引っ張って固定しております。そのフェンスの

補修について、ラポール保育園から補修に関す

る申請が出されているか伺います。以上、よろ

しくお願いいたします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは桃原 清議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１、２につきましては都市建設課のほう

でお答えをさせていただきます。大枠３につき

ましては総務課のほうでお答えをいたします。 

 私のほうでは、大枠２の道路整備について。

今議会では、特にもうきのうから比嘉麻乃議員

から始まり、たくさんの議員が取り上げて、そ

してその渋滞についての解消をどう考えていく

かというのを私自身もいろいろ考えながらやっ

ていこうと思っております。ただ、そのあした、

あさってに道路が拡幅できたり、新しい道路が

できたりするわけではございませんので、今、

もう一番問題になっているこの右折者のせいで

渋滞が増長しているという。この状況をいかに

してまず取り除いていくか。それを住民生活課

も含めて、そして議員の皆様方もまた協力をい

ただきながら、もちろん地域の協力もいただき

ながら、この渋滞緩和１点に絞って、まず道路

云々というのは、これからのことですので、こ

の渋滞緩和１点に絞って、私どもも頑張ってい

きたいと決意を新たにしたところでございます。

詳細は、また担当課のほうでお答えをいたしま
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す。以上でございます。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 桃原議員の御質問

にお答えします。 

 大枠１の①中城村発注の工事予定はありませ

んが、中部土木事務所河川都市班に確認したと

ころ、北上原公民館近く、新しく建ったひよこ

の家保育園付近の河川について改修予定との回

答がありました。②去年からことしにかけて地

域住民から被害があったとの報告はありません。

石嶺橋周辺の状況を確認しましたが、草木が多

少茂っている程度で流水の閉塞などは確認でき

ませんでした。被害があったのであれば、管理

者の沖縄県へ早急に対策の要望を行う必要があ

ります。具体的な場所について、またわかれば

教えていただきたいと思います。また古電柱で

つくった橋についてはどなたがどのような目的

で設置したのか不明であり、中城村としまして

は回答はできません。 

 大枠２についてですけれども、先ほど村長か

らも答弁がありましたとおり、右折だまりの設

置を今後も中部土木事務所、沖縄県土木建築部

のほうにこれまでどおり継続して要請したいと

思います。また地域の方々の声を十分取り入れ

るような仕組みをつくり、今後、要請を行って

いきたいと考えております。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 北上原旧分校跡地の施

設整備についてお答えいたします。 

 ラポール保育園より福祉課を通じ、台風24号

により施設のフェンスが倒れた旨の報告がござ

いました。すぐに現場を確認いたしましたが、

既に業者によりまして応急処置が施されており

ました。数日後に、再度現場を確認したところ、

ラポール保育園によりまして、さらに頑丈に補

修がなされておりました。フェンスの補修につ

きましては、ラポール保育園からの申請はござ

いません。ラポール保育園に対しましては、感

謝を申し上げたいと思います。 

○議長 新垣博正 桃原 清議員。 

○５番 桃原 清議員 ありがとうございます。

まずはこれから再質問を行っていきます。 

 まず本議会が始まった日に12月７日午後から

村内視察として北上原のラポール保育園、ひよ

この家保育園、登又の城跡線の現場を視察しま

した。そのとき視察したひよこの家保育園の新

しい施設に関連した質問をいたします。ひよこ

の家保育園は、川からとても近いということで

多くの危険をはらんでいると思われます。まず

は保育園近くの川岸に転落防止柵が全くないと

いうことですね。先般、登又の平安幼稚園の近

くで草刈りのボランティアをしたんですが、そ

のとき見ましたら、平安幼稚園の場所から上流、

下流を見た場合、全て転落防止柵はちゃんと設

置されております。これは当たり前のことなん

ですよね。見える範囲は全部転落防止柵がある

ということは、当たり前のことです。例えば今

後のひよこの家保育園に関してなんですが、夏

の暑い日には子供だけではなくて、その親御さ

んの大人でも川に近づくおそれはあります。特

に普天間川は昔からハブが多い所でもあります。

また、河岸周辺は大変滑りますので、大変危険

な場所ではあります。このような理由から施設

の周辺、まず150、200メートルぐらいはぜひ転

落防止柵は設置をしておかないと今後は子供た

ちと親御さんも一緒にまた夏が近づいていく危

険は十分にありますので、ぜひ転落防止柵は必

要と思いますが、村当局としては見解はいかが

になっておりますでしょうか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１４時３２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時３２分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 休憩します。 

休 憩（１４時３３分） 



― 115 ― 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時３３分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 今、ひよこの保育

園は建設中でありまして、建物はほぼ完成して

います。敷地周辺の柵は、これからひよこの家

保育園が設置する予定であります。 

○議長 新垣博正 桃原 清議員。 

○５番 桃原 清議員 ひよこの家保育園はこ

の間見ましたら、基礎と支柱が何本も立っては

いるんですよ。外構の外側になりますけれども、

あの支柱からしますと、あれはフェンスだと思

うんですが、フェンスで施設内だけを囲ったに

しても、大人はその施設から川に近づいていく

わけなんですよね、子供も一緒に親御さんは、

特に熱くなった場合は。それで川沿いの転落防

止柵、それはどうしても何百メートルにわたっ

て必要だと思うんですよ、見える範囲は。そこ

をまず中部土木事務所に要請をして、まずはそ

ういうことを進めていただきたいと。本来でし

たら、保育園の設計が上がった段階で川沿いは

中部土木事務所と交渉をしてやっていただきた

いということなんですよ。その件についてはど

うでしょうか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１４時３５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時３５分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 休憩します。 

休 憩（１４時３６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時３６分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 ひよこの家保育園

の園長先生も河川工事の改修があるということ

は理解しております。議員がおっしゃっている

ところで子供たちに危険であればひよこの家保

育園と相談して中部土木事務所のほうに要望し

たいと思います。 

○議長 新垣博正 桃原 清議員。 

○５番 桃原 清議員 この間、視察に行った

ときにひよこの家保育園の園長先生の話からな

んですが、中部土木事務所がブロックを積む工

事をするという話はしていましたという話は園

長先生から聞きました。それは多分、間知ブ

ロックだと思うんですよ。護岸は確かに間知ブ

ロックできれいになると思います。そういう話

はしていたということを園長先生もおっしゃっ

ていました。問題はそれでしたらなおさら今度

は転落防止柵あるいは高さが１メートル10セン

チメートルあるんですが、この転落防止柵とい

うのは必ず、もう二、三百メートルは必ず設置

していただかないと、これは中部土木事務所に

対してですよ。要望して設置していただかない

といけないということになります。それで必ず

転落防止柵を県に設置されるということで話を

進めていけるかどうかですね、課長お願いしま

す。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 中部土木事務所の

意見を聞き、子供たちが危険であるということ

で設置の要望は十分やっていきたいと思います。 

○議長 新垣博正 桃原 清議員。 

○５番 桃原 清議員 では①に関しましては

よろしくお願いいたします。 

 次に、大枠１の②です。去年、川が氾濫した

ということで、この石嶺橋の20メートルぐらい

上流、すぐ左側のほうなんですが、深さもあっ

て、水は勢いよく流れてはいるんですよ。ただ

し、川の半分以上、３分の２近くを堆積物が

あって、もう陸みたいに大きくせり出している

ものですから、そこはもうとても狭くなってい

まして、去年はここで氾濫をして畑に水が流れ
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込んだと。去年、役所に連絡して来てもらって

相談はしたんですが、その後は何の連絡もない

ということなんです。この地主のほうはそれは

もうこれから追及してもしょうがないことなの

で、そういう話はしておりました。今回、これ

は２級河川なので、沖縄県中部土木事務所の管

轄になりますので、中部土木事務所のほうに行

きましてちょっと調べてみました。それで中部

土木事務所では、ことししゅんせつ工事を含む

河川の維持管理工事、これを発注したんですが、

不調に終わったということで工事自体は今、行

われていないということなんですよ。それで今

回、中城村の北上原の状況を説明しましたら今

度必ず現場調査には行きます。それとその水が

溢れたということで必ずしゅんせつ工事は予定

を入れます。中部土木事務所のほうでは、今年

度末の施工の工事の中に入れるか。また遅くと

も今年度末発注で繰り越し工事の中には必ず入

れて、この中城村のほうは対応したいと思いま

すということで、中部土木事務所のほうからの

返事は来ておりますので、村内での担当課とい

うのはもう都市建設課になるわけですよね。で

すからこの件については、もし必要であれば私

は課長を紹介してもいいですし、もう継続して

注視していただきたいんですよ。本当にしゅん

せつ工事行われるかどうか。遅い場合でも今年

度発注の繰り越し工事、次年度の何カ月間には

終わると思いますので、そこで行われるかどう

かを注視して確認をお願いいたします。その件

どうですか、都市建設課長。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 去年の畑への土砂

が流入した件については、住民の方は都市建設

課のほうに連絡したということでありますが、

職員の情報共有ができていなかったので、本当

に申しわけないと思います。また、この件に関

しても中部土木事務所の河川都市班にもう一度

確認しまして、維持管理の工事が確実に行われ

るように都市建設課からもお願いはしたいと思

います。 

○議長 新垣博正 桃原 清議員。 

○５番 桃原 清議員 大枠１の②については、

以上でよろしくお願いします。 

 続きまして、大枠２、道路整備についてです。

このほうももう北上原の中では五、六年以上も

渋滞、渋滞ということで問題にはなっている案

件でありまして、このたびは中部土木事務所の

ほうでちょっと調査をしました。北上原の渋滞

問題は消防学校の近くの１カ所だけではなくて、

もう１カ所、現在のひよこの家保育園の前の交

差点の信号がありますね。そこも右折帯がない

ものですから、その２カ所。その新垣のほうの

交差点もひどいときは600メートルから700メー

トル、北上原の公民館の近くぐらいまで渋滞は

起きたりはするんですよ。そこも大変ひどい渋

滞なので、その２カ所について中部土木事務所

で調べてみました。それで聞きましたら中部土

木事務所のほうでは渋滞問題を原因として改修

工事を行う場合は沖縄県、沖縄総合事務局、ネ

クスコ、この３者の協議によって渋滞のひどい

箇所を順番をつけて、予算をつけ工事をしてい

くということではありますが、その話からしま

すと中城の北上原の場合はまだ順番にも入って

いないという状況で、各市町村、なかなか要請

はしても全然動かないということにはなると思

いますね。そういうことでなかなか工事は進ま

ないと。その件で、予算がかかわってくるから

できないということだったので、まずは北上原

の状況の説明をしようと思いまして、消防学校

の近くの交差点は古い道路から今の道路への工

事をしたときに交差点の位置が少しずれたもの

ですから、右側に県有地がたくさん残っている

んですよ。たくさん県有地があるということで

そこは右折帯１車線ぐらいは土地の収容は必要

なく予算も小さい予算でできるかと思うんです

が、この県有地があることなどは都市計画課の
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ほうでは情報はありましたか伺います。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 今議員がおっ

しゃっていたとおり、用地があるということは

都市建設課もわかっております。 

○議長 新垣博正 桃原 清議員。 

○５番 桃原 清議員 道路改良ということに

なりますと、中部土木事務所のほうも大きい予

算がつくだろうというような勝手なイメージを

持っているはずなので、それで全然進まなかっ

たのではないかとは思います。それと今回はこ

の今の件を中部土木事務所に説明をしまして、

それともう１件の新垣の交差点、保育園前、そ

こは現状では今交通島があるんですよ。この交

通島を取っ払ってしまえば右折帯１車線はでき

るんじゃないでしょうかと。少ない予算ででき

ると思いますよという話を中部土木事務所にし

ましたら、その２件、消防学校の近くの交差点

と新垣の交差点は近いうち調査に行きますと。

中城村のほうにも連絡をしたいと思うんですが

ということだったので、たまたま調査に行った

ときに混雑が大した混雑ではないということも

あり得ますので、まずは中城村の都市建設課の

皆さんのほうは、いつでも渋滞はあるんだとい

う意識を持って中部土木事務所の人とは接触は

してほしいと思います。あまり油断をしないよ

うにというのを心構えを持ってやっていただき

たいと思います。この件につきましては、また

年内に中部土木事務所が調査で行くことにはな

りますけれども、ぜひ今のを踏まえて仲松課長

には頑張っていただきたいと思います。よろし

くお願いします。どうですか、今のことで進め

ていけそうですか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 桃原議員、いろい

ろ情報をありがとうございます。この情報をも

とに都市建設課も渋滞解消できるように要望し

たいと思います。私たちも渋滞していますとい

うことは言っているんですけれども、県全体か

ら見れば優先度が低いといつも言われている状

況であります。 

○議長 新垣博正 桃原 清議員。 

○５番 桃原 清議員 今の県有地の件とあと

は交通島を取っ払う件の話をすれば予算の問題

も解決するのではないかなと思います。大枠２

は以上です。 

 大枠３です。今、旧北上原の分校のフェンス

の件はまだロープで引っ張っているような状況

に見えますが、あれは１回補修はしたんでしょ

うか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 村として直接、補修を行ったということでは

ございません。先ほど答弁しましたけれども、

ラポール保育園によりまして、現在、ロープと

それから鎖を使って倒壊しないように措置が施

されているとそういう状況でございます。 

○議長 新垣博正 桃原 清議員。 

○５番 桃原 清議員 ロープと鎖で引っ張っ

ているという状況は私は毎日見ています。これ

ではだめだろうということで今回、こちらで質

問しているわけなんです。ですから、もうロー

プと鎖はやめて、早目に補修工事をしていただ

きたいと思います。それは希望なんですが。大

枠３については以上で終わります。 

 あとは時間配分がはっきりちょっとしなかっ

たものですから、大枠１の１番にまた戻って、

１つ質問があります。外構工事ですね、ひよこ

の家保育園の外構工事。門から入って建物まで

の正面は高さはその高さであるんですが、右側、

外側の外周でフェンスの支柱が建っているんで

すよ。意外と低い位置に建っているんですよ。

園長先生にはこの高さを今の状態で使っていた

ら向こうは今の状態の高さですというんですよ。

あの高さというのは割と低い高さで、河岸の高

さとこのフェンスの高さがあまり変わらない状
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態ではないかとそういうふうになりますと、も

ともとハブが多いところなので、なるべくは

ちょっと上げるとか、またはフェンスというの

は土の上に支柱が建ってフェンスですから、ハ

ブの出入りというのは多いと思うんですよ。こ

れは何でも程度の問題ではあるんですが、です

から将来、保育園などの指導する課というのは

どちらのほうになるんですかね。ちょっとお聞

きします。お願いします。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 ひよこの家保育園につきましては、県の補助

事業を活用して、新園舎の建設をしております。

建設に至るまでも開発行為や建築確認等の際も

河川を管理している中部土木事務所も含めた協

議、調整はしており、法律的な問題はないかと

存じます。視察の際にいろいろな御提案をいた

だきましたので、法律上の問題はクリアしてい

るというところではございますが、今後、運営

に支障を来す場合や、幼児・児童の安全管理に

おいて、必要な事などがあれば村としてできる

ところは対応していきたいと考えております。 

○議長 新垣博正 桃原 清議員。 

○５番 桃原 清議員 これ以上のちょっと言

いたいことと言いますと構内を少し上げるとか、

またはハブでも居心地がいい、悪いがあると思

うんですよ。ハブの気持ちなんかはわかりませ

んけれども、ただ外周をこんな低いブロックで

も全然違ってくると思うんですよ。そのまま土

の状態で入ってくるのと、少しでもいいですよ。

30センチメートルぐらいでもいいと思うんです

よ。あまりお金のかからない範囲で、それだけ

でもまた防げるのではないかなというのはあり

ます。ただ、議員の立場であまりこういうこと

は言えないものですから、まずは指導課のほう

で今後、様子を見ながらちょっと考えていって

いただきたいと思います。以上で質問を終わり

ます。 

○議長 新垣博正 以上で、桃原 清議員の一

般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで

した。 

  散 会（１４時５３分） 
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○議長 新垣博正 おはようございます。これ

より本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は、答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。 

 最初に仲松正敏議員の一般質問を許します。 

○１１番 仲松正敏議員 皆さん、おはようご

ざいます。一般質問３日目、トップバッターで

あります。ただいま議長より質問のお許しが出

ましたので、これより質問をします。 

 まず大枠１番、農業振興について。①中城村

農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員

の定数を定める条例が、国の法律改正により、

本村でも平成29年３月議会において条例の改正

が可決されました。これまで農業委員12人とさ

れていましたが、改正によって農業委員６人、

農地利用最適化推進委員６人の新体制となりま

したが、農業委員、推進委員の選任方法につい

て。②農業委員と農地利用最適化推進委員の活

動指針について。③農業次世代人材投資事業

（旧青年就農給付金事業）について、目的と研

修内容、また、支援はどのようにされているか。 

 次、大枠２番、障害者支援について。①障害

者への就業支援、生活支援、就労移行支援につ

いて本村の取り組みの現状と課題について。②

支援団体との連携や協働、あるいは支援体制に

ついて、お伺いします。以上、簡潔な答弁よろ

しくお願いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは仲松正敏議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては農林水産課のほうで、

大枠２番につきましては福祉課のほうでお答え

をさせていただきます。 

 私のほうでは、先ほど農業振興についてのお

尋ねもございますので、この場をおかりいたし

まして所見を述べさせてもらいますが、先日議

会でも承認いただきました島ニンジンの日を無

事制定をさせていただきました。きのう12月12

日、テレビ・新聞等も非常に注目をしていただ

きまして、中城の島ニンジンの日、すばらしい

スタートが切れたと思っております。大変あり

がとうございます。何が言いたいかと言います

と、こういうことで中城の農業が注目されるこ

とは、今回は島ニンジンを入り口にということ

でありますけれども、今後この肥沃なすばらし

い中城の土地、農業に適しているこの土地をた

くさんの人に知っていただいて、それから農業

から農産業、そして農業ビジネスへとつながっ

ていければいいと思っておりますので、ただい

かんせん特効薬といいますか、すぐ変わるもの

ではないと思いますので、ぜひ仲松議員初め、

皆さんからのご提言もいただきながら、当局も

頑張っていきたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。また、詳細については

担当課のほうでお答えをさせていただきます。

以上でございます。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それでは仲松議員の質問にお答えします。 

 大枠１の①から③までです。大枠１の①、農

業委員の選任方法につきましては、受付期間に

募集があった候補者を中城村農業委員候補者評

価委員において評価を行い、村長に報告します。

村長は同委員会の報告に基づき、農業委員候補

者を決定し、議会の同意を得て任命します。農

地利用最適化推進委員の選出方法につきまして

は、任命された農業委員が最適化推進委員候補

者の評価を行い、農業委員会が委嘱します。 

 ②中城村農業委員会の指針につきましては、

第７回農業委員会総会の中で、中城村農業委員

会農地等の利用の最適化の推進に関する指針を

定め、１．遊休地の解消、２．担い手への農地

利用集積、３．新規参入の３つの柱を掲げ、指
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針に沿って活動をしているところであります。

③についてです。農業次世代人事投資事業（旧

青年就農給付金事業）の目的としては、次世代

を担う意欲ある新規就農者がしっかりと定着で

きるように支援することが目的であります。研

修内容及び支援につきましては、準備型という

２年間農業大学や指導農業士のもとで栽培技術

の基本を学びながら補助を受けることができる。

準備型が終わると本格的に農業を行っていく、

営農していく経営開始型、最大５年間の補助を

受けることができます。準備型・経営型開始の

補助金額は、年間で150万円の補助を受けられ

る支援があります。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 大枠２の①についてお

答えいたします。 

 障害者総合支援法に基づき、自宅での暮らし

の支援が必要な方へ、自宅へヘルパーの派遣や、

日中の活動支援をするための介護施設の利用、

自立や就労を支援するために機能生活訓練や就

労継続支援事業所への支給決定、自宅での生活

が困難な方への施設入所への支援など、障害福

祉サービスの相談から支援決定に係る事務手続

の迅速な対応、福祉サービスの有効期限間近の

方への連絡を促し、漏れなく更新していただく

など、障害者に不利益が生じないように努めて

おります。現在福祉課に３人の障害福祉相談員

を配置し、障害者の生活支援や就労支援に必要

な連携体制は確保しておりますが、人口の伸び

に伴う対象者の増加や制度の周知による福祉

サービスの利用者もふえており、相談員の確保、

事務量の増大によるマンパワー的な課題がござ

います。そのような中、障害者の状態や特性か

ら、生活全般に支援を要する方や自分から訴え

ることができない方など、さまざまな障害者へ

の広範多岐に柔軟な対応が求められており、相

談担当の業務につきましては、非常にきつい業

務となっている状況がございますので、業務に

ついても考えていかなければならないと思って

おります。また、自宅地域で生活したい障害者

に対しての積極的な家族支援と、障害者に対す

る地域の理解を求めていくことも課題だと考え

ております。 

 ②につきまして、支援団体として、中城村身

体障害者協会、障害者を育てる親の会（ねっこ

の会）が活動されており、支援団体からの支援、

連携・要請等があった際には、福祉課の相談員、

また委託相談員が迅速に対応に当たるなど、連

携をとっております。協働につきましても各種

事業、例えば障害者スポーツ大会におきまして

は、社協と福祉課が共同で準備作業から移動手

段の確保をして参加しておりまして、共同体制

も整えております。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 それでは大枠１番の

ほうから再質問をします。 

 中城村農業委員会の委員及び農地利用最適化

推進委員を定める条例が国の法律改正によって、

中城村でも平成29年度の３月定例会において条

例が制定されました。改正前は農業委員12人の

定数でしたが、改正後は農業委員６人、農地利

用最適化推進委員６人が任名され、平成29年度

10月１日より新体制でスタートしております。

これまでの公職選挙制を廃止し、村長が議会の

同意を得て任命する方法でありましたが、選任

の方法についてはこれまで何名かの議員からも

質疑がありましたけれども、どうもいまいちこ

の選任方法について細かいことが理解できなく

て、すっきりしないように思えるので、私のほ

うからもお聞きしたいと思います。農業委員に

なるには、改正前は農業をしている者で10アー

ル以上の畑を行い、農業委員の選挙人名簿に登

録されている人が選挙に立候補し、当選して農

業委員になれる。そのような制度だったと思い

ます。現在は選挙が廃止され、新しい農業委員

制度に変わりました。そこで、新農業委員制度
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について詳しくお聞きしたいと思いますが、農

業委員の要件としては、政令上は当該区域の農

業事情に詳しい者が農業委員に推選され、また

応募することができる。公募に関しては、村内

の認定農業者であるとうたわれていると思いま

す。そこで、推薦であれば推薦者はどのような

人が推薦人となれるか、お聞きいたします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 中城村内に住所を有する者で、中城村農業委

員会の区域内において10アール以上の農地につ

き、耕作の業務を営む者。あと農業者が組織す

る団体であって、その区域にある、あるいはそ

の区域が中城村農業委員会の区域の全部、また

は一部を包含している者、ＪＡ等です。続きま

して中城村の各字、自治会です。また、その他

村長が認める団体、婦人会、老人会等です。以

上が推薦人となります。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 今の答弁の中で、村

長が認める団体ということで婦人会、老人会か

らも推薦ができるとありましたが、確かに老人

会の中には農業経験者も多くいると思うので、

私の考えとしてもこれは大いに賛成であります。

この中で村長が認める団体もあるということで

すけれども、その中に文化協会、青年会側から

も推薦ができると理解していいですか。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 先ほども申しましたように村長が認める団体

であれば、推薦人となれるということでありま

す。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 では次の農業委員の

改選のときには、ぜひ文化協会からも推薦をで

きれば出したいと思います。推薦者は村内の農

業者３名の推薦があって、推薦者になれるわけ

ですか。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 応募には一般推薦、団体推薦、一般応募があ

り、団体推薦、一般応募に関しましては、３名

の推薦はありませんが、一般推薦のみ３名の推

薦が必要になります。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 では、推薦する農業

者にも推薦者としての何らかの資格、例えば畑

を何アール以上耕作している人、あるいはまた

年間を通して何百日以上農業に従事していると

か、ただ村内の農業者ということだけでは漠然

としていて、何らかの要件もあると思います。

その辺はどうですか。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 推薦人に関しての特別な資格や条件は、特に

必要はありません。推薦人の要件というのは先

ほどの答弁と重複しますが、中城村内に住所を

有する者で、中城村農業委員会の区域内におい

て10アール以上の農地につき、耕作の業務を営

む者。農業者が組織する団体であって、その区

域あるいはその区域が中城村農業委員会の区域

の全部、または一部を包含している者、ＪＡ等

です。続きまして中城村の各字の自治会、その

他村長が認める団体、婦人会、老人会等です。

以上の条件を満たしていれば推薦人になれます。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 それでは被推薦者は、

推選される者です。それは村外の人でも応募で
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きるとお聞きしておりますが、できるか。また、

住所が村外にあって、農業自体は村内で農業を

行っている人でも被推薦者になれるかというこ

とです。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 一般応募に関しましては、村外からも応募で

きます。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 現在、農業委員６名

は中城村に住所を有し、中城村で農業を行って

いる農業従事者ですか、それとも農業は行って

いないが、農業の知識をお持ちの方の農業委員

ですか。農業委員とは村内で農業を行っていて、

中城村の土地や中城村で栽培されている野菜の

知識や、野菜部会に加入なさっている会員が農

業委員としてかかわっていくことがベターでは

ないかと思っております。中城村の農業の活性

化・発展につながっていくと思っております。

選考に関しては、選考委員の皆様がしっかりと

審議されたと思いますが、その辺はどうですか。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 全員が中城村に住所を有し、中城村で農業を

行っている農業従事者です。選考に関しても、

選考委員の皆様で慎重に審議を行い選出された

と思います。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 応募に関しては、村

内の認定農家であることが条件だとお聞きしま

したが、認定農家は何名おられるか、その辺を

お願いします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 応募に関しては、できるだけ認定農家を受け

ている者が好ましいとありますが、認定農家指

定を受けていない人も応募でき、認定農家に準

じる人も応募できます。現在の農業委員会の中

で認定農家指定を受けている者が１人、認定農

家に準ずる者、人・農地プランに位置づけられ

ている者が１人、あと、農業従事者４人の構成

になっております。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 それでは確認の意味

で、現在村内の認定農業者は何名おられるか、

お聞きします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 平成30年４月現在で法人３社、個人村内が１

名、個人村外が２名、計６名です。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 では村内の認定農業

者は何名が応募したか、その辺は。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 お答えします。 

 認定農家の応募につきましては、１名の応募

がありました。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 認定農家の方に直接

会って、応募の声かけなどをされたかどうかわ

かりませんが、今回の農業委員に任命された認

定農家は推薦で農業委員になったと思います。

今の農業委員が任期満了になって、何らかの事

情で農業委員を続けられなくなって、認定農家

の農業委員が過半数割れになったら、今後いろ

いろな問題や課題が出てくると思われますので、
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ぜひ次回からはしっかり応募に関して声かけな

どをしてやっていく必要があると思いますので、

その辺はしっかり取り組んでいただきたいと思

います。 

 では②に移ります。農地利用最適化推進委員

の要件として、農業委員と同じく村内の農業者

あるいは見識があると者とは限られないと聞い

ております。ただし、推薦の場合は村内に在住

する農業者３名以上の推薦がなくても応募でき

るのか。それとも村内の３名の農業者の推薦が

必要か、その辺をお伺いします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 農地利用最適化推進委員の推薦者の要件は、

農業委員の推薦者の要件と重複しますが、中城

村内に住所を有する者で、中城村農業委員会の

区域内において10アール以上の農地につき、耕

作の業務を営む者。農業者が組織する団体で

あって、その区域、あるいはその区域が中城村

農業委員会の区域の全部、または一部を包含し

ている者、ＪＡ等です。それとあと中城村の各

字の自治会です。その他村長が認める団体、婦

人会、老人会等でございます。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 ということは、この

推進員の要件も農業委員と同じような内容の要

件ということで理解していいですか。わかりま

した。 

 では推進委員の必須業務として、農地集積、

遊休地解消が定められていると思いますが、推

進委員の活動に関しましては農業委員会で活動

指針を作成し、目標を定めて活動を行うことに

なると思うが、その活動内容は農業委員会で確

認して目標に達しなければ、どのような対処を

される考えなのか。その辺をお願いします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 農業委員会、農地利用最適化の推進に関する

指針は次のとおりです。１つ、遊休農地の解消、

あと担い手への農地利用集積、あと新規参入の

促進です。目標に達せない場合の罰則規定はな

く、農業委員、農地利用最適化推進委員ととも

に検証し、課題を洗い出して、次年度に向けて

取り組みを強化してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 これといった厳しい

処分、減給とかはないということですね。やは

りこの実績に応じて、最適化交付金が支給され

ているものと思います。ですからこの実績が認

められなかった場合、この交付金の減額もある

か、その辺はどうですか。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 実績に応じて支給をいたしますので、前年度

でも減ることはあります。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 先ほども言いました

が、農地利用最適化推進委員の必須業務として、

農地利用集積及び遊休地の解消がありますが、

平成29年度の10月１日から職務をされていると

思いますが、あれから約１年、推進委員の仕事

をされています。この１年間の農地利用集積や

遊休地の解消の進捗状況について、お伺いいた

します。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 農業委員と農地利用最適化推進委員が２人１
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組になって、農地意向調査を行っているところ

です。平成29年度に関しましては、担い手への

農地利用集積が３万2,983平米、21件。遊休地

解消につきましては、遊休地42ヘクタールに対

して、解消が1.6ヘクタールの取り組みを行っ

てまいりました。今後も農家の意向調査を行い、

農地利用集積、遊休地解消に努めてまいりたい

と思います。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 本村の遊休地の中で、

村外の人たちが所有されている土地もあると思

います。そのような土地に対して、推進委員と

してはどのような対応をされているのか、その

辺は。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 実際に調査をした数字はわかりませんが、大

よそ遊休地の７割が村内の人で、３割は村外と

思われます。今のところ遊休地の解消は、文書

等で通知しています。村内の人たちが持ってい

る土地も遊休地として何筆かあるわけですから、

もっとその人たちとも話し合いをして、努力を

しないと遊休地解消は前には進まないと思いま

す。農業委員会で農業委員、推進委員に対して、

その辺の指導もしっかりやっていきたいと考え

ています。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 では、この遊休地解

消に関しては、やはり農地利用最適化推進委員

の力というのはこれから大きいと思いますので、

ぜひこの辺もしっかりと指導していただいて、

遊休地解消に頑張っていただきたいと思います。 

 それでは次に③に移ります。農業次世代人材

投資事業について、中城村ではこの事業を始め

てから、これまで何人の方がこの事業を利用さ

れているか、お聞きいたします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 交付実績で、平成23年度が３人、平成25年度

が４人、平成26年度が４人、平成27年度も４人、

平成29年度が２人です。平成30年に関してはゼ

ロであります。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 平成29年度は２人と

いうことですけれども、この人たちは現在も研

修中なのか。それとも研修を終えて、自分で独

立して農業をされているのか。独立して農業を

されているとしたら、どのような野菜をつくっ

ているか。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 現在６名の方が独立をして、主に野菜で、品

目はホウレンソウ、カラシナ、キャベツ、タマ

ネギ等を栽培しております。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 主に葉野菜とかそう

いった類いのものですけれども、島ニンジンを

つくっている就農者はいなのか。先ほど村長か

らも話がありましたが、中城村はこの島ニンジ

ンで大分アピールされております。今現在、島

ニンジンをつくっている先輩方は大分高齢化が

進み、若い世代が出てこないということで大分

懸念されております。ですから次回の研修生に

は、ぜひ島ニンジンもつくられるよう、いろい

ろと助言していただきたいと思います。今は若

い女性の方でも畜産関係とか、本土のほうでは

いろいろ野菜も手がけているようで、よくテレ

ビのそういうニュースも聞きますけれども、そ

の点からするとやはりこの島ニンジンに関して

も、将来大変不安があるわけです。力は入れて
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いるけれども、実際若い人がいないと。島ニン

ジンをつくるのは大変厳しい仕事ではあるので

すが、ぜひその辺も研修生を募集するときには

考えていただきたいと思います。今若い人が農

業をやろうとしても、個人で始めるのは大変厳

しいかと考えます。親がそれなりに土地もあっ

て、専業農家をされてきて、その後継ぎという

形だと農業に入りやすいかと思いますが、やは

り一から若者が農業を始めるとなると、なかな

か難しいかと思います。そういうことで、この

支援事業というのは若者にとってとても農業に

入りやすい事業だと思います。この支援事業で、

若者が研修をしながら生活できるぐらいの給付

金が支給されますが、給付金には二通りのタイ

プがあると聞いているが、その内容についてお

聞きいたします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 農業次世代人材投資資金は準備型と、あと経

営開始型の二種類の資金投資があります。準備

型は年間150万円支給、最長２年間で、その要

件を満たす方が対象になります。就農予定時の

年齢が、原則として45歳未満の方ということで

す。あと、県が認めた研修機関等でおおむね１

年以上研修する方、研修終了後１年以内に就農

するいずれかの方、そしてみずから農業経営を

行う方、独立自営就農と言っています。続きま

して農業法人に雇用される、就農する方、雇用

就農型です。親元に就農して、５年以内に経営

を継承するか、または農業法人の経営者になる

か。これは親元就農と言っています。続きまし

て、経営開始型が年間150万円で、最長５年間

であります。次のまた要件を満たす者です。１

つが市町村で農業経営基盤強化促進基本構想に

規定する青年等就農計画の認定を受けた認定新

規就農者の方です。一つ原則として、45歳未満

で独立自営就農をする方、一つ、収納する市町

村の人・農地プランに位置づけられる方、また

は農地中間管理機構から農地を借りている方で

す。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 この支援事業は、準

備型が１年から２年間、経営開始型が５年間、

最長７年間給付が受けられるということでよろ

しいですか。 

 では、この事業の研修を途中でやめた場合と

か、また研修１年の終了後、また２年間の研修

終了後に自分で農業経営を開始しなかった場合、

あるいは研修が終わって就業したが、すぐに農

業をやめた。そういったことに対して、何らか

の罰則とか、契約内容にそういったのも含まれ

ているかどうか、お聞きします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 途中でやめたら罰則があるかどうかというこ

とですけれども、補助金を支給していれば、そ

の補助金の分は返還してもらう。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 ぜひこの補助金が返

還されないよう、しっかり指導していただきた

いと思います。やはり農業発展のために今税金

を使ってこの事業をされているわけですから、

若者がそのまま農業で生計を立ててやっていく

ことが、中城村の農業活性化になると思います。

この支援事業を受ける人たちには、これからも

しっかりと指導もしながら、いろいろアドバイ

スもきめ細かくされて、ぜひ農業を継続できる

よう頑張っていただきたいと思います。 

 次、大枠２番に移ります。障害者の社会参加

機会の確保は、権利条約や基本法でも取り上げ

られています。社会参加と言いましても病院で

はなく、地域で暮らしていくこと、さまざまな
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母体からの情報を得ること、買い物に行くこと、

好きな場所で遊ぶこと、教育を受ける、働く、

選挙で投票すること、もちろん選挙に立候補す

ること、たくさんのものがあり、その全てにお

いて自分の意思で参加できる機会が確保されて

いなければならないと思います。しかしながら、

今まで障害者は障害のない人と地域で一緒に暮

らしたり、同じ職場で働きたい、同じ学校で遊

んだりということが、日本社会ではまだまだ進

んでいないのが現状だと思われます。それでお

聞きいたしますが、障害者の社会参加しにくい

原因は何であると考えるか、お伺いいたします。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 法整備は整ってきておりますが、国民並びに

地域社会及び企業・事業所など、社会全般が障

害者に対する理解不足や一部の偏見や差別など

から、障害者に対しての適切な支援や環境づく

りにつながらない。また、国及び県、市町村、

行政が障害者の自立及び社会参加への支援等の

施策不足、障害者へ理解を図ること、差別や偏

見などの防止に関する啓発及び普及を図る施策

不足。また、行政と関係期間や企業などのネッ

トワーク、情報連携の不足など、いろいろな要

因が重なっていると考えます。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 近年誰もが地域社会

の一員として、障害や障害のある人への理解を

深める教育や人権、権利を尊重する意識の構想

により、障害者に対する意識は変わってきてい

るとは思われます。しかし、依然として偏見や

差別的意義などが潜在的に存在しているものと

考えます。社会参加や生活面などの不利益を余

儀なくされていることの一面も事実であると考

えます。また、沖縄県の民間企業での平成29年

６月１日現在の障害者の雇用は、自主雇用率で

1.82％となっており、就業希望や能力等に対し

て事業や就業内容とのアンマッチもあると思い

ます。雇用や就業等でも障害を理由とした不利

益が大きいことが伺えるものも事実であると思

います。それで、障害者の雇用の不利益の環境

整備を進めていく上で、本村は企業に対してど

のような取り組みをされているか、お聞きいた

します。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 村として村内事業所や企業に対して、障害者

の雇用の働きかけは行っておりません。これは

あくまでも個別案件なのですけれども、以前

ハートライフが村民を対象とした雇用を広報誌

に掲載したいという相談がございましたときに、

村内、もちろん障害者の雇用をお願いした経緯

はございます。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 やはり企業への障害

者雇用の取り組みもそうですが、人々の意識に

おけるバリハフリーというのも当然必要になっ

てくると思います。そこで本村においては、

人々の意識を変えるための取り組みは何を行っ

ているか、お聞きします。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 障害者にかかわる各種法律及び沖縄県におき

ましては共生社会条例などもございまして、各

種法令や条例を幅広く県民・村民に知っていた

だく、障害や障害のある方に対して理解を図る

ための周知・啓発活動といたしまして、障害者

関連の講演会の御案内、または啓発のパンフ

レットの配布や設置、ポスターなどを掲示する

など取り組みをしております。また、福祉課に

おきまして障害の相談員も確保してございます

けれども、それも障害の本人との相談のみでは

なく、家族や関係者、地域だったり、あと職場

の方々など、広くかかわり助言やサポートをす

るように努めております。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 
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○１１番 仲松正敏議員 障害者の就労支援に

ついては、他市町村ではハローワークを紹介す

るなどの取り組みもされているようで、本村で

も就労支援として取り組みはされているか。や

はり経済的自立を促すためにも相談窓口を設置

して障害者が自立し、社会参加できる対策を考

えていく必要もあると思います。先ほども話を

しましたが、障害を理由に不利益をこうむるこ

とが大きいので、障害者の雇用の不利益の環境

整備を進める上で、支援窓口の設置に向けて検

討されてはどうですか。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 現在福祉課におきまして、総合的な相談窓口

として同様な対応をしておりまして、御本人か

らの要望がございましたら、御一緒にハロー

ワークに同行したりもしております。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 障害といっても多様

な障害者がいるわけで、本村において身体障害

者、知的障害者、精神障害者については障害手

帳を持っておられる方は、今何名おられるか。

わかりましたらお聞きします。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 平成30年の４月１日現在でございますけれど

も、身体障害者が710名、知的障害者が184名、

精神障害者が212名の方々が各種障害手帳の保

有者となっております。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 今上げた数字は障害

者の正確な数字ではないかとも思いますが、手

帳を持たない方も多いため、実際にはもっと多

くの方が何らかの障害とともに今生活されてい

るはずだし、基本法及び権利条約においても幅

広い障害者の定義がされています。そのため、

中城村においても幅広い目で支援を行う必要が

出てくるものではないかと思いますので、本村

においてもぜひ幅広い支援に取り組んでいただ

きたいと思います。 

 今防災云々でいろいろありますけれども、本

村の障害者施設では災害時での避難訓練はされ

ておりますか。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 本村の社協の地域活動支援センターむつみと

Ｂ型就労支援施設きらりにおきまして、合同で

年一、二回程度、地震と津波を想定した避難訓

練を実施しております。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 わかりました。 

 次に、普通の人が急に高熱を出して救急病院

に行く。障害者の方にとっても急に土・日・祝

日と突発的なことが起こることは十分にあり得

るわけであります。重度の障害者で親子２人暮

らしをしていて、親が近い親戚の冠婚葬祭など

でどうしても出席しなければならない、そのよ

うになったときに宿泊の対応とか、その辺はど

のように対処をしているか。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 今の例のお話にありました宿泊につきまして

は、障害者の福祉サービスにおきましては短期

入所というのがございまして、対応は可能です。

障害者福祉サービスの利用にはおのおの計画相

談員というのがいらっしゃいまして、利用者の

要望に沿った障害福祉サービスの計画を立てま

すので、緊急時も踏まえた計画を立てていただ

ければ、さまざまな状況に対応したサービスを

受けることが可能かと考えております。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 ぜひ、この宿泊に関

しては障害者支援法の要綱の中に入れていただ

きたいと思います。 

 次、精神障害者、当事者も親も年々高齢化に

なり、年金生活をされております。医療費負担
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が大変でありますので、ある市においては自己

負担分を全額助成しております。県の利用費助

成制度に精神障害者も含めるよう要請するとと

もに、村独自の医療費助成の考えはあるか。 

○議長 新垣博正 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 通常一般の方の病院受診にかかる自己負担と

いうのは３割でございますけれども、障害者に

つきましては自立支援医療制度によりまして、

障害に係る病院の受診であれば、自己負担とし

て１割負担となっております。さらにこの１割

の負担が過大なものとならないように、１月当

たり自己負担額の上限が定められておりまして、

非課税の低所得者１段階ですと月2,500円、非

課税の低所得者２で5,000円という上限設定を

設けております。議員の今お話していただいた

例で言いますと、親の基礎年金レベルでの生活

で確かに苦しいという状況は理解できますけれ

ども、その障害者に係る医療費の裏負担として、

自立支援給付費として国が２分の１と、あと県

と村が４分の１ずつ負担しておりまして、現在

も村としてこの医療費の負担を行っている状況

でございますので、またさらに全額無料という

村単独での負担は厳しいかと考えます。 

○議長 新垣博正 仲松正敏議員。 

○１１番 仲松正敏議員 障害者の就労支援の

現状については、障害者には障害の程度が軽度

の方から重度の方々までさまざまおられます。

また、障害の特性も個人によって大きく異なる

ことから、就職や就労という面から見ると、そ

の能力の差や適性の差は大きく、障害者の方、

一人一人に合わせた就労支援が必要と考えます。

そのために福祉施策としての支援と雇用施策と

しての支援など、さまざまな支援メニューを通

じて障害者の方に就職、就労に対する支援の取

り組み、環境を整備して、これからも障害者支

援に努めていただきたいと思います。よろしく

お願いします。以上で私の一般質問を終わりま

す。 

○議長 新垣博正 以上で、仲松正敏議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時５８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１０分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、新垣貞則議員の一般質問を許し

ます。 

○７番 新垣貞則議員 それでは通告書に基づ

いて、７番新垣貞則、一般質問を行います。 

 大枠１番、久場地区の環境対策は。①東海産

業横、モール側の海岸の環境対策は。②仲栄真

氏宅横の河川の安全対策は。 

 大枠２番、自主防災組織を活性化して地区防

災力を高める。①平成30年の７月豪雨災害の現

状は。（全国の現状と岡山県倉敷真備地区の現

状と課題は。）②自主防災組織の活性化に向け

ての取り組みは。③村・吉の浦発電所・地元

（久場地区・泊地区）、３者合同避難訓練は。

④地区防災計画の取り組みは。 

 大枠３番、中城中学校の教育環境を整える。

①中城中学校校門前の交通安全対策とトイレ修

繕は。②プール建設について。③部活動指導員

の支援について。以上、簡潔な答弁をお願いし

ます。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは新垣貞則議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては都市建設課、大枠２

番につきましては総務課、大枠３番につきまし

ては教育委員会のほうでお答えをさせていただ

きます。 

 私のほうでは、御質問の自主防災組織につい

てでございますが、非常に懸案事項といいます

か、私ども行政としましても、いかにしてこの

自主防災組織を活性化させるか、あるいは数を
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ふやし、村民の皆様の防災意識をどう高めてい

くかが大きな課題でございます。重々承知をし

ているところではございますが、いろんな防災

訓練なども重ねながら、これからもしっかり周

知徹底をしていきたいと思っております。詳細

につきましては、また担当課のほうでお答えを

いたします。以上でございます。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 大枠３になりますが、教

育環境の整備についてですけれども、教育委員

会としても議員同様に子供たちをよりよい教育

環境で育てたいと強く思っているところです。

今年度は学校大工などの人的な配置を行って、

中学校だけではなくて各小学校の学校修繕にも

力を入れて取り組み、整備を進めているところ

でございます。今後も学校と連携して整備を進

めていきたいと思っています。 

 ②のプール建設についてですが、役場跡地に

建設できないかと教育委員会会議でも今話し

合っているところでございます。①の詳細につ

いては教育総務課長から、③の部活動指導員の

支援については生涯学習課長のほうから答えさ

せます。以上です。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 新垣貞則議員のご

質問にお答えします。 

 大枠１の①海岸の対策については、沖縄県の

管轄となっております。管理者の中部土木事務

所に対し要望していきたいと思います。 

 ②河川につきましては11月27日、議員、自治

会長と現場を確認しております。その後、都市

建設課で協議をし、対策する旨を自治会長のほ

うには報告しております。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 それでは、平成30年７

月豪雨の現状についてお答えいたします。 

 平成30年６月28日以降、北日本に停滞してい

た前線が、７月５日には西日本まで南下し停滞

したため、西日本を中心に多くの地域で、河川

の氾濫や浸水害、土砂災害が発生したことによ

り、上水道や通信といったライフラインに被害

が及んだほか、道路の寸断など交通障害が広域

的に発生しております。平成に入ってからの豪

雨災害としては、初めて死者数が100人を超え、

「平成最悪の水害」と報道されております。災

害による人的・物的被害につきましては、死者

数が224人、行方不明者８人、負傷者427人。住

家につきましては、全壊 6,695棟を含む、

48,037棟に被害が出ております。中でも岡山県

内におきましては、倉敷市内の死亡者52人のう

ち、51人が真備町の方々でございます。また真

備町を流れる小田川など８カ所で決壊し、広範

囲にわたる浸水被害を受け、使用不能となった

家財の搬出ニーズもこれまで以上のものとなり、

復旧作業に多くの人手が必要となるなど、多く

の課題を抱えております。 

 次に、自主防災組織の活性化についてお答え

いたします。自分たちの地域は自分たちで守る

という連帯感に基づき、地域の方々が自発的に

防災活動を行い、災害時には初期消火、救出救

助、情報収集伝達、避難誘導、避難所の開設運

営などの活動を行うことから、日ごろより実践

的な訓練を繰り返えし実施することが組織の活

性化につながるものと考えております。また、

平常時におきましては防災知識の普及啓発、備

蓄、災害危険箇所の把握などの取り組みを進め、

地域防災力の向上を図るための活動も組織の活

性化につながるものと考えております。 

 次に、村・発電所・地元、３者による合同避

難訓練についてお答えいたします。これまで久

場地区におきましては、土砂災害避難訓練、久

場地区、泊地区におきましては津波避難訓練、

また吉の浦火力発電所でのテロを想定した訓練

を実施しております。これまで村・沖縄電力・

地元の３者による合同の避難訓練は実施したこ

とはございません。 
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 次に、地区防災計画についてお答えいたしま

す。阪神淡路大震災、並びに東日本大震災を契

機に、地域のきずなの大切さや地域における自

発的な自助・共助による防災活動の重要性が認

識され、平成25年災害対策基本法の改正により、

自助及び共助に関する規定が追加され、地域コ

ミュニティーにおける共助による防災活動を推

進する観点から、市町村内の一定の区域の居住

者及び事業者が行う自発的な防災活動に関する

地区防災計画制度が創設されております。地区

防災計画は、地域及び村全体の防災力向上を図

る上で重要であることから、村におきましても

地区防災計画作成を促進していきたいと考えて

おります。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 議員御質問の大枠

３の①校門前の交通安全対策とトイレ修繕につ

いてお答えします。 

 校門前などの学校周辺の道路については、通

勤通学による車の往来も多く、交通安全対策が

必要な箇所であると認識をしています。今年度

地域の方々の御協力により、学校北側村道の朝

の時間帯の一方通行が可能となりスムーズに、

また安全に通行できていると感じています。学

校においては校長を初め、職員、そして議員や

地域の方々の御協力による交通安全指導、保護

者へは朝の一方通行への協力や校門周辺におけ

る駐車禁止等への協力依頼など取り組みを行っ

ています。トイレ修繕についてですが、トイレ

の様式化への取り組み、そして学校全体の施設

の修繕など、早目に取りかかれるよう臨時職員

を配置できましたので、トイレドアや配管の修

繕のほか、フェンスなど学校全体の教育環境改

善に取り組んでいます。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それでは御質問の

大枠３の③部活動指導員の支援についてお答え

いたします。 

 平成30年度における部活動指導員は15人委嘱

されております。中学校の各部活動の指導に御

尽力いただいているところであり、支援としま

しては謝礼金として年額６万円をお支払いして

おります。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 それでは大枠１番の久

場地区の環境問題、①東海産業横、モール側の

環境対策について再質問をします。 

 モール横のマリンスポーツ会社から東海産業

まで約30メートルの護岸は草が生えて、海から

の砂や石で護岸を埋め尽くして、護岸がわから

ない現状です。またテレビなどの不法投棄もあ

り、環境は悪化しています。護岸は県の管轄で

すが、地域住民が住みよい環境を図る必要があ

ります。地域住民が住みよい環境づくりを図る

ために、モール側から東海産業までの海岸の草

刈り、護岸の埋め尽くし、テレビなどの不法投

棄の対策はどのように考えていますか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 住みよい環境づくりは、地域と行政が一緒に

なってよくしていくものだと考えております。

海岸については中部土木事務所の管轄ですので、

継続して対策を要望していきたいと思います。

地域の方々が美化活動を実施していただけるの

であれば、関係課と一緒になって協力していき

たいと考えております。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時２４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時２４分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 護岸は県の管轄ですの

で、６月補正で中部土木事務所からの海岸海浜

浄化業務委託料として90万円が計上されました。

この予算の目的は、海岸の清掃やごみの処理の
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予算です。モール周辺の護岸をきれいにしたら

観光の推進が図られる。護岸の草を刈ったら地

域住民も海に行き、憩いの場になります。行政

任せではなくて、私たち久場区民も連携して村

がやるべきこと、そして久場区民がやるべきこ

と、お互い同士で連携をしながら役割分担をや

れば、護岸の草刈りや不法投棄も改善されます。

モール側の海岸周辺をきれいにするためには、

村と久場との連絡会議をすれば改善されると思

います。そういった連絡会議を開催する考えは

ないでしょうか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時２５分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時２５分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 海岸清掃については、これまでも地域等のボ

ランティアによる清掃活動が行われて、漂着ご

みとか、あと不法投棄ごみ等の収集を行ってい

ただいております。それを村で、県からの海岸

海浜浄化業務委託金を活用して、運搬処理等も

行っております。やはり海岸における漂着ごみ

等の処理には、地域の協力が必要不可化かと思

いますので、今後連絡会議の開催については都

市建設課とも協議して、検討をしていきたいと

考えております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 地域と行政が一緒に連

携をとれば、例えば重機使用料は村が負担し、

久場地区はユンボー、トラックの運転手の免許

を持っている方、そういった方々と連携をとれ

ば、多分５万円以内では収まる。今からは地域

と行政との連絡をやりながら環境整備を図った

ほうがいいと思いますので、ぜひやってくださ

い。 

 次、②仲栄真氏宅横の河川の安全対策は。先

ほど都市建設課長から答弁があったように、仲

栄真氏宅横、区画整理内、山手の河川は上流か

らの水量が非常に多く、大雨の都度河川は激流

し、子供たちや区民が落ちたら生命にかかわる

ような危険な状況である。久場自治会長からも

河川の安全対策文書も出され、現場の状況の写

真も添付されていると思いますが、その対策は

どのように考えていますか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 11月27日に議員、自治会長と私たち職員、一

緒に現場を確認しました。その後、自治会長か

ら要請文が届きました。危険な箇所ということ

で対策をすることで、自治会長に報告しており

ます。防護策と排水の底板の改修を予定してお

ります。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 火曜日に久場地区の役

員会議がありまして、仲栄真さんから大雨のた

びに危険を感じますので、河川の安全対策はい

つごろからやりますかとありました。大雨のた

びに非常に危険な状況ですので、そういった対

策をお願いします。 

 次、大枠２番、自主防災組織を活性化して地

区防災力を高める。①平成30年７月豪雨の状況

は。全国の現況と岡山県倉敷真備地区の現状と

課題について質問をします。沖縄地方での地震

は去年、震度４以上は９件発生しています。こ

としも台風などの影響で、風や大雨で災害の被

害が拡大している。全国でも地震・台風及び７

月の梅雨前線の停滞により、日本全国の長期の

豪雨で死者211名、行方不明者118名の犠牲を出

しています。岡山県倉敷市の災害状況も、犠牲

者51名中42名が住宅の１階部分で遺体となり、

42名中36名が65歳以上です。これは朝日新聞の

８月20日の新聞に掲載をされています。孤立状

況の中から2,350名の人が救助されている。災
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害が発生したら、地区では自主防災組織はどう

いった役割分担をして防災対策をしますか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 自主防災組織につきましては、地域の方々が

自発的に防災活動を行う組織でございます。平

常時には、地域においての防災知識の普及、防

災訓練の実施など。また災害が発生した場合に

おきましては、近隣住民への声かけと避難所へ

の誘導、また避難所の開設と運営、さらには行

政並びにボランティアとともに復旧活動の支援

などの役割があるものと考えております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 次に②の自主防災組織

の活性化に向けての取り組みについて質問をし

ます。自主防災組織を普及させるために、各自

治会長への周知、各自治会へ出向いての説明会、

また各種団体などを対象に講演会を開催して実

施しています。現在、中城村では奥間地区、久

場地区、２地区しか自主防災組織はなく、少な

い現状です。自主防災会が普及しない課題は何

がありますか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 御指摘のとおり本村におきましては、まだ２

団体しか結成されておりません。村としまして

は自治会や、あるいは各種団体に対しまして説

明及び講演会等を実施しておりますが、まだま

だ周知不足の面もあると思います。一方で地域

におきましては、自主防災活動に対する意識不

足、活動役員の不足や、さらにテレビのニュー

ス等で見る災害の光景を他人事として捉えてい

る面もあるのではないかということで感じてお

ります。このようなさまざまな要因が重なって

普及していないものと考えております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 自主防災組織の活動の

事例として、平成29年に発生した糸魚川市大規

模火災では、自主防災組織や消防団のほか各機

関が連携して避難を呼びかけ誘導した。消防団

と自主防災組織の連携がとれた結果、一人の犠

牲者も出さなかった。こういう事例のように災

害時には、自主防災組織の果たす役割は大きく、

災害を軽減し、防災対策を図る意味で自主防災

組織は重要ですが、本村は２地区の自主防災組

織しかありません。それで本村の自主防災組織

の結成を促進する資料で、自主防災組織規約第

６条に、役員に防災委員があります。防災委員

の仕事内容と、どういった人が防災委員とされ

ていますか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 自主防災組織が多くの地域等で結成されるよ

う村としても、今後も支援を行っていきたいと

考えております。組織を結成するに当たりまし

ては、規約等の整備をしなければならないこと

から、村からその規約の案について提示をして

おります。それによりますと、役員として会長、

副会長のほかに防災委員も置いたほうがよいの

ではないかと。また、防災委員には消防職員、

消防団、そのＯＢなどをその職に充てたほうが

いいのではないかということで、一つの案とし

て示しております。防災委員の職務としまして

は、その案にも示しておりますけれども、住民

に対する啓蒙活動や防災活動に専門的に携わる

ということで、これも一つの案として示してお

ります。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 今総務課長から答弁が

ありましたように、防災委員は専門的な知識が

ある消防職員、消防団などとされている。私は

自主防災組織を普及させるためには、消防職員、

消防団やＯＢなど専門的な立場の人たちと一緒

に取り組まないと自主防災組織の普及は難しい

と思っている。北中城村の渡口自主防災組織で

は安里秀己さん、元中城北中城消防職員を中心
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に去年結成されました。自主防災組織を普及さ

せるには中城北中城消防組合、関係機関と連携

を図ったら普及すると一般質問で指摘しました。

中城北中城消防組合と関係機関などと自主防災

組織を普及させるための連絡会議などは行いま

したか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 自主防災組織普及のために、中城北中城消防

組合等関係機関と直接連絡会議を行ったことは

ございません。自主防災組織の結成に当たりま

しては、地域、村、中城北中城消防組合、消防

職員及び消防団員との連携は組織の活性化、地

域防災力の強化に大きな効果が得られるものと

考えております。自主防災組織の普及につきま

しては間接的ではございますが、中城北中城消

防組合や沖縄気象台と連携をしまして、自主防

災組織の必要性を訴える、その内容を取り入れ

た防火防災フェア、防災講演会及び防災講習会

を実施しております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 私も消防議員でありま

すので、その中で消防の皆さんに、自主防災組

織が普及するためには皆さんの力が必要ですと

いうことで言います。そういった形でお互い同

士でこれは普及させないといけませんので、先

ほど言いましたようにこの組織を普及させるた

めには専門的な人たちがいないと、なかなか難

しい現状ですので、そういったところと連携を

とることによって普及すると思います。 

 自主防災組織が普及しないのは、先ほど総務

課長から答弁がありました。住民が災害に対し

て、何かあったときには「なんとかなるさ」と、

災害が来ても大丈夫と防災に対しての意識の甘

さや低さなどがある。また、地区に専門的な人

材が少ないのも普及しない原因とされています。

自主防災組織が活性化している先進地では、防

災士の資格を持っている人がたくさんいる。本

村の防災担当者も久場・奥間地区も防災士の資

格を持っている人はいません。防災資格を取る

ための防災士養成講座を受講したら資格が取れ

ます。どこで資格を取れますか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 村内には防災士の資格を持った方が、平成30

年11月末現在の状況ですけれども、５名おりま

す。また、実は本村職員にも防災士の資格を

持った職員が２名おります。１人は元防災担当

職員でございます。もう１人は現在の防災担当

職員でありまして、これは去年の９月に比嘉麻

乃議員から提案のありました那覇市で開催され

る講習会への参加が実現し、防災士の資格を取

得しております。防災士の資格取得につきまし

ては23の県、36市町村、30の大学等教育機関及

び防災士研修センターなど、３つの民間の研修

機関で、全国92カ所の防災士養成研修実施機関

におきまして、講義を受講した上で試験に合格

し、資格を取得することになります。残念なが

ら沖縄県内におきましては、研修実施機関はご

ざいません。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 平成30年度全国自主防

災組織リーダー研修会が東京で11月20日、21日

にありました。地区防災力が活発な地区は自主

防災組織にはたくさんのリーダー、防災士や消

防職員、消防団、防災に詳しい人たちがたくさ

んいる。各地区で防災士資格養成講座をして、

防災士の資格に努めています。先ほど総務課長

から答弁があったように、那覇市と豊見城市で

は地域における防災リーダーとなる人材育成を

するために、防災士養成講座を実施している。

本村でも防災士のリーダーを育成するために、

取り入れる考えはないですか。それとリーダー

を育成するには、市町村では防災士の資格を取

る受講料を負担している市町村もあります。本

村も受講料を負担する考えはないでしょうか。 
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○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 本村におきましては常設という形で防災士を

育成する、そういう研修の実施機関はございま

せん。昨年たしか那覇市と豊見城市の合同で、

その講座を開催したという経緯はございます。

本村だけでできるのか、あるいはほかの市町村

も巻き込んでの話になるか、その辺は今後の検

討になると思いますが、もし我々のようなそう

いう小さい市町村においても防災士研修セン

ターが、そういう講習をしていただけるという

ようなそういう機会がありましたら、ぜひ取り

入れたいということは考えております。 

○議長 新垣博正 答弁漏れで、受講料の公費

負担をする考えについて答弁をお願します。 

○総務課長 與儀 忍 答弁漏れがありました

ので、追加して答弁をしたいと思います。受講

にかかる費用につきましては約６万円程度、県

外で受講する場合は交通費等、さらに10万円程

度の旅費が必要になってくるものだと考えてお

ります。現在県内市町村におきまして、防災士

資格取得のための助成を行っている団体につき

ましては、沖縄県と豊見城市、たしか２カ所

だったと思います。まだほかの市町村にもそれ

は普及していないという現実はありますけれど

も、防災士はやはり地域の防災力向上には欠か

せない存在でありますので、その辺は今後の課

題として検討していきたいと思います。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 私のほうも那覇市で受

講できるというのは知らなかったものですから、

そういった形でもし防災士の資格講座がありま

したら、連絡ください。それで久場地区で、役

員がいますので、派遣して資格を取らせていき

たいと思っています。 

 次、③村・発電所・地元、３者合同避難訓練

について質問をします。発電所は久場・泊地区

の住宅に近いので、発電所からの液化天然ガス、

アンモニアガス漏れや、火災が発生した場合、

久場・泊地区の住民の安全を確保するには日ご

ろからの訓練が必要です。村・発電所・地元、

３者連携による合同避難訓練の実施をすること

により、災害が発生した場合には久場・泊区民

の生命・財産を災害から保護し、危険な状態に

ある区民を安全に避難させることができます。

村・発電所・地元、３者合同避難訓練の取り組

みはどのように取り組んでいきますか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 先ほどの答弁と重複する部分もありますので

御了承願いたいと思います。 

 これまで久場地区におきましては、土砂災害

避難訓練、そして久場・泊地区におきましては

津波避難訓練、また吉の浦火力発電所内におき

ましては、テロを想定した訓練を実施してまい

りました。しかし、発電所内における火災等を

想定した、さらに地域住民も含めた訓練はこれ

まで実施したことはございません。前回の定例

会に置きましても、また今回の新垣貞則議員の

質問にもありますように、発電所内における事

故等についても想定しなければなりませんので、

今後村・沖縄電力・それから地元、３者による

合同での避難訓練が実施できるように検討して

いきたいと考えております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 企業立地・観光推進課

長に質問をします。 

 年２回、村・それから発電所・地元、３者情

報交換会を開催しています。そういった情報交

換の中で連携をとりながら話し合いとかはでき

ないのでしょうか。 

○議長 新垣博正 企業立地・観光推進課長 

比嘉 保。 

○企業立地・観光推進課長 比嘉 保 ではお

答えします。 

 沖縄電力と村役場、企業立地・観光推進課及
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び住民生活課、それと泊地区、久場地区を交え

た５月と11月にこの吉の浦火力発電所に関する

情報交換会ということで行っております。去る

11月に、この３者での連携合同訓練ができない

かということの提案がありまして、どういった

災害を想定して、どのように訓練するかという

ことで、そのパターンでいろいろ訓練の方法が

変わってくるということで、今後どのような災

害を想定するかということで訓練ができるよう

に取り組んでいくということでのお話が上がっ

ております。以上です。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 今、企業立地・観光推

進課長からありました、３者で情報交換会があ

りますので、そこで総務課も交えてやったら合

同避難訓練ができると思います。 

 次、④地区防災計画の取り組みについて質問

をします。従来防災計画としては、国・都道府

県及び市町村の地域防災計画を定め、防災活動

を実施してきました。しかし、東日本大震災に

おいて自助・共助及び公助がうまくかみ合わな

いと、災害対策がうまく働かないことが強く認

識されました。その教訓を踏まえ、平成25年の

災害対策基本法では、地域コミュニティーにお

ける共助による防災活動の推進の観点から、市

町村の一定の地区の区民及び会社が行う自発的

な防災活動に関する地区防災計画の制度が新た

に創設されました。中城村では地区防災計画を

策定している自治会はありますか。または地区

防災計画を活用して、いざというときに地域コ

ミュニティーごとに効果的な防災活動を実施で

きることが重要です。その取り組みとして、内

閣府は平成26年３月に地域防災区の公助と地域

コミュニティーの活性化に向けて、地区防災規

約ガイドラインを作成しましたが、どういった

内容でしょうか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 本村におきましては、地区防災計画を作成し

ている組織及び自治会はございません。それか

ら地区防災計画のガイドラインには、防災に備

えた自助・共助の重要性などを示した制度の背

景や計画の基本的な考え方、計画の内容、そし

て市町村地域防災計画に地区防災計画を規定す

る場合の計画提案の手続、防災訓練の実施検証

や防災意識の普及啓発と人材育成などの実践と

検証、そういう内容になっております。地域に

おいて地区防災計画がスムーズに作成できるよ

うにガイドラインには記載されております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 全国では自主防災組織

が活発な防災計画のモデル地区がたくさんあり

ます。九州では宮崎県えびの市がモデル地区に

指定されています。現在、自主防災組織のある

久場、奥間自主防災組織の役員と村の防災担当

者を県外のモデル地区の先進地を研修すること

でリーダー育成につながり、地区防災力が高め

られます。村の防災担当者と久場・奥間地区の

役員、これは二、三名でよろしいと思いますけ

れども、こういった県外先進リーダー研修に取

り組む考えはないでしょうか。 

○議長 新垣博正 総務課長 與儀 忍。 

○総務課長 與儀 忍 お答えいたします。 

 先進地の取り組みについて学ぶことは、地域

並びに村の防災力を高めるために有効であると

考えております。しかし、先進地が県外になり

ますと高額な予算が伴うことから、まずは県内

の先進地においてリーダー研修等を行っていた

だいて、その成果を踏まえて今後県外の、より

活性化した地域での研修というのも今後におい

ては検討できるものと考えております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 村長に伺います。地域

住民による自主防災組織を整備し、訓練や備え、

自主防災マップの作成、さらには防災リーダー

や消防団など、地域の防災人材の確保と育成も
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不可欠であると考えます。自主防災組織を活性

化して自主防災力を高める公助について、村長

の見解をお願いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 お答えいたします。 

 先ほども少し答弁したとは思いますけれども、

当然役場がやるべき部分というのは大変大きな

ものがあると思いますし、課題として中城村役

場は私を筆頭に、この防災についてまだ我々が

目指すところには至っていないとは認識してお

ります。しっかり住民の皆さんにその危険度と

言いますか、大変なことなんだというものを

もっともっと啓蒙していきながら一緒になって

また考えていきたいと思っております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 神奈川県のよこすか海

辺ニュータウン自治会防災会の合言葉です。

「安全と安心は、何ら努力もしない人たちに天

から降ってくるものではありません。安全と安

心の暮らしは、みずから努力して、みんなで力

を合わせて、つかみとるもの」とあります。私

は自主防災組織のリーダーを育成することが自

主防災組織の活性化につながり、地区の防災力

が高められると思います。人材育成が組織をつ

くり、人材育成が組織を活性化させる。リー

ダー研修に力を入れてください。 

 次、大枠３番です。①中城中学校の校門の交

通安全対策とトイレ修繕について質問をします。

先ほど教育総務課長から答弁がありましたよう

に、吉の浦線、仲真司法書士前の交差点があり

ます。生徒たちの送迎で朝晩自動車の交通量が

多く渋滞し、生徒たちが交通事故に遭わないか

心配でしたが、交通安全対策として一方通行の

標示を道路に設置したら車の渋滞が少なくなり

ました。渋滞は少なくなりましたが、一方通行

が標示されている道路は道幅が狭く、学校の塀

があり、車道の見通しが悪く、車の運転手が車

道のぎりぎりのところまで車をとめます。この

場所はたくさんの生徒たちが朝晩横断しますの

で、交通事故に遭わないか心配です。一方通行

が標示されているところに、交通安全対策とし

てストップ線をする考えはないでしょうか。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 平成28年に行った村からの要請では、一方通

行及び一時停止線の「止まれ」の標示を行って

おります。その中で公安委員会においては、交

通規制の設置基準に基づいて今回は一方通行の

みの部分の標示ということになっていると考え

ています。ただし、議員がおっしゃられるよう

に子供たちの横断があるということで、やはり

保護者や交通をする運転者のマナーもそうなの

ですけれども、交通事故等がないように村とし

ては看板の設置などにおいて啓発できるような

ことがないか、また担当部署等も含めて考えて

いきたいと思います。以上です。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１２時００分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１２時００分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 教育総務課長、公安委

員会はこの一時停止は、ストップ線は認めない

ということですか。それとも村として予算の問

題があってできないとういことですか。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 お答えします。 

 先ほど交通規制の設置基準というのは、公安

委員会において交通量などいろいろな基準に定

めがあり設置されていて、予算については公安

委員会の方の予算となっていますので、村の方

においてストップなどの表示、例えば予算が確

保できたとしても、この設置については村で行

えないということになりますので、そういう考
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えでよろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 予算的な問題だったら

歩行者安全対策工事費請負費で450万円計上さ

れていますので、そういった予算で止まれの停

止線ができるかと思っていましたけれども、そ

れでは公安委員会のほうに朝晩徒歩通学の生徒

がたくさんいますので、ストップの線があった

ら車はとまりますので、公安委員会に要請をお

願いします。 

 次に、トイレの修繕について質問をします。

現在洋式トイレは各教室とも整備しつつありま

すが、グラウンド側の１階保健室、２階図書室

は和式のままです。教育委員会は、中学校の洋

式トイレは年次的に取りかえるとありましたが、

グラウンド側のトイレは和式のままです。洋式

計画はどのような計画で今後進めていますか。

それから１階の保健室側のトイレです。小便器

は現在２つ故障で使用できません。トイレのド

アは穴が開いているところやドアが開きにくい

ところがある。生徒たちから「トイレが汚いの

できれいにしてほしい」という声があります。

今後トイレの修繕についてはどのように考えて

いますか。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではお答えし

ます。 

 学校の方のトイレの洋式化については、今年

度は中城小学校、津覇小学校の洋式化に取り組

んでいます。議員のおっしゃる中学校のグラウ

ンド側のトイレについては、やはり洋式化のみ

ではなく、照明灯、またブースというのですか、

ドアなども含めた全体的な改修が必要ではない

かということで、補助事業を検討していまして、

限度額がありますが400万円を下限に３分の１

補助という部分がありまして、そこに採択でき

ないかということで、現在取り組んでいる状況

です。 

 もう一つまた、現在議員がおっしゃるトイレ

のドアに穴が開いているなどという部分につい

ては、学校側からは報告はまだございませんが、

それ以外においても気づいたところは学校側か

ら報告があれば、先ほど答弁しました臨時職員

等も配置していますので、随時改修できるよう

に取り組んでいきたいと考えています。以上で

す。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 トイレの修繕について

は、生徒たちからの要請です。トイレが故障し

て使えない。トイレのドアが開きにくい、トイ

レが汚いということで、生徒たちの声ですので、

現場検証して、改修改善をやられてください。 

 次、②のプール建設について質問をします。

先ほど答弁がありましたように敷地の確保は役

場の跡地にやるという計画がある。プール建設

には、敷地の問題と財政的な問題があると思い

ます。次、プール建設には、例えば約４億円か

ら５億円の予算がかかると思います。一般財源

で大きい予算になる。プール建設の補助事業は

文部科学省の学校体育諸施設整備の事業の中に、

学校における水泳プール、武道場の体育施設の

整備促進事業があります。補助率は３分の１の

メニューです。そのほかにもプール建設をする

場合の補助事業はありますか。今後、水泳プー

ルはどういう補助事業のメニューを活用して、

中城中学校のプール建設をする考えでしょうか。 

○議長 新垣博正 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではプール建

設についてお答えします。 

 プール建設については、やはり財政的な部分、

土地なども含めて大きな財源が必要な事業だと

考えています。その中で補助事業ですが、やは

りその他のメニューというのは、教育委員会と

してはまだ調べてはいませんが、やはり文部科

学省の公立学校施設整備事業の中のプール建設

の費用が現在は補助事業として適当というか、
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メニューとしてあるということで認識していま

す。以上です。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 役場の建設も終わりま

すので、今後はまたプール建設の事業に取り組

まないといけないと思いますので、そういった

補助メニューがないとなかなか難しい課題があ

りますので、補助事業とプール建設基金とかを

入れてやらないといけません。そういった計画

を立てて進めてください。 

 次に③部活動指導員の支援について質問をし

ます。本村は平成10年に中城村部活動指導員に

関する規則を制定し、中城中学校に部活動指導

員を配置しています。中城中学校に部活動指導

員を取り入れた理由は。部活動指導員の活動状

況は。これまでに部活動指導員は生徒たちを指

導して、どういった実績を残しましたか。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それではただいま

の御質問にお答えいたします。 

 中学校においては、中城村は以前からＯＢや

父母会の方々に熱心な指導者がおりまして、中

学校の部顧問、教員と連係協力をしながら、部

活動の外部コーチとして、その地域の方々がボ

ランティアで技術的指導を行ってきておりまし

た。しかし、その方々の多くは別に本業を務め

ておりまして、現状のままではその責務に負担

が大きすぎることから、今後もスポーツを通じ

て生徒の意識、技術の向上、生徒間の融和を図

るため、学校の活性化につなげる意味で、引き

続き活動していくために、平成10年にこの規則

を定めて、部活動指導員として改めて正式にす

ることとなったことと認識しております。これ

までの指導者の方々につきましては、各種競技、

個人競技を含め団体競技、いろいろな場面にお

いて県大会の優勝、九州・全国大会へ派遣され

たり、特に近年では駅伝においては、その活躍

は目を見張るものがあると考えております。こ

れまで個人ではありますが、中城中学校出身で

御承知のとおり、ことし最多勝をとった多和田

真三郎選手、また元バスケット全日本選手であ

ります仲村直人選手なども本村の中学校から排

出されております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 今生涯学習課長からあ

りましたように、部活動指導員は学校と連携を

取りながら生徒たちの人材育成に努めています。

それで部活動指導員は九州などの県外派遣につ

いては、中学校のＰＴＡから航空運賃は助成さ

れますが、村からの助成はないです。個人負担

で約４万円から５万円の自己負担が出ます。九

州大会などは土曜、日曜に大会があります。木

曜日から仕事を休んで、生徒たちの引率をして

指導に当たります。自己負担も４万円から５万

円かかり、経済的にも負担があります。部活動

指導委員の経済負担を軽減するために、県外派

遣費の支援はできないでしょうか。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 ただいま議員から

ありましたとおり県外派遣につきましては、現

在ＰＴＡや父母会のほうから捻出されているも

のと認識しております。また、選手の生徒たち、

児童たちの派遣につきましては、中体連や中文

連、文化関係の主催するものにつきましては、

生徒の県内離島及び県外派遣に関する助成金、

また人材育成基金等を活用して限られた予算の

中でより多くの人材育成と家庭の負担の軽減を

資する目的で捻出しており、現在のところ指導

者に対しての助成は考えておりません。しかし、

私が調べたところで中部の状況を言いますと、

中部の中では北中城村、北谷町、嘉手納町につ

いては、全国に派遣される競技に登録がされた

指導者については助成があると。しかし、その

他の市町村については中城村と恐らく同様のこ

とと認識しております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 
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○７番 新垣貞則議員 生涯学習課長から答弁

がありましたけれども、部活動指導員は特別職

員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条

例があります。条例には教育委員、スポーツ推

進委員の旅費とか車賃とかが認められています。

それで部活動指導員は教育委員会の非常勤職員

ですよね。それで今課長からあったように、規

則の中で部活動指導員は非常勤職員とあります。

それでボランティアではなくて指導員ですので、

そういった教育委員とかスポーツ推進委員とか

と同じような、対等の旅費とかは支給できない

ものでしょうか。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それではただいま

の御質問にお答えします。 

 先ほどからありました規則に関しまして、第

２条に教育委員会に部活動指導員を置くものと

する。その中で部活動指導員は非常勤とすると

いうことで、あくまで委嘱をさせていただいて

職員としての位置づけではなくて、先ほどから

ありました例えば教育委員、農業委員。生涯学

習課にはスポーツ推進委員等もございます。こ

の方々については、既に条例等、規則の上にあ

る上位法により、市町村に配置義務がございま

す。そういった方々については、確かに旅費、

費用弁償等の支払い規定がございますが、あく

までも部活動指導員については非常勤としての

位置づけであると考えておりますので、性格が

違うものと理解しております。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 部活動指導員は一生懸

命頑張っていますので、スポーツ推進委員もそ

うですけれども、朝７時から午後も５時から６

時にやっていますよね。もし条例の中に、ス

ポーツ推進委員は年間６万円とかいろいろやら

れていますので、今言ったことを条例の中に、

この部活動指導員の挿入とかはできないのです

か。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 お答えいたします。 

 条例規則の制定についてできるかということ

でありますが、そこですぐ条例等に見合うもの

ではないと感じております。そういった支給等

に関しては規則、要綱なりの中でいくかと思い

ます。御承知のとおり謝礼金、先ほどからあり

ます県外派遣についても現在中部を含め県内で

いろいろなところで議論が起きております。こ

れから次年度、私のほうも中部のしっかりとし

た調査、必要であれば南部のほうも調査をさせ

ていただいて、中部の生涯学習課長会議なりそ

ういったところで、今市町村によっても機運が

あるので、そこら辺を調査して精査した上で、

平成32年度以降でしょうか、そういったところ

で、財政も含めたところで検討させていただけ

ればと思っております。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１２時１６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１２時１７分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 部活動指導員はこんな

に頑張っていますので、そういったことも理解

して、私は教育委員会としてこういった方々を

サポート、支援してあげないといけないかと

思っています。そういったところも考えて指導

者を育成する立場ですので、そういう支援を

やったほうがいいと思います。 

 そして、最後に教育長に伺います。部顧問、

先生と部活動指導員の連携について質問をしま

す。今校門前では、毎朝各部活動の生徒たちが

交代交代で挨拶運動を展開しています。挨拶運

動を展開したおかげで、最近少しずつ部活動の

生徒と通学生徒たちが「おはようございます」

と挨拶が出来るようになりました。挨拶ができ

る子と、挨拶ができない子がいます。部活動の
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生徒たちが大きい声で「おはようございます」

と挨拶をやれば、徒歩通学の生徒たちも「おは

ようございます」と挨拶をするようになります。

山びこが山びこを呼びます。生徒間同士で「お

はようございます」の挨拶ができれば、学校の

活性化につながり、スポーツ、学力、全ての面

で学校がよくなります。中城中学校を沖縄一、

挨拶ができる学校にするためには、各部顧問と

各部活動指導員が連携すれば、必ず挨拶をする

生徒がふえていきます。中城中学校の挨拶沖縄

一を目指して、各部顧問と各部活動指導員の交

流会を開催する考えはないですか。そして教育

委員長は中学校のバスケットで全国制覇をしま

したので、部活動指導員に大切なことの助言等

も含めて答弁をお願します。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 お答えいたします。 

 挨拶はとても重要なことで、将来会社の採用

に関しても挨拶ができるという部分が採用する

条件の中に入ってきたり、これは学校で当然部

の中であったり、授業中、あるいは全ての教育

活動の中で挨拶の指導はしていることです。子

供たちの部活動指導員の指導のありがたさとい

うのも学校現場にとって…、というのは専門的

な技術指導が教員ではできない部分があります

ので、そういった部分をこの部活の指導員のお

かげでカバーしてもらっている。そのおかげで

子供たちが技術面、あるいは体力面、ルールや

マナー、そういった面で向上して健全育成につ

ながっているのかと、とてもありがたく思って

います。連携の件ですけれども、実は私、教諭

の頃も部活動の世話係という形でやっていまし

て、当然これは学校現場のほうで、指導でやる

べきことではないのかと考えています。ですか

ら校長、教頭、あるいは部活の世話係の先生、

それからＰＴＡ会長、ＰＴＡの役員あたり、保

護者あたりを巻き込んで、この外部の指導者も

一緒に話し合いをする機会を設けるべきだと

思っています。教育委員会が主導でやるのでは

なくて、学校主導でやるべきことだと捉えてい

ます。 

○議長 新垣博正 新垣貞則議員。 

○７番 新垣貞則議員 中城中学校は３年生男

女の皆さんが、去年は女子駅伝部が沖縄１位に

なり、ことしは男子駅伝部が中頭１位になりま

した。女子の山びこが男子の山びこを呼び、３

年生の山びこが２年生、１年生を動かし、すば

らしい学校になりつつあります。私は、指導は

山びこだと思います。部活動の顧問の先生方と

部活動指導員が連携を図り、生徒たちを山びこ

ができる生徒たちへ導くのです。校門前の挨拶

運動が次々の山びこを生み、ひいては大人から

子供たちへ挨拶を交わすことによって、中城村

の活性化が図られると思います。中城村のすば

らしい未来をつくるために、みんなで山びこあ

いさつ運動をしていきましょう。これで私の一

般質問を終わります。 

○議長 新垣博正 以上で、新垣貞則議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１２時２２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、伊佐則勝議員の一般質問を許し

ます。 

○１４番 伊佐則勝議員 ハイサイ、グスー

ヨー、チューウガナビラ。通告書に基づきまし

て、これより一般質問を行います。 

 大枠の１番、将来のまちづくり計画について。

①中城村第四次総合計画の後期基本計画（2017

年から2021年）が策定され、村の大部分を占め

る市街化調整区域における新たな土地利用施策

の検討が取り上げられています。基本計画を踏

まえ、将来のまちづくりの指針となる2017年度

見直し予定の中城村都市計画マスタープランの
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策定がおくれぎみですが、進捗状況を伺います。

②南上原土地区画整理事業も本年中に保留地も

完売し、後は換地処分等の事後処理事業により

2022年度に完了する予定とのことです。マス

タープランの中で、新たな土地利用計画が示さ

れると思うが、引き続き南上原に隣接する台地

地域での居住環境整備の事業計画が望まれるが

どうか伺います。③「沖縄鉄軌道の構想段階に

おける計画書」概要版が配布されております。

その中で、広域的な観点から鉄軌道と市町村の

地域を効率的に結ぶ交通ネットワーク（支線）

の概略計画図で、宜野湾市から中城村までの支

線イメージ図が示されているが、その件につい

て説明を願いたい。 

 大枠の２番、地すべり防止区域指定の件につ

いてでございます。７月25日に奥間地区の「地

すべり防止区域指定」に向けて現地調査に入る

との事前説明が中部土木事務所計画調査班から

奥間公民館で説明会がありました。委託調査会

社の技師が現地調査を来年の３月までの期間で

実施することになっているが、調査状況などの

中間報告があったのか伺います。 

 大枠の３番、奥間喜納原の復旧工事の件。

「森の郷おくま」から南部林業事務所へ提出し

た復旧防災計画書に基づく復旧工事の事業内容

について「森の郷おくま」と請負工事会社との、

復旧工事内容についての説明を７月５日に奥間

公民館で受けました。その後、村への申請がな

されているか確認をさせていただきます。以上、

簡潔明瞭な御答弁をお願いいたします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは伊佐則勝議員の御

質問にお答えをいたします。 

 まず大枠１、２、３ともに都市建設課のほう

でお答えをいたします。大枠１の③は企画課の

ほうでお答えをいたします。 

 私のほうでは、御質問のポスト南上原地区と

申しますか、南上原事業について今議会でも答

弁をさせていただきましたけれども、これから

南上原事業が完了いたしますので、それにどう

やって次の事業を進めていくかということのお

尋ねだと思います。御質問にもありますけれど

も住環境整備という意味では、やはりどうして

も上地区のほうを中心に、現在の法律の範囲内

であればそういう形になってくると思います。

幾つかのハードルはあるような気がいたします。

これは普天間飛行場の返還の時期も我々の事業

に影響を及ぼしてくるだろうとどう予測もつき

ますし、いろんな形で一つ一つひも解きながら

次の事業展開を図っていこうと思っております

ので、またそのときにはいろいろお知恵もいた

だきたいと思っております。詳細については、

また担当課のほうでお答えいたします。以上で

ございます。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 伊佐則勝議員の御

質問にお答えします。 

 大枠１番の①、都市計画マスタープラン策定

業務は平成29年度からの繰り越し業務でありま

す。現在はほとんどの作業を終えておりますが、

県の区域マスタープランにおける市街地と村が

策定する都市計画マスタープランとの市街化候

補地との協議が長引いたため、時間を要してお

ります。 

 ②南上原土地区画整理事業の隣接地も市街化

の可能性を検討する候補地に挙げております。

近い将来の中城村の成長を牽引する基盤づくり

のためにも、新規地区の検討、調査を進めてい

きたいと思います。 

 大枠２の①、中間報告等はありませんが、委

託業務の中で変位、変状測定は、一定の期間を

要するものと考えられます。委託業務の成果品

をもって具体的な区域の決定や地質状況が確認

できると思いますので、今後も中部土木事務所

計画調査班との連携を図りながら、情報を交換

していきたいと思います 
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 大枠３の①、８月と10月に南部林業事務所・

中城村・森の郷と三者協議を３回行っておりま

す。復旧計画に不備があるため、申請できない

状況であります。 

○議長 新垣博正 企画課長 大湾朝也。 

○企画課長 大湾朝也 それでは大枠１、将来

のまちづくり計画の③につきましてお答えをい

たします。 

 沖縄鉄軌道の構想段階における計画案構想に

つきましては、平成26年度より沖縄県によって

検討が開始されております。現状では、概略計

画や今後の取組方針等が取りまとめられており

ますので、その中で鉄軌道ルート案を一つに絞

り、那覇市、浦添市、宜野湾市、北谷町、沖縄

市、うるま市、恩納村、名護市を経由する概略

計画図が示されております。沖縄鉄軌道の構想

段階における計画書から考えられる本村への影

響としましては、交通ネットワークの構築に向

けた今後についてどのように進めていくか考え

なければなりません。現在示されている計画書

につきましては、概略の計画でございまして、

具体的なルートや駅舎位置等について詳細に検

討していくものとされており、今後の進捗状況

に応じて県から情報をいただき、共有していく

ものだと考えております。実際に鉄軌道が実施

された場合には、本村からのバス、交通等に

よって最寄りの駅を結ぶ公共交通ネットワーク

を構築するための道路整備など、さまざまなイ

ンフラ整備も必要になるかと考えられます。し

かし現状の構想の中では、その道路の整備につ

きましては触れられているものではございませ

ん。今後検討されていくものだと考えておりま

す。 

○議長 新垣博正 伊佐則勝議員。 

○１４番 伊佐則勝議員 それでは順を追って

再質問をさせていただきます。 

 大枠の１番の①でございますが、恐らく協議

が長引いたという答弁でございます。那覇広域

都市計画の区域マスタープランと村策定のマス

タープランの、いわゆる市街化計画への具体的

な相違点や県からの指摘等、その協議内容はど

のようなものなのか、よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 県の区域マスタープランにおける村の市街地

は、南上原地区と久場地区ということになって

おります。村が策定するマスタープランの中に

は５つのゾーンを設けております。南上原土地

区画整理事業に隣接する南上原の井水原を含む

北上原地区、高速道路のインターチェンジを中

心に城跡周辺を含めた登又地区、変電所周辺の

久場地区、新庁舎が建設される当間地区、ＭＩ

ＣＥの立地による西原バイパスの影響を受ける

和宇慶・南浜地区ということで、５つのゾーン

を拠点として将来的に市街化区域に編入する構

想を持っております。その５つの拠点と県が策

定した２カ所の違いがありまして、調整しなが

ら理解を得るよう進めています。 

○議長 新垣博正 伊佐則勝議員。 

○１４番 伊佐則勝議員 県としては２カ所の

予定を入れていると。我がほうのマスタープラ

ンの中では、５カ所の拠点ゾーンを今設けてい

るということでマスタープランを策定中ではあ

りますが、今現在する答弁がありましたこの５

つのゾーン形成については、県サイドからほぼ

了解を得られたということで理解してよろしい

でしょうか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 まだ100％ではありませんけれども、いろい

ろやりとりをしながら侵食して、ほぼ理解を得

られる状況になっていると思っております。 

○議長 新垣博正 伊佐則勝議員。 

○１４番 伊佐則勝議員 では99％はオーケー

ということで考えてよろしいかと思いますが、

答弁でもありました平成29年度から本年度への
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繰り越し予算、約半額ぐらいを繰り越ししたの

ですか、500万円ちょっとです。それでいわゆ

るそのマスタープランの完成時期、平成30年度

中、今年度中には策定できるかと思いますけれ

ども、それの完成時期については大体何月ぐら

いになるのか確認します。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 協議が整えば、す

ぐ印刷、製本に取りかかりたいと思います。ま

だ100％という答えは出ていませんので、印刷、

製本が完成するのは、平成31年３月31日という

ことで御了承願いたいと思います。 

○議長 新垣博正 伊佐則勝議員。 

○１４番 伊佐則勝議員 年度末には印刷製本

まででき上がってくるという答弁でよろしいで

すね。では頑張ってください。 

 では③ですが鉄軌道と、要するに各地域を結

ぶ交通ネットワークの件なのですけれども、道

路整備等のハード事業も入っているのかという

思いで本件の質問を投げておりますが、交通

ネットワークの充実について、いわゆる構想段

階の終了後、要するに市町村や公共交通の事業

者と共同で交通アクセスの検討を行うというこ

とで、あくまでもそういう交通アクセスのイ

メージ図でありますということかと思います。

今回の一般質問でも東西道路の件は各議員から

出ております。ちょっと話を都市建設課長に振

らせてもらいます。鉄軌道の説明書の中で、宜

野湾市から中城村までの横断道路の矢印があっ

たものですからその質問を投げたのですが、そ

れは交通アクセスの問題が主体だと思いますの

で、実際21世紀ビジョンで宜野湾横断道路につ

いて、ことしの６月から検討委員会がスタート

したという答弁がありましたので、幾つかルー

ト案もあろうかと思いますけれども、そこら辺

のルート案について伺います。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 ８月26日から第１回目のルート検討委員会が

開催しております。その中で、宜野湾横断道路

については３つのルートがあります。南側ルー

ト、北側ルート、東側ルートです。この東側

ルートは、南と北の中間ということで御理解い

ただきたいと思います。まだ線形が決定してい

ませんので、示された資料にも太い黒い波線で

大まかなルートあり、変更になる可能性もあり

ますので、３案のルートがあるということで御

了承お願いします。その中で広域性、住環境、

景観性、主に経済性、どこが安いかというとこ

ろで重点的に検討をしているところでございま

す。 

○議長 新垣博正 伊佐則勝議員。 

○１４番 伊佐則勝議員 ルート案が今３ルー

ト予定されているということですけれども、そ

の検討委員会の中で県と関係市町村との間の協

議の中で、村としてこのルートを希望しますと

かそういう内容の、いわゆる村当局のほうで現

在３つの案の中で、そのルートが一番ふさわし

いのではないかと優先順位というのか、そうい

うルート案は持っていませんか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 検討委員会には副

村長も私も参加しております。３案の中で、村

としては東側ルートにしてほしいという要望は

しております。 

○議長 新垣博正 伊佐則勝議員。 

○１４番 伊佐則勝議員 わかりました。 

 宜野湾横断道路、いわゆる東西道路です。や

はり国道58号から国道329号までの横断道路は

ぜひとも必要かと思いますので、しっかりとま

た県とも協議を進めていただきたいと思ってお

ります。将来のまちづくり計画についてですけ

れども、ちょっと前に戻りますが５つのゾーン

形成、今配置しているという答弁でございます

が、優先順位というのですか、そこら辺はやは

り南上原地区の区画整理事業がほぼ完了してい



― 146 ― 

て、後はその他の整理関係の事業で四、五年後

には全て完了するということでございます。新

たな土地区画整理事業地として、現在進めてい

る南地区に隣接する側から区画整理事業を導入

したらどうかと思っておりますが、その件につ

いてもう一度よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 都市計画マスタープランの中で、５つのゾー

ンで市街化区域を将来整備したいという方向で

考えております。その中で優先順位を決めて進

めていかなければいけないと思いますけれども、

地区のデメリット・メリットを庁議で検討をし

て、調査を入れられたらいいと考えております。

議員おっしゃっている南上原に隣接する井水

原・北上原地区についても、南上原の成功した

効果があらわれていますので、即事業には入れ

るのではないかと考えております。 

○議長 新垣博正 伊佐則勝議員。 

○１４番 伊佐則勝議員 それでは、また進行

のほうをよろしくお願いいたします。 

 続きまして大枠の２番、地すべり防止区域指

定の件に移ります。早々と県の調査費がついた

ことを評価しておきたいと思います。去る台風

24号で、その前の暴雨からそうなのですけれど

も、さらに追い打ちをかけるように台風24号、

25号が来まして、やはり地すべり状況がかなり

何カ所かで拡大傾向になっているように見受け

られます。今後とも地すべり防止区域指定に向

けて、中部土木事務所との連携を図っていただ

き、継続的な情報交換をお願いしておきたいと

思います。 

 大枠３番に移ります。先ほどの答弁にありま

したが「森のくま おくま」の申請が、計画が

まだ不備で受け付けられないという答弁があり

ましたけれども、復旧工事内容が公民館での説

明と、かなり後退しているような印象を受けま

した。森の郷おくまの開発区域も同じように地

すべりが拡大傾向にあり、今後とも南部林業事

務所と連係、情報交換をしていただいて、開発

現場を注視していただきたい。そこら辺もよろ

しくお願いいたします。同じ喜納原に関連しま

すので、あと１点確認させていただきます。 

 御存じのとおり、その喜納原の民家の裏山の

斜面崩れです。都市建設課の皆さんにしっかり

とガードレールで土砂崩れ防止の応急対策を

やっていただいたところでございます。しっか

りと対応はしていただいたのですけれども、去

る大雨で台風24号、そこら辺の大雨でせっかく

立派に応急措置をしていただいたのですが、や

はり土砂の力にはガードレールが根負けしてい

るところがあります。そこは課長も職員も何度

かごらんになっているかと思います。そのまま

放置しておきますと、恐らく今固定しているく

いも横向きになっている、ガードレールも曲

がってしまっていると、押し戻されているとい

う状況。そのまま放置しておくと、大きい土砂

が崩れてくる可能性がある。それが民家の擁壁

まで押し潰してしまう危惧も懸念されます。そ

れで今ある応急措置でもっているところの補強

というのですか、そこら辺の対応をしていただ

ければ、今の状態でとまるのではないかという

ことを考えますので、しっかり中部土木事務所

からも資材提供はあったような話は聞いており

ますので、そこら辺はまた業者に相談しながら

有効な策で、これ以上やはり今のところが崩れ

ないような補強措置をぜひ、この場をかりてお

願いしておきたいと思っております。そこら辺

どうですか。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 補強するために中部土木事務所から支柱とか

ガードレールをいただいたところでありました。

そこで補強工事に入ろうと考えていた矢先に、

雨により膨らんでしまったと。それから天気が

よくなり、業者の方とも現場を見ながら相談を
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したのですけれども、むやみに土をとって戻し

たりするよりは、当分現状のままで様子を見て

みようということでありました。やはり議員

おっしゃっていたとおり、また上からの崩れも

ありますので、再度業者と確認をしながら、ど

の部分を補強していけばいいのか。また、狭い

場所ですので重機、そういうのも選定しながら

復旧を図りたいと思っております。 

○議長 新垣博正 伊佐則勝議員。 

○１４番 伊佐則勝議員 またお世話になりま

すけれども、早急にその対策を立てていただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。

以上をもちまして、私の一般質問を終わります。 

○議長 新垣博正 以上で、伊佐則勝議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１４時０４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時１４分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、外間博則議員の一般質問を許し

ます。 

○１３番 外間博則議員 こんにちは。十分、

たっぷりの時間をいただきましてありがとうご

ざいます。早速でございますが、ただいま議長

より一般質問のお許しがございましたので、一

般質問を読み上げて質問をします。 

 まず大枠１、村道の整備について。①村道整

備で潮垣線、南浜から泊までの間、各東西への

十字路がございます。その中には排水溝がござ

います。あちらこちらでこの排水溝の破損が見

られるため、整備ができるか伺います。②潮垣

線に通学路があり、またその通学路に面する津

覇110番地、住宅の入り口側ですけれども、そ

の部分のグレーチングが破損しており、また津

覇486－１番地の入り口部分にも側溝の破損が

見られます。合わせて整備できないか伺います。

③この部分訂正がございます。寺原線とありま

すが、この寺原線からの進入路入り口の部分か

らは、農道津覇浜原線１号となります。訂正お

願いします。その部分の入り口部分が狭いため

に、通行が不便となっており、その部分の道路

拡張と舗装整備まで行えないか伺います。 

 大枠２、不法投棄について伺います。①村内

各所（県道、村道、農道）において不法投棄が

目につきますが、その対策をどのように行うか

伺います。②この不法投棄に対し、巡回、パト

ロールを行っていますが、その結果について伺

います。以上、簡潔明瞭な御答弁よろしくお願

いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは外間博則議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番につきましては都市建設課と農林水

産課、大枠２番につきましては住民生活課のほ

うでお答えをさせていただきます。お尋ねの、

特に不法投棄については、非常に村当局としま

しても大変頭を悩ませているところで、多少の

減少傾向はあるようでございますけれども、こ

れは村民以外でも村民でもそうですが、まだま

だ住民の方々がもう少し不法投棄というのはい

けないことなんだという認識をしていただくこ

とが寛容かと思いますし、我々にとってはまた

パトロールの強化、防犯灯、防犯カメラなど、

またそういうものにも力を入れていかなくては

いけないのかと、大変寂しく思っているところ

でございますが、しっかりとまた対策はやって

いきたいと思っております。詳細については、

また担当課のほうでお答えいたします。以上で

ございます。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 外間博則議員の御

質問にお答えします。 

 大枠１番、村道の整備についてです。①潮垣

線は通勤車両の通過が大変多い路線であります。

そのためにいろいろなところで破損が生じてお
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ります。議員おっしゃっている各交差点の部分

で、特に南浜、比嘉商店付近、当間山城商店近

くの交差点については、結構沈下しております。

その部分に関しましては都市建設課も認識して

おり、改修方法を検討しているところでありま

すので、予算の範囲内で修繕をしていきたいと

考えております。 

 ②についてです。車でいつも通行をしている

ところではありますが、気づかずに申しわけあ

りませんでした。特に110番地付近の部分につ

いては通学路、津覇486－１番地については車

の交通は少ないと思いますけれども、ウオーキ

ングで利用する部分だと認識しております。そ

の部分に関してはきのうで修繕が完了しており

ますので、確認をよろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それでは外間議員の質問にお答えします。 

 農道津覇浜原１号線は、県営畑地総合整備事

業を平成10年に完了し、補助金での施工は厳し

いと思います。拡張及び舗装整備については村

単独の費用となりますので、村の財政事情を考

えると応急処置での対応となります。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それでは大枠２に

ついてお答えをいたします。 

 ①について、不法投棄については、新規の発

生件数及び処理量は、ここ数年減少傾向にある

ものと考えます。不法投棄の傾向として、以前

は家電や建築廃材がまとまって投棄されること

が多かったのが、最近では家庭ごみが散在的に

道路沿いや崖下に投棄される案件がふえており

ます。対策としては、発見した不法投棄物は早

期に回収処理をすることにより、新たな不法投

棄の誘因とならないよう努めております。また、

巡回パトロール、警告啓発看板の設置、道路脇

へのネットフェンスの設置、監視カメラの設置

等も行っております。今後もこれらの対策を継

続し、更には監視カメラの増設により抑止効果

の強化を図っていきたいと考えております。ま

た、国道・県道への不法投棄については、早期

発見に努め、収集等の早期対応を道路管理者へ

要請をしてまいります。 

 ②について、不法投棄監視重点対策地域とし

て、久場農地保全区域、新垣農地保全区域、海

岸及び農道などの巡回パトロールを実施してお

ります。平成29年度での不法投棄件数は11カ所

で、内訳として久場農地保全区域５カ所、新垣

農地保全区域で２カ所、村道南進８号線で１カ

所、吉の浦海岸１カ所、和宇慶川崩地区２カ所

で、廃家電やベッド等の粗大ごみが発見されて

おります。平成30年度におけるこれまでの件数

は４カ所で、内訳は久場農地保全区域、久場海

岸、屋宜海岸、南浜農道の各１カ所において廃

家電やベッド等の粗大ごみが発見されておりま

すが、いずれの案件においても不法投棄者の特

定には至っておりません。 

○議長 新垣博正 外間博則議員。 

○１３番 外間博則議員 それでは順を追って

再質問をいたします。 

 先ほどの課長の答弁では、南浜から先ほど

言った比嘉商店の入り口の南浜から、また泊ま

での潮垣線の通り、縦の線を見て来られたと思

いますけれども、場所の選定はしておりません

が、確認をとる意味で課長はこの危険箇所を把

握しているということで、恐らくこの２カ所が

私は一番悪い状態にあるのではないかと思いま

した。潮垣線と言えば通勤とか、そういう通勤

終えの車両が多く通っています。その中でも通

学路としてラインが引かれ、歩道として通学路

があります。その意味で進入する入り口の部分、

②ですけれども、その部分に関しては以前より

少しぐらいの破損というか、グレーチングの縁

の部分がちょっとへこんでいる感じであったの

ですが、完全に今は割れてしまった状態であり
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ます。その場所はまた子供たちも通学するし、

また集落内へ車の出入りも多いものですから、

車の出入りでそういう傷んだ部分が、破損が強

くなったと思います。また通学路でありますの

で、入り口部分は通学路として子供たちの出入

りも多いですので、子供たちの足がすっぽり入

るぐらい破損が大きいですので、また大型車両

も通る傍ら破損が大きくなって、またグレーチ

ングも沈下するおそれがありますので、大変危

険ですので向こうのほうも早急に行っていただ

きたいと思います。 

 486－１番地もあわせて、きょう確認はして

いないのですけれども、早急な修繕をしていた

だきありがとうございます。後で現場を見てみ

ます。ただいまのこの件、村道の潮垣線も含め

て、この村道の整備計画というのはされている

のか。農道はまた後で、今年度以降、全体の村

道の整備計画はあるか伺います。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 潮垣線についての

質問でよろしいですか。 

 きのうの石原議員の質問にもお答えしました

が、西原工業団地への通勤車両が多いので、整

備は必要かとは感じておりますが、現在のとこ

ろ整備の計画はございません。 

○議長 新垣博正 外間博則議員。 

○１３番 外間博則議員 ただいまの答弁で、

一応この潮垣線も南浜から泊までの区間があり

ますが、その中で優先順位をとって、先ほど破

損が大きい場所が南浜、比嘉商店部分と吉の浦

の金城重機の脇のほうです。その部分と私も把

握しております。毎日大型車両が通るたびに、

余計もっとひどくなるのではないかと。今でも

危ない状況ではないかと思いますけれども、時

期的にも今年度は計画して、次年度早急に整備

ということはできないかどうか伺います。 

○議長 新垣博正 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 先ほども答弁しま

したが、この２カ所については早急に修繕が必

要だと思っています。大分グレーチングが沈下

しておりますので、通行車両にも影響があるか

と感じております。年度末ですので、残りの予

算を見ながら、また新年度の予算でできるのか

どうか早目に検討をして、修繕を行いたいと考

えております。 

○議長 新垣博正 外間博則議員。 

○１３番 外間博則議員 新年度で早目の対策

が必要かと思いますので、新年度で計画を立て

ていただいて、整備につなげてほしいと思いま

す。 

 続いて③の向こうは入り口部分になります。

寺原からの進入口、入り口部分が狭いというこ

とで、その部分に関してですが農地がありまし

て、この農地の距離にして１筆分かと思うので

すが、入り口部分から30メートルほどですけれ

ども、この部分がまだ舗装もされず拡張もされ

ていない状態で、現在農地から生えているかと

思うのですが、ススキがもう道も横断してし

まって、道路を塞いでしまって交通が不便であ

るということで、多くは北浜の方からの強い苦

情や要望とかがありましたので、その点につい

て、先ほど農林水産課長から答弁がありました

が、この部分については土地改良事業でそのと

きに了解が得られなかったと、その部分です。

確かに村の事業としてはちょっと厳しいかと思

われますが、いろいろ予算がつけられる範囲と

いうことで、早急に拡張できるかどうか。部分

的な舗装は後で検討するということで、まず拡

張についてお伺いします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 先ほども答弁いたしましたけれども、これは

補助事業がもう完了しておりますので、拡張及

び舗装に関しては村の単費になりますから、財
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政の事情を考えると非常に厳しい面があります

ので、維持管理の範囲内で資材提供でもできれ

ば、早急にやっていきたいと思います。 

○議長 新垣博正 外間博則議員。 

○１３番 外間博則議員 この部分に関しては、

隣接する北浜の方々、農家の方々、その方から

も要望が多くありますので、この地主と対面し

てこの方法等を、地権者の方の意向も含めて説

得していって、その部分を…30メートル程度で

すよね。その程度で１メートルほど拡張すれば、

２車線も通れるようなすばらしい道路になりま

すので、課長も一緒に検討しながら、地主の承

諾が得られるように協議を持ちながら、道路拡

張について努められればと思います。その点に

ついては協議して、拡張について前向きな考え

があるかどうか。よろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 農林水産課長兼農業委員会

事務局長 比嘉義人。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長 比嘉義

人 それではお答えします。 

 拡張に対して前向きに検討があるかどうかと

いうことだと思いますけれども、あれは土地改

良区で、減歩でほとんどを生み出した道路です

ので、今後拡張に関しましては補修をするとい

うことは非常に厳しいと思います。農家が無償

で提供するのでしたら、前向きに検討してもい

いのかと思っております。 

○議長 新垣博正 外間博則議員。 

○１３番 外間博則議員 また、課長のおっ

しゃるとおり道路拡張の意向については、地主

を説得しながら提供してもらえるのであれば、

私も幸いかと思います。それに向けて地主の了

解をいただいて、工事ができるように、スムー

ズにいくように検討をしながら一緒にやってい

きたいと思います。工事については、またこの

予算のつき次第というか、そういうことでよろ

しくお願いします。 

 また戻りますけれども、先ほど都市建設課長

よりお話がありましたが、以前９月議会で私が

質問した35番地ですか、この農道と関連して。

向こうも質問をして、翌週にはもう補修されて

いました。その部分はでこぼこ部分を、今回は

要望といいますか、部分的なでこぼこの部分は

維持管理、修繕ですか、補修で何カ所か穴埋め

されて、整地されていました。その後、次年度

また舗装について、今後また要望していきます

のでよろしくお願いします。質問ではございま

せんので、要望いたします。 

 続いてですが、不法投棄について伺います。

先ほどの課長の説明によりますと、場所につい

て久場地区、新垣の保全地域の部分からも今年

度４カ所あるということで、平成29年度は11カ

所と半分以下に減っているということです。こ

れは県道の部分も含めて除去したということで

すか。これから監視カメラも設置されると思い

ますが、今年度はまた５基を予定しているとい

うことで、この設定する選定場所です。あらか

じめ決定しているのであれば、この５カ所の選

定場所をよろしくお願いします。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 今年度９月補正で計上しました監視カメラ５

台を予定しておりますけれども、その設置場所

につきましては久場農地保全区域と、あと新垣

農地保全区域、あとは屋宜の海岸と久場の海岸

に５基設置する予定をしております。 

○議長 新垣博正 外間博則議員。 

○１３番 外間博則議員 外間博則議員 

 今年度の予定は６基と聞いていたもので、５

基ですか。また、これは補助事業で行っている

ということですよね。それで今年度、平成30年

度に５基設置して、恐らく成果はあると思いま

す。その箇所をあわせて巡回パトロール等、一

緒になりますが巡回パトロールによって、県道

とかそういうところもパトロールをされている
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と思いますが、やはり見落としている部分もた

くさんあるのではないかと思います。その場所

もやはり選定に入れて毎年度で、次年度も補助

事業で申請をすれば設置できるという話も伺っ

たのですけれども、その点についてはどうです

か。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 カメラについては、次年度も事業としてはあ

ります。けれども、年度に入ってからの要望調

査がございますので、それが予算化されるかど

うかというのはまだはっきりとは申し上げられ

ませんが、要望はしてまいりたいと思います。 

○議長 新垣博正 外間博則議員。 

○１３番 外間博則議員 では監視カメラにつ

いては設置要望をすれば設置できるということ

で、よろしいです。 

 それで県道については、放置された場所を確

認して、県にその回収を求めるということでよ

ろしいですか。そこで中城村には農道もあり、

村道、その中でも大きいごみ、小さいごみにか

かわらず不法投棄された家電製品も多く、テレ

ビとかそういうものが見られます。さらにまた

農道とかに行きますとサトウキビ畑、そこにも

雑草が生えた部分の草刈りをすると出てくると

いうことです。見えないのです。そういう草が

生い茂ったところ、耕作放棄地、そういう部分

にもやはり放置されていると。見えない部分が

あるものですから、その分もやはりパトロール

等、巡回で設置箇所を。また、草刈り等で雑草

を除去すると、この不法投棄されたものとか、

ポイ捨てされた弁当殻とか、そういうのが出て

くるということです。巡回のほうも農道を中心

にではないですけれども、とても荒れた土地、

そういう部分をパトロールしていただければと

思います。パトロールに関して、貞則議員もご

ざいましたが海岸沿いは海岸整備等で徹底して

ごみの回収もされて、回収するものも軽減され

ていって、不法投棄等も少ない傾向にあるとい

うお話であります。 

 それで、今回また課題となるようなものが県

道35号線ですが、この部分です。実際パトロー

ルをしていると思うのですけれども、どの部分

か、私も周囲の方に不法投棄がありますよとい

うことで言われて回ったら、見つけられなもの

で、路肩なのか、山手の下の墓の部分、上の路

肩の斜面の部分ですか、どの辺かわからないぐ

らいですので、その辺はパトロール等巡回を

行って、今後また不法投棄の再発防止、なくな

るように軽減して、抑えていけるように努めて

いきたいと思います。以上で質問を終わります。 

○議長 新垣博正 以上で、外間博則議員の一

般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまで

した。 

  散 会（１４時４５分） 
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○議長 新垣博正 おはようございます。これ

より本日の会議を開きます。 

  （１０時００分） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 質問時間は、答弁を含めず30分以内とします。

それでは通告書の順番に従って発言を許します。 

 最初に安里ヨシ子議員の一般質問を許します。 

○１０番 安里ヨシ子議員 改めておはようご

ざいます。10番安里ヨシ子、一般質問を行いま

す。 

 薬物の低年齢化ということで質問をします。

①毎年10月１日から11月30日までの間、麻薬・

覚醒剤乱用防止運動月間になっています。各地

で麻薬根絶に向けた講演会や学習会等が行われ

ました。今帰仁村の兼次小学校や名護市民会館

での講演会などが行われています。薬物の恐ろ

しさについて話され、それが高校生や中学生、

果ては小学校５・６年生にまで及んでいるとい

うお話でした。中城村において、どのように取

り組みやお考えがありますか。伺います。②県

教育委員会で高校生を対象にアンケートを実施。

その中で「１回くらいならいいだろう」、「気持

ちよくなれそうな気がする」、「ダイエット・眠

気覚まし効果がある」と肯定的印象を持ってい

る生徒も5,756人もいます。絶対使うべきでな

いという生徒も90％いるものの、薬物の誘いを

受けた生徒は4.5％いる（県立高校生46,842人、

回答率86％）。薬物に対する知識が欠けている

実態があります。中城の中学生が薬物に対しど

れだけの知識を持っているか、アンケート調査

などを行う考えがありますか伺います。③県教

育委員会では、これは私が言っているのではな

くて、県教育委員会の方が、薬物に疎い教師の

意識の改革が必要ですと。これまで飲酒防止が

主だったが薬物の情報があふれる中、使ってみ

たいという好奇心をどのように抑えるか教えな

いといけないとおっしゃっていますが、それに

ついて教育委員会としてのお考えをお聞きしま

す。以上です。 

○議長 新垣博正 教育長 比嘉良治。 

○教育長 比嘉良治 おはようございます。薬

物の件で、子供たちが生涯にわたって健康で明

るく豊かな生活を送ることは、とても重要だと

考えています。薬物は絶対にだめだと強く訴え

なければなりません。薬物に関する指導は学習

指導要領にも示されており、中学校は保健の授

業で喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は心身に

さまざまな影響を与え、健康を損なう原因とな

るものであるということで指導を行っています。

また、警察署や沖縄県少年サポートセンター等

から講師を招いて講演会を実施し、教師も生徒

も薬物乱用について学習を行っています。詳細

に関しましては、主幹のほうから答えさせます。

以上です。 

○議長 新垣博正 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 大枠１の薬物の低年齢化についてお答えいた

します。まず①中城村の取り組みについてです

が、小学校におきましては「薬物乱用防止教室」

として、高学年を中心に全小学校で行われてお

ります。実施内容は、学年の発達の段階に合わ

せ、たばこ、酒、薬物等の中毒や害について、

警察署の方や病院の医師を講師としてお招きし、

学習しております。中学校におきましては、先

ほど教育長からもありましたように中学３年生

の保健体育の授業において、教科書の内容に加

え、ビデオ教材やインターネットの公開画像を

活用し、薬物の危険性について指導しておりま

す。 

 次に、②中城の中学生が薬物に対し、どれだ

けの知識を持っているかというアンケート調査

を行う件についてですが、現在のところ実施す

る予定はございません。保健体育の授業後の生

徒感想では、「薬物が、あんなに恐ろしいもの

とは思わなかった。絶対かかわりたくないし、
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軽い気持ちで絶対に手を出さないと思った」な

どが多くあります。また、実際に、薬物に手を

出さないために、自分の身を守るための断り方

の実習も行っております。安里議員が懸念して

おります中学生の薬物に対する知識につきまし

ては、小学生から中学生にかけて、発達の段階

に合わせた指導を続けることにより、薬物依存

の実態やその害についての知識は深まっている

と考えております。 

 次に、③薬物に疎い教師への意識改革の件で

すが、現在、生徒指導主任や養護教諭の研修会

等におきまして、薬物に関する危険性やそれを

防止する指導方法について学ぶ機会があります。

そこで得た情報を校内での研修会において全職

員へ周知し、児童生徒への指導に生かしており

ます。村教育委員会としましては、今後も厚生

労働省や文部科学省、社会の情勢等を注視し、

警察署や沖縄県少年サポートセンター、福祉機

関等との連携を図りながら、児童生徒の安全の

確保に努めてまいりたいと考えております。以

上です。 

○議長 新垣博正 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 よく学校での教育

がなされているということですので、気を楽に

しております。 

 宜野湾署管内の薬物事犯の検挙数が過去最高

だと。平成25年から増加傾向に歯どめがかから

ないとおっしゃっていました。以前から多いの

が覚醒剤、大体60％近く。大麻が35％ぐらいと

いうことで、圧倒的に覚醒剤が多いわけです。

これは子供たちではないですけれども、検挙さ

れたのが188人いて、暴力団がかかわっている

のが23人、全て覚醒剤だということであります。

覚醒剤や大麻など薬物を巡る情勢が今、都市地

区とか田舎、離島を問わず、蔓延の兆しがある

と言われております。北谷町でも未成年者が覚

醒剤を使用していると検挙されています。糸満

では、これは高校生ですけれども、インター

ネットで大麻の種子を購入し、栽培しているこ

とが問題になっていました。中城中学校では小

学校を含めていろんな教育がなされております

けれども、中学校で今までそのような兆しが

あったかどうかをお聞きします。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時１１分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時１１分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 現在のところ中城中学校におきまして、これ

まで薬物や大麻に関する情報は得ておりません。

以上です。 

○議長 新垣博正 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 以前、何年か前に

南上原でも大麻を庭で栽培していたという問題

もありまして、この種子についてインターネッ

トで注文をしたりしていますけれども、デリバ

リー販売ということで郵便で送ったり、いろん

な方法を駆使してその種子を手に入れていると。

販売ルートも巧妙な手口を使って、潜在化を強

めていると言われています。一度だけ使ってみ

よう、遊びのつもりで使用したのが取り返しの

つかないことにもなりますので、父母の皆さん

もその薬の恐ろしさについて啓蒙する必要があ

ると思いますが、子供たちだけではなくて父母

の皆さん、親の皆さんに啓蒙活動をする必要も

あるかと思いますが、それについてはどのよう

な方法で啓蒙しているのでしょうか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１０時１３分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時１３分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 
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○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 議員がおっしゃるように、保護者への啓蒙活

動も重要だと考えております。学校におきまし

ては、先ほど私が申しましたように授業等で

行ったり、また講演等も行っておりまして、公

文という形で保護者にはお知らせをしておりま

す。その中で参加が可能なこともお伝えしてい

ますし、また掲示物等で厚生労働省から「薬物

ダメ」「ダメ。ゼッタイ。」というキーワード

をもとにポスター掲示等も行っておりますので、

今後も保護者へも含めまして児童生徒の安全の

ために掲示、広報をしていきたいと考えており

ます。以上です。 

○議長 新垣博正 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 本土のほうに子供

とか孫とかを行かしたものですから、いつどこ

で、どんな場所で誘われないかということで大

変心配をしていて、電話するたびにそういう話

をしたら、「電話するたびに、そんな話ばっか

りしないで」とかと言われたりするけれども、

テレビやそういったもので見る限り、本当に心

配です。皆さんは御存じだと思いますが、覚醒

剤は無色透明で白色の粉末であります。水溶性

ですので、水に溶かして注射をするとかをやり

ます。神経を興奮させて、眠気や疲労感がなく

なる。頭がさえるために有名人などがよく使っ

ているみたいです。幻覚や妄想が現れ、時には

錯乱状態が続いて、発作的に他人に暴力をふ

るったりするという内容でした。大麻について

は、乾燥大麻はマリファナと言って、粉にして

刻みたばこみたいにきせるに入れて、あぶって

これを吸うという感じで、酒に酔ったような感

覚。思考力が分裂、現在・過去・未来の観念が

混乱し、感性が不安的になる。興奮状態に陥っ

て、暴力や挑発的な行為を行うみたいです。い

ら立ちや不安、不眠、うつ病などの症状が出て、

禁断症状が依存症になる。青少年のときに使用

するとリスクが高いと言われていますので、絶

対に誘いに乗らないようにということを強く教

えてほしいと思います。薬物の情報があふれる

中で、使ってみたいという好奇心をどう抑えて

いくか。薬物の蔓延の兆しを受けて、県教育委

員会でもアンケートをとっております。中城小

学校、中学校でアンケートはとっていないです

よね。アンケートの調査も行ったほうが、結果

として指導の方法もまたいろいろと、違った方

法も見えてくるのではないかと考えております

ので、アンケート調査をぜひお願いしたい。県

の教育委員会でもアンケートをとった結果、高

校生1,821人が誘いを受けたことがあると。薬

物を使っている生徒を見かけたことがある生徒

が707人、使っているという生徒の噂を聞いた

ことがあるが400人でしたか。肯定的印象を

持った生徒が5,756人もいると。絶対に使って

はいけないという生徒も90％を超えるという結

果ではありますが、県は憂慮すべき非常事態と

いうことで、危機感を募らせて取り組む必要性

を感じています。この前の12月13日の新聞があ

りましたけれども、これは覚醒剤ではなくて女

子中学生の、未成年ですよ。買春行為をした自

衛隊員が８年前から30人の女子中学生、高校生

に同様の行為を繰り返していたということであ

ります。本当に恐ろしいことで、女の子を持つ

親にとっては、ショッキングなことであります。

子供の買春、悪魔への誘いなど、今子供たちを

取り巻く情勢は大変危機的な状況だと思ってお

ります。いろんな機関、団体などと連携をして、

子供たちを守っていきたいと考えております。

何回も聞くようですけれども、今後どのような

取り組みをなさっていくかだけ、お聞きします。 

○議長 新垣博正 教育総務課主幹 稲嶺盛久。 

○教育総務課主幹 稲嶺盛久 お答えいたしま

す。 

 今議員がおっしゃるように子供たちの実態を

把握するということはとても大切なことだと感
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じております。今後、校長会や教頭会、その他

生徒指導主任会がありますので、今のお話を伝

えた後、この薬物に関するアンケートのみでは

なく、ほかの買春のこともあるでしょうし、た

ばこやお酒のこともあるでしょう。また、生徒

の生活習慣に関することもあわせて、深夜徘回

等の問題も出てくると思いますので、こういっ

た児童生徒の実態を把握するということで校長、

教頭等に話をして、前向きに検討していきたい

と考えております。ありがとうございました。 

○議長 新垣博正 安里ヨシ子議員。 

○１０番 安里ヨシ子議員 不登校の子供も含

めて、やはりそういった指導を徹底してほしい

と思っております。教育委員会としてはいじめ

の問題やら、この薬物の問題とか児童買春の問

題とか、いろんな問題が山積をしておりますけ

れども、この麻薬というのは本当にこの人の一

生を台無しにする。特に６年生ってまだ小さい

子供ですので、中学生とかは影響が非常に大き

いということですので、教育委員会としては頑

張って取り組んでほしいと思います。以上で私

の質問を終わります。 

○議長 新垣博正 以上で安里ヨシ子議員の一

般質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時２４分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時２４分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、新垣 修議員の一般質問を許し

ます。 

○２番 新垣 修議員 議席番号２番、新垣 

修、議長より質問の許可を得ましたので、大枠

１番の伊集・和宇慶旧県道交通規制に関する事

項を通告書に基づき、質問を行います。 

 まずこの旧県道の交通規制は、平成14年から

道路管理者である村へ長きにわたり、和宇慶住

民の総意として要請を行ってきました。平成21

年度に村から宜野湾警察署へ要請書の提出をし

ていただき、継続的に村や宜野湾警察署と相

談・協議を行い、また地元選出県議へも働きか

け、ことし11月末に住民念願の交通規制の標識

が設置されました。まだ設置されて日も浅いた

め、地元住民を初め村民、これまでこの道路を

利用している企業、あるいは農業生産者、通行

にかかわる者には、まだ広く認知されておらず、

現在でも大型・中型車が通行している状況です。

そこで道路管理者である村は、①地元住民、隣

接する地域、村全域、企業や農業生産者、関係

機関への周知をどのように行っていくのか。②

この案件は、どの部署で取り扱うのか。③旧県

道に対して、和宇慶平田線の下り、北浜から河

川沿いの農道上り線からの規制標識がないため、

誤って進入できるため、その対策と警察当局へ

の設置の要請はどうなっているのか。答弁を求

めます。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは新垣 修議員の御

質問にお答えをいたします。 

 御質問の伊集・和宇慶線の旧県道の交通規制

でございますけれども、議員が今おっしゃった

とおり懸案事項で、非常に長きにわたって地元

住民の方々の生活を脅かす、それは認識をして

おりました。今回の件が一つの突破口となるよ

うに、我々行政側もしっかりと地域住民の方々

と一緒になって頑張っていきたいと思っており

ますので、ひとつよろしくお願いします。詳細

につきましては、住民生活課のほうでお答えを

させていただきます。以上でございます。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それでは新垣 修

議員の御質問にお答えをいたします。 

 村道伊集・和宇慶旧県道線の交通規制につい

ては、和宇慶住民からの陳情を受けて、村とし

ても宜野湾警察署へ要請をしてきておりますが、

実現には至っておりませんでした。今回特定の
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最大積載量３トン以上の貨物自動車等通行どめ

の交通規制が公安委員会により決定したことに

ついては、村としても和宇慶地域の交通安全の

向上につながるものと期待しているところです。

ただし交通規制をするに当たっては、道路管理

者である村が近隣住民や企業等への周知を早急

に図る必要があるものと考えております。村民

への周知は村広報誌や村ホームページにて行い、

近隣住民へは事務委託者に依頼し、チラシの配

布を行い、ＪＡ等の企業へは直接出向いて周知

を図っていきたいと考えております。今回の交

通規制に係る事務等については住民生活課を窓

口とし、村道及び農道管理担当部署である都市

建設課、農林水産課と連携し、対応していきた

いと考えております。本路線に接続する村道和

宇慶・平田線及び和宇慶土地改良区、農道等に

ついては、現在規制標識が設定されていないた

め、誤って進入することは十分に想定されます

ので、規制標識の設置や注意看板等の設置がで

きないか、宜野湾警察署とも協議し、対策を早

急に講じたいと考えております。 

○議長 新垣博正 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 理解しました。それで

は答弁に再質問をいたします。一問一答方式で

行いますので、回答を求めます。 

 まず、交通規制標識が設置されているのは確

認しましたか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 現場のほうは確認をしております。和宇慶旧

県道入り口に２カ所、公民館交差点に２カ所、

伊集131番地付近に２カ所設置されております。 

○議長 新垣博正 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 今回の規制の対象はど

ういったものでしたか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 特定の貨物自動車と大型特殊自動車が規制の

対象となります。今回３トンの補助標識が設置

されていることから、最大積載量３トン以上の

貨物、大型特殊自動車が対象となります。なお、

３トンの意味は３トン積んでいるということで

はなく、３トン積みであるという意味で、荷物

を積んでいなくても規制の対象となります。 

○議長 新垣博正 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 ３トン以上の積載車両

は規制対象になるということですね。理解しま

した。 

 次に、その交通規制に伴い、地元、隣接地域

住民には事務委託者に依頼し、チラシ配布をと

の答弁がありました。暮れも押し迫り、交通量

とともに危険性も増えていきます。安全確保の

ためにも早目の対応が必要と思うが、チラシ作

成はできてますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 現在チラシの準備を進めております。今回、

交通規制区間となった和宇慶及び隣接する伊集、

南浜、北浜、津波については、12月20日の事務

委託者会において、チラシの配布を依頼したい

と思っております。 

○議長 新垣博正 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 担当部局の迅速な対応

に、村民に対する心配りと誠意を感じ、お礼を

申し上げます。それでは次にチラシ作成に関し

て少し助言と等と確認をしたいのですが、村と

担当職員と内容等を詰めてよろしいですか。そ

の場でいいです。では私のほうで少し確認をし

たいと思います。 

 次に、同様に村民への周知は広報誌や村ホー

ムページの活用、またはＪＡや企業へ直接訪問

をして周知を図るとありましたが、どのような

方法で、いつごろを予定しておりますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 
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○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 村民、村全域に対しての周知は広報１月号で

の掲載で調整をしております。ホームページ掲

載についても早めに対応をしたいと思っており

ます。ＪＡや企業については直接訪問し、周知

を図り、また村商工会へも周知依頼を行い、商

工会会員の企業への周知を図っていただくよう

に依頼したいと思っております。宜野湾警察署

とも連携し、周知については遅くても１月いっ

ぱいには周知を図っていきたいと考えておりま

す。 

○議長 新垣博正 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 広報なかぐすくの１月

号ということですね。今年も残りが少ないが、

発行する皆さんには手間をかけますが早目の対

応をしてもらって、１月には配布できるように

ぜひとも尽力を尽くしてください。和宇慶、そ

れから南浜、北浜、下地区には建設業関係、そ

れと農業施設設備関係の村内事業者が営業して

おり、12月10日時点では規制内容をまだ周知し

ておりませんでした。作業車両は全て規制車両

に該当しており、その事業所の作業車両がよく

この道路を利用しております。周知がおくれて

不利益や業務支障が出ないように、迅速な対応

を望みます。 

 次に、この道路は村内企業だけでなく村外の

企業も頻繁に通行、利用しています。以前に西

原工業地帯の企業へ通行の自粛を住民課長とと

もに要請も行いました。そちらへの周知はどの

ように考えてますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 村外企業への周知につきましては、議員御指

摘のとおり特に西原町の工業地帯の企業の利用

が多いと思いますので、西原町産業通り会へ周

知依頼を行い、産業通り会より各関係企業への

周知をお願いしたいと思っております。こちら

についても早急に対応を考えております。 

○議長 新垣博正 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 理解いたしました。こ

の12月11日火曜日、西原町産業通り会から連絡

がありまして、行政からの規制通知等が届くと

周知範囲も広がっていくので、ぜひお願いしま

すとの連絡がありましたので、早目の対応等を

望みます。 

 次に、規制区域道路に接続する村道平田線へ

国道からの進入、農道和宇慶平田原線、それか

ら和宇慶から南浜２号線、和宇慶から北浜線、

この路線から誤って進入するケースが考えられ

ますが、その対応はどう考えてますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 議員の御指摘のとおり誤って進入することが

想定されますので、注意喚起の標識設置につい

て、宜野湾警察署など関係機関と協議を行って

いきたいと思っております。早急な周知が必要

と思いますので、簡易的な看板になりますが村

のほうで一旦立て看板を設置し、周知を図りた

いと思っております。 

○議長 新垣博正 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 やむを得ない諸事情で

通行する、あるいは通行したい場合はどうすれ

ばいいですか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 当該道路を通行しなければならないやむを得

ない理由がある場合には、通行を禁止された道

路を管理する宜野湾警察署へ申請をして、許可

を得る必要がございます。 

○議長 新垣博正 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 通行許可書の申請には、

運転の期間期日、運転経路図等専門的な知識が

要されます。申請から許可までには一定の時間

を要することが想定されます。１月から製糖時
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期に入り、運搬車両が通行します。農林水産課

と連携し、ＪＡ等に車両通行許可についての情

報提供をして、製糖期間運搬業務に支障がない

ように対応してほしいが、どのように情報提供

を考えていますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 ＪＡを含めた企業等へは周知依頼を行う際に、

周知とあわせて通行許可の制度や申請に必要な

添付書類等についても情報提供を行っていきた

いと思っております。役場内においても関係課、

農林水産課及び都市建設課と情報の共有を図り、

また宜野湾警察署と連携し、周知や交通巡回指

導を行っていきたいと思っております。 

○議長 新垣博正 新垣 修議員。 

○２番 新垣 修議員 地元住民の意向として

は安全な生活道路の確保ということで、交通取

り締まりの巡回指導にも期待をしております。

許可申請についての見本書類があるので、それ

を担当職員に資料として提供しますので、活用

させてください。そして、村当局に対して住民

生活や企業活動に支障が出ないよう、スピード

感を持って対応していただきたいと思います。

村の情報を迅速に、正確に、適切に発言するこ

とで、行政サービスの向上につながり、村に対

する村民の理解が得られると思います。村の第

４次総合計画の広域行財政基本施策に、効率的

で良質なサービスが提供できる村を推進されて

います。今回の件だけではなく、さまざまな場

面で行政サービスの向上が図られるように要望

し、私の一般質問を終えようと思っていました

が、あと意見です。 

 「施策大綱１」の中に村民参画があります。

「行政情報を広く村民に提供し」ということで

すので、村民一人一人が村づくりに積極的に取

り組む村と基本目標を掲げて推進していると思

います。12月12日、島ニンジンの日の制定に

我々議員らも、この議場で採決を諮り、村民ぐ

るみで一体になり、農業基盤の活性化等に願い

を込め盛り上げようと思いを込めて、賛同、可

決したと思います。当日、村当局、関係者のみ

での制定セレモニーを行い、議員らには知らせ

がないのは、村当局の行政手法が開かれていな

いからなのではないでしょうかと批判いたしま

す。我々も村民の一人一人です。開かれた行政

情報提供サービスを熱望して、一般質問を本当

に終わらせていただきます。 

○議長 新垣博正 以上で新垣 修議員の一般

質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１０時４６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１０時５６分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 続きまして、屋良照枝議員の一般質問を許し

ます。 

○４番 屋良照枝議員 皆さん、おはようござ

います。４番屋良照枝です。 

 質問の前に、さきの９月定例会において、私

が一般質問をしました泊地区の10メートルだけ

通れなかった避難所が通れるようになりました。

泊の自治会長より報告があり、私もすぐ現場に

確認に行きました。住民からも、畑へ行くのに

通れるようになったと喜んでおりました。当局

の早急な改善、対処を高く評価します。 

 では、議長の許しが出ましたので、通告書に

従って、12月定例会一般質問を行います。 

 まず大枠１番、ごみ減量化について。①中城

村のごみ回収量について、家庭ごみの分別はさ

れているのか。中城村はごみの量は減っている

のか。生ごみ助成金は活用しているのか。粗大

ごみの収集状況はどうなっていますでしょうか。

お伺いいたします。 

 大枠２番、海岸汚染について。①プラスチッ

クごみなどの漁業に及ぼす影響。②浜の河川の

海岸線の清掃についてお伺いいたします。以上、
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答弁をお願いします。 

○議長 新垣博正 村長 浜田京介。 

○村長 浜田京介 それでは屋良照枝議員の御

質問にお答えをいたします。 

 大枠１番、２番につきまして、住民生活課の

ほうでお答えをさせていただきますが、御質問

の海岸汚染、プラスチック問題、これは世界的

な環境問題になっているようですので、村とし

ましても、この部分につきましては特に危惧を

しているところでございますので、詳細はまた

住民生活課でお答えしていきますけれども、積

極的と申しますか、当たり前に、しっかり我々

も取り組んでいかなくてはいけない問題だと

思っております。以上でございます。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それでは屋良照枝

議員の御質問にお答えをいたします。 

 大枠１の①ごみの分別についてですが、分別

収集の手引きを各家庭に配布し、燃えるごみ、

燃えないごみ、危険ごみ、粗大ごみ、資源ごみ

と５種類分別で収集しており、適正に分別され

ているものと考えます。分別されていないごみ

については、分別シールを張り、収集をしてお

りません。 

 次に本村のごみの量は人口増加とともに増加

傾向にあり、平成25年度と比較して18％の増加

となっております。 

 次に生ごみ処理容器購入補助については、過

去５年間の実績で９台の購入補助を行っており

ます。今後、村の広報誌等に掲載し周知を図り、

活用を促したいと考えております。 

 次に粗大ごみについてですが、粗大ごみの収

集日は毎月第１から第４木曜日に、週１回、収

集区域を４区域に分けて収集しているほか、個

人でも青葉園に直接搬入する方法でも受け入れ

処理を行っております。粗大ごみ量も人口増加

とともに増加傾向にあり、平成25年度と比較し

て56％の増加となっております。 

 続きまして、大枠に２の①について、微細化

したプラスチックごみ等が小魚やノリ、モズク

などの海藻へ混入し、商品価値を下げ、漂流ご

みが漁網などの漁具に絡んで、破損等の被害が

生じ、漁船のエンジントラブルなどの原因とな

り、漁業への悪影響を及ぼしていると言われて

おります。 

 ②について、河口部付近の海岸を確認しまし

たところ、漂着物や不法投棄などによるプラス

チックごみ等の散乱が見受けられました。他の

地域の海岸においては、地域や企業などによる

ボランティアにより清掃活動が実施され、収集

されたごみは、村で回収運搬処理の支援をして

おります。この海岸においても、今後、浜漁協

を含めた地域での清掃の取り組みができないか、

検討していければと考えております。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 それでは順を追って、

詳細な質問を行います。 

 まず家庭ごみの分別は、５種類分別されてお

り、適正に分別されているということで安心い

たしました。分別シールを張って収集しており

ますということで、分別シールを回収するとき

に、今でも分別できていませんというシールを

張ることはありますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 現場を直接確認はしておりませんけれども、

やはり分別が適正にされていない部分は、多少

はあるかと思います。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 多少でもあるというこ

とは、まだ適正に分別されていないといいます

か、周知徹底されていないといいますか、その

ようにとられますので、できるだけ分別はきち

んとしてくださいという、余分な作業がなくて、

分別された状態で収集できるように、そちらの

啓蒙について、呼びかけもお願いいたします。 
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 ２番目、ごみの量は減っているのかに対して、

人口増加に伴って18％の増加となっていますと

ありますが、中城村のごみ処理に係る費用は、

ざっとで結構です。費用は幾らぐらいになるか。

何千万円とか何億円とか、その程度でもよろし

いですので、わかりましたら教えてください。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 中城村・北中城村清掃事務組合へのごみ処理

施設の運営経費に対して、本村の負担は、平成

29年度の決算で２億8,700万円となっておりま

す。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 ２億8,700万円、結構

な額でびっくりしました。ぜひこの経費を減ら

していく努力をするために、中城村で今、ごみ

処理容器購入の補助金要綱があると聞いており

ます。簡潔で結構ですので、大筋を教えてくだ

さい。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 この補助交付要綱については、目的としては、

やはり家庭から排出されるごみの減量化を図る

ために、生ごみ処理容器、生ごみ処理機設置を

奨励し、その購入費用に対して補助金を交付し

ております。交付要綱の内容につきましては、

処理容器は１世帯につき２器以内。処理機は１

器としており、補助金額は購入費の２分の１で、

処理容器は3,000円、処理機は３万円を上限と

しております。また、補助金の交付については、

交付を受けた日から５年を経過しない者は補助

金を受けられないことになっております。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 この交付要綱ですけれ

ども、施行はいつからでしょうか。何年度から

設けられていますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 施行につきましては、平成13年９月27日と

なっております。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 平成13年度施行、先ほ

どの課長の答弁で、過去５年間の実績で９台。

この９台をどう捉えますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 やはり５年間で９台というのは、やはり少な

いかと思っております。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 ５年間で９台、とても

少ないと思いました。中城村だけがそういうあ

れなのかと思いまして、インターネットで調べ

ましたら、那覇市に進んだところがありました

ので、私の調べた情報ですけれども、申し上げ

ます。ちなみに、那覇市の環境部廃棄物対策課

に生ごみ処理機購入についてお聞きしました。

那覇市は平成11年から導入して、平成29年まで

に3,228件の購入があり、平成29年度に関しま

しても52件、65％の利用だと返事がありました。

ちなみに今年度の予算をお聞きしましたら126

万円を計上しているということでした。世帯数

とか人口の差はあると思いますので、比較は厳

しいと思いますけれども、先ほどの９台、中城

村は8,577世帯です。その中の１年でもないで

す。５年間で９台を利用しているという実態、

いかに生ごみ処理といいますか、そういうごみ

問題に関心が薄いといいますか、啓蒙がされて

いないというのをひしひしと感じて、私も議員

として、今後の啓蒙、利用について、ごみ問題

について受けとめたいと思います。 

 先ほどのごみの、先日の定例会のときに説明

がありましたごみ処理容器購入補助金、こちら
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の４款衛生費、１項保健衛生費、環境衛生費負

担金補助及び交付金のところで、ゼロとありま

した。そのゼロの内容について、もう少し詳し

く教えてください。使っていないということか、

問い合わせも何もないということか、動きがな

いということか、ゼロについてお願いします。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 平成29年度決算においては、実績はゼロ、補

助がゼロということでした。予算の９万9,000

円を不用としております。やはりこのあたりは、

周知不足が大きいのかなと思っております。平

成30年度、今年度も予算を計上しておりますけ

れども、これまで２器の処理容器の申請がござ

いました。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 今、ゼロではなくて２

器の申請があると。ゼロではないということで

すね。ということは、私が懸念したのは、ゼロ

であることで削減といいますか、予算がなくな

るといいますか、そういうことが考えられるの

かと思いましたけれども、平成30年度、これか

ら使われているということがなくなるというこ

とは、大丈夫でしょうか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 ごみ処理容器の補助については、ごみの発生

を抑制するということですので、やはり我々担

当課としては、毎年度予算化をし、できるだけ

補助を活用していただくようにしていきたいと

考えております。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 ぜひ活用枠を高めてい

ただきたいと思います。 

 ちなみに、補助容器とありましたけれども、

昨今のごみ処理機は進んでおります。中身も充

実していますし、いいものがたくさん出ており

ます。先ほど３万円の上限をして要綱を設定し

ているとありましたので、今の、あくまでも那

覇市の情報ですけれども、向こうでは、生ごみ

をＥＭの、畑などの堆肥にするという容器の購

入は少なくて、アパートとか台所に生ごみを処

理するパナソニックの生ごみリサイクラー、拡

販して水で流すというものの購入が多いという

ことで、これ自体の金額は５万円から６万円、

処理の用途にもよりますけれども、小さいの

だったら二、三万円。昔は高かったです。今は

10万円以内で買えるいいものがたくさん出てい

ます。ちなみに、生ごみ処理の売れ筋ランキン

グでも、五、六万円から３万円程度のものがあ

りますので、こういったものでも補助の対象に

はなりますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 お答えいたします。 

 最近は、各電機メーカーから電気式のごみ処

理機が出ておりますけれども、やはりそういっ

たものに対しても、当然限度額が３万円ですの

で、２分の１の補助の対象になり得ると思いま

す。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 ぜひ家庭ごみの生ごみ

を減らすことができれば、ごみの減量化に、幾

らか、大きくかかわっていけると思いますので、

要綱は家庭ごみについての補助ですよね。保育

園とか給食センターの生ごみは、どのように処

理されておりますでしょうか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時１７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１７分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 保育所等の部分については、事業系ごみとい
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うことで、直接処分業者と契約をしているとい

うことだと思います。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 直接業者に引き取らせ

て処分をしているということで、その処分に関

してもお金がかかっているということですね。

結構です。 

 家庭ごみではなくて、保育所や給食センター

からは、生ごみが多く出ると思いますけれども、

そちらのほうでごみ処理機、そういった大型の

ものを購入するとか、設置をするという考えは

ないでしょうか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時１８分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時１８分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 教育総務課長 比嘉健治。 

○教育総務課長 比嘉健治 それではお答えし

ていきたいと思います。 

 先ほどの、給食センターの生ごみについては、

事業系ごみということで、業者のほうにという

ことでありましたが、現在、村の給食センター

においては、養豚業者に回収していただいてい

ますので、無料で処理をしていただいている状

況です。そういうこともありますので、ごみ処

理機の設置は現在考えておりません。以上です。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時２０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時２１分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 福祉課長 金城 勉。 

○福祉課長 金城 勉 お答えいたします。 

 事業用ごみとしての予算が発生していないと

ころから、教育総務課の給食センターと同じよ

うに、処理していると思います。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 わかりました。リサイ

クルがされているということで、その費用がか

かっていないという、村の予算に対する経費が

使われていないということで、とにかく、大き

い生ごみは、きちんとリサイクルされていると

いうことを聞いて、ぜひリサイクルをして、と

にかく活用できるように、生ごみだけではなく

て、油とか大きく出ますので、リサイクルの資

源の活用をぜひお願いいたします。 

 先ほど、家庭ごみの生ごみ処理容器の助成に

ついて、課長は広く周知徹底、みんなに知らし

めるということで答えていただきましたけれど

も、私の手元にありますこれ、ごみの、家庭に

配布されている、我が家はこれよりも二回りぐ

らい大きいのがありますけれども、これは今、

住民生活課でいただいてきました。こういうの

が配られていますけれども、ぜひこの表に、生

ごみ処理機の活用とか設置をした場合には補助

がありますと、ぜひこれにも文言を入れてもら

えれば、家庭の主婦はこういうのがあるんだと、

広報とかに載せるよりは、これが一番的確だと

思います。生ごみに関しての補助がある。しい

て言えば、上限３万円までありますとか、それ

ぐらいの文言が入れば、もっと意識をして、生

ごみ処理機の活用、設置につなげていけると思

いますし、ごみ減量化に少しでも役に立てると

思いますので、取り組みの検討をお願いいたし

ます。 

 そのまま、粗大ごみの収集状況について、先

ほど答弁がありました。前と比較して56％の増

加となっています。大変大きい増加だと思いま

す。人口比率もあると思いますけれども、これ

の大きくなった理由に、処理業者といいますか、

処理するのにお金が出るといいますか、そうい

うことですけれども、これをやるときに200円

のシールですよね。その金額については、どの

ように思いますか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 
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○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 ごみ処理券の購入費は、中城村は200円です

けれども、近隣の沖縄市とか、他の市町村では

300円とかのところもあります。ただやはり住

民サービスの一環ですので、これを値上げして

行うことは、今後、そういった処分費用がかか

るということで、不法投棄になりかねないケー

スも出てくるかと思いますので、現在のところ

は妥当な金額かと考えております。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 ごみ問題については、

すぐにどうこうということはできないと思いま

すけれども、ただ、以前、青葉園が建設された

ときには、村民のごみ問題の意識も高く、マイ

コップ、マイ箸、マイバッグなどが定着しつつ

ありましたが、最近少し薄れてきた感があるよ

うに思います。それが生ごみ処理機ゼロと言う

数字にあらわれたのかなと思いました。ぜひ、

家庭ごみだけでも減らせるように、生ごみ処理

機の活用の啓発、周知徹底、補助金があるとい

うことをもっと広く知らしめて、ぜひ平成30年

度はゼロではなくて、今、もう２台はあるとい

うことですので、活用は見込まれていますので、

それが過去５年間の９台にとどまらず、それ以

上の申し込みがあった場合にはふやしていく考

えはお持ちでしょうか。平成30年度について、

９万9,000円の予算枠ですよね。ということは、

３万円だと３台で終わりますし、件数的にその

予算を上回るような補助が必要になった場合に

は、途中であっても考えてもらえますか。それ

とももうないですから打ち切るという、そうい

う考えでしょうか。 

○議長 新垣博正 住民生活課長 津覇盛之。 

○住民生活課長 津覇盛之 それではお答えい

たします。 

 補助金要綱においても、予算の範囲内でとい

うことで考えておりますので、やはりそれなり

に要望等がふえれば、補正対応とか、次年度の

予算に反映させていくべきだと思いますので、

そういう形で対応していきたいと思います。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 平成30年度、これから

は活用していくように、私も微力ながら、片隅

の一部ではありますけれども、みんなに啓発し

て、ぜひ予算を上回るだけの利用をしたいと考

えておりますので、よろしくお願いします。 

 大枠２に移ります。プラスチックごみの漁業

に及ぼす影響について、先ほど答弁がありまし

た。プラスチックごみの海への汚染は、大変深

刻になっています。佐敷中城漁業協同組合にも

状況を聞いてまいりました。おっしゃるとおり、

汚染は進んでおります。漁港のほうから、一番

びっくりしていたのが、上に浮いているのはわ

かるけれども、気づいたら取るということです

けれども、浜の場合の海のほうには、縦穴式と

いうことで、下のほうに、海底といいますか、

定置網みたいにして仕掛けて、翌朝とるとか、

そのようにしているのですが、ビニール袋、プ

ラスチックがそれにもかかると、魚の入りぐあ

いが悪くなるのです。そこはもう漁民は困って

おりました。一番困っているのがエンジンへの

影響、ビニール袋の絡みがあって、エンジンを

停止してとらないといけないということで、網

の設置に関しては、かかるけれども、引き上げ

た後に一々洗って処理をするということですけ

れども、エンジントラブルに関しては結構深刻

な問題で、被害をこうむっているということで、

強くあれしていましたので、プラスチックごみ

とか海岸清掃の件ですが、安里ヨシ子議員から

も前の定例会で御指摘がありましたけれども、

ＣＧＧのグリーン運動が年に１回ありますけれ

ども、そちらを海岸の清掃に限定してもいいで

すので、もう少し回数をふやすとか、そのお考

えはないですか。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 
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○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それではただいま

の御質問にお答えいたします。 

 私からすればいいタイミングという形の御質

問で、あさって日曜日がＣＧＧ運動でございま

す。先日、９月、吉の浦公園の海岸清掃の御質

問もありましたが、今後、ＣＧＧ運動はただい

ま自治会長を通して、各自治会に協力していた

だき、またことしは中学校も、私が生徒集会に

参加して、中学校の生徒をいっぱい集めてこよ

うという取り組みもしております。その中で、

浜を含め海岸、屋宜は海岸の清掃を、大城議員

も含め、私も参加したり、久場のほうもぜひ参

加していただきたいと思いますので、浜漁港に

限らず、各地域において、そういった清掃の場

所を今後も検討しながら、必要であれば周知を

して、海岸の清掃にも取り組んでまいりたいと

思っております。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 ＣＧＧ運動については、

少し定着していますので、年末の大掃除という

感じで、皆さんしていただけます。ですから、

１回に限らず、せめて夏場と冬場、それぐらい

の回数、あと１回ふやす考えはないでしょうか。 

○議長 新垣博正 生涯学習課長 稲嶺盛昌。 

○生涯学習課長 稲嶺盛昌 それではただいま

の御質問にお答えいたします。 

 ＣＧＧ運動というのは、全県下含めて、そう

いった盛り上げる意味での活動でございますが、

こちらは、地域、家庭の学習の中でも、学校も

含めたところで、ぜひ夏休みの期間とか、その

時期においてそういう取り組みは、ぜひ、教育

委員会生涯学習課としても協力はしてまいりた

いと思いますし、関係機関、住民生活課を含め、

出てきたごみの処理とかを、回収はそういった

部署にお願いしながら取り組んでいきたいと思

います。また、五、六年前ぐらいですか、浜に

おいては、私の記憶の中ではＦＭおきなわ、コ

スモ石油でしたか、そういった大々的な掃除を

やったこともございましたし、そういった取り

組みも、また今度お話があれば、積極的に参加

させていただきたいと思っております。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 当局も、それから地域

の村民も、ごみ問題については真摯に取り組ん

で、特に中城村はきれいな海、きれいな空、そ

して肥沃な大地ということで、いろいろな自然

がいっぱいですので、それを宝として、大事に

守っていきたいと思います。そして出たごみも、

的確に分別して、適正に処理されるように協力

していきたいと思います。 

 続きまして②浜の河川の海岸線の清掃につい

て、こちらに関しては、先に金城 章議員から

浜の河川の海岸線の清掃について質問があった

と思いますけれども、その質問の中で、都計課

の課長が現場を見ましたけれども、水が流れて

いるとお答えになっておりましたけれども、水

が流れているのは、去る台風24号、25号の大雨

で結構流されてきれいになったという、そのタ

イミングがあったのですが、またこれからた

まっていくということが考えられます。私が言

いたいのは、たまる前に、今、土砂が沈殿して

いますので、あと１メートル、２メートル、ユ

ンボを入れるなり、大型化で土砂をしゅんせつ

していただいたら、それがもっとスムーズに、

これから大雨になった場合でも、流木とかそう

いうものもなくスムーズに流れる、川の氾濫も

ないと考えますが、ちなみに、私の記憶が定か

ではないのですが、10年以上前にユンボを入れ

て土砂をさらったということを覚えております

けれども、その後からユンボを投入して掃除を

したという記憶はないのですが、間違いないで

しょうか。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１１時３６分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１１時３６分） 
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○議長 新垣博正 再開します。 

 都市建設課長 仲松範三。 

○都市建設課長 仲松範三 お答えします。 

 私も４月から都市建設課に配属されました。

過去、何年前にしゅんせつしたかどうかは確認

しておりません。 

○議長 新垣博正 屋良照枝議員。 

○４番 屋良照枝議員 過去のことは結構です。

今これからの件、今現在、流木とか、木は去る

台風で流されていますけれども、下にたまって

いる土砂、あれはもともとあった川から、私が

見る限り、２メートルぐらい、１メートル以上

土砂が積もっている。それをユンボなどで排出

することによって、もっとはけ口が広く、もっ

とスムーズに流れて、今、浜が抱えている大雨

のときの川からの氾濫も軽減されると思います

ので、ぜひ、大雨が降る梅雨に入らない前に、

一度土砂をしゅんせつできるように、現場の様

子を私もよく見ますので、そこも検討していた

だきたいと思います。 

 まとめに入ります。ごみ問題については、本

当に毎日毎日、そういうあれではないですので、

日々、家庭のごみ、それからごみだけではなく

空き缶、リサイクル等も利用して、皆さんが適

切に処理して、そして中城村のごみを少しでも

減らすことを考えたいと思います。そして先ほ

どの２億8,700万円、この予算が幾らかでも軽

減され、ごみ処理機が活用されて、家庭ごみが

減り、リサイクルを回す、それから堆肥に使う、

全ていいように循環して回っていくことを切に

希望いたします。これで質問を終わります。 

○議長 新垣博正 以上で屋良照枝議員の一般

質問を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１１時３９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３０分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 日程第２ 陳情第４号及び日程第３ 陳情第

６号及び日程第４ 意見書第５号については関

連しますので、一括議題にしたいと思いますが

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、日程第２ 陳情第４号及び日程第

３ 陳情第６号 臓器移植の環境整備を求める

意見書の採択を求める陳情書及び日程第４ 意

見書第５号 臓器移植の環境整備を求める意見

書については一括議題といたします。 

 本件について委員長報告及び委員長の趣旨説

明を求めます。 

 文教社会常任委員長 大城常良。 

○文教社会常任委員長 大城常良 それでは、

まずは陳情のほうから読み上げて御報告をした

いと思います。 

 

 

平成30年12月14日 

 

中城村議会議長 新 垣 博 正  殿 

 

文教社会常任委員会 

委員長 大 城 常 良 
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委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第94条第１項の

規定により報告します。 

記 

 

番  号 付託年月日 件     名 審査の結果 

陳情第４号 
平成30年 

９月28日 

臓器移植の環境整備を求める意見書の

採択を求める陳情書 
採  択 

陳情第６号 
平成30年 

９月28日 

臓器移植の環境整備を求める意見書の

採択を求める陳情書 
採  択 

  

 

 続きまして、意見書第５号を読み上げて御提

案申し上げます。 

 

 

 

意見書第５号 

 

平成30年12月14日 

 

中城村議会 

 議長 新 垣 博 正  殿 

 

提出者 

中城村議会 文教社会常任委員会 

      委員長 大城 常良 

 

臓器移植の環境整備を求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条３項の規定により提出します。 

 

提案理由 

 平成30年９月28日に本委員会に付託された陳情第４号、及び第６号を審査の結果、採択となり

別紙意見書を提案する。 
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意見書第５号 

臓器移植の環境整備を求める意見書 

 

 臓器移植の普及によって薬剤や機械では困難であった臓器の機能回復が可能となり、多くの患

者の命が救われている。 

 一方、臓器移植ネットワークが構築されていない外国における移植は臓器売買等の懸念を生じ

させ、人権上ゆゆしき問題となっている。 

 そこで、国際移植学会は、平成20年５月に「各国は、自国民の移植ニーズに足る臓器を自国の

ドナーによって確保する努力をすべきだ」とする主旨の「臓器取引と移植ツーリズムに関するイ

スタンブール宣言」を行った。 

 こうした動きが我が国における平成22年７月の臓器の移植に関する法律の改正につながり、本

人の意思が不明な場合であっても家族の承諾により臓器を提供することが可能となった。同法の

改正以後、脳死下での臓器提供者は年々増加しており、平成28年の臓器提供者数は64人、平成29

年の臓器提供者数は77人となっている。 

 しかし、平成30年５月31日時点における臓器移植希望者数が、心臓で684人、肺で325人、肝臓

で313人、腎臓で11,931人、膵臓で206人（日本臓器移植ネットワーク）となっているなど、心停

止後のものを含めても臓器提供数が必要数を大きく下回っており、その理由としてドナーや臓器

提供施設数が少ないことが指摘されている。 

 よって、国においては、国民の臓器を提供する権利、臓器を提供しない権利、移植を受ける権

利及び移植を受けない権利を同等に尊重しつつ、臓器移植を国民にとって安全で身近なものとし

て定着させるため、下記の事項に取り組むよう強く要望する。 

 

記 

 

１ 国民が命の大切さを考える中で臓器移植にかかる意思表示について具体的に考え、家族など

と話し合う機会を増やすことができるよう臓器移植に係る更なる啓発に努めること。 

２ 臓器提供施設における院内体制の整備を図るため、マニュアルの整備、研修会の開催など

個々の施設の事情に応じたきめ細かい支援を行うこと。 

３ 臓器移植についての説明から臓器提供後のアフターケアまで、ドナーの家族に対してきめ細

かな対応が可能となるよう移植コーディネーターの確保を支援すること。 

４ 臓器摘出手術から移送までを担う臓器移植施設の担当医について負担軽減対策を講ずるこ

と。 

５ 国民が臓器移植ネットワークの構築されていない国において臓器移植を受けることのないよ

う必要な対策を講ずること。 

① ブローカーの厳罰化 

② 医師に対する、患者への渡航移植の危険性の告知義務 
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③ 医師が臓器移植を受けた患者であることを覚知した際、厚生労働省への告知義務 

④ 違法と知らないで臓器移植を受けてしまった、善意のレシピエントへの精心面でのケア

これらは、有効な対策であると思われる。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

平成30年12月14日 

沖縄県中城村議会 

 

あて先 

 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣 

 

 以上でございます。 

○議長 新垣博正 これで委員長報告及び委員

長の趣旨説明を終わります。 

 休憩します。 

休 憩（１３時３７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時３８分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 これから陳情第４号及び日程第３ 陳情第６

号 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択

を求める陳情書に対する質疑を行います。質疑

ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 これから委員長報告に対する討論を行います。

討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから陳情第４号及び陳情第６号 臓器移

植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳

情書を採決いたします。 

 本案における委員長報告は採択です。 

 お諮りします。本案は委員長報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、陳情第４号及び陳情第６号 臓器

移植の環境整備を求める意見書の採択を求める

陳情書は委員長報告のとおり採択されました。 

 続きまして、意見書第５号 臓器移植の環境

整備を求める意見書に対する質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１３時４０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時４１分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから意見書第５号 臓器移植の環境整備

を求める意見書を採決いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第５号 臓器移植の環境整

備を求める意見書は原案のとおり採択されまし

た。 

休 憩（１４時４２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１４時４２分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 日程第５ 陳情第７号及び日程第６ 意見書

第６号については関連しますので、一括議題に

したいと思いますが御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。 

したがって、日程第５ 意見書第７号 普天間

基地５年以内運用停止の遵守を求める議会決議

の陳情及び日程第６ 陳情第６号 米軍普天間

飛行場の５年以内運用停止の遵守を求める意見

書については一括議題といたします。 

 本件について委員長報告及び委員長の趣旨説

明を求めます。 

 総務常任委員長 石原昌雄。 

○総務常任委員長 石原昌雄 それでは報告か

らいきます。 

 

平成30年12月14日 

 

中城村議会議長 新 垣 博 正  殿 

 

総務常任委員会 

委員長 石 原 昌 雄 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された陳情を審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第94条第１項の

規定により報告します。 

記 

 

番  号 付託年月日 件     名 審査の結果 

陳情第７号 
平成30年 

12月７日 

普天間基地５年以内運用停止の遵守を

求める議会決議の陳情 
採  択 

  

 

 

 次に意見書について提案します。 
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意見書第６号 

 

平成30年12月14日 

 

中城村議会 

議長 新 垣 博 正  殿 

 

提出者 

中城村議会 総務常任委員会 

委員長 石原 昌雄 

 

米軍普天間飛行場の５年以内運用停止の遵守を求める意見書 

 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第14条第３項の規定により提出します。 

 

提案理由 

 本委員会に付託された陳情第７号を審査の結果、採択となり別紙意見書を提案する。 

 

米軍普天間飛行場の５年以内運用停止の遵守を求める意見書(案) 

 

 普天間飛行場の５年以内の運用停止については、安倍晋三首相が普天間飛行場負担軽減推進会

議の第１回会議（2014年２月18日）において、沖縄県民全体の思いとして、しっかり受け止め、

「政府としてできることは全て行う」と述べるなど、政府としての見解が示されてきたところで

ある。 

 同飛行場の運用による騒音被害とともに、昨年来、立て続けに起きた普天間基地所属の米軍機

の墜落、エンジントラブル、部品落下事故等により、基地と隣り合わせの生活を余儀なくされて

いる周辺住民は、日々、生命の危険にさらされ続けている。 

 よって本議会は、こうした危険性の除去のために、「５年」の期限を迎える2019年２月には、

「普天間飛行場の運用停止」を確実に実現することを強く求めるものである。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

平成30年12月14日 

沖縄県中城村議会 
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あて先 

 内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣 

 

 

 以上です。 

○議長 新垣博正 休憩します。 

休 憩（１３時４７分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時４７分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 これで委員長報告及び委員長の趣旨説明を終

わります。 

 これから陳情第７号 普天間基地５年以内運

用停止の遵守を求める議会決議の陳情に対する

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 これから委員長報告に対する討論を行います。

討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから陳情第７号 普天間基地５年以内運

用停止の遵守を求める議会決議の陳情を採決い

たします。 

 本案における委員長報告は採択です。 

 お諮りします。本案は委員長報告のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、陳情第７号 普天間基地５年以内

運用停止の遵守を求める議会決議の陳情は委員

長報告のとおり採択されました。 

 続きまして、日程第６ 意見書第６号 米軍

普天間飛行場の５年以内運用停止の遵守を求め

る意見書に対する質疑を行います。 

 休憩します。 

休 憩（１３時４９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

再 開（１３時５１分） 

○議長 新垣博正 再開します。 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「質疑なし」と認め、質疑

を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「討論なし」と認め、これ

で討論を終わります。 

 これから意見書第６号 米軍普天間飛行場の

５年以内運用停止の遵守を求める意見書を採決

いたします。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、意見書第６号 米軍普天間飛行場

の５年以内運用停止の遵守を求める意見書は原

案のとおり採択されました。 

 お諮りします。会議規則第45条の規定により

議決の結果生じた条項、字句、数字、その他の

整理を要するものについては、その整理を議長

に一任してよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と言う声あり） 

○議長 新垣博正 「異議なし」と認めます。

したがって、条項、字句、数字、その他の整理

を要するものについては議長に一任することに

決定しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 これで、本定例会を閉会いたします。御苦労

さまでした。 
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  閉 会（１３時５３分） 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここ

に署名する。 

 

中城村議会議長 新 垣 博 正 

 

中城村議会議員 桃 原   清 

 

中城村議会議員 石 原 昌 雄 

 


